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序

　八ッ場ダムは、首都圏の利水、治水を主な目的として吾妻川の中流に建設される多

目的ダムです。ダム建設に伴う発掘調査は平成６年度から始まりました。本年で２３年

目を迎えることになります。調査研究の進展に伴って、この地域に暮らし、山野を拓

いて地域を発展させてきた先人の営みが、徐々に明らかになってきています。

　本書は平成２０年から発掘調査を継続しております石川原遺跡に関する発掘調査報告

書の第１冊であります。遺跡東部の調査区で、主に平成２６年度から２８年度にかけて調

査を行った部分の調査結果の一部を報告いたします。天明３年浅間山噴火に伴う泥流

下の畑及びこれ以前に数次にわたってこの地を襲った洪水で埋められた畑の調査を中

心とするものです。

　発掘された遺跡の姿からは、度重なる自然災害に立ち向かって郷土を発展させ続け

た、先人たちの力強さを目の当たりにする思いがいたします。

　郷土の歴史研究に、またこれからの地域発展のために、本書をご活用いただければ

幸いに思います。

　また、発掘調査から報告書刊行に至るまで、多大なるご理解とご協力をいただきま

した、国土交通省関東地方整備局八ッ場ダム工事事務所、群馬県教育委員会、長野原

町教育委員会をはじめとする関係機関、また、地元の皆様に、心から感謝を申し上げ、

序といたします。

　平成３０年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　中 野 三 智 男





例 言
１　本書は、八ッ場ダム建設工事に伴う石川原遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書の第１集である。

２　遺跡の名称および所在地

　　石川原遺跡(いしがわらいせき)

　　群馬県吾妻郡長野原町大字川原湯乙３7番地ほか

３　事業主体　国土交通省

４　調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

５　発掘調査の期間・組織

　　平成２０年度　　期間　平成２０年８月１日～平成２０年1０月３1日　　面積　1,7００㎡

　　担当　麻生敏隆(主任専門員(統括))・田村公夫(主任調査研究員)・綿貫　昭(同)

　　平成２６年度　　期間　平成２６年４月１日～平成２６年1２月３1日　　面積　２5,０００㎡

　　担当　斉藤利昭(上席専門員・調査統括)・麻生敏隆(上席専門員)

　　平成２7年度　　期間　平成２7年４月１日～平成２7年７月３1日　　面積　5,０００㎡

　　担当　大西雅広(上席専門員・調査統括)・麻生敏隆(上席専門員)

　　平成２８年度　　期間　平成２８年４月１日～平成２9年３月３1日　　面積　３7,519㎡

　　担当　麻生敏隆(上席専門員・調査統括)・黒田　晃(主任調査研究員)・山本光明(同)

　　　　　石川真理子(専門員)・藤巻幸男(専門調査役)・間庭　稔(同)

　　平成２9年度　　期間　平成２9年４月１日～平成３０年３月３1日　　面積　３３,８79㎡

　　担当　須田正久(主任調査研究員)・黒崎博樹(同)・石田　真(同)・山本直哉(調査研究員)

　　　　　石川真理子(専門員)・小野和之(専門調査役)・間庭　稔(同)・桜岡正信(同)・樺澤健二(同)

　　なお、発掘調査は平成３０年３月現在も進行中であり、平成３０年度も継続される。

６　整理等作業の期間・担当者

　　期間　平成２０年１月１日～平成２０年３月３1日　担当　田村公夫(主任調査研究員)

　　　　　平成２9年１月１日～平成２9年３月３1日　担当　麻生敏隆(上席専門員・調査統括)・洞口正史(専門調査役)

　　　　　平成２9年４月１日～平成３０年３月３1日　担当　洞口正史(専門調査役)(本書刊行)

７　平成２9年度整理等作業の組織

　　整理担当　洞口正史(専門調査役)

　　金属製品保存処理　板垣泰之(専門員)・関邦一(専門調査役)

８　本報告書作成関係者

　　報告書執筆・編集　洞口正史(専門調査役)　第３章執筆　楢崎修一郎(大妻女子大学博物館)

　　遺物観察　　　縄文・弥生土器　石坂　茂(専門調査役)

　　　　　　　　　石器・石製品　津島秀章(資料第２課長)・麻生敏隆(上席専門員・資料課長)

　　　　　　　　　土師器・須恵器　佐藤元彦(専門調査役)

　　　　　　　　　中・近世陶磁器　徳江秀夫(専門調査役)・大西雅広(上席専門員・調査１課長)

　　　　　　　　　金属器・金属製品　板垣泰之(専門員)　出土骨類　楢崎修一郎(大妻女子大学博物館)

　　遺物写真撮影　縄文・弥生土器　石坂　茂(専門調査役)

　　　　　　　　　石器・石製品　津島秀章(資料第２課長)・麻生敏隆(上席専門員・資料課長)

　　　　　　　　　土師器・須恵器　洞口正史(専門調査役)　中・近世陶磁器　徳江秀夫(専門調査役)

　　　　　　　　　金属器・金属製品　板垣泰之(専門員)

９　調査・分析委託等

　　埋蔵文化財遺跡掘削工事

　　　　　　平成２０年度　株式会社測研　　平成２６年度　株式会社歴史の杜

　　　　　　平成２7年度　測研・吉澤建設・技研コンサル・瑞穂建設吾妻地区埋蔵文化財遺跡掘削工事経常共同企業体



凡 例
１　本書で使用する測量図の座標は、日本測地系による。図上の方位は座標北を示す。

２　遺構図および遺物図の縮尺は基本的に下記によるが、広域にわたる畑や長大な溝等を対象とする事が多いため、紙

幅の範囲内で、遺構の形状を最も把握しやすいと思われる縮率を選択した。各図幅には縮尺を注記するとともに、

縮尺を示すスケールを付した。また、遺物図と遺物写真は基本的に同縮尺としたが、対象の形状により異なる場合

がある。また、遺構写真および遺物細部の拡大写真等は任意縮尺である。

　　遺構図　対象調査区全体図　１：２０００　　調査区内部分図　１：２００／１：２5０　同詳細図　１：８０／１：1００　

	 　　個別遺構図　１：６０　同詳細図　１：２０

　　遺物図　石鏃・銭貨等　１：１　　石匙・石核・砥石・刀子・釘等　１：２

　　　　　　中型石器・土器片等　１：３　　土器・大型石等　１：４　　大型土器等　１：６／１：８

３　遺物写真の番号は、遺物実測図および遺構図中の遺物番号と一致するが、写真のみを掲載し、出土位置の記載や実

測図掲載を行っていない遺物もある。

４　一覧表中の計測値は、それが推定値あるいは残存部の実測値である場合には(　)を付した。

５　土層、土器の色調はともに「新版標準土色帳」を基準色として慣用名を使用することとしているが、必ずしも統一さ

れていない。

６　遺構図に使用したスクリーントーンは以下を示す。

７　遺物図に使用したスクリーントーンは以下を示す。

８　本書で使用した地形図は下記の通りである。

　　国土地理院：地形図　１：5０，０００　「草津」(平成11年発行)

　　　　　　　　灰釉・青磁　　　　　　　炭化物付着　　　　　　　鉄銹化部・鉄塊付着部分　　　　　

　　　　　　　　滓化・ガラス質　　　　　　　

　　　　　　　　灰釉・青磁　　　　　　　炭化物付着　　　　　　　鉄銹化部・鉄塊付着部分　　　　　　　　　　　　　灰釉・青磁　　　　　　　炭化物付着　　　　　　　鉄銹化部・鉄塊付着部分　　　　　　　　　　　　　灰釉・青磁　　　　　　　炭化物付着　　　　　　　鉄銹化部・鉄塊付着部分　　　　　

　　　　　　　　滓化・ガラス質　　　　　　　

　　　　　　　　攪乱　　　　　　　　　　焼土　　　　　　　　　　炭・炭化物　　　　　　　軽石　

　　　　　　　　灰面　　　　　　　　　　黄色土　　　　　　　　　石範囲・集石　　

　　　　　　平成２８年度　歴史の杜・吉澤建設・南波建設吾妻地区埋蔵文化財遺跡掘削工事経常共同企業体

　　　　　　平成２9年度　測研・吉澤建設・技研コンサル・瑞穂建設吾妻地区埋蔵文化財遺跡掘削工事経常共同企業体

　　遺構測量・空中写真撮影　株式会社測研・技術コンサル株式会社

　　大型石器実測・トレース(一部)　株式会社測研

　　骨類鑑定　楢崎修一郎(大妻女子大学博物館)

1０　資料保管等

　　本発掘調査の出土遺物のうち、本書に掲載したものおよび調査図面、写真等の資料は、群馬県埋蔵文化財調査セン

ターで保管している。また、出土遺物のうち細片等の理由により本書に掲載できなかったものは、一括して群馬県

教育委員会文化財保護課収蔵庫に保管している。

11　謝辞

　　本報告書作成にあたり、下記の諸機関、諸氏にご指導、ご協力をいただいた。記して感謝の意を表す。

　　国土交通省関東地方整備局八ッ場ダム工事事務所　群馬県教育委員会　長野原町教育委員会　川原湯区
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写真目次
	 ４　同　部分　西から
	 ５　第２面畑第４～ 1０区画相当部　東から
ＰＬ．14	 １　第２面畑第４～ 11区画相当部　上が南
	 ２　同　西部　上が南
ＰＬ．15	 １　第２面畑第４～ 11区画相当部　上が南
	 ２　同　第４・５区画境界部　北から
	 ３　同　第４・５区画境界部　西から
	 ４　同　第５区画西部　北から
	 ５　同　第５区画東部　西から
ＰＬ．1６	 １　第２面畑第５区画中部　西から
	 ２　同　第５区画土層断面Ａ　西から
	 ３　同　第５区画土層断面Ａ　西から
	 ４　同　第５区画土層断面Ｂ　西から
	 ５　同　第５区画土層断面Ｂ　西から
	 ６　同　第５・９区画境界部　西から
	 ７　同　第５・８・９区画境界部　北から
	 ８　同　第８・９区画境界部　北から
ＰＬ．17	 １　第２面畑第８・９区画境界部　西から
	 ２　同　第９区画　西から
	 ３　同　第９区画土層断面　西から
	 ４　同　第８区画土層断面　西から
	 ５　同　第７区画　上が北
ＰＬ．1８	 １　第２面畑第７区画　北西から
	 ２　同　部分　西から
	 ３　第２面畑セクション９　西から
	 ４　同　部分　西から
	 ５　同　部分　西から
	 ６　第２面畑セクション1０　西から
	 ７　同　部分　西から
	 ８　同　部分　西から
ＰＬ．19	 １　第７区画東耕作具痕跡断面　北から
	 ２　同　拡大
	 ３　第７区画東耕作具痕跡断面　東から
	 ４　同　拡大
	 ５　第７区画東耕作具痕跡　東から
	 ６　第７区画東耕作具痕跡
	 ７　第７区画東耕作具痕跡
	 ８　第７区画東耕作具痕跡
ＰＬ．２０	 １　２号平坦面とその周辺　南から
	 ２　３号平坦面　南から
	 ３　５号平坦面　北から
	 ４　７号平坦面断面　東から
	 ５　８号平坦面　南から
ＰＬ．２1	 １　８号平坦面断面　東から
	 ２　９号平坦面　北から
	 ３　９号平坦面断面　東から
	 ４　２号建物と1０号平坦面　北から
	 ５　1０号平坦面　北から
	 ６　1０号平坦面断面　東から
	 ７　11号平坦面　北から
	 ８　1２号平坦面　北から
ＰＬ．２２	 １　1３号平坦面　北から
	 ２　1３号平坦面　南から
	 ３　14号平坦面　北から
	 ４　14号平坦面　南から
	 ５　３０号平坦面　北から
	 ６　３4号平坦面　北から
	 ７　4０号平坦面　北から
	 ８　4２号平坦面　北から
ＰＬ．２３	 １　4２号平坦面断面　南から
	 ２　4３号平坦面　南から
	 ３　4３号平坦面断面　南から
	 ４　45号平坦面　南から

ＰＬ．１	 発掘前の石川原遺跡
ＰＬ．２	 １　復旧溝群遠景　南東から
	 ２　復旧溝群調査風景　東から
	 ３　復旧溝群全景　南東から
	 ４　復旧溝群全景　東から
	 ５　復旧溝群西半部　南から
ＰＬ．３	 １　復旧溝群東半部　南から
	 ２　１～３号復旧溝　東から
	 ３　４～６号復旧溝　東から
	 ４　1２号復旧溝断面　東から
	 ５　1３号復旧溝断面　西から
	 ６　1２号・1３号復旧溝　西から
	 ７　1２号・1３号復旧溝　西から
	 ８　1２号復旧溝断面　西から
ＰＬ．４	 １　第２面調査区遠景　西から
	 ２　第２面畑調査風景　北西から
ＰＬ．５	 １　第２面畑面(第１区画４号畑)　東南から
	 ２　畑面近接(第１区画４号畑)　東から
	 ３　畝内のＡｓ－Ａ(第１区画２号畑)　南西から
	 ４　畑断面(第１区画４号畑Ａ)　東から
	 ５　畑畝の境界(第１区画３号畑)　東から
	 ６　畑畝の境界(第１区画６号畑)　西から
	 ７　畑面の植物痕跡(第１区画５号畑)　北から
	 ８　畑面の植物痕跡(第１区画６号畑)　北から
ＰＬ．６	 １　第２面畑第１区画西部相当部　右が北
	 ２　同　部分　２号建物周辺　上が北
	 ３　同　部分　上が北
	 ４　同　部分　東から
	 ５　同　部分　南から
ＰＬ．７	 １　第２面畑第２区画・第３区画西部相当部　上が北
	 ２　同　第２区画西部　上が北
	 ３　同　第２区画西北部部分　西から
	 ４　同　第２区画西北部近接　西から
	 ５　第２区画西南部部分　西から
ＰＬ．８	 １　第２面畑第５区画・８区画相当部北部　上が北
	 ２　同　３号建物周辺　南から
	 ３　同　第８区画相当部　南から
	 ４　同　第８区画相当部　南から
	 ５　同　第８区画相当部　南から
ＰＬ．９	 １　第２面畑第５区画相当部西部　西から
	 ２　同　東から
	 ３　同　西半部　上が北
ＰＬ．1０	 １　第２面畑第５区画相当部西部西半　上が北
	 ２　同　部分　上が北
	 ３　同　西から
	 ４　同　部分　北から
	 ５　植物痕跡　西から
ＰＬ．11	 １　第２面畑第５区画相当部西部東半　上が北
	 ２　同　49号平坦面周辺　上が北
	 ３　同　54号平坦面周辺　上が北
	 ４　同　45号平坦面周辺　南から
	 ５　同　部分　南から
ＰＬ．1２	 １　第２面畑セクション６　西から
	 ２　同　部分　西から
	 ３　同　部分　西から
	 ４　同　部分　西から
	 ５　第２面畑セクション７　西から
	 ６　同　部分　西から
	 ７　第２面畑セクション８　北から
	 ８　同部分　南から
ＰＬ．1３	 １　第２面畑セクション８　部分　東から
	 ２　同　部分　東から
	 ３　第２面畑セクション1２　南西から



	 ６　同　部分　東から
	 ７　同　断面Ｃ　北東から
	 ８　同　部分　東から
ＰＬ．３３	 １　８号道　北から　手前は寺院７号建物
	 ２　同　南から
	 ３　同　東から
	 ４　同　１号水路との交差部　南から
	 ５　同　２号水路との交差部　北から
	 ６　同　断面１　北から
	 ７　同　断面２　北から
	 ８　同　断面３　北から
ＰＬ．３4	 １　２号水路西部　西から
	 ２　同　東部(６号溝)　西から
	 ３　同　近接　西から
	 ４　同　近接　東から
ＰＬ．３5	 １　２号水路中部　西から
	 ２　同　西部屈曲部　西から
	 ３　同　南から
	 ４　同　断面　南から
	 ５　２号水路と19号建物　東から
	 ６　２号水路断面Ａ　西から
	 ７　同　断面Ｂ　西から
	 ８　同　断面Ｃ　西から
ＰＬ．３６	 １　２号建物　南から
	 ２　２号建物　西から
ＰＬ．３7	 １　２号建物P１　南から
	 ２　２号建物P１断面　南から
	 ３　２号建物P２　南から
	 ４　２号建物P２断面　南から
	 ５　２号建物P３　南から
	 ６　２号建物P３断面　南から
	 ７　２号建物P４　南から
	 ８　２号建物P４断面　南から
ＰＬ．３８	 １　２号建物P５　南から
	 ２　２号建物P５断面　南から
	 ３　２号建物P５断面部分　南から
	 ４　２号建物P６断面　南から
	 ５　２号建物P６断面部分　南から
	 ６　２号建物P６　東から
	 ７　２号建物P７　南から
	 ８　２号建物P７断面　南から
ＰＬ．３9	 １　２号建物P８　南から
	 ２　２号建物P８断面　南から
	 ３　２号建物P９　南から
	 ４　２号建物P９断面　南から
	 ５　７号建物　南から
ＰＬ．4０	 １　８号建物　西から
	 ２　８号建物　北から
ＰＬ．41	 １　19号建物　東から
	 ２　19号建物　北から
	 ３　19号建物と２号水路　東から
	 ４　19号建物と２号水路　西から
	 ５　19号建物と２号水路　東から
ＰＬ．4２	 １　２０号掘立柱建物　南から
	 ２　２０号掘立柱建物　北から
	 ３　２０号掘立柱建物柱穴調査状況　南から
	 ４　２０号掘立柱建物P１　北から
	 ５　２０号掘立柱建物P１土層断面　北から
ＰＬ．4３	 １　２０号掘立柱建物P２　北から
	 ２　２０号掘立柱建物P２土層断面　南から
	 ３　２０号掘立柱建物P２掘り方　南から
	 ４　２０号掘立柱建物P３　北から
	 ５　２０号掘立柱建物P３土層断面　南から
	 ６　２０号掘立柱建物P３掘り方　南から
	 ７　２０号掘立柱建物P４　北から
	 ８　２０号掘立柱建物P４土層断面　南から

	 ５　49号平坦面　東から
	 ６　49号平坦面断面　東から
	 ７　54号平坦面　東から
	 ８　7６号平坦面　南から(２区４号畑)
ＰＬ．２4	 １　不明平坦面１(２区)　北から
	 ２　不明平坦面２(２区)　北から
	 ３　不明平坦面３(２区)　北から
	 ４　不明平坦面４(２区)　北から
	 ５　不明平坦面５(３区)　南から
	 ６　不明平坦面６(３区)　東から
	 ７　不明平坦面７(３区)　西から
	 ８　不明平坦面８(３区)　西から
ＰＬ．２5	 １　４号道調査状況　北から
	 ２　２号道　北から
	 ３　２号道部分　北から
	 ４　２号道部分　西から
	 ５　２号道断面　北から
ＰＬ．２６	 １　３号道
	 ２　３号道部分　北から
	 ３　３号道　北から
	 ４　３号道断面Ａ　北から
	 ５　３号道断面Ｂ　北から
	 ６　４号道南部　南から
ＰＬ．２7	 １　４号道東部　東から
	 ２　４号道北部　南から
	 ３　４号道南部　東から
	 ４　４号道断面Ａ　南から
	 ５　同　部分　南から
	 ６　４号道断面Ｂ　北から
	 ７　同　部分　北から
ＰＬ．２８	 １　４号道・９号道分岐部　東から
	 ２　同　北から
	 ３　４号道断面Ａ　北から
	 ４　同　部分　北から
	 ５　同　部分　北から
	 ６　同　部分　北から
	 ７　同　断面Ｂ　西から
	 ８　同　部分　西から
ＰＬ．２9	 １　４号道部分　西から
	 ２　同　断面Ｃ　南から
	 ３　同　近接　南から
	 ４　９号道　西から
	 ５　９号道東端部　西から
	 ６　９号道石橋部分　東から
	 ７　９号道断面Ａ　東から
	 ８　同　部分　西から
ＰＬ．３０	 １　９号道断面Ａ　東から
	 ２　４・５・６号道　上が北
	 ３　５号道　西から
	 ４　同　西から
	 ５　７号道・１号水路東部　上が北
	 ６　同　東端部・４号石垣　南西から
	 ７　同　東部・寺院内７号建物　西から
ＰＬ．３1	 １　７号道・１号水路東部２号石垣部　東から
	 ２　同　中部　東から
	 ３　同　西部　東から
	 ４　同　西部・２号建物　西から
	 ５　１号水路　刀出土状況　東から
	 ６　１号水路内杭痕跡　西から
	 ７　１号水路断面Ａ　北から
	 ８　１号水路断面Ｂ　東から
ＰＬ．３２	 １　２号石垣部断面Ａ　北東から
	 ２　同　部分　東から
	 ３　同　部分　東から
	 ４　同　断面Ｂ　北東から
	 ５　同　部分　東から



２　６7号復旧溝埋没状況　南から
３　２1号掘立柱建物　北から
４　２1号掘立柱建物P３断面　北から
５　２1号掘立柱建物P４断面　北から

ＰＬ．54	 １　５号柵列３２２ピット　南から
２　５号柵列３２２ピット断面　東から
３　５号柵列３２３ピット　南から
４　５号柵列３２３ピット断面　東から
５　５号柵列３２4ピット　南から
６　５号柵列３２4ピット断面　東から
７　５号柵列３２5ピット　南から
８　５号柵列３２5ピット断面　東から
９　６号柵列３4０ピット　南から
1０　６号柵列３4０ピット断面　西から
11　６号柵列３３9ピット　南から
1２　６号柵列３３9ピット断面　西から
1３　６号柵列３３８ピット　南から
14　６号柵列３３８ピット断面　西から
15　６号柵列３３7ピット　南から

ＰＬ．55	 １　６号柵列３３7ピット断面　東から
２　ピット列と第３面畑第２区画　南から
３　ピット列　南から
４　ピット列P１断面　南から
５　ピット列P２断面　南から
６　ピット列P３断面　南から
７　ピット列P４断面　南から
８　ピット列P５断面　北から
９　ピット列P６断面　南から

ＰＬ．5６	 １　１号小鍛冶　南から
２　１号小鍛冶中央部　南から
３　１号小鍛冶P１　南から
４　１号小鍛冶P１断面　南から
５　１号小鍛冶P２　南から

ＰＬ．57	 １　１号小鍛冶P２断面　南から
２　１号小鍛冶P３　南から
３　１号小鍛冶P３断面　南から
４　１号小鍛冶P４　南から
５　１号小鍛冶P４断面　南から
６　１号小鍛冶P５　南から
７　１号小鍛冶P５断面　南から
８　１号小鍛冶P６　南から
９　１号小鍛冶P６断面　南から
1０　１号小鍛冶P７　南から
11　１号小鍛冶P７断面　南から
1２　１号小鍛冶P８　南から
1３　１号小鍛冶P８断面　南から
14　１号小鍛冶P９　南から
15　１号小鍛冶P９断面　南から

ＰＬ．5８	 １　１号小鍛冶P９羽口出土状況　北から
２　１号小鍛冶P1０　南から
３　１号小鍛冶P1０断面　南から
４　5０7号土坑　西から
５　5０7号土坑断面　東から
６　１号小鍛冶　遺物出土状況１　北から
７　１号小鍛冶　遺物出土状況２　北から
８　１号小鍛冶出土遺物

ＰＬ．59	 １　１号溝東部　東から
２　１号溝東部東半　東から
３　１号溝東部西半　東から
４　１号溝出土遺物

ＰＬ．６０	 １　４号溝　南から
２　４号溝断面　南から
３　1６号溝断面　北から
４　1６号溝　北から　手前は復旧溝６7
５　２２・２３号溝　東から
６　２２・２３号溝　西から

ＰＬ．44	 １　２０号掘立柱建物P４掘り方　南から
２　２０号掘立柱建物P５土層断面　南から
３　２０号掘立柱建物P５掘り方　南から
４　２０号掘立柱建物P６　北から
５　２０号掘立柱建物P６土層断面　南から
６　２０号掘立柱建物P６掘り方　南から
７　２０号掘立柱建物P７　北から
８　２０号掘立柱建物P７土層断面　南から

ＰＬ．45	 １　２０号掘立柱建物P７掘り方　南から
２　２０号掘立柱建物P８・９土層断面　南から
３　２０号掘立柱建物P８　北から
４　２０号掘立柱建物P８土層断面　北から
５　２０号掘立柱建物P８掘り方　北から
６　２０号掘立柱建物P９土層断面　北から
７　２０号掘立柱建物P９土層断面　北から
８　２０号掘立柱建物P９掘り方　北から

ＰＬ．4６	 １　３８０号土坑礫出土状況　南から
２　３８０号土坑　北西から
３　第２面出土遺物

ＰＬ．47	 １　第７区画南部　３号建物周辺の第３面畑(中央より右)と
第４面畑(同左)　上が北

２　第３面畑第１区画遺構確認状況　南東から
３　第３面畑第１区画－１遺構確認状況　南から
４　第３面畑第１区画－１遺構確認状況　南から
５　第３面畑第１区画－１遺構確認状況　東から

ＰＬ．4８	 １　第３面畑第１区画－２遺構確認状況　北から　
２　第３面畑第１区画－２土層確認状況　北から
３　第３面畑第１区画－２　東から　中央11号集石　左は４面畑
４　第３面畑第２区画遺構確認状況　北から
５　第３面畑第２区画土層確認状況　南から
６　第３面畑第２区画土層確認状況　南から
７　第３面畑第２区画全景　北から
８　第３面畑第２区画近景　北から

ＰＬ．49	 １　第３面畑第４区画遺構確認状況　南から
２　第３面畑第４区画遺構確認状況　北から
３　第３面畑第４区画全景　南東から
４　第３面畑第４区画近景　南から
５　第３面畑第５区画全景　北から
６　第３面畑第５区画近景　北から
７　第３面畑第５区画部分　南から
８　第３面畑耕作具痕跡　西から

ＰＬ．5０	 １　第３面畑第６区画東部　東から
２　第３面畑第６区画東部近景　南から
３　第３面畑第６区画土層確認状況　南東から
４　第３面畑第６区画土層確認状況　南東から
５　第３面畑第７区画東部遺構確認状況　西から
６　第３面畑第７区画東部遺構確認状況　東から
７　第３面畑第７区画東部土層確認状況　西から
８　第３面畑第７区画東部土層確認状況　西から

ＰＬ．51	 １　第３面畑第７区画東部　東から
２　第３面畑第７区画東部近接　東から
３　第３面畑第８区画南東部　南東から
４　第３面畑第８区画東部　北から
５　第３面畑第８区画北西部　西から
６　第３面畑第８区画北東部　北から
７　第３面畑第９区画東部近景　東から
８　第３面畑第９区画北東部近景　西から

ＰＬ．5２	 １　第３面畑第９区画遺構確認状況　南から
２　第３面畑第９区画中部遺構確認状況　南から
３　第３面畑第９区画南部遺構確認状況　北から
４　第３面畑第９区画北部遺構確認状況　南から
５　第３面畑第９区画北部土層確認状況　南から
６　第３面畑第９区画北部埋没状況　南から
７　第３面畑第９区画北部　南から
８　６7号復旧溝　南から

ＰＬ．5３	 １　６7号復旧溝土層確認状況　南から



ＰＬ．６1	 １　２６号焼土　南から
２　41号焼土確認状況　西から
３　41号焼土　東から
４　41号焼土断面　西から
５　4２号焼土確認状況　東から
６　4２号焼土　東から
７　4２号焼土断面　西から

ＰＬ．６２	 １　11号集石　西から
２　11号集石調査風景　南から
３　1２号集石　北から
４　1２号集石掘り方　北から
５　19号集石　東から
６　19号集石　南から
７　147号土坑断面　南から
８　15０号土坑　北から
９　15０号土坑断面　北から

ＰＬ．６３	 １　15０号土坑出土遺物　
２　15８・157号土坑　東から
３　15８・157号土坑断面　南から　
４　1８０・1８1・1８4号土坑周辺　北から
５　1８1・1８２号土坑断面　南から
６　1８4号土坑断面　南から
７　1８5・1８６号土坑　東から
８　1８5号土坑断面　南から
９　1８６号土坑　南から
1０　1８６号土坑断面　南から
11　1８7号土坑　南から
1２　1８7号土坑断面　南から
1３　２００号土坑　北から

ＰＬ．６4	 １　２０1号土坑　東から
２　２０1号土坑断面　北から
３　２０２・２０３号土坑　北から
４　２０２・２０３号土坑　西から
５　２０２号土坑断面　西から
６　２０３号土坑断面　西から
７　２０4・２０5号土坑　西から
８　２０4号土坑断面　西から
９　２０5号土坑断面　南から
1０　２２３号土坑断面　南から
11　２4２号土坑断面　南から
1２　２44号土坑断面　南から
1３　２45号土坑断面　南から
14　２49号土坑断面　南から
15　２６３号土坑　南から

ＰＬ．６5	 １　２６３号土坑断面　南から
２　２６4号土坑　東から
３　２６4号土坑断面　南から
４　２６7号土坑断面　南から
５　２６9号土坑　南から
６　２６9号土坑断面　南から
７　２7３号土坑　北から
８　２7３号土坑断面　南から
９　２75号土坑　東から
1０　２7６号土坑　北から
11　２7６号土坑断面　南から
1２　２77号土坑　東から
1３　２77号土坑断面　東から　
14　２75・２77号土坑出土遺物　
15　２８9・２9０・２91号土坑　西から

ＰＬ．６６	 １　２9０号土坑断面　東から
２　２91号土坑断面　東から
３　２91号土坑　南から
４　２9２号土坑断面　東から
５　２9３号土坑　南から
６　２9３号土坑断面　南から
７　２94号土坑　南から

８　２94号土坑断面　南から
９　３００号土坑断面　東から
1０　３０1号土坑断面　西から
11　３０２・３０３号土坑　東から
1２　３０３号土坑断面　西から
1３　３０4号土坑断面　西から
14　３０5 ～ ３０9号土坑　北から
15　３０5号土坑断面　南から

ＰＬ．６7	 １　３０６号土坑断面　南から
２　３０7号土坑断面　南から
３　３０８号土坑断面　南から
４　３０9号土坑断面　南から
５　３1０・３11号土坑　東から
６　３1０号土坑断面　南から
７　３11号土坑断面　南から
８　３1２号土坑　北から
９　３1２号土坑断面　西から
1０　３1２号土坑出土遺物　
11　３1３号土坑断面　南から
1２　３1３号土坑断面　南から
1３　３14号土坑　南から
14　３14号土坑断面　南から
15　３15号土坑断面　南から

ＰＬ．６８	 １　３1６号土坑断面　北から　
２　３1６号土坑断面　南から　
３　３２６ ～ ３３０号土坑　東から
４　３３1 ～ ３３9号土坑　東から
５　３３1 ～ ３３4号土坑断面　東から
６　３３5・３３9号土坑断面観察状況　東から
７　３4０号土坑　北から
８　３4０号土坑断面　北から
９　３41号土坑断面　南から
1０　３44号土坑　南から
11　３44号土坑断面　南から
1２　３4８号土坑断面　南から
1３　３4８号土坑出土遺物
14　３55号土坑　南から
15　３55号土坑断面　南から

ＰＬ．６9	 １　３６4号土坑　南から
２　３６4号土坑断面Ａ　南から
３　３６4号土坑断面Ｂ　北から
４　３7０号土坑　東から
５　３7０号土坑断面　西から
６　３7６号土坑　北から
７　３7６号土坑断面　南から
８　３77号土坑　北から
９　３77号土坑断面　南から
1０　３８7号土坑　北から
11　３８８号土坑　北から
1２　３８８号土坑断面　北から
1３　３８9号土坑断面　南から
14　３9０・３91号土坑　南から
15　３9０・３91号土坑断面　南から

ＰＬ．7０	 １　３9２号土坑　北から
２　３9２号土坑　部分　東から
３　３9２号土坑　部分　東から
４　３9２号土坑内礫　北から
５　３9２号土坑断面　南から
６　３9２号土坑出土遺物
７　３9３号土坑　南から
８　３9３号土坑断面　南から
９　３94号土坑　南から
1０　３94号土坑断面　南から
11　３95号土坑　北から
1２　３95号土坑断面　南から
1３　３9６号土坑　北から



	 14　３9６号土坑断面Ａ　南から
	 15　３9６号土坑断面Ｂ　南から
ＰＬ．71	 １　３97号土坑　北から
	 ２　３97号土坑断面　北から
	 ３　３9８・３99号土坑　北から
	 ４　３9８号土坑断面　北から
	 ５　３99号土坑断面　北から
	 ６　4００号土坑　南から
	 ７　4０1号土坑　南から
	 ８　4０２号土坑断面Ａ　南から
	 ９　4０２号土坑断面Ｂ　南から
	 1０　4０３号土坑　南から
	 11　417・41８・4２２号土坑　北から
	 1２　417号土坑断面　東から
	 1３　41８号土坑断面　南から
	 14　419号土坑　北から
	 15　419号土坑断面　南から
ＰＬ．7２	 １　4２０号土坑　南から
	 ２　4２０号土坑断面　南から
	 ３　4２２号土坑　南から
	 ４　4２２号土坑断面　南から
	 ５　449号土坑　南から
	 ６　449号土坑断面　南から
	 ７　449号土坑出土遺物
	 ８　45０号土坑断面　南から
	 ９　454号土坑　西から
	 1０　454号土坑断面　南から
	 11　459号土坑　南から
	 1２　459号土坑断面　南から
	 1３　47６号土坑断面　南から
	 14　47６号土坑掘り方断面　南から
	 15　477号土坑断面　西から
ＰＬ．7３	 １　47８号土坑　北から
	 ２　47８号土坑断面　北から
	 ３　4８０号土坑周辺　北西から
	 ４　4８０号土坑断面　南西から
	 ５　4８4号土坑　南から
	 ６　4８4号土坑断面　南から
	 ７　4８7号土坑　南から
	 ８　4８7号土坑断面　南から
	 ９　5００号土坑断面　北から
	 1０　5０1号土坑周辺　東から
	 11　5０1号土坑断面　東南から
	 1２　5０２号土坑　東南から
	 1３　5０２号土坑断面　東南から
	 14　5０4号土坑　東から
	 15　5０5号土坑断面　北から
ＰＬ．74	 １　5０８号土坑　南から
	 ２　5０８号土坑断面　南から
	 ３　5０9号土坑　南から
	 ４　5０9号土坑出土遺物
	 ５　51０号土坑　南から
	 ６　511号土坑　南から
	 ７　511号土坑断面　南から
	 ８　51３号土坑周辺　東から
	 ９　51３号土坑断面　南から
	 1０　514号土坑　東から
	 11　514号土坑　南から
	 1２　517号土坑　東から
	 1３　517号土坑断面　南から
	 14　5２1号土坑　南から
	 15　5２1号土坑断面　西から
ＰＬ．75	 １　5２３・5２4号土坑　南から
	 ２　5２３号土坑断面　西から
	 ３　5２5号土坑　西から
	 ４　5２６号土坑　南から

	 ５　5２６号土坑断面　西から
	 ６　5２7号土坑　南から
	 ７　5２7号土坑断面　西から
	 ８　5３２号土坑　東から
	 ９　5３２号土坑断面　南から
	 1０　5３7・5３８号土坑　南から
	 11　5３7・5３８号土坑断面　南から
	 1２　54２号土坑　東から
	 1３　54２号土坑断面　南から
	 14　54８号土坑　南から
	 15　54８号土坑断面　南から
ＰＬ．7６	 １　55０号土坑　南から
	 ２　551号土坑　南から
	 ３　551号土坑断面　南から
	 ４　55２号土坑　南から
	 ５　55２号土坑断面　南から
	 ６　55３号土坑　北から
	 ７　55３号土坑断面　南から
	 ８　5６３号土坑　西から
	 ９　5６３号土坑断面　西から
	 1０　575号土坑　南から
	 11　57２号土坑断面　南から
	 1２　577号土坑　南から
	 1３　577号土坑断面　北から
ＰＬ．77	 １　577号土坑　北から
	 ２　579号土坑　北から
	 ３　579号土坑断面　南から
	 ４　5８０号土坑　南から
	 ５　5８０号土坑断面　南から
	 ６　６２０号土坑　南から
	 ７　６２０号土坑断面　南から
	 ８　６２1号土坑　南から
	 ９　６２1号土坑断面　東から
	 1０　６２６号土坑　南から
	 11　６２６号土坑断面　南から
	 1２　６２６号土坑出土遺物
	 1３　６２7号土坑断面　南から
	 14　６２８号土坑　東から
	 15　６３３号土坑　東から
ＰＬ．7８	 １　６３5号土坑　南から
	 ２　６３６・5８4号土坑断面　南から
	 ３　６３7・59０号土坑断面　東から
	 ４　６4０号土坑　東から
	 ５　６4０・６1３号土坑断面　南東から
	 ６　６44号土坑　南から
	 ７　7８８号土坑　北から
	 ８　7８８号土坑断面　西から
	 ９　795号土坑　南から
	 1０　79６号土坑　南から
	 11　79６号土坑断面　南から
	 1２　797号土坑　南から
	 1３　797号土坑断面　南から
	 14　８２０号土坑　西から
	 15　８２０号土坑断面　西から
ＰＬ．79	 １　３11号ピット断面　南から
	 ２　３4３号ピット　南から
	 ３　３4３号ピット断面　南から
	 ４　３44号ピット　南から
	 ５　３44号ピット断面　南から
	 ６　499・5００号ピット　南から
	 ７　499・5００号ピット断面　南から
	 ８　5０1号ピット　南から
	 ９　5０1号ピット断面　南から
	 1０　5０２号ピット断面　南から
	 11　5０３号ピット　南から
	 1２　5０4号ピット　南から



	 1３　5０5号ピット　南から
	 14　54２号ピット　南から　同出土遺物
	 15　544号ピット　南から
ＰＬ．８０	 １　57２号ピット　南から
	 ２　5８３号ピット断面　南から
	 ３　5８4号ピット　南から
	 ４　5８８号ピット　東から
	 ５　5８８号ピット断面　南から
	 ６　59０号ピット断面　東から
	 ７　６０２号ピット断面　西から
	 ８　６０9 ～ ６1２号ピット周辺　南から
	 ９　６０9号ピット　北から
	 1０　６1０号ピット　北から
	 11　６1２号ピット　北から
	 1２　６1３号ピット断面　南から
	 1３　６15号ピット断面　南から
	 14　６17号ピット　北から
	 15　６1８号ピット　南から
ＰＬ．８1	 １　６19号ピット　南から
	 ２　６２1号ピット　南から
	 ３　６２1号ピット出土遺物
	 ４　６３4号ピット　南から
	 ５　第３面遺構外出土遺物
ＰＬ．８２	 １　第４面畑調査風景
	 ２　75号復旧溝　礫出土状況　南から
	 ３　75号復旧溝　南から
	 ４　75号復旧溝断面　南から
	 ５　7６・77号復旧溝　東から
ＰＬ．８３	 １　7６・77号復旧溝断面　西から
	 ２　7８号復旧溝　西から
	 ３　79号復旧溝　西から
	 ４　８０号復旧溝　南から
	 ５　第４面畑第１区画１号竪穴建物周辺　南から
	 ６　第４面畑第１区画11号集石周辺　北から
	 ７　第４面畑第１区画西部　東から
	 ８　第４面畑第１区画西部　西から
ＰＬ．８4	 １　第４面畑第１区画　北から
	 ２　第４面畑第１区画　北から
	 ３　第４面畑第１区画　北から
	 ４　第４面畑第１区画　北から
	 ５　第４面畑第１区画確認状況　北から
	 ６　第４面畑第１区画確認状況　南から
	 ７　第４面畑第１区画断面(部分図３Ａ－Ａ′)　南から
	 ８　第４面畑第１区画断面(部分図３Ａ－Ａ′)　南から
ＰＬ．８5	 １　第４面畑第１区画断面(部分図２Ａ－Ａ′)　北から
	 ２　第４面畑第１区画断面(部分図２Ａ－Ａ′)　北から
	 ３　第４面畑第１区画断面(部分図２Ａ－Ａ′)　北から
	 ４　第４面畑第１区画断面(部分図２Ａ－Ａ′)　北から
	 ５　第４面畑第１区画断面(部分図３Ａ－Ａ′)　北から
	 ６　第４面畑第１区画断面(部分図３Ａ－Ａ′)　北から
	 ７　第４面畑第１区画断面(部分図４Ａ－Ａ′)　南から
	 ８　第４面畑第１区画断面(部分図４Ａ－Ａ′)　南から
ＰＬ．８６	 １　第４面畑第２区画西部確認状況　南から
	 ２　第４面畑第２区画西部確認状況　西から
	 ３　第４面畑第２区画西部　東から
	 ４　第４面畑第２区画西部　南から
	 ５　第４面畑第２区画中西部　南東から
	 ６　第４面畑第２区画東部　東から
	 ７　第４面畑第２区画東部　西から
	 ８　第４面畑第２区画東部　南から
ＰＬ．８7	 １　第４面畑第３区画　北西から
	 ２　第４面畑第３区画　南東から
	 ３　第４面畑第４区画東部　北から
	 ４　第４面畑第４区画　北から
	 ５　第４面畑第４区画　南から
	 ６　第４面畑第４区画　南から

	 ７　第４面畑第４区画　南から
	 ８　第４面畑第４区画　南から
ＰＬ．８８	 １　第４面畑第５区画　北から
	 ２　第４面畑第５区画　南から
	 ３　第４面畑第５区画　南から
	 ４　第４面畑第５区画　東から
	 ５　第４面畑第６区画遺構確認状況　南から
	 ６　第４面畑第６区画遺構確認状況　西から
	 ７　第４面畑第６区画　南西から
	 ８　第４面畑第６区画　南から
ＰＬ．８9	 １　第４面畑第７区画遺構確認状況　北から
	 ２　第４面畑第７区画遺構確認状況　南から
	 ３　第４面畑第７区画断面　南から
	 ４　第４面畑第７区画断面　南から
	 ５　第４面畑第７区画　北から
	 ６　第４面畑第７区画　北から
	 ７　８号道　北から
	 ８　８号道断面
ＰＬ．9０	 １　１・17・２4・２5号溝全景　南から
	 ２　１・17・２4・２5号溝全景　東から
	 ３　１・17・２4・２5号溝全景　南から
	 ４　１号溝　南から
	 ５　１号溝　西から
	 ６　１号溝断面　北から
	 ７　１号溝断面　北から
ＰＬ．91	 １　３号溝　東から
	 ２　３号溝断面　西から
	 ３　17・２4・２5号溝　東から
	 ４　17・２4号溝　西から
	 ５　17・２4・２5号溝　北から
	 ６　17号溝出土遺物
	 ７　1８号溝　北から
	 ８　1８号溝断面　南から
ＰＬ．9２	 １　19 ～ ２1号溝　北から
	 ２　２1号溝出土遺物
	 ３　３３号溝　西から
	 ４　３３号溝断面　西から
	 ５　4０号溝調査風景　西から
	 ６　4０号溝　西から
	 ７　4０号溝と１号溝の交点　北から
	 ８　4０号溝と１号溝の交点　西から
ＰＬ．9３	 １　4０号溝　西から
	 ２　4０号溝断面　西から
	 ３　２号掘立柱建物　南から
	 ４　２号掘立柱建物P１　東から
	 ５　２号掘立柱建物P２　東から
	 ６　２号掘立柱建物P３　東から
	 ７　２号掘立柱建物P４　東から
	 ８　２号掘立柱建物P５　東から
	 ９　２号掘立柱建物P６　西から
	 1０　２号掘立柱建物P７　西から
	 11　２号掘立柱建物P８　東から
ＰＬ．94	 １　３号掘立柱建物　南から
	 ２　３号掘立柱建物P１　北から
	 ３　３号掘立柱建物P２　北から
	 ４　３号掘立柱建物P３　北から
	 ５　３号掘立柱建物P４　北から
	 ６　３号掘立柱建物P５　北から
	 ７　３号掘立柱建物P６　北から
	 ８　３号掘立柱建物P７　北から
	 ９　３号掘立柱建物P８　北から
ＰＬ．95	 １　４号掘立柱建物　南から
	 ２　４号掘立柱建物P５　東から
	 ３　４号掘立柱建物P６　南から
	 ４　５号掘立柱建物　南から
	 ５　５号掘立柱建物P１　南から



	 ６　５号掘立柱建物P２　南から
	 ７　５号掘立柱建物P３　南から
	 ８　５号掘立柱建物P４　南から
	 ９　５号掘立柱建物P５　南から
ＰＬ．9６	 １　５号掘立柱建物P６　南から
	 ２　５号掘立柱建物P７　南から
	 ３　５号掘立柱建物P８　南から
	 ４　５号掘立柱建物P９　南から
	 ５　６号掘立柱建物・３号柵列　南から
	 ６　６号掘立柱建物P１　北から
	 ７　６号掘立柱建物P２　北から
	 ８　６号掘立柱建物P３　北から
	 ９　６号掘立柱建物P４　北から
	 1０　６号掘立柱建物P５　北から
	 11　６号掘立柱建物P６　北から
ＰＬ．97	 １　６号掘立柱建物P７　北から
	 ２　６号掘立柱建物P８　北から
	 ３　６号掘立柱建物P９　北から
	 ４　３号柵列　南から
	 ５　３号柵列P１　南から
	 ６　３号柵列P２　南から
	 ７　３号柵列P３　南から
	 ８　３号柵列P４　南から
	 ９　３号柵列P５　南から
	 1０　７～９・15号掘立柱建物　西から
ＰＬ．9８	 １　７・８号掘立柱建物　南から
	 ２　７号掘立柱建物　東から
	 ３　７号掘立柱建物P４　西から
	 ４　７号掘立柱建物P５　西から
	 ５　７号掘立柱建物P６　西から
	 ６　７号掘立柱建物P７　西から
	 ７　７号掘立柱建物P８　西から
	 ８　７号掘立柱建物P９　西から
ＰＬ．99	 １　８号掘立柱建物　南から
	 ２　９・15号掘立柱建物　南から
	 ３　９号掘立柱建物　南から
ＰＬ．1００	 １　1０ ～ 1３号掘立柱建物・１号柵列　南から
	 ２　1０号掘立柱建物　北から
	 ３　1０号掘立柱建物P６　東から
	 ４　1０号掘立柱建物P８　西から
ＰＬ．1０1	 １　11号掘立柱建物　北から
	 ２　11号掘立柱建物P２　西から
	 ３　11号掘立柱建物P３　西から
	 ４　11号掘立柱建物P４　西から
	 ５　11号掘立柱建物P1２　南から
	 ６　11号掘立柱建物出土遺物
ＰＬ．1０２	 １　1２号掘立柱建物　東から
	 ２　1２号掘立柱建物P６　南西から
	 ３　1２号掘立柱建物出土遺物
	 ４　1３号掘立柱建物　東から
	 ５　1３号掘立柱建物P４　西から
	 ６　1３号掘立柱建物P８　西から
ＰＬ．1０３	 １　15号掘立柱建物　南から
	 ２　1６号掘立柱建物　北から
	 ３　17号掘立柱建物　北から
ＰＬ．1０4	 １　1６号掘立柱建物P１　西から
	 ２　1６号掘立P２・17号掘立P１　北から
	 ３　1６号掘立P２・17号掘立P１　北から
	 ４　1６号掘立P３・17号掘立P２　北から
	 ５　1６号掘立柱建物P３　北から
	 ６　1６号掘立P４・17号掘立P３　北から
	 ７　1６号掘立柱建物P４　北から
	 ８　1６号掘立柱建物P４　南から
	 ９　1６号掘立P５・17号掘立P４　北から
	 1０　1６号掘立柱建物P５　東から
	 11　1６号掘立柱建物P６　西から

	 1２　1６号掘立柱建物P７　南から
	 1３　1６号掘立柱建物P８　南から
	 14　1６号掘立柱建物P９　南から
	 15　1６号掘立柱建物P1０　南から
ＰＬ．1０5	 １　17号掘立柱建物P１　北から
	 ２　17号掘立柱建物P２　南から
	 ３　17号掘立柱建物P３　南から
	 ４　17号掘立柱建物P４　西から
	 ５　17号掘立柱建物P６　西から
	 ６　17号掘立柱建物P８　南から
	 ７　1８号掘立柱建物　東から
	 ８　1８号掘立柱建物P１　北から
	 ９　1８号掘立柱建物P２　南から
	 1０　1８号掘立柱建物P８　南から
	 11　1８号掘立柱建物P９　南から
ＰＬ．1０６	 １　２4号掘立P１(7８9号ピット)　北から
	 ２　２4号掘立P２(79０号ピット)　北から
	 ３　２4号掘立P３(791号ピット)　北から
	 ４　２4号掘立P４(79２号ピット)　北から
	 ５　２4号掘立P５(79３号ピット)　北から
	 ６　２4号掘立P６(794号ピット)　北から
	 ７　２5号掘立柱建物　西から
	 ８　２5号掘立P１(８71号ピット)　南から
	 ９　２5号掘立P２(８６9号ピット)　西から
	 1０　２5号掘立P３(８６4号ピット)　西から
	 11　２5号掘立P４(８57号ピット)　西から
	 1２　２5号掘立P５(８44号ピット)　西から
	 1３　２5号掘立P６(８３7号ピット)　西から
	 14　２5号掘立P７(８３６号ピット)　西から
	 15　２5号掘立P８(８３３号ピット)　西から
ＰＬ．1０7	 １　２5号掘立P1０(８３２号ピット)　西から
	 ２　２5号掘立P11(８３1号ピット)　西から
	 ３　２６号掘立柱建物　北から
	 ４　２６号掘立P１(８８６号ピット)　西から
	 ５　２６号掘立P５(８８4号ピット)　西から
	 ６　２６号掘立P６(８８5号ピット)　西から
	 ７　１号竪穴建物　南から
ＰＬ．1０８	 １　２7号焼土確認状況　南西から
	 ２　２7号焼土断面　南西から
	 ３　２7号焼土　焼土除去後　北から
	 ４　２８号焼土　南から
	 ５　２８号焼土断面　北から
	 ６　２9号焼土　南から
	 ７　２9号焼土断面　南から
	 ８　３０号焼土　南から
	 ９　３1号焼土確認状況　南から
	 1０　３1号焼土断面　南から
	 11　３1号焼土　焼土除去後　南から
	 1２　３２号焼土　南から
	 1３　３２号焼土断面　南から
	 14　３３号焼土　南から
	 15　３３号焼土断面　南から
ＰＬ．1０9	 １　３３号焼土　焼土除去後　南から
	 ２　３4号焼土　南から
	 ３　47号焼土　西から
	 ４　２号～７号集石　南から
	 ５　２号～７号集石　西から
	 ６　２号・３号集石　北から
	 ７　３号集石　北から
	 ８　２号・３号集石下部　南から
ＰＬ．11０	 １　２号・３号集石掘り方　北から
	 ２　３号・４号集石　北から
	 ３　４号集石　北から
	 ４　４号集石部分　北から
	 ５　４号集石下部　南から
	 ６　５号集石　南から



	 ７　６号・７号集石　北から
	 ８　６号集石　北から
ＰＬ．111	 １　７号集石　北から
	 ２　６号・７号集石掘り方　南から
	 ３　２号～７号集石掘り方　北から
	 ４　２号～７号集石掘り方　東から
	 ５　８号集石　北から
	 ６　８号集石掘り方　北から
	 ７　２号集石出土遺物
ＰＬ．11２	 １　３号・４号集石出土遺物
	 ２　９号集石　東から
	 ３　９号集石断面　西から
	 ４　1０号集石　南から
	 ５　1０号集石掘り方　南から
	 ６　1３号集石　北から
	 ７　1３号集石掘り方　北から
ＰＬ．11３	 １　14号～ 1８号集石　北から
	 ２　14号・15号・1８号集石　北から
	 ３　14号集石　北から
	 ４　14号集石掘り方　北から
	 ５　15号・1８号集石　北から
	 ６　15号集石遺物出土状況　東から
	 ７　15号集石掘り方　北から
ＰＬ．114	 １　15号集石出土遺物
	 ２　1６号・17号集石　北から
	 ３　1６号集石　北から
	 ４　1６号集石掘り方　北から
	 ５　17号集石　北から
ＰＬ．115	 １　17号集石掘り方　北から
	 ２　1８号集石　南から
	 ３　1８号集石掘り方　北から
	 ４　４号列石　西から
	 ５　４号列石　南から
	 ６　５号列石　西から
	 ７　５号列石　東から
	 ８　５号列石　南から
ＰＬ．11６	 １　191号土坑　東から
	 ２　191号土坑部分　東から
	 ３　191号土坑遺物出土状況　西から
	 ４　191号土坑遺物出土状況近接　西から
	 ５　191号土坑出土遺物
	 ６　２4８号土坑断面　西から
	 ７　２4８号土坑埋葬状況　西から
ＰＬ．117	 １　２55号土坑上面　東から
	 ２　２55号土坑断面　北から
	 ３　２55号土坑埋葬状況　東から
	 ４　２55号土坑掘り方　東から
	 ５　２55号土坑出土遺物
	 ６　２６６号土坑　南から
	 ７　２６６号土坑断面　西から
	 ８　２7２号土坑　西から
ＰＬ．11８	 １　２7２号土坑埋葬状況　西から
	 ２　２８7号土坑　西から
	 ３　２８7号土坑埋葬状況　西から
	 ４　２８7号土坑掘り方　東から
	 ５　２８7号土坑出土遺物
	 ６　２８８号土坑埋葬状況　西から
ＰＬ．119	 １　２８８号土坑埋葬状況　東から
	 ２　２８８号土坑出土遺物
	 ３　45３号土坑　西から
	 ４　45３号土坑断面　南から
	 ５　45３号土坑出土遺物
	 ６　4６5号土坑　西から
	 ７　4６5号土坑断面　南から
	 ８　4６5号土坑出土遺物
ＰＬ．1２０	 １　4６６号土坑上面　西から

	 ２　4６６号土坑断面　南から
	 ３　4６６号土坑埋葬状況　西から
	 ４　4６６号土坑掘り方　西から
	 ５　4６６号土坑出土遺物
	 ６　547号土坑　南から
	 ７　547号土坑断面　南から
	 ８　547号土坑埋葬状況　西から
ＰＬ．1２1	 １　547号土坑遺物出土状況　西から
	 ２　547号土坑掘り方　東から
	 ３　547号土坑出土遺物
	 ４　571号土坑埋葬状況　南から
	 ５　571号土坑埋葬状況　西から
	 ６　571号土坑断面　南から
	 ７　571号土坑掘り方　東から
ＰＬ．1２２	 １　８71号土坑埋葬状況　南から
	 ２　８71号土坑埋葬状況　西から
	 ３　８71号土坑断面　南から
	 ４　８71号土坑人骨確認状況　西から
	 ５　８71号土坑掘り方　西から
	 ６　８71号土坑出土遺物
ＰＬ．1２３	 １　14６号土坑　東から
	 ２　14６号土坑断面　北から
	 ３　14８号土坑　北から
	 ４　14８号土坑断面　南から
	 ５　149号土坑　東から
	 ６　149号土坑断面　南から
	 ７　151号土坑　東から
	 ８　151号土坑断面　南から
	 ９　151号土坑遺物出土状況　東から
	 1０　151号土坑出土遺物　
	 11　15２号土坑　東から
	 1２　15２号土坑断面　南から
	 1３　15２号土坑出土遺物　
	 14　15３号土坑断面　東から
	 15　154号・1６８号土坑　南から
ＰＬ．1２4	 １　154号土坑断面　北から
	 ２　154号・1６８号土坑断面　北から
	 ３　155号～ 15８号土坑　南から
	 ４　155号土坑断面　南から
	 ５　15６号土坑断面　南から
	 ６　15６号土坑出土遺物　
	 ７　157号土坑断面　南から
	 ８　157号土坑出土遺物　
	 ９　159号土坑南部　南から
	 1０　159号土坑断面　南から
	 11　159号土坑礫出土状況　南から
	 1２　159号土坑北部　西から
	 1３　159号土坑出土遺物　
	 14　1６1号土坑　南から
	 15　1６２号・1６３号土坑　南から
ＰＬ．1２5	 １　1６２号土坑　南から
	 ２　1６２号土坑出土遺物　
	 ３　1６３号土坑　西から
	 ４　1６３号土坑遺物出土状況　東から
	 ５　1６３号土坑出土遺物１
	 ６　1６３号土坑出土遺物２　
	 ７　1６4号土坑　西から
	 ８　1６4号土坑断面　南から
	 ９　1６5号土坑断面　南から
	 1０　1６9号土坑　東から
	 11　1６9号土坑断面　南から
	 1２　17０号土坑　南から
	 1３　17０号土坑断面　南から
	 14　171号土坑　南から
ＰＬ．1２６	 １　171号土坑断面　南から
	 ２　17２号土坑　南から



３　17２号土坑断面　南から
４　17３号～ 175号土坑　北から
５　17３号土坑　南から
６　17３号土坑断面　南から
７　174号土坑断面　南から
８　175号土坑断面　南から
９　17６号・17８号土坑　北から
1０　17６号土坑断面　南から
11　17８号土坑断面　南から
1２　177号土坑　西から
1３　177号土坑断面　南から
14　179号～ 1８３号土坑　北から
15　1８３号土坑断面　南から

ＰＬ．1２7	 １　1８８号土坑　南から
２　1８８号土坑断面　西から
３　1８9号土坑　南から
４　19０号土坑　南から
５　19２号土坑　北から
６　19２号土坑断面　南から
７　19２号土坑断面　南から
８　19２号土坑　南から
９　19３号土坑　南から
1０　19３号土坑断面　南から
11　194号土坑　南から
1２　194号土坑断面　西から
1３　195号土坑　南から
14　195号土坑断面　西から
15　19６号土坑　南から

ＰＬ．1２８	 １　19６号土坑断面　南から
２　197号土坑　南から
３　197号土坑断面　南から
４　197号土坑遺物出土状況　
５　197号土坑出土遺物　
６　19８号土坑　南から
７　19８号土坑出土遺物　
８　199号土坑　南から
９　２０６号土坑　南から
1０　２０６号土坑断面　東から
11　２０7号土坑　南から
1２　２０7号土坑断面　南から
1３　２０８号土坑　北から
14　２０８号土坑断面　東から

ＰＬ．1２9	 １　２０9号土坑　南から
２　２０9号土坑断面　南から
３　２11号土坑　東から
４　２11号土坑断面　南から
５　２1２号土坑　東から
６　２1２号土坑　南から
７　２1２号土坑出土遺物　 
８　２1３号土坑　西から
９　２1３号土坑断面　南から
1０　２14号土坑　西から
11　２14号土坑断面　東から
1２　２15号土坑　東から
1３　２15号土坑断面　南から
14　２1６号土坑　東から
15　２17号土坑断面　東から

ＰＬ．1３０	 １　２1８号土坑　南から
２　２1８号土坑断面　東から
３　２19号土坑断面　東から
４　２２０号土坑断面　東から
５　２２1号土坑断面　南から
６　２２２号土坑断面　南から
７　２２4号土坑　東から
８　２２4号土坑断面　南から
９　２２4号土坑出土遺物　

1０　２２5号土坑断面　南から
11　２２６号土坑遺物出土状況　南から
1２　２２６号土坑断面　南から
1３　２２６号土坑　北から
14　２２7号土坑　東から
15　２２7号土坑断面　南から

ＰＬ．1３1	 １　２２7号土坑出土遺物　
２　２２9号土坑　南から
３　２２9号土坑断面　東から
４　２３０号土坑　南から
５　２３０号土坑断面　西から
６　２３1号土坑　南から
７　２３1号土坑断面　南から
８　２３２号土坑断面　南から
９　２３３号土坑断面　西から
1０　２３4号土坑断面　西から
11　２３5号土坑　東から
1２　２３６号土坑　南から
1３　２３7号土坑　南から
14　２３7号土坑断面　東から

ＰＬ．1３２	 １　２３８号土坑炭化物出土状況　南から
２　２３８号土坑断面　西から
３　２３８号土坑　南から
４　２３9号土坑　南から
５　２３9号土坑断面　西から
６　２41号土坑　東から
７　２41号土坑断面　南から
８　２4３号土坑　南から
９　２4３号土坑断面　東から
1０　２4６号土坑炭化物出土状況　西から
11　２4６号土坑断面　西から
1２　２4６号土坑　南から
1３　２47号土坑　南から
14　２47号土坑断面　東から
15　２5０号土坑　東から

ＰＬ．1３３	 １　２5０号土坑断面　南から
２　２51号土坑　南から
３　２51号土坑断面　南から
４　２5２号土坑　南から
５　２5３号土坑　南から
６　２5３号土坑断面　南から
７　２54号土坑　南から
８　２54号土坑断面　南から
９　２5６号土坑　南から
1０　２5６号土坑断面　南から
11　２57号土坑　北から
1２　２57号土坑断面　東から
1３　２5８号土坑断面　西から
14　２59号土坑　南から
15　２59号土坑断面　西から

ＰＬ．1３4	 １　２６1号土坑　南から
２　２６1号土坑断面　西から
３　２６２号土坑　南から
４　２６２号土坑断面　南から
５　２６5号土坑　東から
６　２６８号土坑　南から
７　２６８号土坑断面　東から
８　２7０号土坑　南から
９　２7０号土坑断面　南から
1０　２71号土坑断面　西から
11　２74号土坑　東から
1２　２74号土坑断面　東から
1３　２7８号土坑　南から
14　２7８号土坑断面　南から

ＰＬ．1３5	 １　２7８号土坑　南から
２　２7８号土坑断面　西から



	 ３　２８０号土坑　南から
	 ４　２８０号土坑断面　南から
	 ５　２８1号土坑　南から
	 ６　２８1号土坑断面　南から
	 ７　２８２号土坑　南から
	 ８　２８２号土坑断面　南から
	 ９　２８5号土坑　南から
	 1０　２８5号土坑断面　南から
	 11　２８5号土坑断面　南から
	 1２　２８６号土坑　南から
	 1３　２８６号土坑断面　南から
	 14　２95号土坑断面　南から
	 15　２9６号土坑　南から
ＰＬ．1３６	 １　２9６号土坑断面　南から
	 ２　２97号・２9８号土坑断面　東から
	 ３　２97号・２9８号土坑断面　部分　東から
	 ４　２99号土坑断面　南から
	 ５　３1８号土坑　北から
	 ６　３1８号土坑断面　東から
	 ７　３19号土坑　南から
	 ８　３２０号・３２1号土坑　北から
	 ９　３２０号・３２1号土坑断面　南から
	 1０　３２０号土坑遺物出土状況　南から
	 11　３２1号土坑出土遺物　
	 1２　３２２号・３２３号土坑　東から
	 1３　３２２号土坑断面　西から
	 14　３２３号土坑断面　東南から
	 15　３２4号土坑　南から
ＰＬ．1３7	 １　３２4号土坑断面　西から
	 ２　３２4号土坑出土遺物　
	 ３　３２5号土坑　西から
	 ４　３２5号土坑断面　西から
	 ５　３２5号土坑遺物出土状況　東から
	 ６　３２5号土坑出土遺物　
	 ７　３4２号土坑　東から
	 ８　３4２号土坑断面　南から
	 ９　３4３号土坑　東から
	 1０　３4３号土坑断面　東から
	 11　３45号土坑断面　南から
	 1２　３4６号土坑断面　西から
	 1３　３4６号土坑出土遺物　
	 14　３49号土坑断面　南から
	 15　３5０号土坑断面　南から
ＰＬ．1３８	 １　３51号土坑断面　南から
	 ２　３5２号土坑　東から
	 ３　３5２号土坑断面　南から
	 ４　３5３号土坑　東から
	 ５　３5３号土坑断面　南から
	 ６　３5３号土坑出土遺物　
	 ７　３54号土坑　西から
	 ８　３54号土坑断面　南東から
	 ９　３5６号土坑　西から
	 1０　３5６号土坑断面　南から
	 11　３5８号土坑　東から
	 1２　３5８号土坑断面　南から
	 1３　３６０号土坑　北から
	 14　３６０号土坑断面　南東から
	 15　３６０号土坑出土遺物　
ＰＬ．1３9	 １　３６1号土坑　東から
	 ２　３６1号土坑断面　南から
	 ３　３６２号土坑　北西から
	 ４　３６２号土坑断面　南から
	 ５　３６5号土坑断面　南から
	 ６　３６６号土坑　東から
	 ７　３６６号土坑　南から
	 ８　３６６号土坑断面　南から

	 ９　３６7号土坑　南から
	 1０　３６7号土坑断面　東から
	 11　３６８号土坑　南から
	 1２　３６８号土坑断面　南から
	 1３　３６9号土坑　北から
	 14　３６9号土坑断面　西から
	 15　３71号土坑　北から
ＰＬ．14０	 １　３71号土坑礫出土状況　東から
	 ２　３71号土坑断面　東から
	 ３　３7２号土坑礫出土状況　北から
	 ４　３7２号土坑礫出土状況　東から
	 ５　３7２号土坑断面　西から
	 ６　３74号土坑　南から
	 ７　３74号土坑断面　南から
	 ８　３74号土坑出土遺物　
	 ９　３75号土坑　東から
	 1０　３75号土坑断面　東から
	 11　３7８号土坑　北から
	 1２　３7８号土坑断面　南から
	 1３　３79号土坑　南東から
	 14　３79号土坑断面　南から
	 15　３８1号土坑　西から
ＰＬ．141	 １　３８1号土坑断面　西から
	 ２　３８1号土坑出土遺物　
	 ３　３８２号土坑　南から
	 ４　３８２号土坑断面　南から
	 ５　３８６号土坑　北から
	 ６　３８６号土坑断面　東から
	 ７　4０4号土坑　西から
	 ８　4０4号土坑骨片出土状況　西から
	 ９　455号土坑　南から
	 1０　455号土坑断面　南から
	 11　457号土坑断面　南から
	 1２　45８号土坑　東から
	 1３　45８号土坑断面　南から
	 14　4６０号土坑　東から
	 15　4６０号土坑断面　南から
ＰＬ．14２	 １　4６1号土坑　北から
	 ２　4６1号土坑断面　南から
	 ３　4６２号土坑　北から
	 ４　4６２号土坑断面　南から
	 ５　4６３号～ 4６5号土坑　南から
	 ６　4６３号土坑断面　南から
	 ７　4６4号土坑　南から
	 ８　4６4号土坑断面　南から
	 ９　4６7号土坑　南から
	 1０　4６7号土坑断面　南から
	 11　4６８号土坑　南から
	 1２　4６８号土坑断面　南から
	 1３　4６9号土坑　北から
	 14　4６9号土坑断面　南から
	 15　4６9号土坑遺物出土状況　南から
ＰＬ．14３	 １　4６9号土坑　南から
	 ２　4６9号土坑出土遺物　
	 ３　47０号土坑　東から
	 ４　47０号土坑礫出土状況　東から
	 ５　47０号土坑断面　南から
	 ６　47０号土坑出土遺物
	 ７　471号土坑　南から
	 ８　471号土坑断面　南から
	 ９　47２号土坑　南から
	 1０　47２号土坑断面　南から
	 11　47３号土坑　南から
	 1２　47３号土坑断面　南から
	 1３　47３号土坑出土遺物　
ＰＬ．144	 １　474号土坑　西から



	 ２　474号土坑断面　南から
	 ３　475号土坑　東から
	 ４　475号土坑　南から
	 ５　475号土坑断面　南から
	 ６　479号土坑　南から
	 ７　479号土坑断面　南から
	 ８　5０６号土坑　東から
	 ９　5０６号土坑　南から
	 1０　5０６号土坑断面　南から
	 11　51２号土坑　南から
	 1２　51２号土坑断面　南から
	 1３　515号土坑　南から
	 14　515号土坑断面　南から
	 15　51６号土坑　南から
ＰＬ．145	 １　51６号土坑断面　南から
	 ２　51８号土坑　東から
	 ３　51８号土坑断面　南から
	 ４　519号・5２０号土坑　東から
	 ５　519号土坑　東から
	 ６　519号土坑断面　南から
	 ７　5２０号土坑　東から
	 ８　5２０号土坑出土遺物　
	 ９　5２８号土坑　南から
	 1０　5２８号土坑断面　南から
	 11　5２9号土坑断面　北から
	 1２　5３０号土坑断面　南から
	 1３　5３1号土坑　東から
	 14　5３1号土坑断面　南から
	 15　5３4号土坑　北から
ＰＬ．14６	 １　5３4号土坑断面　西から
	 ２　5３5号土坑断面　南から
	 ３　5３６号土坑　南から
	 ４　5３６号土坑断面　南から
	 ５　5３9号土坑断面　南西から
	 ６　54０号土坑　東から
	 ７　54０号土坑断面　南から
	 ８　541号土坑　南から
	 ９　541号土坑断面　南から
	 1０　54３号土坑断面　南から
	 11　544号土坑　北東から
	 1２　544号土坑断面　南から
	 1３　545号土坑　東から
	 14　545号土坑断面　南から
	 15　54６号・555号土坑　北から
ＰＬ．147	 １　54６号土坑断面　東から
	 ２　54６号土坑出土遺物　
	 ３　555号土坑出土遺物　
	 ４　549号土坑礫出土状況　北から
	 ５　549号土坑　北から
	 ６　549号土坑断面　南から
	 ７　554号土坑　南から
	 ８　55６号土坑　南から
	 ９　55６号土坑断面　南から
	 1０　557号土坑　南から
	 11　557号土坑断面　南から
	 1２　55８号土坑　南から
	 1３　55８号土坑断面　南から
	 14　559号土坑　南から
	 15　559号土坑断面　南から
ＰＬ．14８	 １　5６０号土坑　北から
	 ２　5６０号土坑断面　北から
	 ３　5６1号土坑礫・石臼出土状況　北から
	 ４　5６1号土坑　北から
	 ５　5６1号土坑出土遺物　
	 ６　5６２号土坑　北から
	 ７　5６２号土坑断面　北から

	 ８　5６4号土坑　北から
	 ９　5６4号土坑断面　西から
	 1０　5６5号土坑南部　東から
	 11　5６5号土坑北部　東から
	 1２　5６5号土坑断面　南から
	 1３　5６６号土坑礫出土状況　北から
	 14　5６６号土坑礫・石臼出土状況　南から
ＰＬ．149	 １　5６６号土坑　北から
	 ２　5６６号土坑調査風景　北から
	 ３　5６６号土坑出土遺物　
	 ４　5６7号土坑　北から
	 ５　5６7号土坑礫出土状況　南から
	 ６　5６7号土坑断面　南から
	 ７　5６7号土坑断面　西から
ＰＬ．15０	 １　5６9号土坑　北から
	 ２　5６9号土坑断面　南から
	 ３　57０号土坑　東から
	 ４　57０号土坑断面　北から
	 ５　57３号土坑　南から
	 ６　57３号土坑断面　南から
	 ７　574号土坑　南から
	 ８　574号土坑断面　北から
	 ９　575号土坑　南から
	 1０　575号土坑断面　南から
	 11　57６号土坑　南から
	 1２　57６号土坑断面　南から
	 1３　57８号土坑　南から
	 14　57８号土坑断面　南から
	 15　5８1号土坑　東から
ＰＬ．151	 １　5８1号土坑断面　南から
	 ２　5８２号土坑　南から
	 ３　5８２号土坑断面　南から
	 ４　5８３号土坑　西から
	 ５　5８３号土坑断面　南から
	 ６　5８5号土坑断面　南から
	 ７　5８６号土坑　南から
	 ８　5８６号土坑礫出土状況　南から
	 ９　5８６号土坑断面　南から
	 1０　5８６号土坑出土遺物　
	 11　5８7号・5８８号土坑　南から
	 1２　5８８号土坑断面　南から
	 1３　5８9号土坑　南から
	 14　5８9号土坑断面　南から
ＰＬ．15２	 １　59０号・591号土坑　南から
	 ２　59０号・591号土坑断面　東から
	 ３　59２号土坑断面　南から
	 ４　59３号土坑　南から
	 ５　59３号土坑断面　南から
	 ６　594号土坑断面　東から
	 ７　595号土坑　南から
	 ８　59６号土坑　北から
	 ９　59６号土坑断面　南から
	 1０　597号土坑　南から
	 11　597号土坑断面　北から
	 1２　59８号土坑断面　南から
	 1３　599号土坑　南から
	 14　599号土坑断面　北から
ＰＬ．15３	 １　６００号・６０1号土坑　南から
	 ２　６００号・６０1号土坑断面　南から
	 ３　６０1号土坑　南から
	 ４　６０1号土坑断面　南から
	 ５　６００号・６０1号土坑出土遺物　
	 ６　６０２号土坑　西から
	 ７　６０２号土坑断面　南から
	 ８　６０３号土坑　西から
	 ９　６０３号土坑断面北側　南西から



	 1０　６０３号土坑断面南側　南西から
	 11　６０３号土坑出土遺物　
	 1２　６０4号土坑　北から
	 1３　６０4号土坑断面　南から
	 14　６０4号土坑出土遺物　
	 15　６０5号土坑　南から
ＰＬ．154	 １　６０5号土坑断面　南から
	 ２　６０６号土坑　東から
	 ３　６０６号土坑断面　南から
	 ４　６０7号土坑　南から
	 ５　６０7号土坑断面　南から
	 ６　６０9号土坑礫出土状況　北から
	 ７　６０9号土坑下層礫出土状況　北から
	 ８　６０9号土坑　北から
	 ９　６０9号土坑断面　南から
	 1０　６1０号土坑礫・石臼出土状況　西から
	 11　６1０号土坑石臼出土状況　西から
	 1２　６11号土坑断面　北から
	 1３　６11号土坑断面西部　北から
	 14　６1２号土坑　南から
	 15　６1２号土坑断面　南から
ＰＬ．155	 １　６1３号土坑　南から
	 ２　６1３号土坑断面　南から
	 ３　６17号土坑　南から
	 ４　６17号土坑断面　南から
	 ５　６1８号土坑　南から
	 ６　６1８号土坑断面　南から
	 ７　６19号土坑　南から
	 ８　６19号土坑断面　南から
	 ９　６２３号土坑　北から
	 1０　６２３号土坑断面　西から
	 11　６２4号土坑　南から
	 1２　６4２号土坑　南から
	 1３　６4２号土坑礫出土状況　南から
	 14　６4３号土坑　南から
ＰＬ．15６	 １　６4３号土坑銭出土状況　南から
	 ２　６２３号・６２4号土坑出土遺物
	 ３　7８9号土坑　東から
	 ４　7８9号土坑断面　東から
	 ５　79０号土坑　北から
	 ６　79０号土坑断面　北から
	 ７　791号土坑　東から
	 ８　791号土坑断面　北から
	 ９　79２号土坑　北から
	 1０　79２号土坑断面　東から
	 11　79３号土坑　東から
ＰＬ．157	 １　79３号土坑断面　南から
	 ２　794号土坑　東から
	 ３　794号土坑断面　南から
	 ４　８０８号土坑　西から
	 ５　８０８号土坑断面　北から
	 ６　８０9号土坑　西から
	 ７　８０9号土坑断面　南から
	 ８　８1０号土坑　北から
	 ９　８1０号土坑断面　西から
	 1０　８11号土坑　東から
	 11　８11号土坑断面　北から
	 1２　８1２号土坑　東から
	 1３　８1２号土坑断面　北から
	 14　８17号土坑断面　南から
	 15　８1８号土坑断面　南から
ＰＬ．15８	 １　８19号土坑断面　南から
	 ２　８２1号土坑確認状況　南から
	 ３　８２1号土坑　南から
	 ４　８２1号土坑断面　西から
	 ５　８２２号土坑　西から

	 ６　８２２号土坑断面　北から
	 ７　８２６号土坑　南から
	 ８　８２６号土坑断面　南から
	 ９　８２7号土坑　南から
	 1０　８３9号土坑　北から
	 11　８３9号土坑断面　北から
	 1２　８4０号土坑断面　北から
	 1３　８4０号土坑　北から
ＰＬ．159	 １　８41号土坑断面　西から
	 ２　８4２号土坑断面　南から
	 ３　８4３号土坑　北から
	 ４　８45号土坑　北から
	 ５　８4６号土坑　北から
	 ６　８4６号土坑断面　西から
	 ７　８47号土坑　北から
	 ８　８47号土坑断面　西から
	 ９　８4８号土坑　北から
	 1０　８4８号土坑断面　北から
	 11　８49号土坑　西から
	 1２　８49号土坑断面　西から
	 1３　８5０号土坑　北から
ＰＬ．1６０	 １　８5０号土坑断面　西から
	 ２　８51号土坑　西から
	 ３　８51号土坑断面　北から
	 ４　８5２号土坑礫出土状況　北から
	 ５　８5２号土坑　北から
	 ６　８5３号土坑　北から
	 ７　８54号土坑　北から
	 ８　８54号土坑断面　東から
	 ９　８６7号土坑断面　南から
	 1０　８６８号土坑断面　南から
ＰＬ．1６1	 １　８６9号土坑　西から
	 ２　８６9号土坑断面　南から
	 ３　８7０号土坑　西から
	 ４　８7０号土坑断面　南から
	 ５　８75号土坑　南から
	 ６　８75号土坑断面　南から
	 ７　８８7号土坑　南から
	 ８　８８7号土坑断面　南から
	 ９　８８9号土坑断面　南から
	 1０　８9０号土坑　南から
	 11　８91号土坑　南から
	 1２　91３号土坑断面　西から
	 1３　91６号土坑　西から
	 14　91８号土坑　南から
	 15　9２３号土坑断面　南から
ＰＬ．1６２	 １　２２9号ピット断面　南から
	 ２　２３1号ピット断面　東から
	 ３　２３1号ピット　東から
	 ４　２３5号ピット　西から
	 ５　２３5号ピット出土遺物　
	 ６　２３６号ピット出土遺物　
	 ７　２３８号ピット　南から
	 ８　２4０号ピット　南から
	 ９　２4３号ピット　南西から
	 1０　２44号ピット　南から
	 11　２44号ピット出土遺物　
	 1２　２45号ピット　南西から
	 1３　２45号ピット出土遺物　
	 14　２4６号ピット　南から
	 15　２4６号ピット出土遺物　
ＰＬ．1６３	 １　２47号ピット　西から
	 ２　２47号ピット出土遺物　
	 ３　２49号ピット　南から
	 ４　２5０号ピット断面　南から
	 ５　２51号ピット断面　南から



	 ６　２5２号ピット断面　南から
	 ７　２5３号ピット断面　南から
	 ８　２54号ピット　南から
	 ９　２54号ピット断面　南から
	 1０　２55号ピット　南から
	 11　２55号ピット断面　南から
	 1２　２57号ピット断面　南から
	 1３　２5８号ピット　南から
	 14　２5８号ピット断面　南から
	 15　２６８号ピット　南から
ＰＬ．1６4	 １　２６８号ピット断面　南から
	 ２　２６9号ピット　南から
	 ３　２６9号ピット断面　南から
	 ４　２7０号ピット　南から
	 ５　２7０号ピット断面　南から　
	 ６　２71号ピット　南から　
	 ７　２71号ピット断面　南から
	 ８　２7２号ピット　南から
	 ９　２7２号ピット断面　南から
	 1０　２7３号ピット　南から
	 11　２7３号ピット断面　南から
	 1２　２74号ピット　南から
	 1３　２74号ピット断面　南から　
	 14　２75号ピット　南から
	 15　２75号ピット断面　南から　
ＰＬ．1６5	 １　２7６号ピット　南から
	 ２　２7６号ピット断面　南から
	 ３　２77号ピット　南から
	 ４　２77号ピット断面　南から
	 ５　２7８号ピット　南から
	 ６　２7８号ピット断面　南から
	 ７　２79号ピット　南から
	 ８　２79号ピット断面　南から
	 ９　２８０号ピット　南から
	 1０　２８０号ピット断面　南から
	 11　２８1号ピット　南から
	 1２　２８1号ピット断面　南から
	 1３　２８２号ピット　南から
	 14　２８２号ピット断面　南から
	 15　２８３号ピット　南から
ＰＬ．1６６	 １　２８３号ピット断面　南から
	 ２　２８4号ピット　南から
	 ３　２８4号ピット断面　南から
	 ４　２８5号ピット　南から
	 ５　２８5号ピット断面　南から
	 ６　２８６号ピット　南から
	 ７　２８６号ピット　南から
	 ８　２８7号ピット　南から
	 ９　２８８号ピット　南から
	 1０　２８9号ピット断面　南から
	 11　２99号ピット　南から
	 1２　２99号ピット断面　南から
	 1３　３０1号ピット　南から
	 14　３０1号ピット断面　南から
	 15　３０２号ピット　南から
ＰＬ．1６7	 １　３０２号ピット断面　南から
	 ２　３０３号ピット　南から
	 ３　３０３号ピット断面　南から
	 ４　３０4号ピット　南から
	 ５　３０4号ピット断面　南から
	 ６　３０5号ピット　南から
	 ７　３０5号ピット断面　南から
	 ８　３０６号ピット　南から
	 ９　３０６号ピット断面　南から
	 1０　３０7号ピット断面　南から
	 11　３０８号ピット　南から

	 1２　３０８号ピット断面　南から
	 1３　３０9号ピット　南から
	 14　３０9号ピット断面　南から
	 15　３1０号ピット　南から
ＰＬ．1６８	 １　３1０号ピット断面　南から
	 ２　３1２号ピット　南から
	 ３　３1２号ピット断面　南から
	 ４　３1３号ピット　南から
	 ５　３1３号ピット断面　南から
	 ６　３14号ピット　南から
	 ７　３14号ピット断面　南から
	 ８　３15号ピット　東から
	 ９　３15号ピット断面　南から
	 1０　３15号ピット出土遺物　
	 11　３1６号ピット　南から
	 1２　３1６号ピット断面　南から
	 1３　３17号ピット　南から
	 14　３17号ピット断面　南から
	 15　３1８号ピット　南から
ＰＬ．1６9	 １　３1８号ピット断面　南から
	 ２　３19号ピット　南から
	 ３　３19号ピット断面　南から
	 ４　３２０号ピット　南から
	 ５　３２０号ピット断面　南から
	 ６　３２1号ピット　南から
	 ７　３２1号ピット断面　南から
	 ８　３51号ピット　南から
	 ９　３51号ピット断面　南から
	 1０　３5２号ピット　南から
	 11　３5２号ピット断面　南から
	 1２　３5３号ピット　南から
	 1３　３5３号ピット断面　南から
	 14　３55号ピット　南から
	 15　３55号ピット断面　南から
ＰＬ．17０	 １　３5６号ピット　南から
	 ２　３5６号ピット断面　南から
	 ３　３57号ピット　南から
	 ４　３57号ピット断面　南から
	 ５　３5８号ピット　南から
	 ６　３5８号ピット断面　南から
	 ７　３59号ピット　南から
	 ８　３59号ピット断面　南から
	 ９　３６０号ピット　南から
	 1０　３６０号ピット断面　南から
	 11　３６1号ピット　南から
	 1２　３６1号ピット断面　南から
	 1３　３６２号ピット　南から
	 14　３６２号ピット断面　南から
	 15　３６３号ピット　南から
ＰＬ．171	 １　３６３号ピット断面　南から
	 ２　３６4号ピット　南から
	 ３　３６4号ピット断面　南から
	 ４　３６5号ピット　南から
	 ５　３６5号ピット断面　南から
	 ６　３６６号ピット　南から
	 ７　３６６号ピット断面　南から
	 ８　３６7号ピット　南から
	 ９　３６7号ピット断面　南から
	 1０　３６８号ピット　南から
	 11　３６８号ピット断面　南から
	 1２　３６9号ピット　南から
	 1３　３６9号ピット断面　南から
	 14　３7０号ピット　南から
	 15　３7０号ピット断面　南から
ＰＬ．17２	 １　３71号ピット　南から
	 ２　３71号ピット断面　南から



	 ３　３7２号ピット　西から
	 ４　３7２号ピット断面　西から
	 ５　３7３号ピット　南から
	 ６　３7３号ピット断面　南から
	 ７　３74号ピット　南から
	 ８　３74号ピット断面　南から
	 ９　３75号ピット　南から
	 1０　３75号ピット断面　南から
	 11　３7６号ピット　南から
	 1２　３7６号ピット断面　南から
	 1３　３77号ピット　南から
	 14　３77号ピット断面　南から
	 15　３7８号ピット　東から
ＰＬ．17３	 １　３79号ピット断面　南から
	 ２　３８０号ピット断面　南から
	 ３　３８1号ピット断面　南から
	 ４　３８２号ピット　南から
	 ５　３８２号ピット断面　南から
	 ６　３８３号ピット　南から
	 ７　３８３号ピット断面　南から
	 ８　３８4号ピット　南から
	 ９　３８4号ピット断面　南から
	 1０　３８5号ピット　南から
	 11　３８5号ピット断面　南から
	 1２　３８６号ピット　南から
	 1３　３８６号ピット断面　南から
	 14　３８7号ピット　南から
	 15　３８7号ピット断面　南から
ＰＬ．174	 １　３８８号ピット断面　南から
	 ２　３８9号ピット　南から
	 ３　３８9号ピット断面　南から
	 ４　３9０号ピット　南から
	 ５　３9０号ピット断面　南から
	 ６　３91号ピット　南から
	 ７　３91号ピット断面　南から
	 ８　３9２号ピット　南から
	 ９　３9２号ピット断面　南から
	 1０　３9３号ピット　南から
	 11　３9３号ピット断面　南から
	 1２　３94号ピット　南から
	 1３　３94号ピット断面　南から
	 14　３95号ピット　南から
	 15　３95号ピット断面　南から
ＰＬ．175	 １　３9６号ピット断面　南から
	 ２　３97号ピット　南から
	 ３　３97号ピット断面　南から
	 ４　３9８号ピット　南から
	 ５　３9８号ピット断面　南から
	 ６　３99号ピット　西から
	 ７　３99号ピット断面　西から
	 ８　4００号ピット　南から
	 ９　4００号ピット断面　南から
	 1０　4０1号ピット　南から
	 11　4０1号ピット断面　南から
	 1２　4０２号ピット　南から
	 1３　4０２号ピット断面　南から
	 14　4０３号ピット　南から
	 15　4０３号ピット断面　南から
ＰＬ．17６	 １　4０4号ピット　南から
	 ２　4０4号ピット断面　南から
	 ３　4０5号ピット　南から
	 ４　4０5号ピット断面　南から
	 ５　4０６号ピット　南から
	 ６　4０６号ピット断面　南から
	 ７　4０7号ピット　南から
	 ８　4０7号ピット断面　南から

	 ９　4０9号ピット断面　南から
	 1０　41０号ピット断面　南から
	 11　411号ピット　南から
	 1２　411号ピット断面　南から
	 1３　41２号ピット　南から
	 14　41２号ピット断面　南から
	 15　41３号ピット断面　南から
ＰＬ．177	 １　41６号ピット　南から
	 ２　41６号ピット断面　南から
	 ３　417号ピット　南から
	 ４　417号ピット断面　南から
	 ５　41８号ピット　南から
	 ６　41８号ピット断面　南から
	 ７　419号ピット　南から
	 ８　419号ピット断面　南から
	 ９　4２０号ピット　南から
	 1０　4２０号ピット断面　南から
	 11　4２０号ピット出土遺物　
	 1２　4２1号ピット　南から
	 1３　4２1号ピット断面　南から
	 14　4２２号ピット　南から
	 15　4２２号ピット断面　南から
ＰＬ．17８	 １　4２３号ピット　南から
	 ２　4２３号ピット断面　南から
	 ３　4２4号ピット　南から
	 ４　4２4号ピット断面　南から
	 ５　4２5号ピット　南から
	 ６　4２5号ピット断面　南から
	 ７　4２６号ピット　南から
	 ８　4２６号ピット断面　南から
	 ９　4２7号ピット　南から
	 1０　4２7号ピット断面　南から
	 11　4２８号ピット　南から
	 1２　4２８号ピット断面　南から
	 1３　4２9号ピット　南から
	 14　4２9号ピット断面　南から
	 15　4３０号ピット　南から
ＰＬ．179	 １　4３０号ピット断面　南から
	 ２　4３1号ピット　南から
	 ３　4３２号ピット　南から
	 ４　4３３号ピット　南から
	 ５　4３３号ピット断面　南から
	 ６　4３4号ピット　南から
	 ７　4３4号ピット断面　南から
	 ８　4３5号ピット　南から
	 ９　4３5号ピット断面　南から
	 1０　4３６号ピット　南から
	 11　4３６号ピット断面　南から
	 1２　4３7号ピット　南から
	 1３　4３7号ピット断面　南から
	 14　4３８号ピット　南から
	 15　4３８号ピット断面　南から
ＰＬ．1８０	 １　4３9号ピット　南から
	 ２　4３9号ピット断面　南から
	 ３　44０号ピット　南から
	 ４　44０号ピット断面　南から
	 ５　441号ピット　南から
	 ６　441号ピット断面　南から
	 ７　44２号ピット　南から
	 ８　44３号ピット　南から
	 ９　44３号ピット断面　南から
	 1０　444号ピット　南から
	 11　444号ピット断面　南から
	 1２　445号ピット　南から
	 1３　445号ピット断面　南から
	 14　44６号ピット　南から



	 15　447号ピット　南から
ＰＬ．1８1	 １　447号ピット断面　南から
	 ２　44８号ピット　南から
	 ３　44８号ピット断面　南から
	 ４　449号ピット　南から
	 ５　449号ピット断面　南から
	 ６　45０号ピット　南から
	 ７　45０号ピット断面　南から
	 ８　451号ピット　南から
	 ９　451号ピット断面　南から
	 1０　45２号ピット　南から
	 11　45２号・45３号ピット断面　南から
	 1２　454号ピット　南から
	 1３　454号ピット断面　南から
	 14　455号ピット　南から
	 15　455号ピット断面　南から
ＰＬ．1８２	 １　45６号ピット　南から
	 ２　45６号ピット断面　南から
	 ３　457号ピット　南から
	 ４　457号ピット断面　南から
	 ５　45８号ピット　南から
	 ６　45８号ピット断面　南から
	 ７　459号ピット　南から
	 ８　459号ピット断面　南から
	 ９　4６０号ピット　南から
	 1０　4６０号ピット断面　南から
	 11　4６1号ピット　南から
	 1２　4６1号ピット断面　南から
	 1３　4６２号ピット　南から
	 14　4６２号ピット断面　南から
	 15　4６３号ピット　南から
ＰＬ．1８３	 １　4６３号ピット断面　南から
	 ２　4６4号ピット　南から
	 ３　4６4号ピット断面　南から
	 ４　4６5号ピット　南から
	 ５　4６5号ピット断面　南から
	 ６　4６６号ピット　南から
	 ７　4６６号ピット断面　南から
	 ８　4６7号ピット　南から
	 ９　4６7号ピット断面　南から
	 1０　4６８号ピット　南から
	 11　4６８号ピット断面　南から
	 1２　4６9号ピット　南から
	 1３　4６9号ピット断面　南から
	 14　47０号ピット　南から
	 15　47０号ピット断面　南から
ＰＬ．1８4	 １　471号ピット　南から
	 ２　471号ピット断面　南から
	 ３　47２号ピット　南から
	 ４　47２号ピット断面　南から
	 ５　47３号ピット　南から
	 ６　47３号ピット遺物出土状況　南から
	 ７　474号ピット　南から
	 ８　474号ピット断面　南から
	 ９　475号ピット　南から
	 1０　475号ピット断面　南から
	 11　47６号ピット　南から
	 1２　47６号ピット断面　南から
	 1３　477号ピット　南から
	 14　477号ピット断面　南から
	 15　47８号ピット　南から
ＰＬ．1８5	 １　47８号ピット断面　南から
	 ２　479号ピット　南から
	 ３　479号ピット断面　南から
	 ４　4８０号ピット　南から
	 ５　4８０号ピット断面　南から

	 ６　4８1号ピット　南から
	 ７　4８1号ピット断面　南から
	 ８　4８２号ピット　南から
	 ９　4８２号ピット断面　南から
	 1０　4８３号ピット　南から
	 11　4８３号ピット断面　南から
	 1２　4８4号ピット　南から
	 1３　4８4号ピット断面　南から
	 14　4８5号ピット　南から
	 15　4８5号ピット断面　南から
ＰＬ．1８６	 １　4８６号ピット　南から
	 ２　4８６号ピット断面　南から
	 ３　4８7号ピット　南から
	 ４　47８号ピット断面　南から
	 ５　4８８号ピット断面　南から
	 ６　4８9号ピット　南から
	 ７　4８9号ピット断面　南から
	 ８　49０号ピット　南から
	 ９　49０号ピット断面　南から
	 1０　491号ピット　南から
	 11　491号ピット断面　南から
	 1２　49２号ピット　南から
	 1３　49２号ピット断面　南から
	 14　49３号ピット　南から
	 15　49３号ピット断面　南から
ＰＬ．1８7	 １　494号ピット　南から
	 ２　494号ピット断面　南から
	 ３　495号ピット断面　南から
	 ４　49６号ピット　南から
	 ５　49６号ピット断面　南から
	 ６　497号ピット　南から
	 ７　497号ピット断面　南から
	 ８　49８号ピット　南から
	 ９　49８号ピット断面　南から
	 1０　5０9号ピット　南から
	 11　5０9号ピット断面　南から
	 1２　51６号ピット断面　西から
	 1３　517号ピット断面　西から
	 14　51８号ピット断面　西から
	 15　519号ピット断面　南から
ＰＬ．1８８	 １　519号ピット出土遺物　
	 ２　5２０号ピット　南から
	 ３　5２０号ピット断面　南から
	 ４　5２4号ピット断面　西から
	 ５　5２5号ピット　南から
	 ６　5２5号ピット断面　西から
	 ７　5２６号ピット断面　南から
	 ８　5３６号ピット　南から
	 ９　5３６号ピット断面　南から
	 1０　5３7号ピット　南から
	 11　5３7号ピット断面　南から
	 1２　5３８号ピット　南から
	 1３　5３８号ピット断面　南から
	 14　549号ピット　南から
	 15　549号ピット断面　南から
ＰＬ．1８9	 １　55０号ピット　南から
	 ２　55０号ピット断面　南から
	 ３　551号ピット　南から
	 ４　551号ピット断面　南から
	 ５　55２号ピット　南から
	 ６　55２号ピット断面　南から
	 ７　55３号ピット　南から
	 ８　55３号ピット断面　南から
	 ９　554号ピット　南から
	 1０　5８7号ピット　南から
	 11　5８7号ピット出土遺物　



	 1２　5８7号ピット出土遺物　
	 1３　595号ピット　南から
	 14　59６号ピット　南から
ＰＬ．19０	 １　597号ピット　南から
	 ２　599号ピット　南から
	 ３　６００号ピット　南から
	 ４　６０4号ピット断面　南から
	 ５　６14号ピット　南から
	 ６　６14号ピット断面　西から
	 ７　６1６号ピット　南から
	 ８　６1６号ピット出土遺物　
	 ９　６２7号ピット　南から
	 1０　６２7号ピット断面　南から
	 11　６２８号ピット　南から
	 1２　６２9号ピット　東から
	 1３　６３２号ピット　南から
	 14　６３２号ピット断面　南から
	 15　６３5号ピット出土遺物　
ＰＬ．191	 １　６4３号ピット　南から
	 ２　６4３号ピット断面　南から
	 ３　８２7号ピット断面　西から
	 ４　８２9号ピット断面　西から
	 ５　８３０号ピット断面　西から
	 ６　８３4号ピット断面　南から
	 ７　８３5号ピット断面　西から
	 ８　８３８号ピット断面　西から
	 ９　８３9号ピット断面　西から
	 1０　８4０号ピット断面　西から
	 11　８41号ピット断面　西から
	 1２　８4２号ピット断面　西から
	 1３　８4３号ピット断面　西から
	 14　８45号ピット断面　西から
	 15　８4６号ピット断面　西から
ＰＬ．19２	 １　８47号ピット断面　西から
	 ２　８4８号ピット断面　西から
	 ３　８49号ピット断面　西から
	 ４　８5０号ピット断面　西から
	 ５　８51号ピット断面　西から
	 ６　８5２号ピット断面　西から
	 ７　８5３号ピット断面　西から
	 ８　８54号ピット断面　西から
	 ９　８55号ピット断面　西から
	 1０　８5８号ピット断面　西から
	 11　８59号ピット断面　西から
	 1２　８６０号ピット断面　南から
	 1３　８６1号ピット断面　南から
	 14　８６２号ピット断面　南から
	 15　８６３号ピット断面　西から
ＰＬ．19３	 １　８６5号ピット断面　西から
	 ２　８7０号ピット断面　西から
	 ３　８7２号ピット断面　南から
	 ４　８7３号・８74号ピット断面　南から
	 ５　８75号ピット断面　西から
	 ６　８7６号ピット断面　西から
	 ７　８77号ピット断面　西から
	 ８　８7８号ピット断面　西から
	 ９　８79号ピット断面　西から
	 1０　８８０号ピット断面　西から
	 11　８８1号ピット断面　西から
	 1２　８８２号ピット断面　西から
	 1３　８８３号ピット断面　西から
	 14　9６9号ピット断面　南から
	 15　97０号ピット断面　南から
ＰＬ．194	 １　第３区画の４面畑と４－２面畑断面　北から
	 ２　第４－２面畑第２区画西部　北から
	 ３　第４－２面畑第２区画東部　西から

	 ４　第４－２面畑第２区画中部　北から
	 ５　第４－２面畑第２区画西部　南から
ＰＬ．195	 １　３０・41号溝　西から
	 ２　３０号溝断面　西から
	 ３　4２・4３号溝　西から
	 ４　4２・4３号溝断面　西から
	 ５　4２号溝断面　西から
	 ６　4３号溝断面　西から
	 ７　８８4号土坑　南から
	 ８　８８4号土坑断面　南から
ＰＬ．19６	 １　８８5号土坑　南から
	 ２　８８６号土坑　南から
	 ３　第４－２面畑第３区画　西から
	 ４　第４－２面畑第３区画　南から
	 ５　第４－２面畑第３区画　南から
	 ６　第４－２面畑第３区画　西から
	 ７　第４－２面畑第３区画東部　東から
	 ８　第４－２面畑第３区画断面　北から
ＰＬ．197	 １　第４－２面畑第３区画断面　南から
	 ２　３1号溝　西から
	 ３　３1号溝断面　西から
	 ４　３６号溝　北から
	 ５　３7号溝断面　北から
	 ６　８7２号土坑　南から
	 ７　３1号溝出土遺物
	 ８　第４面遺構外出土遺物





第１章　石川原遺跡の発掘調査

第１節　発掘調査に至る経過　

　八ッ場ダムは、洪水調節、流水機能維持、用水源の新

たな確保並びに発電を目的とする多目的ダムとして、吾

妻川中流の群馬県吾妻郡長野原町大字川原畑字八ッ場お

よび大字川原湯字金花山に建設されている。昭和２4年に

利根川改修改定計画の一環として立案され、昭和２7年に

は建設準備のための調査が着手されたが、紆余曲折を経

て本格的な着工は平成４年を待つことになる。

　ダム建設地域内のうち、長野原町内の文化財に関して

は、町教育委員会が昭和６1年から文化財総合調査計画を

策定し、自然環境や民俗、石造文化財、古文書、昔話等

の調査を行うとともに、埋蔵文化財の詳細分布調査も

行った。

　八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財調査は、平成６

年３月1８日に建設省関東地方建設局長と群馬県教育委員

会教育長との間で締結された｢八ッ場ダム建設工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書｣により計

画が決定し、建設省関東地方建設局長を委託者とし、群

馬県教育委員会教育長を受託者とする発掘調査受委託契

約が締結されて、以後発掘調査が実施されることとなる。

この協定は現在まで４回の変更を行いつつ、継続されて

いる。

　石川原遺跡は、群馬県吾妻郡長野原町大字川原湯乙

37番地ほかに所在する。本調査は八ッ場ダム建設工事

に伴う水没地区内埋蔵文化財の記録保存調査であり、平

成２０年度及び平成２６年度から平成２9年度にかけて財団法

人群馬県埋蔵文化財調査事業団が行った。また、平成３０

年度においても継続実施される予定である。総対象面積

は97，３9８㎡に及ぶ。本書はこのうち平成２６年度から２８年

度にかけて発掘調査された遺跡東部の調査のうち、天明

三年浅間山噴火による火山堆積物に覆われた寺院跡関連

遺構及び古代以前の遺構を除く遺構を対象とする。

第２節　発掘調査の経過　

　平成２６年度の調査は平成２６年４月１日から同1２月３1日

にかけて、遺跡北東部の１区及び２区と命名された地区

の平面積２5，０００㎡を対象に行った。調査担当者は２名で

ある。

　平成２7年度は４月１日から７月３1日にかけて、前年調

査区東端部の１区Ｄと命名した地区で見つかった寺院跡

および関連建物部分の平面積5，０００㎡を対象に継続調査

を行った。調査担当者は２名である。

　平成２８年度は４月１日から平成２9年３月３1日にかけ

て、対象平面積51，1３1㎡の調査を行った。調査担当者は

６名である。本書ではこのうち遺跡南東部の３区及び１

区Ｄ北部を扱う。平成２9年度、３０年度においても調査は

継続されており、これらについても続報予定である。

第１節　発掘調査に至る経過

1

調査日誌抄
平成２６(２０14)年
４月
辞令交付・地元関係機関等挨拶・現場事務所等設営
１区Ａ・Ｂ　表土掘削・Ａｓ－Ａ下面遺構確認・平面図作成
５月
１区Ａ・Ｂ　表土掘削・Ａｓ－Ａ下面遺構確認・平面図作成・空中写真撮影
１区Ａ　第３面調査　埋め戻し
１区Ｂ　第２面畑断ち割り・３面調査
６月
１区Ａ　第３面調査・縄文包含層調査・埋め戻し
１区Ｂ　第３面調査
１区Ｃ　泥流掘削・畑検出・復旧溝調査
２区Ａ　泥流掘削
７月
１区Ｃ　泥流掘削・畑調査・復旧溝調査・空中写真撮影　第３～５面掘

削・調査
２区Ａ　泥流掘削・建物検出・畑調査・空中写真撮影
８月
１区Ｃ　第３～５面掘削・調査・空中写真撮影
２区Ａ　泥流掘削・建物検出・畑調査・空中写真撮影
２区Ｂ　泥流掘削・畑検出
９月
２区Ａ　第３面遺構確認　畑・復旧溝調査　第４面遺構確認・畑・土坑

等調査
２区Ｂ　泥流掘削・畑検出・空中写真撮影　第３・４面掘削
1０月
１区Ａ北端　表土掘削・遺構調査
１区Ｄ　調査着手・表土掘削開始
２区Ａ　第５面陥穴等調査・全体写真撮影
２区Ｂ　泥流掘削・畑検出・空中写真撮影　第４面畑調査　全体写真撮

影　５面陥穴等調査
２区道路下　２号建物・１号水路
11月
１区Ａ北端　墓坑・土坑等調査
１区Ｄ　建物調査・園地調査　１号水路調査
２区Ａ・Ｂ　埋め戻し
２区道路下調査　泥流除去
長野原町文化祭参加



第３節　地理的・歴史的環境　

　石川原遺跡は群馬県の北西部、吾妻川上流域右岸の吾

妻郡長野原町大字川原湯字石川原にある。長野原町は草

津町、嬬恋村、六合村、東吾妻町と境を接し、長野県境

にもあたる。吾妻川は全長7６．２㎞の一級河川で、長野県

境の鳥井峠付近に源を発し、東流して渋川市で利根川と

合流する。石川原遺跡は長野原町の北東に位置し、吾妻

川右岸の中位段丘上、標高約5３０ｍ～ 545ｍに位置する。

吾妻川とは比高２7ｍほどの段丘崖により隔てられる。「関

東の耶馬渓」とも呼ばれる名勝吾妻渓谷の西端近くに当

たる場所である。吾妻川は南西から北東に向けて流下す

るが、遺跡近くで湾曲し、右岸の臥龍岩、砂岩の昇龍岩

の間を南東に流れてのち再び屈曲して北東に向きを変え

る。吾妻川右岸には山地が迫るが、遺跡のほぼ中央を北

流する沢からもたらされた堆積物や土砂崩れなどによる

崖錐堆積物が、吾妻側の湾曲部に向かって広がって、こ

の部分だけが緩傾斜地をなしている。発掘調査ではこの

地域の地形環境を特徴づける天明三年浅間山噴火に伴う

堆積物が遺跡の全面を覆っているほか、洪水起源の砂層

が３層にわたって認められ、この地点の地形的な特徴が

示される。

　周辺の遺跡および本遺跡にかかわる歴史的環境の詳細

については、既刊の八ッ場ダム関連遺跡各調査報告に詳

しい。旧石器時代遺跡は未確認であるが、縄文時代の遺

跡は濃密な分布を示し、草創期から晩期に至る各時期の

遺跡が比較的多く認められている。縄文時代草創期、早

期の遺跡は吾妻川左岸で認められている。石畑岩陰、楡

木Ⅱ遺跡では表裏縄文など草創期の土器片が出土してお

り、石畑岩陰は大規模な岩陰遺跡として、今後の本調査

の成果が期待される。早期では楡木Ⅱ遺跡、立馬Ⅱ遺跡

などで撚糸文、押型文、多縄文系土器がみられる。また、

近年調査された居家以岩陰遺跡では埋葬人骨も発見され

ている。前期では立馬Ⅰ・Ⅱ遺跡、三平Ⅰ遺跡、林中原

Ⅰ・Ⅱ遺跡などで前半期の遺構、遺物がみられるが、後

半期の調査例は林中原Ⅰ遺跡で竪穴建物が、三平Ⅰ・Ⅱ

遺跡や川原湯勝沼遺跡などで土坑が見つかっているもの

の、前期に比して少なくなる。中期に至ると、吾妻川を

挟んで対峙するように立地する長野原一本松遺跡、横壁

第１章　石川原遺跡の発掘調査
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1２月
２区道路下　泥流除去　１号水路・３号建物周辺調査　第３面調査
１区Ａ北端(１区東)　３面・４面調査　埋め戻し
１区Ｃ　第３面調査
１区Ｄ　１号水路調査
事務所撤収

平成２7(２０15)年
４月
辞令交付
地元関係機関等挨拶
現場事務所等設営
１区Ｄ　３号建物・寺院跡調査再開
５月
１区　遺構確認
１区北側　遺構確認・土坑・ピット調査
１区Ｄ　３号・４号・５号・６号・８号建物調査
３号建物東　３面～５面調査
６月
苑地築山調査
１区４面　土坑・ピット調査
１区北側　遺構確認・土坑・ピット調査
１区東側　遺構調査
７月
１区　北側・東側土坑・ピット調査継続・終了
空中写真撮影
事務所撤収

平成２８(２０1６)年度
４月
辞令交付
地元関係機関等挨拶
現場事務所等設営
３区　泥流層除去
５月
１区Ｄ　北東拡張部泥流層除去
３区　泥流下遺構確認　畑・道調査　測量
６月
１区Ｄ　北東拡張部泥流層除去　石垣・畑・道・水路等調査
３区　２面畑調査　石垣・水路調査　空中写真撮影
７月
１区Ｄ　北東拡張部泥流層除去　石垣調査
３区　寺院南側石垣・水路・建物調査　第３面覆土掘削　畑・道・溝等

調査
８月
作業休止
９月
３区　第３・４面遺構確認
1０月
３区　第３・４・５面土坑等調査　西側・北側泥流層除去
11月　
３区　第４・５面ピット・掘立柱建物等調査　
北側表土泥流除去　畑調査　
北側西半　第２面覆土掘削
南部拡張区・西側拡張区　表土掘削
長野原町文化祭参加
1２月
３区東側　土坑調査
３区西側　溝調査
３区西側拡張区　表土・覆土掘削・２・３面畑調査
３区南部拡張　４面・４－２面畑遺構確認・精査
１月
３区　４面・５面・試掘トレンチ調査
２月　土壌洗浄・遺物選別等
３月　土壌洗浄・遺物・機材等運び出し。



長野原町

浅間山

石川原遺跡

中村遺跡など、多数の竪穴建物や列石などで構成される

大集落が営まれる。林中原Ⅱ遺跡も中期後半から後期に

かけての大集落であり、本遺跡でも当該期遺構の調査が

進行中である。後期後半以後になると遺跡数は激減する。

横壁中村遺跡では集落が継続するものの、他では晩期に

至るまで、遺構・遺物ともに少数例にとどまる。

　弥生時代の遺跡も引き続き乏しく、遺構としては川原

湯勝沼遺跡、尾坂遺跡の再葬墓、立馬Ⅰ遺跡の合わせ口

甕棺墓、向原遺跡の土坑など、弥生時代前期から中期前

葉の墓がみられるのみである。横壁中村遺跡、長野原一

本松遺跡では弥生土器の出土がみられ、本遺跡も含めて

弥生時代前期、中期前半の土器破片が散在的に認められ

るものの、居住にかかわる遺構は見つかっていない。弥

生時代中期後半から古墳時代、奈良時代も遺跡は希薄で、

古墳は認められず、上原Ⅰ遺跡で古墳時代前期のＳ字状

口縁台付甕を伴う竪穴建物、上原Ⅳ遺跡、下原遺跡、林

宮原遺跡で後期の竪穴建物がわずかに見つかっている程

度である。

　集落が再びそれとして認められるようになるのは、平

安時代になってからのことである。本遺跡はじめ、三平

第１図　石川原遺跡位置図(国土地理院1／２００，０００地形図「長野」平成1８年11月１日発行を使用)
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Ⅰ・Ⅱ遺跡、二社平遺跡、川原湯勝沼遺跡、横壁勝沼遺

跡、横壁中村遺跡、西久保Ⅰ遺跡、山根Ⅲ遺跡等々がある。

中でも楡木Ⅱ遺跡、上ノ平Ⅰ遺跡でそれぞれ３０棟以上の

竪穴建物が調査されていて、一定規模の集落が営まれた

ことがわかる。時期的にはどの遺跡においても９世紀後

半から1０世紀を中心としており、湧水をよりどころに営

まれるのが一般的傾向のようである。上原Ⅲ遺跡や三平

Ⅰ遺跡では鍛冶遺構も見つかっており、集落内に鍛冶工

房があったことがわかる。上ノ平Ⅰ遺跡では住居内から炭

化したオオムギ・コムギやアワが多出し、イネはわずか

しか見られないことから、イネ以外に主食穀物を求めた

集落であったものと考えられる。また、陥穴の多くもこの

時期に比定されていて、居住域と一体となって機能して

いたものとされる。中央小学校敷地内からは良い造りの

瓦塔が出土しており、集落内寺院の存在も示唆される。

　中世の遺跡としては城館跡がよく知られている。金花

山砦跡、柳沢城跡、長野原城跡、丸岩城跡、羽根尾城跡

や林城跡が交通の要衝に設けられた。川原湯温泉の起源

が建久４年(119３)の源頼朝による三原巻狩りに際しての

発見であったとの伝承も忘れてはならない。横壁中村遺

跡でも石垣を伴う館跡が調査されていて、柳沢城との関

連が考えられている。三平Ⅰ・Ⅱ遺跡、東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

遺跡、林中原Ⅰ遺跡、林宮原遺跡、下原遺跡、二反沢遺跡、

楡木Ⅱ遺跡、尾坂遺跡などでは掘立柱建物や土坑、畑が

調査されている。また、二反沢遺跡では羽口や鉄滓など

製鉄関連遺跡も検出されている。本遺跡では墓坑の中で

宋銭のみを出土し、人骨の残りが非常に悪いものがあっ

て、これらは中世にさかのぼる可能性が指摘される。
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第２図　石川原遺跡と周辺の遺跡(国土地理院２万5千分の１地形図「長野原」使用)
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第１表　石川原遺跡周辺遺跡一覧
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町遺跡
番号 大字 遺　跡　名 時　代 報　　　　告　　　　書　　　　等

１ 川原畑 温井Ⅰ遺跡 縄文・平安
２ 川原畑 温井Ⅱ遺跡 縄文
３ 川原畑 三平Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安 群埋文３０３集２００３／4０1集２００7／長野原町教委「町内遺跡Ⅸ」２０1０
４ 川原畑 三平Ⅱ遺跡 縄文・平安 群埋文4０1集２００7

５ 川原畑 上ノ平Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世・
現代 群埋文44０集２００８／本書

６ 川原畑 上ノ平Ⅱ遺跡 縄文・平安
７ 川原畑 西宮遺跡 縄文・近世
1０ 川原畑 石畑Ⅱ岩陰 不明
11 川原畑 二社平岩陰 不明 群埋文３０３集２００３
1２ 川原畑 三ツ堂岩陰 不明
1３ 川原畑 西宮岩陰 不明
1６ 川原湯 川原湯中原Ⅰ遺跡 縄文
17 川原湯 石川原遺跡 縄文・平安・近世 本書
1８ 川原湯 川原湯中原Ⅱ遺跡 平安
19 川原湯 川原湯中原Ⅲ遺跡 縄文・平安
２３ 横壁 横壁勝沼遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世 群埋文３０３集２００３

２4 横壁 横壁中村遺跡 縄文・弥生・平安・中世 群埋文３19集２００３／３55集２００5／３６８集２００６／３８1集２００６／4０６集２００7／4３６集	
２００８／4３9集２００８／4８８集２０1０／49２集２０1０／5２６集２０1２／559集２０1３／5８7集２０14

２６ 横壁 山根Ⅰ遺跡 縄文・平安 長野原町「長野原町誌」197６
２８ 横壁 山根Ⅱ遺跡 平安・近世
２9 横壁 山根Ⅲ遺跡 縄文・弥生・平安・近世 群埋文３０３集２００３／4２9集２００８
３０ 横壁 山根Ⅳ遺跡 縄文・平安
３1 横壁 西久保Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世 群埋文３０３集２００３
３7 林 立馬Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世 群埋文３８８集２００６
３８ 林 東原Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅵ」２００６／「同Ⅶ」２００7／群埋文5０２集２０1０
３9 林 東原Ⅱ遺跡 縄文・平安・中世・近世 群埋文5０２集２０1０
4０ 林 東原Ⅲ遺跡 縄文・平安・中世・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅳ」２００4／「同Ⅶ」２００7／群埋文5０２集２０1０

41 林 上原Ⅰ遺跡 縄文・弥生・古墳・平安・中世・
近世 群埋文３０３集２００３／長野原町教委「町内遺跡Ⅶ」２００7／「同Ⅻ･」２０1３

4２ 林 上原Ⅱ遺跡 縄文 長野原町教委「町内遺跡Ⅶ」２００7／「同Ⅻ」２０1３／群埋文4２9集２００８
4３ 林 上原Ⅲ遺跡 縄文 長野原町教委「町内遺跡Ⅶ」２００7／「同Ⅻ」２０1３

44 林 上原Ⅳ遺跡 縄文・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅲ」２００３／「同Ⅶ」２００7／「同Ⅸ」２０1０／「同」２０1３／群埋文
4２9集２００８／549集２０1２

45 林 林中原Ⅰ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世
長野原町教委「町内遺跡Ⅲ」２００３／「同Ⅳ」２００4／「同Ⅴ」２００5／「同Ⅵ」２００６／
「同Ⅶ」２００7／「同Ⅷ」２００9／「同Ⅹ･Ⅺ」２０11／「林中原Ⅰ遺跡Ⅳ」２０1０／
群埋文5８６集２０14

4６ 林 林中原Ⅱ遺跡 縄文・弥生・平安・中世・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅳ」２００4／「同Ⅴ」２００5／「同Ⅵ」２００６／「同Ⅶ」２００7／
「同Ⅷ」２００9／「同Ⅹ」２０11／群埋文６17集２０1６

47 林 下田遺跡 平安・近世 群埋文３０３集２００３

4８ 林 林宮原遺跡 縄文・古墳・平安
長野原町教委「町内遺跡Ⅲ」２００３／「同Ⅳ」２００4／「同Ⅴ」２００5／「同Ⅶ」２００7／
「同Ⅷ」２００9／「同Ⅸ」２０1０／「林宮原遺跡Ⅱ」２００4／「同Ⅷ」２０11／
群埋文６０4集２０1６

49 林 中棚Ⅰ遺跡 縄文・平安 長野原町教委「町内遺跡Ⅶ」２００7／「町内遺跡Ⅻ」２０1３
5０ 林 楡木Ⅰ遺跡 縄文・平安 群埋文549集２０1２
51 林 楡木Ⅱ遺跡 縄文・平安・中世・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅰ」２００２／群埋文4３２集２００８／45８集２００9
5２ 林 二反沢遺跡 縄文・古墳・中世・近世 群埋文３79集２００６
5３ 林 久森沢Ⅰ岩陰群 不明
54 林 久森沢Ⅱ岩陰 不明
55 林 滝沢観音岩陰 不明
5６ 林 蜂ツ沢岩陰 縄文
59 林 林の御塚 近世 吾妻教育會事務所「吾妻郡誌」19０６／群埋文３０３集２００３
２０２ 林 楡木Ⅲ遺跡 縄文・弥生・平安・中世 群埋文３０３集２００３
２０３ 林 中棚Ⅱ遺跡 縄文・弥生・近世 群埋文３19集２００３／群埋文３49集２００4
２０4 林 下原遺跡 縄文・弥生・古墳・中世・近世 群埋文３19集２００３／群埋文３８9集２００7
２０5 林 花畑遺跡 縄文・平安 群埋文３０３集２００３
２０６ 川原湯 川原湯勝沼遺跡 縄文・平安・近世 群埋文３０３集２００３／３5６集２００5／4６２集２００9／4６６集２００9
２０7 川原湯 金花山砦跡 中世
２０８ 川原畑 東宮遺跡 縄文・近世 長野原町教委「町内遺跡Ⅰ」２００２／群埋文３０３集２００３／514集２０11／5３６集２０1２
２０9 川原畑 二社平遺跡 縄文・平安・近世 群埋文３０３集２００３
２1０ 川原畑 石畑遺跡 縄文・弥生・近世 群埋文３０３集２００３
２1２ 川原湯 西ノ上遺跡 近世 群埋文３49集２００4
２1３ 林 立馬Ⅱ遺跡 縄文・弥生・平安・近世 群埋文３75集２００６
２15 林 立馬Ⅲ遺跡 縄文・弥生・平安 群埋文457集２００9
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　近世を代表するのは天明三年浅間山噴火に伴う火山堆

積物に埋もれた遺跡である。吾妻川の段丘面中位、下位

は広くこれに覆われていて、被災遺跡は枚挙にいとまな

い。麻が栽培されていたのではないかと考えたられる広

大な畑遺構が多くの遺跡で認められ、これ以前の洪水災

害で埋没した畑遺構の調査例も増えている。また、当時

の姿をほうふつとさせる屋敷跡が東宮遺跡、西宮遺跡、

下田遺跡、楡木Ⅰ遺跡、尾坂遺跡、町遺跡、小林家屋敷

跡などで調査されている。本遺跡でも、本報告で記載す

る複数面の畑や作業小屋と考えられる建物のほか、蔵を

持つ民家、寺院関連の建物や築山を伴う苑池も調査され

ており、これらについても続報予定である。

第３図　石川原遺跡調査区配置図　1／３０００

第１章　石川原遺跡の発掘調査
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第２章　調査された遺構と遺物

第１節　対象範囲・基本土層・調査面

　第１項　本報告の対象

　本報告は石川原遺跡のうち、主に平成２６年度から２7年

度にかけて調査された調査区１区・２区、２８年度に調査

された３区の調査成果を扱う。ただし、調査区北東部の

１区Ｄ部分で調査された天明泥流に覆われた寺院跡とこ

れに関連する遺構群および古代以前の遺構確認面で調査

された遺構については整理工程の都合上別に扱う。　

　発掘調査の対象とする埋蔵文化財の種類、年代は、「群

馬県埋蔵文化財発掘調査取扱い基準」に従うが、浅間山

天明泥流が堆積する地域であるため、同基準４－(１)－

１)－②－ウ)により、近世に属する遺跡、特に浅間山天

明泥流災害被災遺構、およびこの災害に対する復興の様

相を示す「復旧溝」と呼ばれる土坑群等についても、発掘

調査対象としている。

　本書で報告する遺構は、畑４面以上(第２面・第３面・

第４面・第４－２面およびＡｓ－Ａ降下軽石鋤き混み痕跡)、

復旧溝３1基(第１面２３基・第３面１基・第４面７基)、平

坦面97地点、道９条(第２面８条・第４面１条)、水路２

条(第２面)、石垣２箇所(第２面)、建物４棟(第２面)、

掘立柱建物２1棟(第２面１棟・第３面１棟・第４面19棟)、

竪穴建物１棟(第４面)、柵列・ピット列５条(第３面３条・

第４面２条)、小鍛冶遺構１か所(第３面)、溝２5条(第３

面６条・第４面1２条・第４－２面７条)、石列・列石３条

(第２面１条・第４面２条)、焼土遺構1２箇所(第３面３

箇所・第４面９箇所)、集石1８基(第３面３基・第４面15

基)、墓坑1３基(第４面)、土坑4８1基(第２面１基・第３

面1６7基・第４面３０８基・第４－２面５基)、ピット44６基(第

２面３基・第３面114基・第４面３２9基)である。

　第２項　土層と調査区・調査面

　本遺跡の堆積土層を第５～９図に示した。南部では第

７・８図に顕著に見られるように、表土直下に厚さ２ｍ

以上にも及ぶ砂礫層が堆積する。南側斜面から供給され

たもので、南から北に向かって不断に土砂供給があった

ことが示される。この下位には本遺跡を特徴付ける浅間

山天明３年噴火に伴う泥流層(以下天明泥流)が認められ

る。遺跡の北には吾妻川が東流するが、吾妻川沿いでは

泥流そのものの堆積は比較的薄いことも多い。一方、川

から離れた南部の山よりの部分では、泥流が乗り上げ

て、比較的厚く堆積することもある。泥流下には混じり

の暗褐色土から灰褐色土があり、これを耕土とする広い

畑地がある。窪地や畑畝間溝の中には、白色で発泡のよ

い径２～４ｍｍ大の軽石(以下Ａｓ－Ａ降下軽石)の堆積も見ら

れる。

　調査の実施に当たっては、現表土から上記天明泥流層

までを掘削重機により一括除去し、泥流下面を露出させ

ることを第１段階とし、第１面としてカウントしている。

この面は、厳密にはＡｓ－Ａに覆われた遺構とＡｓ－Ａ降下後、

泥流到達前に形成された遺構の両者が確認されることに

なる。また、泥流は遺跡全体を覆っているが、先述の通

り北部の川沿いには堆積の比較的薄い部分があり、この

泥流を掘り込んだ、明らかに後出の遺構である復旧坑群

も同じく泥流下面で確認される。本報告ではこれら復旧

坑群を第１面の遺構とし、天明泥流直下を第２面として

記述した。

　調査区南部の山よりの部分では谷に沿って流下した土

砂が扇状地形を形成しており、また傾斜面からの崩落土

も厚く堆積していて、暗褐色ないし黒褐色土と黄褐色砂

層が交互に堆積する複雑な堆積状況を示す。複数層の崩

落土、洪水堆積土を介して、複数の遺構面が確認されて

いる。

　第３面は天明泥流下畑の耕土である灰褐色～暗灰褐色

土の下位で認められる、黄白色のやや粗い砂の層で画さ

れる。第２面と第３面の間は２０ ～ 11０ｃｍほどある。さら

にシルトや砂と暗褐色土、黒褐色土の混土などを挟んで、

黄白色、灰白色のシルト質砂があり、これ以下を第４面

とした。３－４面間は５～ 15ｃｍほどある。上位の黄灰色

粗砂、下位の黄白色・灰白色シルトともに面的に大きく

広がるものではなく、畑の畝間溝を埋めるなどの状態で

認められる。南部の３区ではこれらの洪水層の堆積が良

く観察され、さらに４面の下位数㎝の位置にやはり黄白

第１節　対象範囲・基本土層・調査面
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第５図　基本土層図１(基本土層１・２)　1／６０

第４図　基本土層図等採取位置概念図

基本土層１　1／６０

基本土層２　1／６０

第２章　調査された遺構と遺物
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基本土層１
１　天明泥流層。
２　淡灰褐色土。上面にＡｓ－Ａ軽石降下後の耕作痕を伴う。砂礫を多く含

む。
３　灰褐色土。砂礫を少量含む。３層との間に細砂層ブロックを伴う。
４　暗灰褐色土。砂礫を少量含む。３面畑の耕土。
５　黄白色ラミナ堆積シルト砂。４－２面畑を埋める。山崩れ堆積物。
６　灰褐色シルト質土。砂礫を多量に含む。４－２面畑耕土。
７　ラミナ堆積砂礫層。
８　暗灰褐色土シルト質土。均質で締まりあり。
９　黄褐色粘質土。砂礫を多量に含む。

基本土層２
１　淡灰褐色土。上面にＡｓ－Ａ軽石降下後の耕作痕を伴う。砂礫を多く含

む。
２　灰褐色土。砂礫を少量含む。３層との間に細砂層ブロックを伴う。
３　暗灰褐色土。砂礫を少量含む。３面畑の耕土。
４　黒灰褐色土。砂礫・炭化物を少量含む。４面畑耕土か？
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色のシルト・砂で埋められた畝間溝が確認されて、土坑

や溝とともに第４－２面として調査された。

　さらに下位には浅間－粕川テフラ(Ａｓ－Ｋｋ)を挟んで、黒

褐色土があり平安時代遺構の確認面となる。以下、ロ－

ム漸移層、浅間－草津黄色軽石(Ａｓ－ＹＰｋ)を含むロ－ムの二

次堆積層、黒褐色土層、砂質のロ－ム層となる。

　総合すると、天明泥流上面を第１面とし、天明泥流・

Ａｓ－Ａ降下軽石直下の第２面、黄白色粗砂下の第３面、黄

白色・灰白色シルト質砂下の第４面と第４－２面、Ａｓ－Ｋｋ

下黒褐色土内の第５面およびこれ以下の層における遺構

確認を行った第６面という６つの調査面を設定してい

る。

　先述の通り、南部の第３区では洪水層はじめ泥流下面

以下各層の堆積状況がかなり明瞭に観察されたが、先行

して発掘調査された北部の１・２区では畑以外の土坑や

ピットなどがどの面に帰属すべきか、調査区間で不統一

が生じた。このため、平成２7年度調査終了時点で、それ

までの調査遺構を精査し、調査担当者が協議のうえ、そ

れぞれの遺構の帰属面を決定して、付図として添付した

集約図を作成した。本書ではこの集約図に従って各遺構

の記載を進めている。ただし、集約された図面は面ごと

の遺構配置図であるので、各遺構の断面図や断面記録採

取ポイント、写真撮影データ等々は集約前の、調査面ご

とのデ－タに含まれている。このため、これらとの対照

が必要となる場合を想定して、遺構番号は調査時点の番

号を踏襲している。

第６図　基本土層図２(基本土層３・４)　1／６０

基本土層３　1／６０

基本土層４　1／６０

第１節　対象範囲・基本土層・調査面
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基本土層３
１　天明泥流
２　Ａｓ－Ａ降下軽石
３ａ　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。鉄

分凝集あり。
３ｂ　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
４　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、橙色土粒を僅かに含む。畑

耕作土。
４′　４層に小礫を多数含む。
５　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、橙色土粒を僅かに含む。畑

耕作土。
５′　５層に小礫を多数含む。
６　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　褐色粒、橙色土粒を少量含む。

基本土層４
１　Ａｓ－Ａ降下軽石　畑の畝間に堆積。
２　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　白色粒を僅かに含む。土壌としては３層と同

じ。空気と断されたために色調が変化。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を僅かに含む。上位に鉄分付着。
４　褐色土　7．5ＹＲ4／３　砂粒を含む。
５　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒を僅かに含む。やや砂質。



０ ２ｍ１: 60

1面
2面

3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=533.50mＡ Ａ′

1面
2面

3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=535.60mＡ Ａ′

1面
2面

3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=537.80mＡ Ａ′

1面

2面

3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=540.00mＡ Ａ′

第７図　基本土層図３(基本土層５～８)　1／６０

基本土層５　1／６０

基本土層６　1／６０

基本土層７　1／６０

基本土層８　1／６０

第２章　調査された遺構と遺物

10



０ ２ｍ１: 60

1面
2面

3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=540.90mＡ Ａ′

1面

2面 3､4面

砂礫層

天明泥流堆積層

L=540.50mＡ Ａ′

1面

3面
4面

砂礫層

天明泥流堆積層

表土
L=540.40mＡ Ａ′

第８図　基本土層図４(基本土層９～ 11)　1／６０

基本土層９　1／６０

基本土層1０　1／６０

基本土層11　1／６０
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復旧溝

０ 100ｍ１: 2000

　ここでは浅間山天明噴火からの復興・復旧にかかる遺

構として、「復旧溝」と通称される溝群を報告する。復旧

溝は耕地などを覆った泥流等の上面から、溝状あるは細

長い土坑状に掘削を行い、覆土下の旧表土、旧耕土を覆

土上の地表面に掘り上げて新たな耕土とする一方、掘削

した溝中に覆土である泥流等の土砂を埋め込むことに

よって土壌改良を行うという耕地復旧の痕跡である。噴

火による泥流災害に限らず、厚い降灰、あるいは洪水等

を原因とする土砂の被覆からの耕地復旧にあたって、広

く採用された方法である。本遺跡でも、本項で扱う天明

泥流災害対応としての復旧溝のほか、第３面、４面では、

天明噴火以前に生じた洪水災害からの復旧に当たって掘

削された復旧溝が見られる。

　長さ３０ｍ、幅15ｍほど、45０㎡＝４畝５歩ほどの範囲に、

東西２列、２３基の溝が並ぶ。西列は11条、東列は西列よ

り１条分北に張り出して1２条で構成される。各列の溝間

は9０ ～ 1８０ｃｍほどである。比較的薄いとはいえ、ここで

も１ｍを超える厚さの、岩石の多い泥流を掘る作業であ

る。東西両端のいずれかが丸みを帯びたり、なだらかな

傾斜を持ち、反対端が直線的に切れるような形状の差も

見えるが、細長い隅丸長方形が標準な平面形としてとら

えられる。断面形は鍋形を呈し、復旧溝本来の目的は泥

流下の土壌を多く得ることにあるため、底部から両側面

を掘り広げて、横断面形が袋状に広がりを見せるものも

多い。

　それぞれの復旧溝の記載は別途行うが、天明泥流下で

の計測値として、おおよそ長６００ ～ 7００ｃｍ、幅1０5 ～ 1３０

ｃｍほどの規模である。想像をたくましくすれば、泥流

上面での規模が長２００尺、幅４尺が「標準形」として想定

されていたように思われる。西列の１・２・５～ 11号、

東列では1２号がこれよりやや長いが、1３・14号がこれに

近いだろう。一方で溝底面全部が泥流下面までは達せず、

長い溝であるべきものが、短かく途切れた土坑のように

なってしまったり、中間を欠く短い土坑２基に分離して

しまうなどの状況も見られる。西列の３号は東半分だけ

が掘削された状態にある。東列17・1８号もこれに近い。

２０ ～ ２３号も前の標準形よりかなり短いが、これはやや

第２節　第１面の調査

　第１項　第１面の概要

第1０図　第１面遺構位置図　１／２０００

第２節　第１面の調査
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性格が異なるかもしれない。４号は東西に２基の土坑が

掘られて、中間が掘り残されたような形状である。東列

15・19号も同様である。９号では東西の土坑の中間が浅

い土坑で繋がれたような形状が見られる。東列1２号もこ

れに近い。９号、1２号および４・15・19号の状況をみる

と、東西に短い土坑を、東の土坑は東から、西の土坑は

西から掘り始めて、両者を繋ぐことによって最終的に長

い復旧溝を形成したものと思われる。３号など短い土坑

は、片方が泥流下の耕土に達しない状態で掘削が中断さ

れたものであろうか。これでは復旧溝の目的が達成され

ないことになるのだが。

　西列では「標準形」に近い復旧溝が多いのに対し、東列

ではまた、北部の1２号は標準を大きく超えて長く、これ

から南では途中が途切れたり、短いままであったりする

土坑状のものが多い。さらに、西列では底面両側を多少

なりとも掘り広げる様子が見られるのに対し、東列では

これが乏しい。旧地表面からの最大深を見ても、西列11

条の平均が4８．８ｃｍであるのに対し、東列では4２．８ｃｍにと

どまる。東列は特に、整然としたとは言いがたい作業状

況である。

　前橋市から伊勢崎市、玉村町にかけての利根川沿いの

遺跡では、天明泥流災害への対応として掘削された復旧

溝が整然と、一面に広がる光景が見られる。計画的、組

織的に行われた復旧事業の遺跡である。一方、本遺跡お

よびその周辺では、天明泥流が厚く堆積しているためで

あろうか、広域に渡る耕地をこの方法によって復旧する

という状況は、さほど顕著には認められない。本遺跡に

おける復旧溝の特徴も、泥流堆積が薄い、ごく狭い範囲

に限定的に見られるにとどまることにある。

　また、この地域での天明噴火被災後の耕地復旧は、被

災前の地割りを踏襲して行われたことが知られている。

本遺跡の復旧溝は、泥流下の畑区画から見ると、次節で

報告する第１区画６号畑の北部にあって、長軸方位は天

明泥流下畑の畝方向と近似する。また、６号畑の畝間

溝終端を繋ぐ線と東列溝の東端を繋ぐ線とがほぼ一致す

る。こうした様相を見ると、組織的、計画的な復旧事業

の所産ではなく、６号畑の耕作者が私的な耕地復旧を目

指して作業を始めたものの、中途で断念したもののよう

にも思える。復旧溝掘削の方法や手順、作業の単位や労

働力編成復元の手がかりを示す好例であろう。

１号復旧溝　８－Ｏ・P－５・６グリッド　泥流下面での

長６1０ｃｍ、幅1０６ｃｍ、深さ３０ ～ 4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６２°－Ｅ、

最高位標高5３4．57ｍ、最低位標高5３4．5３ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、東端が丸みを持ち、西端はやや直線

的に切れる。横断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形。底

面は中央がやや深くなるが、基本的には西側が深く、東

側がやや浅めである。

２号復旧溝　８－Ｏ・P－４・５グリッド　泥流下面での

長６4０ｃｍ、幅1０5ｃｍ、深さ３２ ～ 44ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ、

最高位標高5３4．59ｍ、最低位標高5３4．54ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形。東端は比較的直線的に切れ、西端が丸

みを持つ。横断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形。底面

が西部でやや張り出す。底面は西から東へと深くなる。

３号復旧溝　８－Ｎ・Ｏ－４グリッド　泥流下面での長

３８３ｃｍ、幅1６０ｃｍ、深さ17 ～ 5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ、

最高位標高5３4．６4ｍ、最低位標高5３4．２２ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形だが、他の復旧溝の東半部のみが残った

状態。横断面は基本的には底部が膨らむ袋状ないし鍋形

を呈したと思われるが、泥流下面で崩れており、上に開

く。底面は東から西へわずかに深くなる。

４号復旧溝　８－Ｎ・Ｏ・P－３・４グリッド　２基の土坑が

３０ｃｍほどの間隔で直列する。西側をa号、東側をb号とする。　

a号復旧溝　泥流下面での長３３０ｃｍ、幅9０ｃｍ、深さ19 ～

5２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６８°－Ｅ、最高位標高5３4．６３ｍ、最低

位標高5３4．44ｍ。平面形は両端に丸みを持つ長楕円形な

いし隅丸長方形。横断面は鍋形を呈する。底面は西から

東へと深くなる。

b号復旧溝　８－Ｎ～P－３・４グリッド　泥流下面での

長３３5ｃｍ、幅1０5ｃｍ、深さ２２ ～ 4６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６３°－Ｅ、

最高位標高5３4．7２ｍ、最低位標高5３4．44ｍ。平面形、横

断面はa号と同様。底面は東から西へ深くなる。

５号復旧溝　８－Ｎ・Ｏ－２・３グリッド　泥流下面での

長６7０ｃｍ、幅1０３ｃｍ、深さ4２～ 4６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ、

最高位標高5３4．7３ｍ、最低位標高5３4．６８ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、西端が丸みを持ち、東端はやや直線

的に切れる。１号復旧溝とよく似た形状を示す。横断面

は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中部では底部がやや

張り出す。底面はほぼ平坦だが、東側がわずかに深くなる。

　第２項　復旧溝

第２章　調査された遺構と遺物
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第11図　復旧溝群　１／２００

１～ ２３号復旧溝

第２節　第１面の調査
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６号復旧溝　８－Ｎ・Ｏ－２・３グリッド　泥流下面での

長６２5ｃｍ、幅1０5ｃｍ、深さ5０ ～ 5８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ、

最高位標高5３4．８1ｍ、最低位標高5３4．7３ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、西端が丸みを持ち、東端はやや直線

的に切れる。１号復旧溝とよく似た形状を示す。横断面

は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中部では底部がやや

張り出す。底面はほぼ平坦だが、東側がわずかに深くなる。

７号復旧溝　８－Ｍ・Ｎ・Ｏ－１・２グリッド　泥流下面

での長６６5ｃｍ、幅1２０ｃｍ、深さ5８～ ６4ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°

－Ｅ、最高位標高5３4．9８ｍ、最低位標高5３4．9３ｍ。平面

形は細長い隅丸長方形で、西端が丸みを持ち、東端はや

直線的に切れる。１号復旧溝とよく似た形状を示す。横

断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中部では底部が

やや張り出す。底面はほぼ平坦。

８号復旧溝　9８－Ｎ－２5、８－Ｍ・Ｎ・Ｏ－１グリッド　泥

流下面での長６7３ｃｍ、幅1２０ｃｍ、深さ３4 ～ ３9ｃｍ、長軸方

位Ｎ－６4°－Ｅ、最高位標高5３5．０６ｍ、最低位標高5３5．０4ｍ。

平面形は両端に丸みを持つ長楕円形ないし隅丸長方形。

横断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中部では底部

がやや張り出す。底面は中央がやや浅く、両端が深い。

９号復旧溝　9８－Ｍ・Ｎ－２5、８－Ｍ－１グリッド　泥流下

面での長３4０ｃｍ、幅1２０ｃｍ、深さ4０ ～ ６5ｃｍ、長軸方位Ｎ－

６８°－Ｅ、最高位標高5３5．２4ｍ、最低位標高5３5．17ｍ。平

面形は全体として細長い隅丸長方形を呈するが、東西２

坑を中央部で繋いだような形状。西側はやや細長く、西

端が丸みをもち、東端がやや直線的に切れる。東側は短

く、ゆがんだ隅丸の台形状を呈する。横断面は東西とも

に鍋状を呈する。西側は底部がやや張り出す。底面は東

西が深く、中央が段状に高まる。

１０号復旧溝　9８－Ｍ・Ｎ－２4・２5グリッド　泥流下面での

長755ｃｍ、幅145ｃｍ、深さ３5 ～ 5８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ、

最高位標高5３5．３３ｍ、最低位標高5３5．1３ｍ。平面形は細

第1３図　復旧溝２(９～ 11号復旧溝)　１／６０

第２節　第１面の調査
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長い隅丸長方形で、東端が丸みを持ち、西端はや直線的

に切れる。横断面は鍋形を呈する。底面は中央が最も低

くなる。東部は底面から丸みをもって立ち上がるが、西

部は底面からゆるやかに立ち上がる。

１１号復旧溝　9８－Ｌ～Ｎ－２３・２4グリッド　泥流下面での

長６75ｃｍ、幅14０ｃｍ、深さ３5 ～ 57ｃｍ、長軸方位Ｎ－６３°－Ｅ、

最高位標高5３5．３7ｍ、最低位標高5３5．２２ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、西部がやや幅広い。東端が丸みを持

ち、西端はやや直線的に切れる。横断面は鍋形を呈する。

底面は中央がやや低くなる。

１２号復旧溝　８－Ｍ～Ｏ－６・７グリッド　泥流下面での

長８０２ｃｍ、幅1００ｃｍ、深さ1８ ～ 41ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ、

最高位標高5３4．4８ｍ、最低位標高5３4．4０ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、西端が丸みを持ち、東端はやや直線

的に切れる。横断面は鍋形を呈する。底面は中央がやや

低くなる。

１３号復旧溝　８－Ｍ・Ｎ－６・７グリッド　泥流下面での長

7０5ｃｍ、幅9０ｃｍ、深さ２６～ 4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ、最

高位標高5３4．54ｍ、最低位標高5３4．51ｍ。平面形は細長い

隅丸長方形で、東端が丸みを持ち、西端はや直線的に切れ

る。横断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中部では底

部がやや張り出す。底面は西端が高く中央がやや低くなる。

１４号復旧溝　８－Ｍ・Ｎ－５・６グリッド　泥流下面での

長６６5ｃｍ、幅８８ｃｍ、深さ３０ ～ ３5ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ、

最高位標高5３4．5８ｍ、最低位標高5３4．57ｍ。平面形は細

長い隅丸長方形で、東端が丸みを持ち、西端はや直線的

に切れる。横断面は下部にやや膨らみをもつ鍋形で、中

部では底部がやや張り出す。底面はほぼ平坦だが、西端

が最も深く、東端に向けて浅くなる。

１５号復旧溝　８－Ｌ～Ｎ－５グリッド　２基の土坑が1０２

ｃｍほどの間隔を置いて直列するような形状となる。西側

をa号、東側をb号とする。　

a号復旧溝　泥流下面での長２5３ｃｍ、幅1０5ｃｍ、深さ41

～ 4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－71°－Ｅ、最高位標高5３4．55ｍ、最

低位標高5３4．54ｍ。平面形は西端は円頭に近い隅丸長方

形。横断面は鍋形を呈する。底面はほぼ平坦。

b号復旧溝　８－Ｌ～Ｎ－５グリッド　泥流下面での長

２55ｃｍ、幅95ｃｍ、深さ３5 ～ 4８ｃｍ、長軸方位Ｎ－６３°－Ｅ、

最高位標高5３4．55ｍ、最低位標高5３4．4２ｍ。平面形は隅

丸長方形。横断面は鍋形を呈する。底面はほぼ平坦。第14図　復旧溝３(1２・1３号復旧溝)　１／６０

第２章　調査された遺構と遺物
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1２号・1３号復旧溝
１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　Ａｓ－Ａ泥流をベースに大小の礫(投げ込み)

を含む。砂質が強い。
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１６号復旧溝　８－Ｌ・Ｍ－４・５グリッド　泥流下面での

長5３２ｃｍ、幅9０ｃｍ、深さ３３ ～ 47ｃｍ、長軸方位Ｎ－６６°－Ｅ、

最高位標高5３4．６８ｍ、最低位標高5３4．54ｍ。平面形は隅

丸長方形。両端とも直線的に切れる。横断面は鍋形を呈

する。南側は底部にやや膨らみを持つ。底面は東西両端、

中央部ともレベル差がほとんどなく平坦。

１７号復旧溝　８－Ｌ－４グリッド　泥流下面での長２６３ｃｍ、

幅11０ｃｍ、深さ３３ ～ 4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６7°－Ｅ、最高位

標高5３4．57ｍ、最低位標高5３4．4８ｍ。平面形は隅丸長方

形。横断面は鍋形を呈する。底面はほぼ平坦。

１８号復旧溝　８－Ｌ－３グリッド　泥流下面での長２８２ｃｍ、

幅95ｃｍ、深さ２３ ～ ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６7°－Ｅ、最高位標

高5３4．71ｍ、最低位標高5３4．5８ｍ。平面形は隅丸長方形。

横断面は鍋形を呈する。南側は底部にやや膨らみを持つ。

底面はほぼ平坦。

１９号復旧溝　８－Ｌ－２・３グリッド　２基の土坑が1２０

ｃｍほどの間隔を置いて直列する形状となる。西側をa号、

東側をb号とする。

a号復旧溝　泥流下面での長1２０ｃｍ、幅1３０ｃｍ、深さ4２ｃｍ、

長軸方位Ｎ－６０°－Ｅ、最高位標高計測なし、最低位標高

5３4．75ｍ。平面形は隅丸方形。横断面は鍋形を呈する。

底面はほぼ平坦。

b号復旧溝　８－Ｌ－２・３グリッド　泥流下面での長

1８２ｃｍ、幅1０4ｃｍ、深さ３1 ～ 4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｅ、

最高位標高5３4．75ｍ、最低位標高5３4．６4ｍ。平面形は隅

丸長方形。横断面は鍋形を呈する。南側は底部にやや膨

らみを持つ。底面はほぼ平坦。

２０号復旧溝　８－Ｋ・Ｌ－２グリッド　泥流下面での長

45２ｃｍ、幅14０ｃｍ、深さ３5 ～ 5２ｃｍ、長軸方位Ｎ－６０°－Ｅ、

最高位標高5３4．94ｍ、最低位標高5３4．８０ｍ。平面形は西

端が変形する隅丸長方形。横断面は鍋形を呈する。底面

は中央がやや深くなる。西端はゆるやかに立ち上がる。

２１号復旧溝　８－Ｋ・Ｌ－１グリッド　泥流下面での長

２4３ｃｍ、幅15０ｃｍ、深さ19 ～ 5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－６３°－Ｅ、

最高位標高5３5．０８ｍ、最低位標高5３4．71ｍ。平面形は不

整な隅丸長方形。横断面は鍋形を呈する。底面はレベル

差がほとんどなく平坦。

２２号復旧溝　9８－Ｋ・Ｌ－２5、８－Ｋ・Ｌ－１グリッド　泥

流下面での長4０5ｃｍ、幅1２5ｃｍ、深さ49 ～ 55ｃｍ、長軸方

位Ｎ－６5°－Ｅ、最高位標高5３5．11ｍ、最低位標高5３5．1０ｍ。

平面形は隅丸長方形。両端とも直線的に切れる。横断面

は鍋形を呈する。底面は東端が最も深い。

２３号復旧溝　9８－Ｋ－２5グリッド　泥流下面での長３45ｃｍ、

幅1３０ｃｍ、深さ３4 ～ 49ｃｍ、長軸方位Ｎ－59°－Ｅ、最高位

標高5３5．15ｍ、最低位標高5３4．99ｍ。平面形は隅丸長方

形。西端は丸みを持つ。横断面は鍋形を呈する。底面は

ほぼ平坦だが、東が最も深い。

第1６図　復旧溝５(２1 ～ ２３号復旧溝)　１／６０

第２章　調査された遺構と遺物
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第３節　第２面の調査

　第１項　第２面の概要

　天明三(17８３)年に起こった浅間山噴火による火山堆積

物下の面で確認された遺構を第２面の遺構とする。より

細分すれば、浅間Ａ降下軽石(Ａｓ－Ａ)下の遺構と、Ａｓ－Ａ降

下後にこの地に到達した火山泥流(天明泥流)下の遺構の

二者がある。本遺跡でも調査区南端近くにおいて、Ａｓ－Ａ

を鋤き込んだ耕作の痕跡がとらえられているようにＡｓ－Ａ

降下と天明泥流到達の間には一定の時間があることが知

られているが、ここでは同一面として扱い、記載上の必

要に応じて両者を区分するにとどめる。

　第２面はこの地域の遺跡を特徴付けるものであり、本

遺跡でも主要調査遺構の多くがこの面に含まれる。天明

泥流による削剥で攪乱された部分も少なくないものの、

遺構は調査区全面に広がる。広い畑痕跡があり、これを

区画する溝や水路、石垣・石列がある。また、小屋状の

建物のほか、山門、本堂、庫裏、鐘楼や庭園を伴う寺院

とやや離れた位置に置かれた堂も見つかっている。一般

の民家は見られず、集落界近くに作られた畑と寺院があ

る領域であったと考えて良いだろう。

　畑は畝が長く、畝間が密に構成されたもので、周辺遺

跡の発掘調査によっても広い範囲で確認されており、繊

維用の大麻を栽培したものと想定されている。畝と畝の

間にはＡｓ－Ａが堆積し、泥流除去時には白色の軽石が縞状

に見いだされる。畑は道や水路、段差や石垣、あるいは

畝方向を異にするなどによって区画される。今回報告す

る範囲においては、およそ十の区画を認識している。そ

れぞれの道、水路に区切られた区画は必ずしも整った形

状を示さない。

　調査区中央には、地形の制約を受けつつ東から西へ流

下する幹線的な水路(１号水路)とこれに沿う道(７号道)

がある。これは天明泥流堆積後においても踏襲される地

割りの基準線となっている。畑はこれによって大きく南

北に分けられる。吾妻川寄りの北区画は、調査区西寄り

で幹線から北に向かって分岐する細い３号道、調査区中

央東寄りで北に向かって分岐し、途中でほぼ直角に東に

向きを変える２号道によって区画される。山よりの南側

区画は、調査区南部で東西に走る幅広の４号道が調査区

東端近くで直進する９号道を分岐させ、自らは北に折れ

て、方形の石垣に囲まれた堂宇と見られる３号建物の東

で７号道に接続する。また、調査区東端では８号道が、

後述する寺院の山門想定建物に向かって、南北に直線的

に伸びる。寺院への参道的な性格を思わせる。４号道、

８号道間には２号水路がある。９号道から４号道に沿う

ように、東から西、後に南から北へ流下し、途中で東に

折れて19号建物と接続する。建物内に水路が連続するこ

とから、19号建物が水車小屋ではないかと想定されるゆ

えんである。

　２号水路と１号水路・７号道の間では畑の畝が南北方

向に作られていて、他の区画がすべて東西方向畝である

のと趣を異にする。またこれが、８号道を挟んでも同様

の状態であることから、畑区画の成立後に寺院が建立さ

れたのではないかとの想定が可能になる。

　各区画内には、畑の最小耕作単位としてとらえられる

畝たてのまとまりが複数ある。天明泥流による攪乱のた

めに明確でない部分や、畝が入り組んだ部分が少なから

ずあるものの、本報告の範囲内には45以上の畝群がある

ものと認識された。

　畑面には、「平坦面」と通称される円形、あるいは方形

の平面形を有する加重痕跡と思われる遺構が、畝群内に

規則的に配されるように残されるほか、作物の栽培状況

を示すかに思われる植物痕跡などが見いだされている。

５号道、６号道は畝方向や他の道の方向とは関連を持た

ず、また畝を切っているため、作物の収穫に当たっての

作業痕跡としての道である可能性がある。平坦面や植物

痕の存在、５・６号道のあり方から、畑は作物成育中で

はなく、収穫直後に近い状態であろう。天明噴火の季節

と農事暦を参照すると、作物が麻であったとの想定と矛

盾しない。

　１号水路、７号道に沿って、礎石建ち建物４棟、掘立

柱建物１棟があり、礎石建ち建物の１棟は化粧基壇を持

つ方形の建物であるところから仏堂と想定されている。

また、先に述べた調査区東端近くの畑内にある19号建物

は水路が建物内を通過するところから水車小屋的な機能

を持つものと想定されている。さらに、調査区東端には

寺院跡がある。この詳細については別に扱うが、本堂、

庫裏、鐘楼、山門と想定される建物跡の他、池状や築山

第３節　第２面の調査
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第17図　第２面全体図　１／1０００
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第1８図　第２面高低図　１/1２０
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を思わせる遺構もあり、庭園を備えた当時の寺の姿を彷

彿とさせる。庫裏と想定される建物から、銅製金剛盤、

三鈷杵、三鈷鈴、五鈷鈴や柄香炉、碗、承台、鉄鉢など

の法具が木製の箱に入れられたかのような状態で出土し

ているほか、鏡や経典かと思われる冊子体の紙束なども

出土している。なお、この寺院については、地元の伝

承や古文献にある「不動院」であろうことが想定されてい

る。ただし、これら建物は天明泥流で亡失していて、上

部の構造をうかがえるような資料は残されていなかっ

た。

　以上、第２面で調査した遺構は、畑11区画45単位、畑

内平坦面97か所、道７条、溝・水路７条、礎石建物５棟、

掘立柱建物１棟、寺院跡１か所(礎石建物４棟、庭園を

含む)であり、遺物は先述の法具類の他、陶磁器片、漆

器碗などの木製品や鉄製品、石臼、石塔などの石製品、

モモ核などの種実類がある。

２８年度に４区として調査した部分をごく一部ではあるが

取り込んで報告する。調査区全体については1／６００図を

付図として添付した。各区画については、1／２００図を基

本とし、特に注意すべき情報を有する部分および区間に

ついては適宜1／1００・1／８０・1／６０等の図を用いて示した。

なお、土層断面図は1／６０を基本として、分層の状況に応

じて縮尺を変更している。平面図の縮尺とは必ずしも対

応しない場合がある。

　また畑内にあって、畑の一部をなす石列や「くぼみ」に

ついても1／６０を基本として図示した。

　畑面にある「平坦面」については、畑図中に位置を示し

たほか、各平坦面の個別記載を別項で行い、1／６０図を示

した。畑を区画する溝、道、石垣等についても1／６０から

1／1００図で個別に記載した。

　道、溝、水路も1／２００図を基本とし、特に注意すべ

き情報を有する部分や断面図、高低図については適宜

1／1００・1／８０・1／６０等の図を用いて示した。

　寺院跡以外の建物は1／８０図を基本とし、適宜詳細図を

付した。また、この面に帰属するとされた土坑１基は

1／６０図で示した。

　各遺構の出土遺物についてはその項に掲載したが、特

定遺構に伴わない遺物については節末にまとめた。

　第２項　記載の方法

　畑の記載は道や水路、石垣などで結界された区画(第

19図)を基本として行う。調査区が任意に切り取られて

いるために、たとえば第４区画はごく一部の調査にとど

まる。第１区画は西部が完結していないが、北部は平成

第19図　第２面畑区画概念図　1／２０００

第２章　調査された遺構と遺物
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Ａ．天明泥流層
１．Ａｓ－Ａ降下軽石　畑の畝間に堆積。
２．褐灰色土(7．5ＹＲ4／1)	　白色粒子をわずかに含む。３層と同質だが還元されて変色している。
３．暗褐色土(7．5ＹＲ３／4)　白色粒子をわずかに含む。上位に鉄分の凝集がある。
４．褐色土(7．5ＹＲ4／３)　砂を含む。
５．暗褐色土(7．5ＹＲ３／３)　白色、褐色粒子をわずかに含む。やや砂質。
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　畑の記載は道や水路、石垣などで結界された区画(第

19図)を基本として行う。また、第７区画で見られる

Ａｓ－Ａ降下後の耕作具痕跡についてもここで述べる。畑内

に残される「平坦面」と通称される遺構については次項で

別に扱う。

　畑面はＡｓ－Ａおよび天明泥流に覆われるが、泥流による

削剥も受けている。特に第２区画は吾妻川の屈曲部に当

たって特に強く削剥されていて、畝、畝間溝が残されて

いない部分も多い。土層断面の記録によると、現地表を

含め厚さ１ｍを越える泥流下に、特に畝間溝を中心に１

～３ｃｍほどのＡｓ－Ａがあって畑面を覆う。畑の耕土は白色

粒子を含む暗褐色土で、厚さ２０ ～ ２5ｃｍほどある。旧地

表面近くでは厚さ３～７ｃｍほどにわたって、還元的環境

　第３項　畑遺構
にあったためか灰褐色を呈する。畑表面には鉄分が凝集

して作物かと思われる植物を示す痕跡や、炭化物の集中

地点などが見られる。

　畑は作付け面である畝が主役たるべきではあるが、遺

構としての記載は畝を盛り上げ、維持する機能を持つ畝

間溝を中心とした図が中心とならざるを得ない。畝間溝

間が畝であり、畝・畝間溝の繰り返しが並列して畝群を

形成する。同時に、畝間溝は、食い違う部分はあるもの

の、ほぼ端部を突き合わせるように次の畝間溝と直列す

る。こうして、畝群が東西に連続して形成されることに

なる。この畝群で構成される面が畑の最小耕作単位と思

われる。

（１）第１区画

　第１区画は北を段丘崖、南を７号道、東を３号道に囲

まれ、西は調査区界で切られる。およそ南西－北東方向

第２６図　第２面畑セクション２　1／６０

５号畑

６号畑

第２章　調査された遺構と遺物
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５号畑
１．天明泥流。
２．	Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．褐灰色土(1０ＹＲ4／３)　やや青色、細砂含み、鉄分沈着あり。Ａｓ－Ａ下畑耕作土。
３ｂ．３ａ層より青味強い。
４．褐色土(1０ＹＲ4／4)　細砂混じり、斑鉄見られ、ザラついた層。
５．くすんだ黄褐色土　黄色細砂(洪水層)混じり。
６ａ．黄色洪水層ブロックと褐色土混土。
６ｃ．暗褐色土　わずかに洪水砂小ブロック含む。
７．黒褐色土(1０ＹＲ２／２)　やや粘性あり。小石含む。

６号畑
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．褐灰色土(1０ＹＲ4／３)　やや青色、細砂含み、鉄分沈着あり。Ａｓ－Ａ下畑耕作土。
３ｂ．３ａ層より青味強い。
４．褐色土(1０ＹＲ4／4)　細砂混じり、斑鉄見られ、ザラついた層。
５．くすんだ黄褐色土　黄色細砂(洪水層)混じり。
６ａ．黄色洪水層ブロックと褐色土混土。
６ｃ．暗褐色土　わずかに洪水砂小ブロック含む。
７．黒褐色土(1０ＹＲ２／２)　やや粘性あり。小石含む。
Ａ．鉄分凝縮層。
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に長い長方形の平面形を呈する。ここでは調査区界近く

にごくわずかにかかる１号畑から東に７号畑まで、７つ

の耕作単位が認められた。

第１区画１号畑　調査区西端にあって畝群東端部のみ三

角形状に調査されている。狭い範囲で、畝間溝の最大確

認長は1．８1ｍにすぎないが、北端から南端の確認されて

いる最終畝間溝の南端までは２1．０7ｍあり、調査された

面積は２7．5２㎡ほどである。一部泥流削痕により不明瞭

な部分があるものの、この間に54条の畝間溝が切られて

いる。平均溝間隔は３9ｃｍほどとなる。２号畑との境界は

Ｎ－９°－Ｗで、これにほぼ直交する方向で畝が作られる。

２号畑の同位置での畝方向はＮ－7２°－Ｅ内外であるので、

やや傾きを異にすることになる。

第１区画２号畑　調査区西端にあって、南西部は調査区

外となるため、全体を把握することはできない。南端も

大部分が調査区外となるが、１号水路・７号道に達す

る。北は段丘崖に区切られ、東は３号畑と接する。南北

は71．３ｍ、畝間溝両端がはっきりと残る北部では、東西

9．０ ～ 9．4ｍほどの長さである。面積は5８８．３1㎡ほどと

なる。この中に17８条の畝間溝が切られている。平均す

ると溝間距離は4０ｃｍほどとなるが、段丘崖際では溝間が

やや広く、南端の１号水路・７号道沿いでは畝間溝間が

狭くなる。畝間溝の方向は先述の通りＮ－7２°－Ｅほどで

揃う。３号畑との境界は北端部近くではＮ－19°－Ｗを示

すが、以南ではＮ－1０°－Ｗ内外となって西に広がる。畑

面には１～６号平坦面がある。

第３1図　第２面畑セクション３　1／６０

第３０図　第２面畑第１区画　部分図３－１　1／1００

第３節　第２面の調査
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３ａ．	褐灰色土(1０ＹＲ4／1)　細砂、炭化物混土。やや還元。
３ｂ．	褐灰色土　３ａより炭化物少ない。
４．	暗褐色土(1０ＹＲ３／３)　小石含む。炭化物少量含む。
Ａ．	鉄分沈着。
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第１区画３号畑　北端が段丘崖に達し、南端は７号道に

至る。東西は２号、４号畑に接して、畝間溝の端部同志

はほぼ接し、あるいは若干食い違いを見せる。２号建物

が介在するものの、隣の４号畑とともに畑全体を把握す

ることができる。西辺長7３ｍ、東辺長６３．６ｍ。畝間溝は

北部では1０．5 ～ 11．０ｍほどだが、1０号平坦面北では1６

ｍを計る。面積８4６．６9㎡。調査区界で畝間溝の連続が不

明確な部分があるが、1８０条ほどが数えられる。畝間溝

間の平均幅は4０．６ｃｍほどとなるが、２号畑と同じく段丘

崖近くはやや広く、南端の水路、道際はやや狭くなる。

畝間溝は２号建物を囲む溝を切っている。２号建物は泥

流により倒壊したものとみられるので、建物がたってい

る状態でも、周囲ぎりぎりまで耕作されていたのであろ

う。畝間溝はやや蛇行しているが、北部でＮ－7２ ～ 75°－

Ｅ、中部でＮ－８０ ～ ８３°－Ｅ、南部ではＮ－８5 ～ 9０°－Ｅで、

２群と類似した方向性が示される。畑中には７～ 1０号

平坦面がある。

第１区画４号畑　北が段丘崖、南北が７号道に達して、

東西は３号、５号畑に接する。畑全体が把握できる。西

辺長６２．２ｍ、東辺長59．０ｍ。３号畑との境界である西辺

は、両畑の畝間溝端を結ぶ線がうねるように蛇行するが、

５号畑との境界に当たる東辺は直線性が高い。畝間溝は

特に西辺の蛇行によって長短があるが、9．０ ～ 1３．5ｍほ

どで、南端を除いてはさほど顕著な差はない。南端では

畝方向と水路・道が斜行して形成された三角形の地片に

畝を充填するかのような形状となり、最南端の三角地頂

点では、わずか1．7ｍほどの長さの畝間溝が掘られてい

る。各畝間溝はわずかに蛇行している。北部でＮ－６5 ～

7０°－Ｅ、中部でＮ－7３ ～ 77°－Ｅ、南部ではＮ－８０ ～ ８３°－

Ｅであるが、先に見た最南端の短い畝間溝はＮ－６３°－Ｅ

を示して周辺とは大きく異なる。調査区界や泥流による

削平で不明瞭な部分もあるが、1８1条の畝間溝が切られ

る。畝間溝間の平均幅は３4．３ｃｍほどとなり、２・３号畑

より狭い。調査面積は６7３．9２㎡ほどとなる。畑中には11

～ 15号平坦面がある。15号平坦面は７号道にかかる。

第１区画５号畑　北端が段丘崖に達し、南端は１号水

路・７号道に至る。東西は４号、６号畑に接していて、

北部では泥流による削剥がやや強いが、畑全体をほぼ把

握することができる。西辺長６８ｍ、東辺長６６．5ｍ。調査

区界や泥流による削剥で畝間溝の連続が不明確な部分が

あり、さらに北部の段丘崖上部では痕跡的にしか畝間溝

がとらえられていないので、全体の畝間溝数は把握でき

ない。西辺で把握しやすい延長６5ｍの範囲で1６０条ほど

が数えられ、これによると畝間溝間の平均幅は4０．６ｃｍほ

どとなる。東西両畑との境界線は直線性が高く、畝間溝

の長さも1０．5 ～ 11．０ｍほどにまとまる。畝間溝はやや

第３６図　第２面畑セクション４　1／６０

２号畑

４号畑

第３節　第２面の調査
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１．	天明泥流。
２．	Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．	観察所見なし。
４．	褐色土(1０ＹＲ4／4)　細砂混じり、斑鉄見られ、ザラついた層。
５．	くすんだ黄褐色土(1０ＹＲ)　黄色細砂(洪水層)混じり。
６ａ．	黄色洪水層ブロックと褐色土混土。
６ｂ．	６ａ層より洪水層多く含む。
７．	黒褐色土(1０ＹＲ２／２)　やや粘性あり。小石含む。
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蛇行しているが、北部でＮ－６5°－Ｅ程度、中・南部でＮ

－75°－Ｅほどと、これも他に比してまとまりが良い。畑

全体の面積は６２5．97㎡ほどとなる。畑中には1６ ～ 19号

平坦面がある。中央やや南寄りの西端近くで鉄分凝集に

置換された草本の茎と思われる植物痕跡が認められてい

る。

第１区画６号畑　北端が段丘崖に達し、南端は１号水路・

７号道に至る。東西は５号、７号畑に接しているが北部

に上面の復旧溝群があって、畝間溝が不明瞭になる。西

辺長６６．5ｍ。東辺は２３号復旧溝南端と７号道の間が２２．８

ｍあり、これを段丘崖上部まで延長すると55．1ｍとな

る。泥流による削剥もあって全体の畝間溝数は把握でき

ず、最大限復元しても15０条強程度であるが、残りの良

い南部では３０ｍ間に８０条が数えられて、溝間隔は３7．5ｃｍ

程度となる。東西両畑との境界線は直線性が高く、南部

での畝間溝の長さは15 ～ 15．7ｍほどにまとまる。かな

り長い畑である。畝間溝の直線性も高く、２３号復旧溝南

でＮ－74°－Ｅ、中部・南部でもＮ－7６°－Ｅと、整った平行

線状を示す。復旧溝群位置以北は畝間溝が不明瞭になる。

復旧溝の東列西端が畝間溝東端の延長に近い位置にあっ

て、これが７号畑との境界をなすかとも思われるのだが、

1３号復旧溝南東隅に１条、14号復旧溝東端に２条、２０－

２1号復旧溝間東部に５条、２２－２３号復旧溝間東部に１条、

畝間溝東端部が見いだされていて、７号畑の畝間溝西端

と接するものも多い。こうすると、６号畑は復旧溝位置

で東に幅を広げるΓ状の平面形であったことが想定され

る。中間に復旧溝があるため直接とらえることはできな

いが、ここでの畝間溝の長は1８ ～ 19ｍほどとなる。ま

た、方位はＮ－7０ ～ 7２°－Ｅほどを示す。想定される畑面

積は9８7．7８㎡ほどとなる。畑中には２０ ～ ２２号平坦面が

あるが、２２号平坦面以外は痕跡的に認められるにとどま

る。また、南端近くで鉄分凝集に置換された草本の茎と

思われる植物痕跡が認められている。

第１区画７号畑　第１区画東端の畑である。北端が段丘

崖に達し、南端は１号水路・７号道に至る。西は６号畑

と接し、東は３号道で区画される。６号畑との境界であ

る西辺は先述の通り推定長で55．1ｍ、東辺は３号道の確

認長で4８．６ｍある。面積は８３9．６7㎡となる。以西の畑に

比して泥流の削剥が激しく、畑表面の把握が困難な部分

が多いが、畝間溝は1６０条ほどが数えられる。６号畑と

同じく２３号復旧溝南部までは比較的残りがよく、２２．８ｍ

間に６０条ほどが数えられ、溝間距離は３８ｃｍほどとなる。

畝間溝長は南部で19ｍ前後と長いのに対し、北部では６

号畑とは逆に復旧溝東端まで狭まるため、1３．5 ～ 15ｍ

弱程度となる。南部の畝間はＮ－7８ ～ ８０°－Ｅ程度で比較

的直線的だが、北部はゆるく蛇行していて、方位も南部

ではＮ－77°－Ｅ程度だが北に行くにつれて振れ、北端近

くではＮ－６9°－Ｅ程度となる。平坦面は認められない。

北部の３号道に沿いに、南北５ｍ、東西３ｍほどの範囲

で不整形に広がる炭化物の集中箇所が記録されている。

第３7図　第２面畑第２・３区画概念図　1／1２００
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写真では炭化した材小片が黒褐色土中に散っているよう

に見えるが、詳細はわからない。また、南端近くで鉄分

凝集に置換された草本の茎と思われる植物痕跡が認めら

れている。

（２）第２・３区画

　第２・３区画は調査区の北半中部にあって、北は吾妻

川に至る段丘崖、南は７号道・１号水路、西を３号道、

東は寺院跡の石垣に画される。さらに南東部の２号道に

西および北を囲まれた区画を第３区画とする。第２区画

は全体に天明泥流による削剥が激しく、西部の１・２号

畑では畑面の観察が可能であるものの、他は畝間溝の痕

跡がわずかに認められるに過ぎない。以東について、畝

間溝端の確認できる状態によって畑番号を付した。３号

畑は東部でわずかに畝間溝の状態を把握することができ

るが、細分はためらわれる。５号畑と６号畑の間は小さ

な谷が入っており、これを境界としている、畑面はほと

んど確認できない。従って、１～６号畑は畑番号が耕作

単位を反映したものにはなっていない。第３区画も必ず

しも畑面の状態は良くなく、畝間溝の密集度や端部把握

により１号から７号畑として番号を付している。１号、

２号畑間の畝端部は比較的明瞭でありまた、７号は畝方

向を異にしていて他との差違が明確であるものの、他の

畑間は確定できず、特に４号から６号にかけての北部は

削剥が著しい。

第２区画１号畑　北端は調査区外となるが段丘崖に近

い。南端は１号水路・７号道に至る。西は３号道で画さ

れ東は２号畑に接している。西辺は３号道と７号道の接

点から調査区端まで51．7ｍ、東辺は７号道から調査区端

まで57．２ｍある。面積は715．4８㎡ある。全体に泥流によ

る削剥があり確定できないが、この間におよそ15０条程

度の畝間溝が切られている。残りの良い南部で２０ｍ間に

51条が数えられ、溝間は３9ｃｍほどと想定される。全形を

とらえられる畝間溝がなく、畠の幅を確定することも困

難だが、南部では畝間溝長が1０ｍほどと狭いが、中部で

第4０図　第２面畑第２区画　部分図１－１		1／1００
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は1２ ～ 1３ｍ、北部では14．６ｍほどと、西辺は３号道で

規制されるため、東辺が開く、細長い逆台形の平面形状

が示される。北端近くでは開きが大きくなっていて、畝

間溝長は19ｍに達する可能性がある。各畝間溝は直線性

が高いが、南半では中位がわずかながら北に曲がって弓

状を呈するものもある。方向は南部でＮ－８０°－Ｅ、北部

でもＮ－75 ～ 7８°－Ｅである。中位に２３号平坦面、南寄り

に２4号平坦面があるが、ともにごく痕跡的な残存である。

南端には２5号平坦面がある。

第２区画２号畑　北端は調査区外となるが段丘崖に近

い。南端は１号水路・７号道に至る。西は１号畑に接し

ている。東端が明確な畝間溝および西端が明確な西側畝

間溝がないため、東辺は確定できない。畝間溝痕跡が比

較的密な領域を区切って畑番号を付した。東西幅はおよ

そ1６ｍほどである。西辺長は１号畑東辺に接して57．２ｍ、

東辺長は６０ｍほどある。面積は71０．1２㎡ある。1６０条ほ

どの畝間溝が数えられる。比較的残りの良い南部の15ｍ

間で4２条、畝間溝西端が明瞭な北部では２０ｍ間に51条が

切られていて、前者では３5．7ｃｍ、後者では３9．２ｃｍの間隔

がある。畝間溝の方位も確定しがたいが、南端近くでＮ

－８２°－Ｅ、中部ではＮ－75 ～ 77°－Ｅ、北部ではＮ－74°－Ｅ

が測れる。確実な平坦面はとらえられていないが、北部

Ｃ－1０	グリッド北東隅(１号)に、畝間溝の方向とは異な

り、弧状を示す痕跡が記録されていて、これが平坦面だ

とすると、他例が畑幅の中央近くに作られていることか

ら見て、第１区画６号畑北部のような幅広の畑であった

可能性も考えなくてはならない。７号道際には７号建物

があり、この軒先から落ちたものであろうＡｓ－Ａの堆積下

にも畝間溝が達する。また、建物内にも溝表現があって、

建物の性格や畑との関係把握が難しい。

第２区画３号畑	 	北端は調査区外となる。南端は７号道

に至る。西は２号畑、東は４号畑であるが、ともに明確

に分界できない。調査区内の南北最大長６６ｍ、最短長4２

ｍ、東西幅は7０．８	ｍほどある。泥流による削剥が著しく、

東西方向に切られた畝間溝の痕跡が点々と残される。畝

間溝の形状や条数は捉えがたいものの、以西の畑と大き

くは異ならないようである。方位も正確には捉え難いが、

南部ではほとんど東西方向を示す。南端７号道際に２7号

から２9号平坦面があり、２８号平坦面北にも平坦面とは認

識されていないが、円形の痕跡が記録されている。これ

らを含む、南北に長い複数枚の畑が並列してあったもの

と想定される。２9号平坦面北のトレンチは「15号畑」のも

のとして調査されており、この範囲に６枚の畑面を想定

していたようである。ここの面積は３9０5㎡ほどあるので、

１枚あたり６5０㎡相当となる。なお、このトレンチでは

泥流下旧表土面直下に、粘質の青灰色土があるとされて

いる。

第２区画４号・５号畑　３号畑の東から寺院西辺の石垣・

溝までの間も、泥流による削剥が著しく、畑面の痕跡は

わずかに残るに過ぎない。北辺は調査区界であり、南は

２号道で画されるが、２号道自体も東部ではその痕跡を

たどることができなくなる。東西６7．4ｍ、南北３０ｍほど、

面積1６75㎡ほどの範囲である。第２～３面の畑があった

ものと考えられるが、畝間溝を追う限りでは区分できな

い。やや西寄りに、蛇行しつつ南から北に下る狭い谷状

地があるため、この谷状地の西側を４号畑、東側を５号

畑とした。４号畑では点々と微弱な畝間溝痕跡を追うこ

とができるが、条数や幅を定めることは難しい。おおよ

その方位は、北寄りでは東西からやや北に振れ、南部で

はやや南に振れていて、３号畑に近いようである。また、

２号道沿いでは道に沿うように掘られた畝間溝が認めら

れている。４号畑の南東に３０号平坦面がある。５号畑は

さらに畑痕跡が乏しくなる。畝間溝の痕跡も点的にしか

捉えられない。おそらく他の畑と同様に東西方向に延び

る畝間溝が作られていたものと思われる。

第３区画１号・２号畑　西から北にかけて２号道に囲ま

れ、南は７号道に接する。東側３号畑との境界は両畑を

構成する畝間溝端部が明瞭である。２号道の南北に延び

る部分と、２号、３号畑界との間は２０ｍから最大２4ｍ程

度あるが、その南部中央近くにのみ、畝間溝の両端部が

接する部分がある。この接続部延長線の西側を１号、東

側を２号とした。１号畑は東西最大1３ｍ、南北は２号畑

との間を最大として２２．３ｍあり、面積は２4０㎡ほど。5０

条以上の畝間溝が切られていたらしい。残りの良い最南

部では、４ｍ間に1０条の畝間溝が認められ、溝間は4０ｃｍ

ほどであったものと思われる。畝方向はＮ－9２ ～ 94°－Ｅ

内外であるが、２号道が東へ屈曲する部分では、これに

合わせた方向で畝間溝が切られている。２号畑は南部で

1．4ｍ、北部で11ｍほどで、面積は２4０㎡ほどと１号畑と

ほぼ等しい。南部の残りの良い８ｍ間での畝間溝は1８条、

第３節　第２面の調査
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間隔が44ｃｍほどとなって１号畑より広い。畝間溝方向は

Ｎ－94°－Ｅ前後で、１号畑と近い。１号畑の西南に３1号、

３２号平坦面がある。２号畑内には平坦面はない。中部で

は１・２号両畑にまたがって延びる畝間溝が複数見られ

ることや、１号畑には平坦面が２か所あるが２号畑には

ないことなど、両畑間に何らかの関係があったことがう

かがわれる。

第３区画３号畑　北は２号道、南は７号道に画される。

西は２号畑と接する。東辺南部で３号畑と４号畑の畝間

溝端部が接する状況が見られる。これは３5号平坦面の西

端に揃う位置で、この平坦面の北２条まで見られるが、

以北では泥流による削剥でわからなくなる。南北長は

２０．7ｍほどで、南北に長い長方形を呈し、面積は1８9．６６

㎡。4２条程度の畝間溝が切られていたと想定され、これ

によると間隔は49ｃｍ程度となる。両端が推定できる畝間

溝の東西長は9．２ ～ 1０ｍ程度、方位はＮ－94°－Ｅ前後で

ある。南端近くに３4号平坦面がある。

第３区画４号畑　北は２号道、南は７号道に画される。

南北長は２２．３ｍほど。北部は特に泥流による削剥が激し

い。西は３号畑と接し、東は南北の中間位置に５号畑の

畝間溝との接点がわずかに見られるので、これを境界と

した。ここでの東西幅は11．２ｍほどある。面積は２5６㎡。

攪乱が激しく、畝間溝の数を推定することも困難だが、

密度は３号畑と大差ないように思われる。方位はわずか

に角度を変えて、Ｎ－８9 ～ 9０°－Ｅを示す。南部には、西

辺が３号畑との境界に沿うような、長方形の平面形を呈

する３5号平坦面がある。

第３区画５号畑　北部は大きく乱され、ごく部分的にし

か畝間溝の痕跡を捉えることができない。北端は２号道

で画されるものと思われるが、２号道自体がこの部分で

は明確でない。南部でも西の４号畑との接点は先述の通

り点的な把握にとどまる。南東部は７号道・１号水路か

ら北へ分岐する番号を付されていない水路が東の７号畑

との境界となる。この水路もわずか３．5ｍほど延びて以

北は攪乱されてしまうのだが、この延長線を東辺と捉え、

２号道の延長線と結ぶと、長さ２２．5ｍほどとなる。東西

を確認できる畝間溝はないのだが、南部で最大1２．5ｍ、

北部では８ｍほどとなる。北辺が短い台形の平面形で、

２49㎡ほどの面積とした。畝間溝条数は把握できないが、

４号畑との接点に当たる、端部の明確な畝間溝３条から

推定すると、溝間隔は4０ｃｍほどとなる。方位はＮ－9０ ～

94°－Ｅを測る。北の２号道の延長想定線にかかるように

３６号平坦面、中央東寄りに３7号平坦面がある。

第３区画６号畑　東の寺院との境界付近では畝間溝末端

が捉えられているが、他はごく点的にしか畝間溝痕跡を

把握できない。西は５号畑との境界、北辺は５号畑と同

じく、２号道の延長線を想定する。南は西半で畝方向を

異とする７号畑と接し、東半は溝状の窪地で画されるが、

この窪地は東西両方向に泥流削痕と連続しており、泥

流下の自然地形であるのか、泥流削痕であるのか、図上

では判然としない。東西1６ｍほど、西辺は７号畑畝間溝

末端まで17ｍあり、東辺は２号道延長線と寺院西辺溝の

交点から溝状窪地上縁まで14．5ｍある。面積は２5３㎡ほ

どである。東辺で見られる畝間溝は5０ｃｍ ～１ｍ間隔で、

第4３図　第２面畑セクション５　1／６０

15号畑
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１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．茶色、鉄分沈着、細粒・黄色粒	径１ｍｍ混じり。
４．青灰色土　粘性あり、上層からの浸透水の影響で変質か細砂混じり。
５．褐色土(1０ＹＲ4／4)	　４層との境に強い鉄分沈着あり(１ｃｍ弱)くすんだ黄褐色土の攪乱みられる。
６ａ．褐色土	炭粒、小石わずかに混じる、攪乱。
６ｂ．６ａ層より炭粒少なく、しまりあり。
７．６層土にローム小ブロック、黒色土小ブロック。
８．くすんだローム土とローム混土、漸位層。
９．くすんだ褐色土とローム小ブロック混土。下位土坑の埋土。
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他に比してかなり疎である。畝間溝の残存が短く、方位

を確認できないが、Ｎ－71 ～ ８２°－Ｅ程度が想定され、こ

の区画の他の畑より北に傾く。平坦面はない。

第３区画７号畑　６号畑の南西にある。畝間溝が南北方

向を示して、６号畑と区分されるが、境界は把握できな

い。南は７号道・１号水路、西はこれから北に延びる小

溝とその延長線で５号畑と画される。東側は溝状の窪地

に至らずに畑痕跡が消えていて、末端を把握できない。

東西８ｍ、南北４ｍ、5０㎡足らずの範囲に浅い畝間溝の

痕跡が1８条ほど、まばらに残されている。畝間溝間隔は

粗密があり、確定しがたい。方位も明確ではないが、Ｎ

－６5 ～ ６7°－Ｅが計測される。後述する第８区画の畑に近

い方向である。平坦面はない。

（３）第４～７区画

　調査区南西部および南部拡張区で調査された畑を扱

う。７号道・１号水路以南、４号道以西および以南にあ

たる。４区画は調査区西端にあって南北と西が調査区界

に切られる狭い区画である。番号の付されていない道状

の遺構を挟んで東の第５区画と隣接する。第５区画は東

西15０ｍ、南北9０ｍの大きな区画で、西は第４区画およ

び調査区界、東は４号道、北は７号道・１号水路で画さ

れる。南は1２号石垣、調査区界および南北から東西に屈

曲する４号道を境とする。北側が平成２６年度、南側が平

成２7年度に調査されていて、両年度調査区間にわずかな

がら空白域があり、これを境として南北の様相が異なる。

総体としては畝間溝が東西に走り、南北に長い形状を示

して、畑中には平坦面が点在するなど、特に北部は第１

区画と似た様相にある。しかし南北で畝間溝の終端線が

大きく食い違うことも多く、また南部では畑の形状が横

長のものも見られる。調査区界には調査前に水路があっ

たとのことである。調査手法等による表現の差異も見受

けられるが、この水路が泥流下の何らかの地割りを反映

したものであったことが差違を生じる原因なのかもしれ

ない。

　７号道・１号水路に沿って、西部に８号建物、中部東

寄りに２０号掘立柱建物、東部の４号道との交点に観音堂

とされる３号建物がある。また、３号建物の南には畝間

溝と斜行して畑を切るように走る５号道がある。南西部

には畝間溝と平行するように５号石列が作られている。

第６区画は第５区画西南の一角を占める。畝間溝の方向

第
4８
図
　
第
２
面
畑
第
２
・
３
区
画
　
部
分
図
４
－３
(
第
３
区
画
)　
1／
1０
０

第２章　調査された遺構と遺物

52



251234567

A
N

O
P

Q
R

S
T

U
V

W
X

Y

251234567

A
N

O
P

Q
R

S
T

U
V

W
X

Y

532.6

532.4

532.8

532.4

532.4

532.6

532.8

532.0

531.1

531.2

531.5

531.5

531
.4

531.3

531.2

531.1

531.0

531.8

53
1.
8

53
1.
6

531.8
531.6

53
2.
0

53
2.
0

53
1.
8

531.5

533.0

53
2.
8

532.6

53
2.
6

532.2

532
.4

532
.2

531.0

530.9

532.0

531.6

531.4

531.2

531.1

531.6

532.2

532.4

533.0

533.2
531.8

532.0

532.2

532.4

532.6

1号
水
路

8号
道

2号
水
路

杭

杭 杭

池
状
遺
構

取
水
溝

2号
道

平
坦
面
36 平
坦
面
37

平
坦
面
77

5-
1

5

０
5m

１
:2
00

第
49
図
　
第
２
面
畑
第
２
・
３
区
画
　
部
分
図
５
	　
1／
２０
０

第３節　第２面の調査

53



53
2.
8

532.4

53
2.
0

531
.8

532
.6

532.2

53
2.
4

53
2.
2

53
2.
4

53
2.
6
96-T-25

1号水路

5-1

０ ３ｍ１: 100

や連続性からは第５区画の一部としてもおかしくない

が、北部を４号石列、東部を溝に画されることと、特に

この部分のみが畑上面を削平されていることから別区画

とした。第７区画は北から西に折れる４号道の東西走部

分と、これから東に分岐する９号道を北限とし、他の３

方は調査区界となる半楕円形の区画で、調査時には南拡

張区と呼ばれている。西北部は他例と同じ東西走する畝

間溝を有する畑だが、東部では微弱な畝間溝痕跡が南北

に認められ、さらにＡｓ－Ａを鋤き込んだ耕作具痕跡が確認

されている。

第４区画　南北および西側が調査区外となる。東は３号

畑との間を両側に側溝を持った道によって画される。東

西幅６．4ｍ、西端の道に沿った南北長17．０4ｍ、面積9０㎡。

4３条の畝間溝が切られており、溝間距離は4０ｃｍ弱である。

各畝間溝は良好に保存されており、上端、下端が把握さ

れている。方向もＮ－77～ 7８°－Ｅで揃う。平坦面はない。

第５区画１号畑	 	北から西にかけて１号水路があり、南

は調査区界となる。東は２号畑と接する。東西幅1３．5ｍ、

南北長２．０ｍ、面積２２㎡ほどの狭い調査範囲である。畝

間溝の残存も不良だが、７号道、２号水路に沿って切ら

れており、Ｎ－4６ ～ 5６°－Ｅが示される。第４区画や第５

区画の他の畑とも異なる方向である。平坦面はない。

第５区画２号畑	 	１号水路に沿って南西－北東に延びる

狭小な調査区画で、東西長11．95ｍ、南北幅1．9ｍ、面積

15㎡ほどしかない。畝間溝は残りが悪く、15条程度しか

確認できない。方向はＮ－８３ ～ ８８°－Ｅを示し、４号畑と

近似する。平坦面はない。

第５区画３号畑	 	南北は調査区界で切れる。西は第４区

画との間を道状遺構に画され、東は４号畑b部と接する。

南北長２０．5ｍ。東西幅11．３８ｍ、面積２1０㎡。東西方向に

走る畝間溝が4８条あり、その中央やや南寄りに、他の半

分ほどの短い畝間溝が食い違うように切られる箇所があ

第5０図　第２面畑第２・３区画　部分図５－１(第３・８区画)　1／1００
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る。この北部では長さ11．３８ｍ、Ｎ－８9°－Ｅで溝間44．６ｃｍ、

南部では1０．4ｍほどとやや短く、Ｎ－８６°－Ｅ前後を示し、

畝間もやや狭く３9ｃｍほどとなる。中央北部に方形の３８号

平坦面、南部に円形の３9号平坦面がある。

第５区画４号畑	 	ほぼ中央で平成２６年度調査区と２7年度

調査区が分かれ、若干の空白地があるが、以後の畑とは

違って南北にさほどの差がなく、一連の畑として差し支

えないと思われるので、北部をa部、南部をb部として

記載する。

　a部は西部と南部が調査区界、北部は１号水路に接し、

東部は北端で８号建物、以南は５号畑と接する。東西最

大幅1０．６5ｍ、南北２4．5６ｍ、面積２００．６２㎡。49条の畝間

溝が切られており、溝間の平均距離は5０．1ｍと広い。溝

方向はＮ－８5 ～ ８６°－Ｅ。南端中央に隅丸方形の4０号平坦

面がある。

　b部は北が調査区界、東西を３号、７号畑に挟まれる。

中部が膨らんでいて、東西最大幅1３．６5ｍだが北部では

9．4ｍほど、南部は1２号石垣およびその直下にある溝に

沿って、11ｍ前後から徐々に長さを減じる。南北２３．55

ｍ間に4８条の畝間溝が切られていて、平均溝間距離は

49ｃｍほどとなるが、北部２０条では4６．5ｃｍ、南部２０条では

5２．5ｃｍあって、３号畑とは逆に南部溝間の方が広い。面

積は２44．６３㎡。南端の1２号石垣下の溝を切るように、円

形の41号平坦面がある。

第５区画５号畑	 	北辺西部は８号建物、東部は１号水路

に接する。南部は西辺が４号畑a部東辺の延長上にある

７号畑東辺とほぼ一致しているので、７号畑と接するは

ずだが、調査区界に切られる。７号畑は東西に長く、５

号畑東辺相当位置には境界がない。西は４号畑a部、東

は６号畑と接する。南端近くでの東西最大幅15．２5ｍ、

南北長２9．３ｍ、面積３97．74㎡。畝間溝の残りはさほど良

好ではないが、5８条が数えられ、溝間の平均距離は5０．5

ｃｍほどとなるが、北部で残存が悪いせいか６０ｃｍほどを示

す。北端部では１号水路の走行にさほど関わりなくＮ－

7０°－Ｅ前後で畝間溝が切られるが、８号建物南辺近くの

1２条ほどの方向が変化し、８号建物南ではＮ－８5°－Ｅ、

以南では再びＮ－６7 ～ 7０°－Ｅを示す。南部東寄りに4２号

平坦面がある。

第51図　第２面畑第４～７区画概念図　1／1２００

第３節　第２面の調査

55



PU K F A PU K F A

6

21

16

11

11

21

1

Y=
-1
01
78
0

Y=
-1
01
76
0

Y=
-1
01
74
0

Y=
-1
01
72
0

Y=
-1
01
70
0

Y=
-1
01
68
0

Y=
-1
01
66
0

Y=
-1
01
64
0

Y=
-1
01
62
0

Y=
-1
01
60
0

X=61000

X=60980

X=60960

X=60940

X=60920

X=60900

X=60880

9道
12石垣

2水路

4列石 5列石

4道

7建物

復旧溝

21

22

23

11

10

9

8

7

復旧溝

2道

1水路

7道

1水路

7道

1水路

7道

1水路

7道

3道

6道

5道

2建物

8建物

20掘立

380土坑

4道

3建物

防火用水

4道

10

9

8
7

6

5
4

2

1

3
第8区画

第7区画

第5区画

第6区画
第4区画

第1区画

第9区画

第5２図　第２面畑第４～７区画　1／5００
56



PU K F A PU K F A

6

21

16

11

11

21

1

Y=
-1
01
78
0

Y=
-1
01
76
0

Y=
-1
01
74
0

Y=
-1
01
72
0

Y=
-1
01
70
0

Y=
-1
01
68
0

Y=
-1
01
66
0

Y=
-1
01
64
0

Y=
-1
01
62
0

Y=
-1
01
60
0

X=61000

X=60980

X=60960

X=60940

X=60920

X=60900

X=60880

9道
12石垣

2水路

4列石 5列石

4道

7建物

復旧溝

21

22

23

11

10

9

8

7

復旧溝

2道

1水路

7道

1水路

7道

1水路

7道

1水路

7道

3道

6道

5道

2建物

8建物

20掘立

380土坑

4道

3建物

防火用水

4道

10

9

8
7

6

5
4

2

1

3
第8区画

第7区画

第5区画

第6区画
第4区画

第1区画

第9区画

０ 20ｍ１: 500
57



536.8

537
.0

537.2

537.4

537.6

537.
8

538
.0

平坦面39

平坦面38

R NOP LMQS

4

5

6

7

8

1

０ 5m１:200

第５区画６号畑	 	北辺は１号水路に接し、東西を５号畑

と８号畑に挟まれる。南部は７号畑東部に接するはずだ

が、調査区界に切られる。６号畑東辺延長線と７号畑東

辺のずれはわずかしかない。東西最大幅1０．5ｍ、南北最

大長３６．６5ｍとやや細長い形状で、面積は３47．８9㎡ある。

畝間溝は８1条が数えられ、平均距離は45．２ｃｍほどとなる

が、特に北部の残りが悪く、南部２０条では３０ｃｍほどとなっ

ている。溝方位も、北端では１号水路に沿うようにＮ－

57°－Ｅを示し、北部四半部でＮ－６4 ～ 7０°－Ｅほどを示

すが、中部以南ではＮ－79 ～ ８０°－Ｅとなる。南部中央近

くに4３号平坦面がある。また、泥流に流されたと思われ

る木片が点々と認められる。

第５区画７号畑	 	北辺は調査区で切れるが、西部は５号

畑、東部は６号畑となる。東西は４号畑および1０号畑北

部に接し、南部は４号石列を介して第６区画と接する。

東西２5．9ｍ、南北14．６ｍの横長の区画で、面積は３２5．０5

㎡ある。東西に延びる畝間溝が３３条数えられ、溝間の平

均距離は44．２ｃｍ、中央がやや北に膨らむ弧状をなすが、

Ｎ－75°－Ｅ前後の方位を示す。南端東部に44号平坦面が

ある。

第５区画８号畑　北辺が１号水路に接し、東西を６号畑

および９号畑に挟まれる。南辺は調査区界で切られる。

最大長３9．６ｍ、最大幅２０．８5ｍで、面積は7６３．5８㎡ある。

東西に走る畝間溝は北部で特に残りが悪いが97条数えら

れ、溝間の平均距離は4０．８ｃｍほどとなる。北辺近くの１

号水路沿いでも、畝間溝はこれに沿わず、Ｎ－77°－Ｅほ

どの角度で切られる。中部ではＮ－８０°－Ｅ、南部ではＮ－

８２°－Ｅ前後と徐々に角度を変える。南部中央やや西寄り

に45号平坦面がある。また北部には木片が残され、南西

隅には泥流削痕と近い方向あるいは直交するような方向

に繊維方向をそろえる植物痕跡が認められる。

第５区画９号畑　北辺は１号水路に沿い、西辺は８号畑

に接し、東辺は11号畑に接する。南辺は調査区界となる。

最大長３9．55ｍ、最大幅1６．4０ｍで、面積は６２1．57㎡ある。

東西に走る畝間溝は８号畑に近い様相を見せる。北部で

特に残りが悪いが８7条数えられ、溝間の平均距離は45．5

第5３図　第２面畑第４～７区画　部分図１(第４・５区画)　1／２００

第２章　調査された遺構と遺物
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第5６図　第２面畑第４～７区画　部分図２－１(第５区画)　1／1００

第55図　第２面畑セクション６　1／６０
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１．Ａｓ－Ａ。
２．青褐色土。
３．青灰褐色土　5ＢＧ4／1。
３′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4　下層４面畑の畝間に堆積した洪水砂層。
４．黒褐色土　白少量含む。
４′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4　下層４面畑の畝間に堆積した洪水砂層。
５．暗褐色土　白少量含む。砂礫含む。
６．黒褐色土　白わずかに含む。
７．暗褐色土。
※　土層図と土層観察所見が整合しない。他の断面を参照すると、１層とされていて断面図中に表記のないものが天明泥流、２層がＡｓ－Ａ降下軽石、
３ａ(３)層が土質境界にあって還元した層、３ｂ(３′)層が２面畑の耕作土に相当すると思われる。
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ｃｍほどとなる。北辺近くの１号水路沿いでも、畝間溝は

これに沿わず、Ｎ－77°－Ｅほどの角度で切られる。中部

ではＮ－８4°－Ｅ、南部ではＮ－８5°－Ｅ前後とわずかに角度

を変える。中央近くに4８号平坦面、南部西寄りに49号平

坦面がある。

第５区画１０号畑　東西最大幅３０．２5ｍ、南北最大長4０．２5

ｍ、面積の範囲であるが、短い畝間溝が直列する部分や

石列があって、後述する２1号、２３ ～ ２5号畑のような明

瞭な境界は認められないが、６つの小部分に分かれるも

のと思われる。

　1０号畑北端では南北の調査区が接していて、図上では

連続的に捉えられるにもかかわらず、北部では８・９号

畑に別れるはずの畝間溝が連続している(a部)。1０号畑

西辺北端は８号畑西辺南端より1．5ｍ東により、1０号畑

東辺北端は９号畑東辺南端より３．３ｍほど西による。1０

号畑北端の畝間溝長は２9．２5ｍほどで８号、９号畑を合

わせた長さよりだいぶ短くなる。ただし方位はＮ－８4°－

Ｅと９号畑南端とごく近い方向を示す。a部の畝間溝間

隔は4３．5ｃｍほどが示される。

　その南では南北7．4ｍに渡って、西側２６条、東側２4条

の畝間溝が並ぶ部分がある。西側(b部)は畝間溝長1３．9

ｍ、Ｎ－８３°－Ｅで溝間距離２８．5ｃｍ、東側(ｃ部)は長15．３８

ｍ、方位Ｎ－８5°－Ｅ、溝間距離３０．８ｃｍである。さらにそ

こから２２条ほどは畝間溝が再び連続して延びる(ｄ部)。

東辺が東にやや膨らむため、畝間溝長は３０．２5ｍに達す

る。方位はＮ－８7°－Ｅ、溝間距離は３３．２ｃｍほどである。

中央よりやや南には５号石列が延びるが、石列の北２～

３条では畝間溝の終端が畑の境界をなして東西に二分さ

れ、これが南端まで続く。西側(ｅ部)は南部で第６区画

が東に張り出すため畝間溝長は1２．1ｍほどと短い。方位

はＮ－８4°－Ｅ、溝間距離は4６．８ｃｍとなる。東側(ｆ部)は

畝間溝長15．３ｍ、方位Ｎ－８８°－Ｅ、溝間距離47．5ｃｍある。

第57図　第２面畑第４～７区画　部分図２－２(第５区画)　1／1００

第３節　第２面の調査
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第5８図　第２面畑第４～７区画　部分図３(第５区画)　1／２００
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第59図　第２面畑第４～７区画　部分図３－１(第５区画)　1／1００
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第６1図　第２面畑第４～７区画　部分図３－３(第５区画)　1／1００
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１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．上部に鉄沈着ある青灰色に変色した層。軽石粒、小石混じり。
３ｂ．褐色土　わずかに軽石、小石含む。
４．灰黄褐色土(1０ＹＲ4／２)　３ｂ層小ブロック、５層ブロック混土。黄

色細砂ブロック状に含む。
５．黒褐色土(1０ＹＲ３／２)　しまり、粘性あり。黄色細砂小ブロック含む。
６．灰黄褐色土(1０ＹＲ5／２)　粘性強い。５層土混じり。

１．Ａｓ－Ａ。
２．青褐色土。
３．青灰褐色土　5ＢＧ4／1。
３′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4　下層４面畑の畝間に堆積した洪水砂層。
４．黒褐色土　白少量含む。
４′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4　下層４面畑の畝間に堆積した洪水砂層。
５．暗褐色土　白少量含む。砂礫含む。
６．黒褐色土　白わずかに含む。

※　土層図と土層観察所見が整合しない。他の断面を
参照すると、１層とされていて断面図中に表記のな
いものが天明泥流、２層がＡｓ－Ａ降下軽石、３ａ(３)
層が土質境界にあって還元した層、３ｂ(３′)層が２
面畑の耕作土に相当すると思われる。
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第６5図　第２面畑第４～７区画　部分図４－１(第５区画)　1／1００

第６4図　第２面畑セクション８　1／６０
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１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．上部に鉄沈着のある青灰色に変色した層。軽石粒、小石混じり。
３ｂ．褐色土　わずかに軽石、小石含む。
４．灰黄褐色土(1０ＹＲ4／２)　３ｂ層小ブロック、５層ブロック混土。黄色細砂ブロック状に含む。
５．黒褐色土(1０ＹＲ３／２)しまり、粘性あり。黄色細砂小ブロック含む。
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　横長のa部、ｄ部と、東側のｃ部、ｆ部では畝間溝の

方向がＮ－８5 ～ ８８°－Ｅと９号畑からの連続を思わせる溝

方向が示され、西側のb部、ｅ部ではＮ－８３ ～ ８4°－Ｅと

８号畑からの連続を思わせる。なお、b部北端中央に4６

号、ｃ部北端中央近くに5０号、ｄ部南端に東西に並んで

47・51号平坦面があり、ｆ部中央南寄りに5２号平坦面が

ある。また、ｆ部東辺北寄りに1２号畑にまたがって5３号

平坦面がある。

５号石列　97－Ｖ－８から9８－Ａ－７グリッドにかけて、延

長15．7ｍ、Ｎ－８２°－Ｅに延びる石列。１石が並ぶのみで、

積み重ねられていない。51号平坦面近くでいったん切れ、

２．６ｍほどの間隔を置いて西側８．5ｍ、東側4．5ｍの長さで

直列する。1０号畑ｄ部境界からｅ部・ｆ部にまたがるが、

畑の中間にあって、かつ畝間溝の方向とはわずかながら

斜行する。ｅ－ｆ部間にあっては、ｄ部との境をなすべき

畝間溝端部がこの石列の北３条まで認められていて、区

画としての機能は乏しいものと考える。さらに、各石は

畝間溝上に置かれていて、作物収穫後の配列を思わせる。

第５区画１１号畑　北辺が１号水路に沿い、西は９号畑、

東は14号畑に接する。北東端に２０号掘立柱建物がある。

東西両辺は中部で東にややずれを見せる。南部は調査区

界に切られているが、ほとんど1２号畑と接する状態にあ

る。東西最大幅1０．4８ｍ、南北最大長３7．4ｍと南北に細

長い形状で、面積は３97．71㎡ある。畝間溝は８０条以上が

数えられ、平均距離は45ｃｍほどとなるが、特に北部の残

りが悪く、南端２０条を採ると３８ｃｍほどとなっている。溝

方位は比較的揃っておりＮ－８4°－Ｅほどを示す。中央南

東寄りに54号平坦面がある。

第５区画１２号畑　北辺は調査区界であり、北の９号畑と

11号畑の境界が北辺中央近くに当たる。西辺は1０号畑に

接していて、中央やや北寄りで東側にはらみ出すように

湾曲する。東辺は15号畑に接するが、途中２段階で東側

に屈曲して張り出す。南部は1３号畑に接するが、境界部

の畝間溝は一段深く掘削されて明瞭に残る。東西最大

幅1２．5ｍ、南北最大長49ｍと縦に細長い形状で、面積は

51０．75㎡ある。畝間溝は95条が数えられ、平均距離は

51．６ｃｍほどとなる。溝方位は、北部ではＮ－８4 ～ ８６°－Ｅ

を示し、南部ではＮ－８7 ～ ８9°－Ｅとなる。中央やや東寄

りに55号平坦面が、西辺南寄りには1０号畑ｆ部にまた

がって5３号平坦面がある。

第５区画１３号畑　調査区南端にある狭小な区画である。

北辺はやや深い耕作溝を介して、西部が1２号畑、東半

第６６図　第２面畑第４～７区画　部分図４－２(第５区画)　1／1００

第３節　第２面の調査
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が15号畑と接する。東西は1０号、1８号畑に挟まれるが、

西辺は1２号畑西辺の、東辺は15号畑東辺の延長である。

南は第７区画との境界をなす細い溝で画される。南北

7．1ｍ、東西２０．9ｍ、面積117㎡。畝間溝の方位はＮ－８８°

－Ｅを示して、1２号、15号畑と変わらない。南端に東西

に並んで5６号、６０号平坦面がある。

第５区画１４号畑　北辺西部は２０号掘立柱建物に接し、以

東は１号水路に接する。東西を11号畑と1６号畑に挟まれ

る。南部は調査区界に切られる。東西最大幅1６．８5ｍ、

南北最大長３1．55ｍとやや幅広の形状で、面積は459．4３

㎡ある。畝間溝は６7条が数えられ、平均距離は47ｃｍほど

となるが、特に北部の残りが悪い。南部２０条は非常に詰

まっていて、２２ｃｍほどとなっている。溝方位は、北部で

はＮ－８9°－Ｅを示し、南部ではＮ－８4°－Ｅとなる。中央西

寄りに57号平坦面がある。

第５区画１５号畑　北辺は調査区界に当たるが、11号、14

号畑とごく近い。両畑の境界線が北辺の中央やや西寄り

に当たる。西辺は1２号畑との境界で、２段の階段状を呈

して東にずれるが、17号畑との境界となる東辺は北部で

一回だけ屈曲して、以南は東へ徐々に広がる。南部は1３

号畑に接する。東西最大幅1２．３4ｍ、南北最大長5３．7０ｍ

と北部より幅の狭い、細長い形状で、面積は55３．２4㎡あ

る。畝間溝は1０4条が数えられ、平均距離は51．６ｃｍほど

となる。北部で11．２ｍ、南端では1２．1ｍほどの長さがあ

る。溝方位は、Ｎ－８9°－Ｅで揃う。中央西寄りに59号平

坦面がある。

第５区画１６号畑　北辺は１号水路に接し、東西を14号畑

と19号畑に挟まれる。南部は調査区界に切られる。東西

最大幅9．1ｍ、南北最大長２６．45ｍと南北に細長い形状で、

面積は２２２．０9㎡ある。畝間溝は６1条が数えられるが、特

第79図　第２面畑第５区画５号石列　1／６０

第８０図　第２面畑セクション９　1／６０
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１．淡灰褐色土。
２．灰褐色土。砂を多く含む。
３．シルト砂層～粗砂層。４面の砂。
４．暗灰褐色シルト質土。４面の畑耕土。
５．黄褐色粘質土。礫を多く含む。
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に北部の残りが悪く、南部２０条の畝間溝間距離は２5ｃｍほ

どとごく密である。溝方位はＮ－８３ ～ ８4°－Ｅで揃う。南

部西寄りに６1号平坦面がある。

第５区画１７号畑　西を15号畑、東を２1号、２4号畑と接す

る。東西最大幅1８．６ｍと比較的幅広で、南北最大長5３ｍ、

面積は9２２．79㎡ある。畝間溝は114条が数えられ、平均

距離は4６．5ｃｍほどとなる。溝方位は、北端近くではＮ－

８３°－Ｅを示すが、以南ではＮ－８5 ～ ８６°－Ｅで揃う。北

西端に６２号平坦面があるほか、中央近くに南北に並ぶよ

うに６３ ～ ６5号平坦面がある。

第５区画１８号畑　北辺西部は17号畑、東部は２5号畑西半

に接する、長い畝間溝である。東西を1３号畑と２5号畑に

挟まれる。南部は４号道北側の溝で界される。東西最大

幅２８．95ｍ、南北最大長３．7ｍであるが、東辺は1．7ｍほ

どしかない。東西に細長く狭い台形状で、面積は79．３３

㎡である。畝間溝は西側８条、東側５が数えられ、平均

距離は4０ｃｍほどとなる。西側南端の畝間溝は４号道の

カーブに合わせて湾曲する。おおよその溝方向はＮ－８5°

－Ｅ。西端近くに６６号平坦面、東端近くには２5号畑に食

い込むように71号平坦面がある。

第８1図　第２面畑第４～７区画　部分図７－２(第５区画)　1／1００

第３節　第２面の調査
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第５区画１９号畑　北辺は１号水路に接し、東西を1６号畑

と２０号畑に挟まれる。南部は調査区界に切られる。東

南端に５号道が一部かかって北東に延びる。東西最大

幅9．６ｍ、南北最大長２６．２ｍと細長い長方形で、面積は

２45．1２㎡ある。畝間溝は59条が数えられ、平均距離は

44．4ｃｍほどとなる。溝方位はN－８２ ～ ８4°－Ｅとなる。中

央南東寄りに６7号平坦面がある。

第５区画２０号畑　北辺西部は１号水路、東部は３号建物

に接する。西は19号畑と接し、東側は北部に３号建物が

あり、南部は２２号畑と接する。南西端から北東方向に５

号道が横切る。南部は調査区界に切られる。東西最大幅

８．1８ｍ、南北最大長２６．9０ｍと北辺がやや長く細長い台

形状で、面積は171．３7㎡ある。畝間溝は55条が数えられ

るが、特に北部の残りが悪く、南部２０条では３9．5ｃｍほど

となっている。溝方位も、中央北寄りでＮ－８7°－Ｅ、南

部ではＮ－7８°－Ｅとなる。東辺南端近くに接するように

６８号平坦面がある。

第５区画２１号畑　北辺は調査区界を介して西部は19号

畑、東部は２０号畑と接する。後述するように、畝間溝間

距離では19号畑に、方位では２０号畑に近いが、図上では

畝表現の違いも大きく、どちらかの畑と連続するように

は見えない。19号、２０号畑にある５号道は推定延長部が

泥流削痕にあたって把握できない。西は17号畑、東は２３

号畑、南部は２4号畑に接する。東西最大幅1６．7ｍ、南北

最大長３4．9２ｍの南北に長い長方形状で、面積は5６３．８1

㎡ある。畝間溝は79条が数えられ、溝間距離、方向とも

に比較的揃っている。溝間平均距離は44．２ｃｍほど、溝方

位は北端でＮ－7６°－Ｅ、中部、南部でＮ－79°－Ｅを示す。

南部には東の２３号畑西部まで連続するやや深い畝間溝が

あって、1０号畑のようにさらに細分される可能性もある

が、溝間距離、方位ともに南北で差がない。南寄り中央

近くに６9号平坦面がある。

第５区画２２号畑　北辺は３号建物に接する。西辺は２０号

畑、東辺は４号道に接する。南辺は調査区界で２３号畑と

画されるものとしたが、東辺がともに４号道であり、西

辺南端と２4号畑西辺北端想定線はごく近い。図上では

差違が目立つが、同一畑であった可能性もなしとしな

い。西南から北東方向に畝間溝と斜行して５号道が横

切るが途中で把握できなくなる。東西最大幅1３．4ｍ、南

北最大長1６．5ｍと南西部がやや膨らんだ台形状で、面積

は195．３1㎡ある。畝間溝は4０条が数えられ、溝間の平均

距離は41．２5ｃｍほどとなっている。溝方位は、北部でＮ－

８６°－Ｅ、南部ではＮ－75°－Ｅとなる。平坦面はない。

第５区画２３号畑　北辺は調査区界を介して２２号畑と接す

第８7図　４号道１号落ち込み　1／８０
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る。先述のように、同一畑であった可能性もなしとしな

い。西は２1号畑、東は４号道、南部は２4号畑に接する。

東西最大幅17．4ｍ、南北最大長３4．7ｍの南北に長い長方

形状で、面積は5３３．６２㎡ある。畝間溝は7６条が数えられ、

溝間距離、方向ともに比較的揃っている。溝間平均距離

は45．7ｃｍほど、溝方位は北端でＮ－7８°－Ｅ、中部、南部

でＮ－８０ ～ ８２°－Ｅを示す。南部に２1号畑まで連続するや

や深い畝間溝があるが、溝間距離、方位ともに以北と差

がないことは２1号畑と同じである。北寄り中央近くに7２

号平坦面がある。なお、４号道にかかって１号落ち込み

があるが、東側が盛り上がる断面形状から見て、泥流に

含まれた礫の衝撃による変形、地表面の攪乱であって、

人為的なものではないと考える。

第５区画２４号畑　北辺は２1号、２３号畑に接するが、畝間

溝が両畑を繋ぐ長い畝間溝が現れるのみで、明確な境界

を持たない。西は17号畑、東を４号道と接する。南部

は西側が1８号畑、東は２5号畑となる。東西最大幅３4．4

ｍ、南北最大長17．２ｍと東西に長い長方形状で、面積は

６０６．８３㎡ある。畝間溝は３7条が数えられ、南端近くでは

短く途切れるものが見られるが、溝間距離、方位ともに

揃っている。平均距離は4６．5ｃｍほど、Ｎ－８1°－Ｅである。

北部に東西に並んで7０号、7３号平坦面がある。

第５区画２５号畑　北辺は２4号畑、西辺は1８号畑に接し、

東辺と南辺は４号道に画される。東西最大幅２２．1ｍ、南

北最大長２．６ｍと東西に細長い形状で、面積は4８．０4㎡あ

る。畝間溝５条で、平均距離は5２ｃｍほどとなる。方位は

北端ではＮ－８1°－Ｅ前後である。中央に74号平坦面があ

る。

第６区画　調査区南端にある。北辺は４号石列を介して

第５区画７号畑と接し、西辺は４号畑b部東辺の膨らん

だ部分に接する。東辺は南部で1０号畑ｅ部に食い込むよ

うに張り出し、この部分は南北方向の溝で画される。南

辺は東部が調査区外となるが、西部は1２号石垣で界され

ている。北辺２６．5ｍ、南辺２０．5ｍ、東辺14．６ｍ、西辺

11．1ｍで、面積は199．7３㎡ほどである。ちょうどこの区

画の上面のみが削平されており、畝間溝の残りがすこぶ

る悪い。17条程度を数えられる。南東部８条間が４ｍほ

どであるので、畝間溝間は5０ｃｍほどとなろうか。平坦面

は確認できない。

１２号石垣　第５区画４号畑b部東南辺から第６区画南辺
第9０図　第２面畑第４～７区画　
部分図1０－１(第５・７区画)　1／1００
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にかけて築かれた石垣で、調査担当者によると、この石

垣の上部に発掘調査前まで使用されていた石垣が重ねら

れていたとのことである。天明泥流下の地割りが現代ま

で踏襲されていたことを示す事例である。第５区画４号

畑b部との境界は、北東から南西に15ｍほどの長さで延

び、調査区外に延長する。方位はＮ－３9°－Ｅを示すが、

中部が東側に湾曲する。基部は比較的大きな角礫を横積

みにしているが、上部はかなり崩れて、中小型の礫がラ

ンダムに積まれたような状況を示す。最大高２．２ｍほど

ある。第６区画との境界で屈曲し、東へ延びる。石垣の

脇には幅4０ｃｍほどの浅い溝が設けられる。屈曲部近くの

基部には比較的大きな角礫が用いられる。第６区画南辺

部の石垣は長さ1３．4ｍほどで調査区外にさらに延びる。

方位はＮ－1０5°－Ｅほどだが、北側にやや膨らむ。比較的

残りの良い部分では横長の礫を６段、１ｍほどの高さで

積む様子が見られる。この部分の石垣下にも、幅の狭い

溝があったらしい。

４号石列　第５区画７号畑と第６区画を区分する石列

で、9８－Ｅ－８～Ｉ－７グリッドにかけて、1８．８ｍに渡って延

びる。西端は２石分が抜けた痕跡として捉えられ、これか

ら東に、Ｎ－7３°－Ｅ方向で３６石が断続的に置かれる。複数

段で積まれることはないが、各石は基部を埋め込まれる。

第７区画　調査区南端にある。北辺は４号道で画され、

他の三方は調査区界である。東西に大きく二分され、西

部は東西方向の畝間溝を持つ畑で、北西部には明瞭な畝

間溝を持つ畑が２枚ある。西南部ではこの畑が認められ

なくなり、１号畑南部に同方向に走行する畝間溝の痕跡

がわずかに３条、２号畑南端の畝間溝からやや離れて、

１～２条の畝間溝痕跡が残されるのみとなる。南端近く

の畝間溝痕跡は３８号溝の延長想定線を越えて東に延びて

第9３図　３８号溝高低図　1／６０

第9２図　第２面畑セクション1０　1／６０
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１．灰褐色砂質土。
２．にぶい褐色砂礫混土。
３．暗灰褐色土。シルト質で、砂礫を多く含む。炭化物を少量含む。
※Ｂセクションは、Ａに比べて砂礫の量が多く、特に畝のない南端では２層がブロック混土状でこなれていない。
また、層厚も薄く、３層との境はでこぼこしており、耕作期間が少ないように見える。



いる。３８号溝より東の部分では、明確に畑として捉えら

れる遺構はさらに乏しく、南北方向に走る畝間溝痕跡が

北部に11条まとまってあり、中部でも２条確認されてい

る。また、東南部では西部から連続するように東西方向

に延びる畝間溝痕跡があって、より複雑な地割りがあっ

たことを思わせる。土層断面には畝間溝痕跡の乏しい東

南部が１・２号畑部分の残りより一段高くなっていたこ

とが示される。平面図には図示されておらず、写真記録

でも細部観察ができないため詳細を表現できないが、こ

の部分の基本土層断面にはＡｓ－Ａ降下後にこれをすき込ん

で耕作した際の耕作具痕が記録されている。この耕作具

痕は東部でも広く見られ、Ａｓ－Ａ降下後に耕作行動があっ

たことを示すものである。調査担当者によると、Ａｓ－Ａ降

下に対応した復旧的行動、Ａｓ－Ａ降下に対応して新たな畑

を拓こうとした復興的行動、収穫後の畑を後作のために

耕すという通常の農作業の合間にＡｓ－Ａ降下があったとい

う３様の解釈が想定されたとのことであった。

以下、北西部の畑について記載する。

第７区画１号畑　北辺は４号道、東辺は２号畑に接する。

西辺は調査区界となる。南側は明確な境界を持たずに畝

間溝が確認できなくなり、調査区界に至る。はっきりと

確認できる畝間溝は２８条あり、この部分までの南北長は

1２．7ｍある。４号道に規制された短いものを除くと、両

端が明確な畝間溝はなく、確認最大長は11．２ｍであった。

この範囲の面積は1２２．7３㎡、溝間の平均距離は45ｃｍほど

となる。畝間溝は東西に走り、方位はＮ－８６ ～ ８８°－Ｅで

揃う。４号道際に至っても走行は変化せずに以南の畝間

溝と平行を保つ。平坦面はない。

第７区画２号畑　北辺は４号道、西辺は１号畑に接す

る。東は３８号溝で以東と画される。南東隅は切り欠くよ

うに削り込まれている。南側は明確な境界を持たずに畝

間溝が確認できなくなり、調査区界に至る。東西最大幅

15．６ｍ、畝間溝が確認できる範囲での南北長２０．7ｍ、面

積２８9．4８㎡ある。畝間溝の方位はＮ－８６ ～ ８８°－Ｅで、４

号道沿いでも走行が変化しないなど、１号畑と共通する。

しかし南北では様相がやや異なる。北部は畝間溝間隔が

広く、1０条で８．６ｍ、溝間距離８６ｃｍほどになり、畝上の

平坦面も捉えられている。南部２０条を計測すると９ｍあ

り、溝間距離は45ｃｍとなる。南北の境界には特別な構造

を認めがたいが、３８号溝が途切れる部分と合致する。南

北二つの異なる畑とすべきかもしれない。

（４）第８区画・第１０区画

　調査区東南部にある。北辺は１号水路、南辺は２号水

路、西辺は４号道、東辺は８号道であり、地割り全体が

把握できる。東西に細長い区画だが、畝間溝は他の多く

の畑とは異なって南北方向に切られる。東部に短い石列

と溝があって、これを境として畝間溝方向が変化するた

め、東西２畑に分けた。第1０区画は８号道を挟んで第８

区画と接する。１号水路と２号水路との間の狭い範囲で

あるが同じく畝間溝方向を南北にとる。

第８区画１号畑　北辺は１号水路、南辺は２号水路、西

辺は４号道、東辺は２号畑と接する。東西長59ｍ、西辺

が最も長く２８．5ｍ、東に向かって狭くなり、中央より東

でくびれるように狭まって1２ｍほど、２号畑との境界で

ある東辺では14．5ｍほどである。面積は1２０．17㎡。畝間

溝は南北に延び、南北の水路際に端部がある。1６８条が

数えられ、溝間の平均距離は平均３5．1ｃｍとなる。走行は

Ｎ－２３～２4°－Ｅほどに揃う。西部の畝間溝を潰すように、

北西から南東にかけて６号道が走る。中央近くで途切れ

るが、延長1２ｍが遺構として捉えられている。しかし、

その南東延長部には道の想定線をなぞるように攪乱が入

り、攪乱を抜けた地点には道が認められなくなる。また、

北西部には遺構としては認められないものの、道の想定

線に沿って畝間溝の変形が記録されており、さらにその

位置に重なるように泥流削痕が示される。中央北西寄り

に75号平坦面、東寄りに7６号平坦面がある。

第８区画２号畑　北辺は１号水路、南辺は２号水路、東

辺は８号道、西辺は１号畑に接する。１号畑との境界は

角礫が積み重ねられずに、一段のみが南北に並ぶ石列で

ある。走行はＮ－２9°－Ｅを示して、１号畑の畝間溝方向

に近い。西辺14．5ｍ、東辺1３．5ｍ、北辺14．5ｍ、南辺

11．３ｍの台形状を呈し、面積は17６．19㎡である。畝間溝

は１号畑と同じく南北走行だが、Ｎ－1６°－Ｅと角度が異

なる。北辺は攪乱で不明瞭だが、南辺では２号水路際の

溝直前に終端部があって41条が数えられる。溝間の平均

距離は２８ｃｍほどである。１号畑との境界石列の東に接し

て、幅の狭い溝が掘られている。これに西部を切られる

ように77号平坦面がある。

第１０区画　北辺が１号水路、南辺西部は２号水路、東部

は19号礎石建物に接する。西辺は８号道、東辺は調査区
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界となる。南北最大長1２．３ｍ、東西幅1６ｍほどで、面積

は1３０㎡程度である。畝間溝の残りは必ずしも良くない

が３7条以上を数えることができ、溝間の平均距離は4０ｃｍ

前後となろう。西部８条ほどは畝間溝が南北に二分され

る。この部分ではＮ－14°－Ｗ前後、東部ではＮ－19°－Ｅ前

後となるが、特に東部では西にはらむように湾曲するも

のが多い。

第９区画　北辺が２号水路、西辺が４号道、東辺が８号

道で画される。南辺は調査区界で切られるが、南西端は

４号道と東に分岐する９号道の交点となっており、この

延長に畑界があるものと思われる。畝間溝方向は東西で、

他の区画と等しい。５枚の畑を想定したが、１－３号間

は畝間溝終端部が食い違って見いだされている。7８ ～

9６号平坦面があって、これも規則性を持って並ぶかに見

えるが、１号畑ではやや異なる。他の畑と異なる耕作単

位の編成があったのだろうか。

第９区画１号畑　北辺が２号水路、西辺が４号道、南辺

は２号畑と接する。東辺は北辺から南へ下る辺と、２号

畑東辺の延長として南の調査区外から北へ延びる辺が、

南北4．5ｍ、東西３．5ｍほどの間で重複する。北端での東

西幅1８．4ｍ、中部での最大幅２０．7ｍ、南北最大長３２．4ｍ

で、面積は６２7㎡ほどある。畝間溝８０条が数えられ、溝

間の平均距離は4０．5ｃｍ。北部でＮ－75°－Ｅ、南部でＮ－

79°－Ｅの走行を示す。北端２号水路沿いでは水路の走行

に応じてゆるやかに曲がり、また北から５条ほどはカー

ブの頂点で一度畝間溝を切って方向を変えている。３号

畑との重複部分では畝間溝が乱れて切り合ったり、不規

則に断絶したりする。南端２号畑との境界には特別な施

設はないが、１号畑の畝間溝では下端線が明瞭で細いの

に対し、２号畑の畝間溝は下端表現がなく、幅広である。

北部中央近くに方形の7８号平坦面、南部東寄りに円形の

79号平坦面、南辺中央に２号畑にまたがって方形の８０号

平坦面がある。

第９区画２号畑　北は１号畑に接し、西辺が４号道、南

辺は西端が９号道となるが、東部は調査区界となる。東

辺は細い溝を介して３号畑と接する。東西19．95ｍ、南

北２２．３ｍ、面積３８６．59㎡で、東西走する畝間溝が45条数

えられる。中央部でやや乱れがあるが、比較的よく揃っ

ており、方位もＮ－８０ ～ ８３°－Ｅを示す。溝間の平均距離

は49．６ｃｍで、この区画の他の畑よりかなり広い。中央や

第94図　第２面畑第８～ 11区画概念図　1／1２００
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や南寄りに８1号平坦面、南端に８２号平坦面がある。とも

に円形の平面形である。

第９区画３号畑　北辺は２号水路、西辺北部は１号畑、

南部は２号畑、東辺は４号畑に接する。北部は東西1８．３

ｍほどあるが、２号水路の屈曲に沿って畝間溝が湾曲し、

特に北辺東半では北に大きく曲がる。この曲率の変換点

で畝間溝がいったん途切れており、4０条ほどは東西に幅

９ｍ強の溝が２列並ぶことになる。南から延びる１号、

２号畑との境界が途切れる位置以南は東西に分かれな

い、幅約14ｍの溝が並列する。南北長は4６．６ｍあり、面

積は６８３．54㎡。1３5条の畝間溝が数えられ、溝間の平均

距離は３4．5ｃｍとなる。北端の２号水路沿いを除くと、畝

間溝の方位はＮ－7６°－Ｅに揃う。中央に８３ ～ ８7号平坦面

がある。８３号と８5号は方形の平面形である。南東部には

４号畑にかけて植物痕跡が見られる。

第９区画４号畑　北辺は２号水路、西辺は３号畑、東辺

は５号畑と接し、南辺は調査区界となる。東西最大幅

15．1ｍ、南北長5０．7０ｍ、面積は６95．47㎡。畝間溝は14６

条が数えられ、溝間の平均距離は３4．7ｃｍ。北端で２号水

路に沿ってゆるやかに湾曲するが、他はＮ－77 ～ 79°－Ｅ

と方向をそろえる。中央部に南北に並んで、いずれも円

形の８８ ～ 91号平坦面がある。南部には３号畑から５号

畑にかけて植物痕跡が見られる。

第９区画５号畑　北辺は２号水路、西辺は４号畑、東辺

は８号道と接する。南辺は調査区界となる。東西最大幅

19．８ｍ、南北長57．75ｍ、面積は991．０4㎡。畝間溝は155

条が数えられ、溝間の平均距離は３7．２5ｃｍ。北端で２号

水路に沿ってゆるやかに湾曲するが、北部Ｎ－75°－Ｅ、

南部はＮ－79°－Ｅ方向をそろえる。中央南部に南北に並

んで、いずれも円形の9２ ～ 95号平坦面があり、この列

から外れて北部の８号道近くに方形の9６号平坦面があ

る。南東部には３号畑から続く植物痕跡が見られる。

第１１区画　調査区東南端の区画で、北は２号水路、19号

建物を介して1０区画と、西は８号道と接する。東およ

び南は調査区界となる。南北両端が張り出すような形

状で、南端近くでの東西の最大幅1６．4ｍ、南北長６２．5ｍ、

第99図　第２面畑第８～ 11区画　部分図１－３(第８区画)　1／1００
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面積59２．２7㎡。畝間溝は1６０条数えられて、溝間の平均

距離は３9ｃｍほどとなる。総体的に第９区画の畑と共通す

る印象があるが、２号水路際の畝間溝はさほど湾曲せず、

Ｎ－71 ～ 7２°－Ｅで調査区の中程まで揃う。中央近くで溝

方向が乱れる部分があり、以南はＮ－８０ ～ ８4°－Ｅを示す

ようになり、畝の形状もやや異なる。第９区画でも南北

で残存状況の違いや、傾斜度に起因すると思われる溝方

向の違いが見られたが、ここでは方向の変化が明瞭であ

り、南北が別の単位であった可能性もある。南端近くに

97号平坦面がある。

第1０３図　第２面畑第８～ 11区画　部分図２－３(第９・11区画)　1／1００
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　畑面に残された円形ないし四角形を呈し平坦な箇所を

「平坦面」として調査している。八ッ場ダム地域の天明泥

流下畑にあっては通有かつ特徴的に見られるものであ

る。直径1．5 ～ ２．5ｍで、平面形が円形／方形、周囲に溝

がある／ない、畑の畝間溝が平坦面を切る／切らない、中

央に溝がある／ないなどによっていくつかの類型が考え

られている。半切り桶を置いた跡、あるいは作物種子と

堆肥を混ぜ合わせる作業の場などの性格が想定されてい

る。

　本遺跡で記載された確認面の状況も、今まで調査され

てきた平坦面事例との共通点が多い。個別に見ると「平

坦」の内容が「水平」ではなく、畝間溝痕跡を残さないと

いう「均平」程度にとどまるものが少なくないこと、中央

溝のある平坦面がまとまる部分が見られることなど、い

くつかの特徴が見られ、これらの分析により平坦面形成

に至る作業と畑耕作との関係を理解する手がかりが得ら

れるものと思われる。

１号平坦面　9８－Ｙ－２5グリッド　第１区画２号畑北部中

央にある。２号畑では１～４号平坦面が直線的に並ぶ。

長軸推定長1．7６ｍ、短軸残存長1．６０ｍ。平面形は円形を

呈すると思われるが全体に微弱な痕跡であり、北部は調

査区外となって不明。中央溝は確認できない。周囲の畝

間溝は平坦面溝を切り、平坦面内部まで達する。２号平

坦面まで1０．5ｍ。

２号平坦面　9８－Ｘ・Ｙ－２２・２３グリッド　第１区画２号

畑北部中央にある。長軸長1．9８ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面

形は南東部が攪乱されるが、円形。中央溝はない。周囲

の畝間溝は平坦面溝を切って端部が確認され、平坦面内

までは達しない。平坦面の南端に接する畝間溝は平坦面

溝に切られる。３号平坦面まで1２．5ｍ。

３号平坦面　9８－Ｘ－19グリッド　第１区画２号畑中部中

央にある。長軸長２．1２ｍ、短軸長２．０８ｍ。平面形は北部

が攪乱されるが、南端が開くＣ字状。中央溝はない。周

囲の畝間溝は平坦面溝を切って端部が確認され、平坦面

内までは達しない。４号平坦面まで1３．８ｍ。

４号平坦面　9８－Ｘ－15・1６グリッド　第１区画２号畑中

部中央にある。長軸長２．０5ｍ、短軸長２．０ｍ。平面形は

円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切るが、

平坦面内までは達しない。５号平坦面まで1２．5ｍ。

５号平坦面　9８－Ｗ－1２・1３グリッド　第１区画２号畑南

部中央にある。長軸長1．7８ｍ、短軸長1．６２ｍ。平面形は

ほぼ円形だが、比較的弱い痕跡で、北部が不明瞭。中央

溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切るが、平坦面内

までは達しない。６号平坦面まで1２．5ｍほど。

６号平坦面　9８－Ｖ・Ｗ－９・1０グリッド　第１区画２号

畑南端中央にある。長軸残存長1．６０ｍ、短軸残存長０．55

ｍ。平面形は円形と思われるが、ごく痕跡的にしか残っ

ていない。中央溝は確認できない。畝間溝はこの周囲で

は捉えられていない。

７号平坦面　9８－Ｖ・Ｗ－２4グリッド　第１区画３号畑北

部中央にある。３号畑では７・８・1０号平坦面が直線的

に並び、９号がやや東にずれる。長軸長1．9８ｍ、短軸長

1．9３ｍ。平面形は南端が開くＣ字形であるが、開口部東

は短く途切れた溝となっている。中央溝はない。周囲の

畝間溝は北部、南部では平坦面溝を切るが、中部では平

坦面溝と接して止まる。８号平坦面まで15．5ｍ。

８号平坦面　9８－Ｕ・Ｖ－２０グリッド　第１区画３号畑中

部中央にある。長軸長２．０６ｍ、短軸残存長1．８０ｍ。平面

形は南部が乱されているが、北部が比較的大きく開くＣ

字形であろう。中央溝はない。周囲の畝間溝は周囲の攪

乱で明瞭さを欠くが、北部の平坦面溝開口部では切り合

わない。９号平坦面まで1６ｍ。

９号平坦面　9８－Ｔ・Ｕ－1６グリッド　第１区画３号畑南

部中央にある。長軸長1．9２ｍ、短軸長1．６5ｍ。平面形は

南端が開口するＣ字状を呈する。中央溝はない。周囲の

畝間溝は西部では平坦面溝と接し、東部ではわずかに切

り込む。1０号平坦面まで1３．5ｍ。

１０号平坦面　9８－Ｔ・Ｕ－1２・1３グリッド　第１区画３号

畑南部中央にある。長軸長1．８4ｍ、短軸長1．８０ｍ。平面

形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切っ

て端部が確認され、平坦面内までは達しない。２号建物

まで1．5ｍほどしかない。

１１号平坦面　８－Ｔ－１グリッド　第１区画４号畑北部中

央にある。長軸推定長1．６5ｍ、短軸推定長1．６２ｍ。円形

と思われる輪郭がたどれるが、痕跡的にしか残っていな

い。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦面を切

る。1２号平坦面まで1０．5ｍ。

　第４項　「平坦面」
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１２号平坦面　9８－Ｓ－２３グリッド　第１区画４号畑北部中

央にある。長軸推定長1．7０ｍ、短軸残存長０．75ｍ。平面

形は円形と思われるが、東半部のみが痕跡的に残ってい

る。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦面溝を

切る。1３号平坦面まで1３．5ｍ。

１３号平坦面　9８－Ｒ－２０グリッド　第１区画４号畑中部中

央にある。長軸長２．０5ｍ、短軸長1．８３ｍ。平面形は北端

が攪乱されるが、円形を呈するかと思われる。中央溝は

ない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切って端部が確認され、

平坦面内までは達しない。14号平坦面まで1２．８ｍ。

１４号平坦面　9８－Ｑ・Ｒ－1６・17　第１区画４号畑南部中

央にある。長軸長２．15ｍ、短軸長1．95ｍ。平面形は円形

を呈すると思われる。中央溝はない。周囲の畝間溝は平

坦面溝を切るが、平坦面内までは達しない。15号平坦面

まで1３．5ｍ。

１５号平坦面　9８－P・Ｑ－1３グリッド　第１区画４号畑北

端中央やや西寄りにある。長軸残存長1．８８ｍ、短軸残存

長０．55ｍ。平面形は円形と思われるが、南部は７号道に

かかり痕跡が追えなくなる。中央溝は確認できない。畝

間溝は西部のみ確認されており、平坦面溝手前で止まる。

１６号平坦面　８－Ｑ・Ｒ－２グリッド　第１区画５号畑北

部中央にある。長軸推定長1．８０ｍ、短軸残存長1．45ｍ。

やや南北に長い円形の平面形と思われるが、北端が攪乱

され、全体に残りは悪い。中央溝は確認できない。周囲

の畝間溝は平坦面溝に切られる。17号平坦面まで1２ｍ。

１７号平坦面　9８－Ｑ－２4・２5グリッド　第１区画５号畑北

部中央にある。長軸長２．1８ｍ、短軸長２．15ｍ。平面形は

やや南北に長い隅丸長方形。中央溝は確認できない。周

囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。1８号平坦面まで1３ｍ。

１８号平坦面　9８－P－２1グリッド　第１区画５号畑中部中

央にある。長軸推定長1．８5ｍ、短軸推定長1．８０ｍ。円形

と思われる輪郭がたどれるが、痕跡的にしか残っていな

い。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は微弱だが平

坦面に切られる。19号平坦面まで1０．６ｍ。

１９号平坦面　9８－Ｏ－1８・19グリッド　第１区画５号畑南

部中央にある。長軸長1．9３ｍ、短軸長1．7０ｍ。平面形は

円形を呈する。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は

平坦面溝の手前で止まる。７号道まで14ｍ。

２０号平坦面　８－Ｎ・Ｏ－２・３　第１区画６号畑北部中

央あるいは西寄りにある。長軸残存長０．75ｍ。平面形は 第11６図　第２面畑平坦面　１　1／６０

第３節　第２面の調査
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平坦面７
１．	Ａｓ－Ａ降下軽石　畑の畝間に堆積。
２．褐灰色土(7．5ＹＲ4／1)　白色粒子わずか含む。土壌

としては３層と同じ。色調が変化。
３．暗褐色土(Ｈｖｅ7．5ＹＲ３／4)　白色粒子わずか含む。

上位に鉄分付着。
４．褐色土(Ｈｖｅ7．5ＹＲ4／３)　砂混じり、白色粒子わず

か含む。

平坦面８
１．Ａｓ－Ａ降下軽石　畑の畝間に堆積。
２．褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　白色粒子わずか含む。土壌

としては３層と同じ。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子わずか含む。上位

に鉄分付着。
４．褐色土　7．5ＹＲ4／３　砂混じり、白色粒子わずか含

む。
５．暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒子わずか含む。

やや砂質。
６．黒褐色土　7．5ＹＲ２／２。 　
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平坦面９
１．	Ａｓ－Ａ降下軽石。
２．褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　白色粒子をわずかに含む。

土壌としては３層と同じ。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子をわずかに含む。

上位に鉄分付着。
４．褐色土　7．5ＹＲ4／３　砂混じり、白色粒子をわずか

に含む。
５．暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色、褐色粒子をわずかに

含む。やや砂質。

平坦面1０
１．Ａｓ－Ａ降下軽石。
２．褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　白色粒子をわずかに含む。

土壌としては３層と同じ。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子をわずかに含む。

上位に鉄分付着。
４．褐色土　7．5ＹＲ4／３　砂混じり、白色粒子をわずか

に含む。



円形と思われる輪郭がたどれるが、痕跡的にしか残って

いない。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦面

を切る。２1号平坦面まで1３ｍ。

２１号平坦面　9８－Ｍ－２4グリッド　第１区画６号畑北部中

央あるいは西寄りにある。長軸残存長1．３２ｍ、短軸残存

長1．1０ｍ。平面形はほとんどわからず、円弧の一部と思わ

れる痕跡が認められるのみである。中央溝は確認できな

い。周囲の畝間溝は平坦面を切る。２２号平坦面まで1６．5ｍ。

２２号平坦面　9８－Ｌ－19・２０グリッド　第１区画６号畑南

部中央にある。長軸長1．６２ｍ、短軸長1．６０ｍ。平面形は

円形を呈する。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面を

切るが、平坦面内までは達しない。７号道まで８ｍ。

２３号平坦面　８－Ｆ・Ｇ－３・４グリッド　第２区画１号

畑中部中央にある。長軸推定長1．６６ｍ、短軸残存長０．８０

ｍ。平面形は円形と思われるが、南半は攪乱され、北部

も痕跡的にしか残存しない。中央溝は確認できない。周

囲の畝間溝は平坦面を切る。２4号平坦面まで1０ｍほどで

ある。

２４号平坦面　８－Ｆ－１グリッド　第２区画１号畑南部中

央にある。長軸推定長1．7６ｍ、短軸推定長1．６5ｍ。円形

と思われるが、痕跡的にしか残っていない。中央溝は確

認できない。周囲の畝間溝は平坦面を切る。２5号平坦面

まで11ｍほどである。

２５号平坦面　9８－Ｅ－２３グリッド　第２区画１号畑南端近

く中央にある。長軸残存長２．０ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面

形は円形ないしやや横長の隅丸長方形を呈するかと思わ

れる。東部を攪乱される。中央溝は南北方向にあり、平

坦面溝までは達しない。周囲の畝間溝は平坦面溝手前で

止まる。南端と７号道まで０．5ｍしかない。

２６号平坦面　８－Ｃ－1０・11グリッド　第２区画２号畑北

部で、西端線から1２ｍほどの位置にある。長軸残存長０．

75ｍ。平面形は北端に円弧の一部と思われる痕跡が確認

されたのみである。中央溝は確認できない。周囲の畝間

溝は攪乱のため確認できない。

２７号平坦面　７－Ｔ－１グリッド　第２区画３号畑南端に

ある。長軸長1．5０ｍ、短軸残存長０．６６ｍ。平面形は円形

と思われるが、南部は７号道に接して不明瞭である。中

央溝はない。畝間溝は周辺には残っていない。東の２８号

平坦面まで1３ｍ、西の７号建物まで1８ｍ、２号畑東端ま

で２３ｍ。

２８号平坦面　７－Ｑ－１、97－Ｑ－２5グリッド　第２区画３

号畑南端にある。長軸長２．２5ｍ、短軸残存長２．1ｍ。平

面形は東西に長い隅丸長方形を呈す。中央溝はない。周

囲の畝間溝は残りが悪く、関係を把握できない。７号道

までは１ｍほど、２9号平坦面まで1６ｍ。

２９号平坦面　７－Ｍ－１、97－Ｍ－２5グリッド　第２区画３

号畑東部南端にある。長軸長２．０ｍ、短軸長1．9ｍ。西端

部が攪乱されているが、平面形はほぼ円形を呈する。中

央溝はない。周囲の畝間溝は残りが悪く、平坦面との関

係を把握できない。７号道まで1．7ｍ、３０号平坦面まで

7．８ｍ。

３０号平坦面　７－Ｋ・Ｌ－１、97－Ｋ・Ｌ－２5グリッド　第

２区画４号畑東南端にある。長軸推定長1．95ｍ、短軸長

1．79ｍ。東半が攪乱されているが、平面形はほぼ円形を

呈するものと思われる。中央溝はない。周囲の畝間溝は

残りが悪く、平坦面との関係を把握できない。７号道ま

で０．８ｍ、２号道まで5．６ｍ。

３１号平坦面　７－Ｈ・Ｉ－１・２グリッド　第３区画１号

畑南部中央やや西寄りにある。長軸長1．9０ｍ、短軸長1．

9０ｍ。平面形は円形だが北西部を攪乱される。中央溝は

ない。周囲の畝間溝は残りが悪いが、平坦面溝は切られ

ていない。７号道まで4．２ｍ、２号道まで4．4ｍ、２号畑

との境界まで６．4ｍ。３２号平坦面は南東4．5ｍにあり、他

例に比してごく近い。

３２号平坦面　７－Ｈ－１、97－Ｈ－２5グリッド　第３区画１

号畑南端にある。長軸長２．０２ｍ、短軸残存長1．６ｍ。平

面形は南北に長い楕円形を示すと思われる。中央溝はな

い。畝間溝は東側で確認できるが、平坦面溝直前で止ま

る。南端から７号道まで０．4ｍしかない。

３３号平坦面　７－Ｅ・Ｆ－７グリッド　第２区画５号畑南

部に孤立的な状態にある。長軸残存長２．３ｍ、短軸長２．

０5ｍ。平面形は東西にやや長い扁円形だが、南西部が攪

乱される。中央溝は南北方向。平坦面溝までは達しない。

中央溝の方が平坦面溝底より２ｃｍほど浅い。畝間溝は周

辺でごく薄く、関係を把握できないが、平坦面溝上端は

切られていない。２号道までの間は３．4ｍ。

３４号平坦面　７－Ｃ・Ｄ－１グリッド　第３区画３号畑南

端にある。長軸長1．9８ｍ、短軸残存長1．75ｍ。平面形は

ほぼ円形を呈すと思われるが、北西、南東の一部を欠く。

中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。
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南端から７号道まで1．２ｍ。

３５号平坦面　７－Ｂ－２・３グリッド　第３区画４号畑南

部の西辺にある。長軸長２．75ｍ、短軸長２．7０ｍ。平面形

は北東の一部を欠くが、やや南北に長い方形を呈す。中

央溝はない。西部が３号畑との境界をなす。東部の畝間

溝は明確ではないが平坦面溝は切られていない。５号畑

との境界まで1０ｍほど、南端から７号道まで5．4ｍ。

３６号平坦面　６－Ｗ・Ｘ－６グリッド　第３区画５号畑北

端相当部のやや西寄りにある。長軸長1．８０ｍ、短軸残存

長０．８5ｍ。北半を欠くが、平面形はほぼ円形を呈するも

のと思われる。中央溝はない。周辺の畝間溝は残りが悪

いが、平坦面溝は切られていない。北部は２号道延長上

にある。南の３7号平坦面まで1２．5ｍ。

３７号平坦面　６－Ｗ－３グリッド　第３区画５号畑中央部

やや西寄りにある。長軸長1．7８ｍ、短軸長1．7２ｍ。平面

形は南端を欠くが、ほぼ円形と思われる。中央溝はない。

周辺の畝間溝は残りが悪いが、平坦面溝は切られていな

い。４号畑まで4．5ｍ、６号畑との境界推定線まで６．5ｍ、

７号道まで11．5ｍ。

３８号平坦面　9８－Ｎ・Ｏ－７・８グリッド　第５区画３号

畑北部中央やや東寄りにある。長軸長３．００ｍ、短軸長２．

８０ｍ。平面形は南部を攪乱されるが、ほぼ方形。中央溝

は南北方向に延び、北部に偏ってある。中央が深く、北

部では浅い。周囲の畝間溝は平坦面溝を切り、東部では

端部が平坦面内まで達する。第４区画との間の道まで６．

5ｍ、２号畑との境界まで5．5ｍ。３9号平坦面まで1３ｍ。

３９号平坦面　9８－Ｍ・Ｎ－４・５グリッド　第５区画３号

畑南部中央やや東寄りにある。長軸長２．２5ｍ、短軸残存

長1．7ｍ。平面形は北端を攪乱されるがほぼ円形。中央

溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。第４

区画との間の道まで６．5ｍ、２号畑との境界まで4．5ｍ。

４０号平坦面　9８－Ｌ・Ｍ－９グリッド　第５区画４号畑中

央近くにある。長軸残存長２．２7ｍ、短軸残存長１ｍ。平

面形は南半が調査区界で失われるが、ほぼ方形。中央溝

はない。東西の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。平坦面

溝北辺は畝間溝を切るように表現される。１号水路まで

２5．８ｍほど。３号畑との境界まで4．5ｍ。

４１号平坦面　9８－Ｊ・Ｋ－３・４グリッド　第５区画４号畑

南端にある。長軸長２．4２ｍ、短軸長２．２６ｍ。平面形はほ

ぼ円形。中央溝はない。北部の畝間溝は平坦面を切るが、

他は平坦面溝直前で止まる。1２号石垣下の道側溝を切る。

４２号平坦面　9８－Ｉ・Ｊ－11・1２グリッド　第５区画５号

畑南部東寄りにある。長軸長２．4０ｍ、短軸長２．３5ｍ。平

面形はほぼ円形。中央溝は南北方向。平坦面溝までは達

しない。北が浅く、南が深い。周囲の畝間溝は平坦面溝

直前で止まる。４号畑まで1０．８ｍ、６号畑との境界推定

線まで５ｍ、１号水路まで２３ｍ。4３号平坦面まで1０．7ｍ。

４３号平坦面　9８－Ｇ－1３グリッド　第５区画６号畑南部中

央にある。長軸長２．０２ｍ、短軸残存長1．7ｍ。平面形は

南半が攪乱されるが、ほぼ円形を呈するものと思われる。

中央溝は南北方向。北部で平坦面溝を切る。中央で７ｃｍ

ほどの深さがあり、南はやや浅い。周辺の畝間溝は残り

が悪いが、平坦面溝は切られていない。５号、８号畑と

の境界想定線までそれぞれ5．６ｍ、１号水路まで２６．5ｍ。

45号平坦面まで15．5ｍ。

４４号平坦面　9８－Ｆ－８グリッド　第５区画７号畑南部東

寄り。４号石列に接するようにある。長軸長1．7０ｍ、短

軸残存長1．２5ｍ。平面形は南半が攪乱されるが、ほぼ円

形を呈するものと思われる。中央溝はない。周囲の畝間

溝は平坦面溝直前で止まる。４号畑との境界まで1６．5ｍ、

1０号畑との境界まで7．０ｍ。

４５号平坦面　9８－Ｄ－15グリッド　第５区画８号畑南部中

央やや西寄りにある。長軸長２．０２ｍ、短軸長1．８０ｍ。平

面形はほぼ円形。中央溝は南北方向で、北側に偏してあ

る。中央での深さが11ｃｍほどあり、平坦面溝より深い。

周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。６号畑との境界

まで9．２ｍ、９号畑との境界まで1２．5ｍ。4６号平坦面ま

で15．０ｍ、49号平坦面まで1８．1ｍ。

４６号平坦面　9８－Ｃ－11グリッド　第５区画1０号畑北部西

寄りにある。長軸長２．０ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面形はほ

ぼ円形。中央溝は南北方向で、北側に偏してある。周囲

の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。７号畑との間7．２ｍ。

４７号平坦面　9８－Ｂ・Ｃ－７グリッド　第５区画1０号畑南

部西寄りにある。長軸長２．３5ｍ、短軸残存長２．２5ｍ。平

面形は北部が攪乱されているが、ややゆがんだ円形を呈

する。中央溝は中央部に痕跡的に残る。周囲の畝間溝は

平坦面溝直前で止まる。第６区画北部との距離は7．5ｍ、

南部東端の溝まで４ｍ。調査区界まで9．5ｍほどある。

４８号平坦面　97－Ｙ－２０、9８－Ａ－２０グリッド　第５区画９号

畑北部中央やや西寄りにある。長軸長1．６5ｍ、短軸残存長1．
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０ｍ。平面形は南半が攪乱されているが、ややゆがんだ円

形を呈する。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直

前で止まる。１号水路まで17．5ｍ、８号畑との境界まで８．

２ｍ、11号畑との境界まで9．4ｍ、49号平坦面まで17．5ｍ。

４９号平坦面　97－Ｙ－15グリッド　第５区画９号畑南部西

寄りにある。長軸長1．9２ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面形は南

東部が攪乱されるが、円形。中央溝は南北方向で、北側

に偏してある。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まるが、

一部平坦面溝に接するように表される。８号畑との境界

まで5．5ｍ、11号畑との境界まで1０．２ｍ。5０号平坦面ま

で15．２ｍ。

５０号平坦面　97－Ｘ・Ｙ－11・1２グリッド　第５区画1０号

畑にある。この部分では畑が西にずれるように作られる

ため、北部の平坦面と直線上に並ぶが、畑のほぼ東部に

位置することになる。長軸長1．9２ｍ、短軸長1．８7ｍ。平

面形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直

前で止まる。９号畑との境界まで８．5ｍ、1２号畑との境

界まで８．２ｍほどである。51号平坦面まで1６ｍ。

５１号平坦面　97－Ｘ－７・８グリッド　第５区画1０号畑中

部東寄りにある。長軸長1．95ｍ、短軸長1．８5ｍ。平面形

は北端、南西部を攪乱されるがほぼ円形。中央溝は南北

方向の溝が中央から北部にかけて痕跡的に残る。周囲の

畝間溝は平坦面溝直前で止まる。５号石列東端の北に接

するようにある。５号石列の北で９号畑との境界が東に

ずれるので、９号畑まで２4．８ｍ、1２号畑までは1０ｍほど

となる。5２号平坦面まで1３．２ｍ。

５２号平坦面　97－Ｗ－５グリッド　第５区画1０号畑南部東

寄りにある。長軸長２．２9ｍ、短軸長２．０ｍ。平面形は東

西にわずかに長い扁円形。中央溝はない。周囲の畝間溝

は平坦面溝直前、あるいは接して止まる。第６区画境界

まで２1ｍ、1２号畑境界まで８．1ｍ。

５３号平坦面　97－Ｕ・Ｖ－５・６グリッド　第５区画1０号

畑と1２号畑の境界南部にある。長軸長２．4２ｍ、短軸長２．

０２ｍ。平面形は東西にわずかに長い扁円形で南端が一部

開き、Ｃ字状を呈する。中央溝はない。周囲の畝間溝は

西側1０号畑のものは平坦面溝直前、あるいは接して止ま

り、東側1２号畑のものは平坦面溝を越えて平坦面内部ま

で達する。5２号平坦面は南西８ｍにあり、55号平坦面は

北東15．5ｍにある。

５４号平坦面　97－Ｕ・Ｖ－19グリッド　第５区画11号畑中

部南寄りでやや東寄りの位置にある。長軸長２．1２ｍ、短

軸長２．０２ｍ。平面形は円形。中央溝はない。周囲の畝間

溝は平坦面溝直前で止まる。北の１号水路まで２4ｍ、９

号畑との境界まで7．4ｍ、14号畑との境界まで4．5ｍ。55

号平坦面まで３9．２ｍ。

５５号平坦面　97－Ｔ－９・1０グリッド　第５区画1２号畑中

部やや東寄りにある。長軸長２．３5ｍ、短軸長２．２８ｍ。平

面形は南北と西辺は直線的、東辺は弧状を描く。中央溝

はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。1０号畑ま

で7．5ｍ、15号畑まで３．7ｍ。この平坦面から北８条の畝

間溝は平坦面西辺の延長線状に端部をもっている。5６号

平坦面まで２８．4ｍ、59号平坦面まで９ｍ。

５６号平坦面　97－Ｓ－２グリッド　第５区画1３号畑南端西

部にある。長軸長２．5３ｍ、短軸長２．1０ｍ。平面形は北部

がふくらむ涙滴状。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦

面溝に切られる。４号道に沿った溝を切るように作られ

る。北の15号畑まで5．5ｍ、1０号畑まで7．4ｍ、６０号平坦

面まで８．5ｍ。1２号、15号畑間の延長線とは２ｍほどで

ある。畑としては1３号畑に作られるが、1２号畑から連続

する平坦面群として捉えられるように思われる。

５７号平坦面　97－Ｓ・Ｔ－２1・２２グリッド　第５区画14号

畑北部西寄りにある。長軸長1．８３ｍ、短軸長1．８０ｍ。平

面形は南端が攪乱されるが、円形を呈する。中央溝はな

い。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。２０号掘立柱

建物まで1０．３ｍ、11号畑まで5．7ｍ、1６号畑との境界ま

で1０ｍ。5８号平坦面まで２1ｍ。

５８号平坦面　97－Ｔ－1６グリッド　第５区画15号畑北部西

寄りにある。長軸残存長1．4ｍ。平面形は方形を呈した

ものと思われる。北部は調査区界、西部は攪乱されたも

のらしい。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は東側

では平坦面溝直前で止まる。西側は残りが悪いが一部平

坦面内まで延びるように表現される。1２号畑まで３．5ｍ、

17号畑まで９ｍ、南の59号平坦面まで２８ｍ。６２号平坦面

まで11．5ｍ、類似した方形平坦面である55号平坦面まで

２7ｍ、６4号平坦面まで３０ｍほどである。

５９号平坦面　97－Ｒ－９グリッド　第５区画15号畑中央部

やや西寄りにある。長軸長２．4２ｍ、短軸長２．３9ｍ。平面

形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切

られる。1２号畑との境界まで4．7ｍ、17号畑まで６．３ｍ、

６０号平坦面まで２６．5ｍ。
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4２号平坦面
１．Ａｓ－Ａ降下軽石。
２．青褐色土。
３．青灰褐色土　5ＢＧ4／1。
３′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4。
４．黒褐色土　白少量含む。
４′．浅黄橙色砂　1０ＹＲ9／4　４面畑の畝間に堆積した洪水砂層。
５．暗褐色土　白少量含む。砂礫含む。
６．黒褐色土　白わずかに含む。
※　土層図と土層観察所見が整合しない。他の断面を参照すると、１
層とされていて断面図中に表記のないものが天明泥流、２層がＡｓ－
Ａ降下軽石、３ａ(３)層が土質境界にあって還元した層、３ｂ(３′)層
が２面畑の耕作土に相当すると思われる。

4３号平坦面
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．上部に鉄沈着のある青灰色に変色した層。軽石粒、小石混じり。
３ｂ．褐色土　わずかに軽石、小石含む。
４．灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　３ｂ層小ブロック、５層ブロック混土。黄

色細砂をブロック状に含む。
５．黒褐色土　1０ＹＲ３／２　しまり、粘性あり。黄色細砂の小ブロック

を含む。
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49号平坦面
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．上部に鉄沈着のある青灰色に変色した層。軽石粒、小石混じり。
３ｂ．褐色土　わずかに軽石、小石含む。
４．灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　３ｂ層小ブロック、５層ブロック混土。黄

色細砂をブロック状に含む。
５．黒褐色土　1０ＹＲ３／２　しまり、粘性あり。黄色細砂小ブロックを

含む。
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54号平坦面
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３ａ．上部に鉄沈着のある青灰色に変色した層。軽石粒、小石混じり。
３ｂ．褐色土　わずかに軽石、小石含む。
４．灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　３ｂ層小ブロック、５層ブロック混土。黄色

細砂ブロック状に含む。
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６０号平坦面　97－Ｑ－２・３グリッド　第５区画1３号畑南

端東部にある。長軸長２．２８ｍ、短軸長２．０4ｍ。平面形は

円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られ

る。４号道に沿った溝に接するように作られる。北の15

号畑まで４ｍほどしかない。1８号畑まで６．８ｍあり、1２号、

15号畑間の延長線とは７ｍほど離れる。畑としては1３号

畑に作られるが、15号畑から連続する平坦面群として捉

えられるように思われる。

６１号平坦面　97－P－19・２０グリッド　第５区画1６号畑南

部西寄りにある。長軸長1．８０ｍ、短軸残存長1．６ｍ。平

面形は南部がかけるが、やや東西に長い扁円形で中央溝

はない。周囲の畝間溝は平坦面溝をわずかに切る。１号

水路まで２０．5ｍ、14号畑まで２．7ｍ、19号畑まで7．２ｍ。

６２号平坦面まで11．4ｍ、６7号平坦面まで14．２ｍ。

６２号平坦面　97－Ｑ－1６・17グリッド　第５区画17号畑北

部西寄りにある。長軸長1．9３ｍ、短軸長1．８８ｍ。平面形

は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で

止まる。15号畑まで３．３ｍ、２1号畑まで1３．5ｍ。15号畑

は南が幅広になる。畑内の西寄りにあって、相対的な位

置は北の６1号平坦面に近いが、６1－６３－６5と並ぶラインか

らは西に大きく外れる。６３号平坦面まで14．5ｍ。

６３号平坦面　97－Ｏ－1３グリッド　第５区画17号畑中部中

央やや東寄りにある。長軸長２．２5ｍ、短軸長1．99ｍ。平

面形はやや東西に長い偏円形。中央溝はない。周囲の畝

間溝は平坦面溝直前で止まる。15号畑まで1０．7ｍ、２1号

畑まで８．5ｍ、６4号平坦面まで11．８ｍ。

６４号平坦面　97－Ｎ・Ｏ－1０・11グリッド　第５区画17号

畑中部中央やや東寄りにある。長軸長２．３０ｍ、短軸長２．

1８ｍ。平面形はやや東西に長い隅丸長方形。中央溝はな

い。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。15号畑まで1０

ｍ、２1号畑まで８．３ｍ、６5号平坦面まで15．８ｍ。

６５号平坦面　97－Ｎ－６・７グリッド　第５区画17号畑南

部中央やや西寄りにある。長軸長1．95ｍ、短軸長1．7８ｍ。

平面形は円形だが平坦面溝幅が南部で広く北部で狭くな

る。北端部は攪乱される。中央溝はない。周囲の畝間溝

は平坦面溝に切られる。15号畑まで８．８ｍ、２4号畑まで9．

８ｍ、６６号平坦面まで1３ｍ。

６６号平坦面　97－Ｎ－３グリッド　第５区画1８号畑西寄り

にある。長軸長1．9６ｍ、短軸長1．６３ｍ。平面形は南北に

やや長い扁円形。中央溝は南北方向で、北側に偏してある。

周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。1６・17号畑の６1－６３

－６5号平坦面ラインよりやや西にずれる。４号道に接する

ように作られる。1３号畑まで６ｍ、71号平坦面まで17．5ｍ。

６７号平坦面　97－Ｍ－２０・２1グリッド　第５区画19号畑中

部東寄りにある。長軸長1．６６ｍ、短軸長1．６６ｍ。平面形

は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝をわず

かに切る。１号水路まで1８．5ｍ、1６号畑まで7．7ｍ、２０号

畑まで1．８ｍ。６８号平坦面まで1０．5ｍ、６9号平坦面まで３８ｍ。

６８号平坦面　97－Ｋ－19グリッド　第５区画２０号畑南部東

辺に接するようにある。長軸残存長1．9６ｍ、短軸長1．８０

ｍ。平面形は円形。南に５号道があり、これに沿うよう

に平坦面溝が浅くなって確認できなくなる。中央溝はな

い。周囲の畝間溝は平坦面溝をわずかに切る。３号建物

南端まで1３．5ｍ、19号畑まで６ｍ。

６９号平坦面　97－Ｊ・Ｋ－11グリッド　第５区画２1号畑中

央にある。長軸長1．9ｍ、短軸長1．75ｍ。平面形は円形。

中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。南

に２4号畑と連続する深い畝間溝がある。17号畑との間８．

5ｍ、２３号畑との間9．０ｍ。7０号平坦面との間15．5ｍ。

７０号平坦面　97－Ｊ－７グリッド　第５区画２4号畑北西寄

りにある。長軸長1．95ｍ、短軸長1．８1ｍ。平面形は円形。

中央溝は南北方向にあるが直径の1／３ほどと短く、北側

に偏している。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。２1

号畑まで６．３ｍ、17号畑まで８．5ｍ、71号平坦面まで1２．３

ｍ、7３号平坦面まで15ｍ。

７１号平坦面　97－Ｉ・Ｊ－４グリッド　第５区画1８号畑東

寄りにある。長軸長1．9３ｍ、短軸長1．６5ｍ。平面形は円形。

中央溝は南北方向にある。北部の平坦面溝に接し、直径

の1／4ほどの長さしかない。周囲の畝間溝は平坦面溝に

切られる。４号道に接するように作られる。平坦面直径

が19号畑の南北長とほぼ等しい。２5号畑まで5．３ｍ。

７２号平坦面　97－Ｇ・Ｈ－15グリッド　第５区画２３号畑北

部中央にある。長軸長２．３８ｍ、短軸残存長２．０5ｍ。平面

形は円形を基本とするが、北が広く開口し、Ｃ字状を呈

する。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止

まる。３号建物との間が２８ｍほど。２1号畑まで7．０ｍ、

４号道まで８．０ｍ、２4号畑まで２３ｍ。

７３号平坦面　97－Ｆ－８グリッド　第５区画２4号畑北東部

にある。長軸長1．６６ｍ、短軸長1．5０ｍ。平面形は円形。

中央溝は南北方向にある。平坦面溝北部に接し、直径の
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1／4ほどの長さしかない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切

られる。２３号畑まで６．5ｍ、２5号畑まで11ｍ、４号道ま

で1２ｍ。

７４号平坦面　97－Ｆ－４・５グリッド　第５区画２5号畑や

や東寄りにある。長軸長２．15ｍ、短軸長２．０5ｍ。平面形

は円形ないし胴張りのある隅丸方形。中央溝は南北方向

にある。北部の平坦面溝に接し、中央をやや越える位置

まで延びる。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止まる。南

は４号道に接し、北の２4号畑まで1．８ｍほどしかない。1

８号畑まで11．２ｍ、南北走する４号道まで1２．5ｍ。

７５号平坦面　97－Ｂ－２３グリッド　第８区画１号畑西部中

央やや北寄りにある。長軸長２．０5ｍ、短軸長1．95ｍ。平

面形は円形と思われるが痕跡的に残るのみである。中央

溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切る。１

号水路まで９ｍ、２号水路まで15ｍ、４号道まで２２ｍ、

６号道まで1０ｍ、7６号平坦面まで1３．３ｍ。

７６号平坦面　9６－Ｘ－２２グリッド　第８区画１号畑ほぼ中

央にある。長軸長２．０ｍ、短軸長1．８６ｍ。平面形は円形

と思われるが西辺以外は痕跡的に残るのみである。中央

溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦面溝を切る。１

号水路まで9．６ｍ、２号水路まで1０．5ｍ、２号畑まで２7ｍ。

７７号平坦面　６－Ｒ－１、9６－Ｒ－２5グリッド　第８区画２

号畑西端北寄りにある。長軸長２．1０ｍ、短軸残存長1．5

ｍ。平面形は円形を基本とするものと思われるが、石列

およびこれに伴う溝に西部を切られる。中央溝はない。

周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。１号水路まで６．３

ｍ、２号水路まで9．5ｍ、８号道まで1３ｍ。

７８号平坦面　97－Ｃ－1６・17グリッド　第９区画１号畑北

部中央にある。長軸長２．２5ｍ、短軸長２．２5ｍ。平面形は

隅丸方形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前

で止まる。２号水路まで６．８ｍ、４号道まで9．5ｍ、３号

畑まで1０．２ｍ。79号平坦面まで２０．３ｍ、方形の８０号平坦

面まで２5ｍ。

７９号平坦面　9６－Ｘ・Ｙ－1２・1３グリッド　第９区画１号

畑南部東寄りにある。長軸長1．６０ｍ、短軸長1．4３ｍ。平

面形はわずかに南北に長い扁円形。中央溝はない。周囲

の畝間溝は平坦面溝に切られる。４号道まで17．4ｍ、３

号畑まで4．5ｍ、２号畑まで８ｍ。８０号平坦面まで８．６ｍ、

８1号平坦面まで19．5ｍ。

８０号平坦面　9６－Ｙ－11、97－Ａ－11グリッド　第９区画１

号畑境界中央にある。長軸長２．３３ｍ、短軸長２．３０ｍ。平

面形は隅丸方形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面

溝に切られる。１・２号畑の境界に位置する。４号道ま

で11．5ｍ、３号畑まで1０ｍ、８1号平坦面まで1２ｍ。

８１号平坦面　9６－Ｙ－８グリッド　第９区画２号畑南部中

央にある。長軸長1．9３ｍ、短軸長1．６5ｍ。平面形はやや

東西に長い円形。中央溝は南北方向にあり、両端が平坦

面溝に達する。北端は端部が観察され、南部は平坦面溝

に切られるように表現される。周囲の畝間溝は平坦面溝

に切られる。４号道まで1０．３ｍ、３号畑まで1０．８ｍ、８０

号平坦面南辺まで1０．7ｍ、８２号平坦面まで11ｍ。

８２号平坦面　9６－Ｙ－５グリッド　第９区画２号畑南端や

や西寄りにある。長軸長1．55ｍ、短軸残存長０．7３ｍ。平

面形は円形を呈したものと思われるが、東半部が調査区

外となる。中央溝は確認できない。周囲の畝間溝は平坦

面溝に切られる。９号道に接する。４号道まで８ｍ。

８３号平坦面　9６－Ｗ・Ｘ－1８グリッド　第９区画３号畑北

部中央やや東寄り。西辺が畑内の畝間溝界に接する位置

にある。長軸長1．95ｍ、短軸残存長1．15ｍ。平面形は隅

丸方形を呈すかと思われるが、北辺が開き、コ字状とな

る。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝直前で止ま

る。２号水路まで5．7ｍ、１号畑まで9．7ｍ、４号畑まで

８．３ｍ、８4号平坦面まで7．０ｍ。

８４号平坦面　9６－Ｗ－1６・17グリッド　第９区画３号畑中

央部西寄りだが、１・３号畑間の畝間溝が食い違う位置

にある。長軸長２．０６ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面形は円形。

中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。南

からの畝間溝境まで5．5ｍ、北からの畝間溝境まで9．1ｍ、

４号畑との境まで８．4ｍ、８5号平坦面まで1０ｍ。畑内の

畝間溝界が北頂点で止まる。

８５号平坦面　9６－Ｖ－14グリッド　第９区画３号畑中央や

や西寄りにある。長軸長1．9６ｍ、短軸長1．9０ｍ。平面形

は円形ないし胴張りのある隅丸方形。中央溝はない。周

囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。１号畑まで5．5ｍ、

４号畑まで８．２ｍ、８６号平坦面まで８．7ｍ。

８６号平坦面　9６－Ｕ・Ｖ－1２グリッド　第９区画３号畑中

央やや西寄りにある。長軸残存長1．３ｍ、短軸長1．4８ｍ。

平面形は円形と思われるが北西部を攪乱される。中央溝

はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。１号畑ま

で5．5ｍ、４号畑まで８．３ｍ、８7号平坦面まで9．4ｍ。
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8888

96-T-2096-T-20

8989

96-S-1696-S-16

9090

96-S-1496-S-14

9191
96-R-1196-R-11

８７号平坦面　9６－Ｕ－９・1０グリッド　第９区画３号畑南

部中央やや西寄りにある。長軸長1．６5ｍ、短軸長1．5０ｍ。

平面形はやや東西に長い扁円形。中央溝はない。周囲の

畝間溝は平坦面溝に切られる。２号畑界の溝まで5．5ｍ、

４号畑まで８．８ｍ。

８８号平坦面　9６－Ｓ・Ｔ－２０グリッド　第９区画４号畑北

部中央やや西寄りにある。長軸長1．7６ｍ、短軸長1．5８ｍ。

平面形はほぼ円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦

面溝に切られる。２号水路まで９ｍ、３号畑まで7．5ｍ、

５号畑まで5．２ｍ、８9号平坦面まで1６．7ｍ。

８９号平坦面　9６－Ｒ・Ｓ－1６グリッド　第９区画４号畑中

部中央やや東寄りにある。長軸長1．7６ｍ、短軸長1．６６ｍ。

平面形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝

に切られる。３号畑まで7．5ｍ、５号畑まで６．３ｍ、9０号

平坦面まで８ｍ。

９０号平坦面　9６－Ｒ－14グリッド	　第９区画４号畑南部中

央やや西寄りにある。長軸長1．9ｍ、短軸長1．9ｍ。平面

形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切

られる。３号畑まで7．６ｍ、５号畑まで7．1ｍ、91号平坦

面まで15．4ｍ。

９１号平坦面　9６－Ｑ－1０グリッド　第９区画４号畑南部中

央やや西寄りにある。長軸長1．８６ｍ、短軸残存長1．55ｍ。

平面形は円径だが南端が調査区外となる。中央溝はない。

周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。周辺に植物痕が多

く残る。３号畑まで7．4ｍ、５号畑まで7．9ｍ、東の95号

平坦面まで1３．5ｍ。

９２号平坦面　9６－Ｏ・P－17グリッド　第９区画５号畑中

部中央やや西寄りにある。長軸長1．６5ｍ、短軸長1．55ｍ。

平面形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝

に切られる。２号水路まで２4．7ｍ、４号畑まで7．６ｍ、

８号道まで11．２ｍ、9２号平坦面まで7．８ｍ、9６号平坦面

まで11．5ｍ。

９３号平坦面　9６－Ｏ－15グリッド　第９区画５号畑中部中

央やや西寄りにある。長軸長1．7ｍ、短軸長1．7２ｍ。平

面形は円形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に

切られる。４号畑まで６．4ｍ、８号道まで11．３ｍ、94号

平坦面まで7．4ｍ。

９４号平坦面　9６－Ｎ・Ｏ－1３・14グリッド　第９区画５号

第1２８図　第２面畑平坦面　1３　1／６０
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97 96-H-13

9292 96-P-1896-P-18 9393

96-O-1696-O-16

9494

96-O-1496-O-14

9595

96-O-1296-O-12

9696
96-N-2096-N-20

０ ２ｍ１: 60

畑中部中央やや西寄りにある。長軸長２．０３ｍ、短軸長1．

６4ｍ。平面形は北西－南東に長い扁円形。中央溝はない。

周囲の畝間溝は平坦面溝に切られる。４号畑まで６．5ｍ、

８号道まで1０．4ｍ、95号平坦面まで7．9ｍ。

９５号平坦面　9６－Ｎ－1２・1３グリッド　第９区画５号畑南

部中央やや西寄りにある。長軸長1．71ｍ、短軸長1．６３ｍ。

平面形は東西にやや長い扁円形。中央溝はない。周囲の

畝間溝は平坦面溝に切られる。４号畑まで5．4ｍ、８号

道まで1０．9ｍ。

９６号平坦面　9６－Ｍ・Ｎ－19グリッド　第５区画５号畑北

部東端にある。長軸長1．８０ｍ、短軸長1．7０ｍ。平面形は

隅丸方形。中央溝はない。周囲の畝間溝は平坦面溝に切

られる。８号道に接するようにある。２号水路まで２０．5

ｍ、４号畑まで17．5ｍ。

９７号平坦面　9６－Ｈ－1２グリッド　第11区画１号畑の調査

区南端にある。長軸長1．６８ｍ、短軸残存長1．4３ｍ。平面

形は円形だが北部が調査区外となる。中央溝は南北方向。

北端は不明だが、南端は平坦面溝までは達しない。平坦

面溝より深い位置に達する。周囲の畝間溝は平坦面溝に

切られる。８号道まで11ｍ。

第1２9図　第２面畑平坦面　14　1／６０

第３節　第２面の調査
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　ここでは、天明泥流直下で確認された道と水路に関す

る記載を行う。調査区中央近くを東西に走る７号道とそ

の南に接して作られた１号水路は現代まで踏襲された、

ここでの幹線的な道・水路である。これを境に畑の様相

が異なることは先に見たとおりであり、また、この道に

沿って寺院を含む建物が作られている。

　４号道も幅の広い道で、調査区の中央東寄りで７号道

とＴ字状に交差して南に延び、調査区南端近くで西に折

れるとともに、東に延びる９号道と分岐する。７号道と

の交差点には、仏堂とみられる３号建物がある。９号道

北辺、４号道東辺に接して２号水路がある。途中４号道

から分かれて東に折れ、８号道をまたいで19号建物の中

を通過する。

　８号道は寺院の山門と目される寺院内７号建物から南

に向かって延びる。非常に直線的に作られた道で、寺院

への参道的な機能が想定される。

　調査区西部で７号道から北に分岐する３号道は、直線

性は高いものの幅は狭く、溝に近い線状の窪地的な形態

を示す。同じく７号道から北に分岐し、次いで東に屈曲

する２号道も幅が狭く、かつ泥流による削剥のため東部

が確認できない。一部は両側に側溝状の構造を伴うが、

基本的には溝状の形態である。畑第４区画と第５区画を

分ける番号の付されていない道があることは先に見たと

おりだが、短い区間の調査ながら、３号道、４号道と近

い走行で南北に延び、直線性も高い。これらの道や水路

が、地割りや畑区画の骨格をなしていて、畑の畝間溝は

これらの道に何らかの形で規制されている。

　これらに対し、５・６号道はともに、他の道とも畑の

畝間溝の走行とも異なる方位を示し、かつ畑の畝間溝を

潰すように走る。畑に関わる作業に使用した臨時的な

道、あるいは道としては意識されていない作業痕跡であ

るか、あるいは人為的なものではないなど、他の道とは

異なる性格を有する可能性が考えられる。

　以下各道、水路について遺構番号順に述べる。

２号道

　調査区北東部にある。中央東寄りで、調査区を東西に

貫く７号道から北に分岐し、17ｍほど進んでから向きを

変え東に屈曲する。東部は攪乱が激しく、41．5ｍほどの

延長が確認できるが、東端は把握できない。寺院内６号

建物(本堂)の南辺延長線と寺域境界の石列との交点近く

に達する可能性が高いものと思われる。第３区画１号畑

北西隅付近の畝間溝痕跡はこの道のカーブに合うように

切られているため、この畑に先行して存在した道であっ

たことがわかる。道の構造は１号水路・７号道との交差

点近くとそれ以北で異なっている。最初に着手された南

北に走行する部分の調査では、Ａｓ－Ａ降下軽石で埋没した

溝状の遺構が２号道として表現されている。上端幅３5ｃｍ、

深さ８ｃｍほどで、底面が丸みを持っており、浅い碗状の

断面形を示す。硬化面等の記載はない。後に調査された

１号水路・７号道との交差点近くでは、水路・道の北側

溝から張り出すように屈曲して北に延びる、前年度の２

号道に相当する溝状遺構と連続するものを西側溝、第３

区画１号畑の西辺から南辺にかけての境界となる溝を東

側溝とした平坦面が２号道として捉えられている。東側

溝は上端幅３5ｃｍほど、西側溝は幅２7ｃｍほど、平坦面幅は

4０ｃｍほどである。硬化状況等の記載を欠く。東西走する

北部でもこの形態が想定されていたらしい。断面Ｃライ

ンでは北側に長く線が設けられていて、溝状遺構が道の

東側溝に相当する可能性が考慮されていたらしい。最終

的には初期に想定された３号道を追認することになって

いる。交差点近くでは両側溝が設けられたものの、以後

は特別な施設を持たない踏み分け道であったのだろう。	

３号道

　第１区画畑と第２区画畑の境界をなす、南北に直線的

に延びる道として捉えられた。9８－Ｆ－２２グリッドで７号

道から分岐して北に向かい、調査区界に達する。南北方

向部分は確認長49．45ｍ、Ｎ－14．5°－Ｗで直線的に延びる。

第１区画７号畑から７ｃｍ、第２区画１号畑から５ｃｍほど

低い溝状を呈する。上端幅２８．4ｃｍほどで、底部は丸みを

持っており、上部の開いた碗状の断面形を示す。Ａｓ－Ａ降

下軽石に埋没する。畑耕作土である暗褐色土がくぼんだ

状態にあって、さらに下層の青灰色粘質土まで変形が及

ぶ。硬化状況等の記載はない。また、７号道との交点か

らは７号道北辺に沿って東北に延び、第２区画１号、２

号畑の南境界で、７号道の北側溝的な位置にある。第２

区画２号畑東端、７号建物の手前で確認できなくなる。

ここまでの確認長は２０ｍ、幅３８ ～ 5０ｃｍほどで、Ｎ－71°－

Ｅに直線的に延びる。これ以東も７号道北側溝としては

　第５項　道・水路
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Ａ－Ａ′・Ｃ－Ｃ′
１．Ａｓ－Ａ泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。

Ｂ－Ｂ′
１．Ａｓ－Ａ泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．茶色、鉄分沈着、細粒・黄色粒	φ１ｍｍ混じり。
４．青灰色土　粘性あり、上層からの浸透水の影響で変質か細砂混じり。
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２号道との分岐まで途切れつつも連続する。硬化状況等

に関する記載はない。

４号道・９号道

　４号道は３号建物の東で７号道から南に分岐する。畑

の第５区画と第８・９区画の境界にあたる。調査区南部

97－Ｂ・Ｃ－４・５グリッドで丁字路をなして東西に分岐

し、主線である４号道は西へ折れ、東に折れるものを９

号道としている。７号道との交点は標高5３３．８ｍ、９号

道との分岐点では5３６．1ｍ、西へ折れた調査区西端では

5３８．６ｍである。４号道の南北走する部分はＮ－17°－Ｅで

長８5ｍにわたって直線的に延び、南に向かってゆるやか

に上る。東西両側に側溝を持つ。西側の側溝は北端から

屈曲部を経て西端まで連続する。上端幅5０ ～ ６０ｃｍ前後。

西側畑からの比高は北端で1３ｃｍ、中部で19 ～ ２３ｃｍ、南

部で８ｃｍほど。路面からの比高は北部で６ｃｍ、中部で1２

～ 1３ｃｍ、南部では３ｃｍほどである。東側の側溝は２号水

路との分岐点以北は幅5０ ～ ６０ｃｍ、東側畑との比高８ｃｍ

前後、路面との比高９ｃｍ前後である。この側溝は２号水

路との分岐手前で途切れる。以南は２号水路の南北走部

分と併走することになるが、２号水路がこの側溝の延長

線上を走り、水路と路面との間に側溝が設けられるた

め、路面幅がやや狭くなる。２号水路以北では両側溝の

上端間２．２ｍほどであったものが、以南では1．６ ～ 1．８ｍ第1３２図　３号道　1／２5０・1／６０
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１．Ａｓ－Ａ泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．暗褐色土(1０ＹＲ4／３)	鉄分沈着みられ、白色細粒混じる、耕作土。
４．青灰色土、粘性、しまりあり、小石含む。
５．鉄分沈着。
６ａ．灰黄褐色土(1０ＹＲ4／２)	しまり弱く、サクサクした層。
６ｂ．６ａ層に黄色洪水砂混土。
７．黒褐色土(1０ＹＲ３／２)	土質均質、小石わずかに含む。
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第1３4図　４号道断面図１　1／６０
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１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石　発泡のよい白色軽石。径２～４ｍｍ台の軽石が主体。
３ａ．暗褐色土(7．5ＹＲ３／4)白色粒子を少量含む。褐色粒子をわずかに含む。鉄分付着。
３ｂ．暗褐色土(7．5ＹＲ３／３)白色粒子を少量含む。褐色粒子をわずかに含む。
４．黒褐色土(7．5ＹＲ３／２)白色粒子を少量含む。褐色粒子をわずかに含む。橙色土粒をわずかに含む。畑の耕作土。
４′．４層に少礫を多数含む。
５．黒褐色土(7．5ＹＲ３／２)白色粒子を少量含む。褐色粒子をわずかに含む。橙色土粒をわずかに含む。畑の耕作土。
５′．５層に少礫を多数含む。
６．にぶい褐色土(7．5ＹＲ5／4)褐色粒子を少量含む。橙色土粒を少量含む。
※４層と５層は図上では区分されるが同一の層相として記載されている。
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第1３８図　４号道断面図２　1／６０

第1３7図　４号道　部分図２　1／８０
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１．淡灰褐色土。天明泥流下畑の耕土。
1ａ．１と同質で、砂礫を多く含む。
1ｂ．黒灰褐色土。緻密で硬質。炭化物を多く含む。４号道の土。
1ｃ．1ｂ層と４層の混土。
２．シルト砂層。灰白色もしくは黄白色で、下層に荒い粗砂が入る。
３．下層溝覆土。下半がラミナ堆積粗砂層、上半が暗灰色粘質土。８ｍｍ大の円礫が入る。
４．下層溝覆土。ラミナ堆積砂礫層と暗灰色粘質土の互層。洪水で一気に埋没か。
５．暗灰褐色土。炭化物を少量含む。
６．淡灰褐色土。上面に調査面４面の砂礫が入る。炭化物を少量含む。
７．暗灰褐色粘質土。炭化物を少量含む。
８．黄白色シルト質土。
※　下層溝は、天明泥流下道の下から確認された大溝で、中世段階からラインを継承する主要水路と考えられる。中世段階の溝の形状は判然としないが、
江戸時代前半段階までには大溝としての形態が完成していたと考えられ、おそらく江戸前半期のある時期(例えば寛保年間)に一気に埋没したものであ
ろう。その後もこのラインは、天明泥流下の道とそれに伴う水路として継承されている。
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ほどとなっている。路面の状態も異なり、北部ではほぼ

平坦に作られているものの、地形の傾斜に従ってわずか

に東が低くなるのだが、南部では本来低いはずの東側が

やや盛り上がるような状況も見られる。断面では観察さ

れていないが、側溝や水路の掘削土が道路部分に盛り上

げられたかのような印象がある。なお、この道の下には

１号溝があって、中世段階からの主要水路であり、おそ

らく江戸前半期にしたものの、主要な地割りおよび水路

としての機能が継承されているとの調査所見が得られて

いる。

　９号道との交点から西に折れる。東西の側溝は４号道

に従って西走し、２号水路は東に折れて９号道の北を画

することになる。分岐点から49．３ｍ分を確認しており、

走行はおよそＮ－1０３°－Ｗを示す。この部分では北側の第

５区画畑南端と南側の第７区画畑北端の標高差が7０ｃｍ近

くもあって、ここでの４号道は第７区画に属する道とし

て機能している。西側溝から連続する北側溝は斜面下端

にあたり、東側溝は４号道南側溝と９号道南側溝と分岐

するが、さらに外側に９号道と連続する側溝があって、

これが第７区画畑との境界となる。北側斜面の崩落によ

る広狭があるが、道幅はおよそ０．7 ～ 1．5ｍほどである。

　９号道は４号道東側溝と２号水路の間の平坦面が東に

折れて幅を広げるもので、４号道路面と９号道路面とは

４号道東側溝で分断される。この接点近くには角礫が散

在しており、何らかの構造があった可能性を示す。確認

長はわずか９ｍ足らずであるが、南側斜面を整形してＮ

－1０３°－Ｅ方向に延びる。北斜面が崩落して道幅には広狭

が生じているが、およそ０．８ ～ 1．1ｍほどである。

５号道

　97－Ｊ－19グリッドからＬ－1８グリッドにかけて、1２ｍ

ほどの長さで確認された。東は畑の途中で消え、西端は

平成２６年度調査区界に達するが、平成２7年度調査区では

この連続は確認されていない。第５区画19号畑から２２号

畑にかけて延び、方位はＮ－55°－Ｅを示して畑の畝間溝

方向とは斜行する。上端幅３０ ～ 45ｃｍほどの浅い溝状を

呈するものとして捉えられているが、ごく微弱な痕跡で

畠の畝、畝間溝を壊していない。断面、高低および硬化

状況等に関する記載はない。

６号道

　97－Ｂ－２０グリッドからＥ－２０グリッドにかけて、1２ｍ

ほどの長さで確認され、このうちＣ－２０グリッドまでの６．

5ｍ間が比較的明瞭に捉えられている。方位はＮ－３°－Ｅ

でほぼ東西走し、第８区画１号畑の畝方向とは斜行する。

東端は平成２６年度調査区界に達するが、平成２7年度調査

第141図　４号道断面図３　1／６０
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区ではこの連続は確認されていない。西部は97－Ｄ－２０グ

リッド以西で痕跡が不明瞭となり、Ｅ－２０グリッド東部

で泥流削痕に切られて確認できなくなる。一方、同グリッ

ドの西部では泥流削痕下で畑の畝、畝間溝が削痕の示す

泥流流下方向にたわむように変形する状態が捉えられて

いる。人為以外の成因も考慮されるべきだが、断面、高

低および硬化状況等に関する記載はなく、写真記録も残

されていないため、調査者による道との判断に依る。

７号道・１号水路

　調査区のほぼ中央を東西に貫く幹線道路である。調査

区西端から東北方向に向かい、ゆるやかに角度を変えて

東に向かい、小さく蛇行しながら調査区東端に至る。延

長２８1ｍ余となるが、４号道との分岐点である３号建物

を挟んだ東西で、道、水路ともに様相を異にする。

　西端近く(部分図１)ではＮ－２4°－Ｅで北上し、２号建

物の西でＮ－4６°－Ｅへと向きを変え、３号道との交点付

近ではＮ－６６°－Ｅとなる(部分図３)。２０号掘立柱建物の

東では小さく蛇行して南に下がり、東西方向に走って３

号建物に至る。この部分までは石垣、石組みを伴わない。

　部分図１は西端近くから２号建物西部にかけてを示し

第14２図　９号道　平面図1／８０・断面図1／６０
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たが、北側溝は７号道北端を南辺とし、第１区画２号畑

に北辺を置く。上端幅０．75ｍほどで、浅い皿状の断面形

を呈する。畑の畝間溝に切られている。また２号建物の

周溝に切られ、以東に連続しない。２号建物の周溝は路

面にまで食い込んでいる。この道と直接的な関係を持っ

た施設であることを示すものかもしれない。南側には１

号水路が接する。上端幅1．３６ｍ、７号道路面との比高

０．44ｍ、第５区画１号畑との比高０．３1ｍ。道幅は０．7 ～

1．３ｍ。

　部分図２は８号建物の西側に当たるが、泥流の衝撃痕

かと思われる変形が記録されている。また、７号道北辺

に沿って木製の杭が打たれた痕跡が残っている。調査区

界に当たって畑との関係等は把握できていない。ここで

は１号溝の断面形状が比較的よく捉えられており、７号

道および南部の畑に向かってなだらかに上端を開くもの

の、下位の壁は垂直に近く立ち上がり、底面は中央がや

やくぼむ。断面図と土層観察所見が整合性を欠くが、底

面近くには砂礫の互層が観察されていて、流水があった

ことが示唆される。

　部分図３は北から延びた３号道が７号道との交点で東

に折れる部分である。これ以東、３号道は７号道の北側

溝的な位置を占める。部分図４および詳細図４－１では

この北側溝が２号道に連続する部分を示した。ここでの

７号道はほぼ東西に走る。また、南側の石垣は３号建物

の基部に相当する。１号水路はこの部分以東では円礫を

２段ほど積んだ石組を伴う。掘り方上端幅０．６ ～ ０．7ｍ

で、北側は石列が乱れるが、南側では整った石列が見ら

れる。３号建物石垣の崩落石下で明瞭さを欠くが、７号

道と１号水路が交差し、１号水路は７号道の北辺に移動

し、７号道南辺は部分図４の２号石垣、部分図５の１号

石垣によって第８区画の畑と界される。ともに高さ０．7

ｍほどで、川原石を横積みに４～５段積み上げている。

断面の観察所見では裏込め、控え積みはなく、地山を整

形した後に暗褐色土とともに石積みを行ったもののよう

第144図　７号道・１号水路　1／８００
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である。この石垣が調査区東端まで連続する。石垣上端

は攪乱が著しく、畑との関係を把握することができない。

７号道の石垣下端部にはＡｓ－Ａ降下軽石の堆積が顕著に見

られる。石垣下端から水路石組み外側までの幅は1．２ ～

1．5ｍほどである。　

　9６－Ｕ－２5･６－Ａ－２5グリッド、東の第３区画７号畑と

西の５号畑間で、１号水路が再び７号道を横断して南側

に移る(部分図５詳細図３)。水路掘り方の上端幅が０．5

ｍほどに狭まり、７号道路面の幅は1．６ｍほどとやや広

くなる。また、これ以東ではＡｓ－Ａ降下軽石の堆積は見ら

れなくなる。

　部分図６および同詳細図１は、７号道、１号水路が寺

院跡の南辺を走る部分に当たる。東端の調査区界では４

号石垣が崩れているが、石垣と道、水路の構造が良好に

残されている。ここでの方位はＮ－7３°－Ｅを示す。北の

４号石垣は寺院南辺を画するもので、整えられた角礫

が７～８段、1．4ｍほどの高さで積まれる。石垣下端か

ら１号水路の北辺掘り方上端までの路面幅1．7 ～ 1．８ｍ、

１号水路の上端幅０．６ｍ、深さ０．4２ｍほどである。

８号道

　７号道・１号水路との接点が攪乱により失われている

が、寺院の本堂とみられる６号建物および山門が想定さ

れる寺院内７号建物の正面にあたり、両側に石列を持っ

て直線的に南に延びるところから、寺院への参道的な機

能を持った道とみられる。方位はＮ－14°－Ｗ、確認長約

7０ｍ、北端部の路面中央での標高5３1．３８ｍ、南端部では

5３5．1ｍである。２号水路との交点を境に、南北で道両

側の構造が異なる。

　北端(詳細図１)は６－Ｎ・Ｏ－２グリッドで、第８区画

２号畑と第1０区画の間にあり、西側にのみ上端幅２０ ～

２5ｃｍほどの狭い側溝を持つ。路面西部の標高は5３1．41ｍ

が測られており、西側溝底との比高６ｃｍ、西側畑面と

の比高４ｃｍでわずかに路面が高い。路面東端の標高は

5３1．３1ｍで、路面自体は西から東にわずかに下がってい

第３節　第２面の調査
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第14６図　７号道・１号水路　部分図２　1／６０

第145図　７号道・１号水路　部分図１　1／６０

第147図　７号道・１号水路　杭　1／4０
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第149図　７号道・１号水路断面図　1／６０

第14８図　７号道・１号水路　部分図３　1／６０
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詳細図１　ＳＰＡ－Ａ′
１．褐灰色土　1０ＹＲ4／1　粗砂、小石混じり。炭化物含む。
２．灰黄褐色シルト質土　1０ＹＲ5／２　炭化物わずかに含む。
３．黒褐色土　1０ＹＲ３／1　小石混じり、砂混じり、固くしまる。
４．黒褐色土　1０ＹＲ３／２　少礫混じりの粘質土。
5ａ．黄色細砂、シルト、鉄分凝集層が互層に堆積。しまり非常に強い。
5ｂ．5ａ層に灰色シルト互層に堆積。
６．黄色砂主体。非常に固くしまる。
①．暗褐色土　1０ＹＲ３／３　小石含む。
②．基本土層３ａ層　泥流畠耕作土。
③．灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　洪水砂混じりの耕作土。基本土層３ｂ。

詳細図２　ＳＰＡ－Ａ′
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．青灰色土　やや粘性あり。部分的に鉄分沈着あり。泥流に含まれる

大礫により押し込まれた層。
４．褐灰色土　1０ＹＲ5／1　しまり弱く、ホクホクした層。わずかに鉄分

沈着あり。
５．黄色砂層。
６．細砂、砂、小石互層に堆積。流水堆積層。

詳細図３　ＳＰＢ－Ｂ′
１．天明泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．青灰色土　やや粘性あり。部分的に鉄分沈着あり。泥流に含まれる

大礫により押し込まれた層。
４．褐灰色土　1０ＹＲ5／1　しまり弱く、ホクホクした層。わずかに鉄分

沈着あり。
５．黄色砂層。
６．細砂、砂、小石互層に堆積。流水堆積層。
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る。東側畑面との差はほとんどないか、路面がやや低い。

　9６－Ｎ－２5グリッドで２号水路の両側石列が８号道を横

断する。周辺がやや乱れるため、道側溝と水路との関係

が把握できない。交差点以南ではＬ－19グリッドに至る

２5．5ｍにわたって、道の東にも側溝が作られる。２号水

路北での路面は幅２ｍ、南では1．7 ～ 1．８ｍで、東側溝

は上端幅３5 ～ 45ｃｍ、路面からの深さは５～ 1３ｃｍ、東の

第11区画畑からの深さは３～６ｃｍほどである。西側溝は

上端幅２4ｃｍと東側溝よりやや狭く、路面からの深さ２～

８ｃｍ、西の第９区画５号畑からの深さは２～９ｃｍほどで

ある。東側溝の終端は明確でないが、第11区画畑の畝、

畝間溝がさほどはっきりしない部分と比較的明瞭な部分

との境目にあたり、畑が明瞭な南部で側溝が認められな

いことになる。西側溝はＬ－17グリッドでわずかに屈曲

して西に張り出すが、他は大きな変化なく南端の調査区

界に至る。

　道の東西に杭が点在する。道の西側に９本、東側で８

本が確認されたが、西辺の最も北の杭は２号水路との交

点近くにあり、次の杭までの間は２３．８ｍある。８号道に

伴う杭とすると孤立的であり、同じく両側に杭列を持つ

２号水路に付属するものと考えた方がよいだろう。これ

を除くと、西側はＭ－19グリッド以南の側溝の道寄り斜

面に８本が打たれている。間隔は一定せず(北から順に

1．4、２．３、5．1、８．5、３．６、4．9、６．８ｍ)、規則性も認め

第1６２図　７号道・１号水路　部分図６　1／1００
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がたい。東側の杭列は北端がＭ－２０グリッドにあり、側

溝中に打たれている。こちらも間隔は一定せず(北から

４、1．８、5．4、1０．８、８．9、３ｍ)、1．８ｍを意識してい

るかのように感じられる部分もあるが確実ではない。西

２本目と東３本目、西７本目と東７本目では道を挟んで

東西の杭が並び、西５本目と東６本目もこれに近い。ま

た、東側最南端の杭は道からやや東に離れて、畑の畝間

溝中に打たれている。

２号水路

　４号道の記載で一部触れたが、４号道に沿って南から

北に下り、Ｆ－1８グリッドでほぼ直角に方向を変えて東

に延びる水路がある。このうち４号道１号落ち込み以北

が２号水路として調査されている。

　４号道に沿って南北走する部分は長1６．３ｍあり、Ａｓ－Ａ

泥流下の旧地表面では上端幅６０ ～ ６5ｃｍ、４号道路面か

らの深さ３5ｃｍ、第９区画１号畑からの深さ1３ｃｍで、断面

形がＵ字状ないし逆台形を呈する溝であるが、下位には

石組みを伴う。東辺はかなり乱れて、南半で径1０ｃｍ前

後の小円礫が列状に残されるのみであるが、西辺は長

5０ｃｍ、幅３０ｃｍ前後の長方形の角礫を長手に並べた状態が

よく残っていた。残存状況から見ると、東側には当初か

ら石列はなく、西側壁の土留めとして石が配されたもの

かもしれない。水路底面のレベルで比較するとＡｓ－Ａ直下

では5３4．59ｍ、石組み底部では5３4．３８ｍで、２０ｃｍほど埋

まっていたようである。４号道から東へ屈曲する部分で

はＡｓ－Ａ下での標高5３4．1２ｍ、石組み底部の標高は5３３．79

ｍで３３ｃｍの差がある。傾斜の度合いから見ても、Ａｓ－Ａ下

では南北差47ｃｍに対し石組み底部では59ｃｍあって、石組

み水路が南から流れた土壌によって徐々に埋まった様子

がうかがわれる。

　東西走部分はＡｓ－Ａ直下の地表面に石組みが見えてお

り、ゆるやかに蛇行しつつ東へ下る。9２ｍ分を調査して

おり、東端は19号建物内に取り込まれながら調査区界に

達する。部分図１に示した土層断面Ｄラインおよび部分

図３のＦラインでは、Ａｓ－Ａ下面から石組み底面までの構

造がよく捉えられる。Ｄ・Ｆラインともに北側に比較的

大型の礫を並べて、南側にはやや小ぶり、あるいは薄い

礫を重ねている。礫間の水路幅はＤラインで３０ｃｍ、Ｆラ

インでは1８ｃｍほどである。Ｄラインでは両側石の底面よ

り水路底面がさらに下がって、小礫を含む５層が堆積す

る。Ｆラインでは特に南壁の礫が埋め込まれるように据

えられて、水路底面はやや高い位置にある。また、ここ

では５層が観察されていない。この水路については土層

にかかる観察所見や写真が残されていないので確定でき

ないのだが、最上層で畑の畝間溝を埋めているのがＡｓ－Ａ

降下軽石であろう。そうすると、Ａｓ－Ａ降下時点ではＤラ

インでは水路がほぼ埋まっていて、第８区画畑の耕作土

が水路内に流れ込んだ状態にある。Ｆラインにおいても

上位礫によって水路の形状は保たれているものの、半分

ほどが埋まった状態にあったことがわかる。調査状況写

真で見る限り、４層土は流水を示すような砂礫層ではな第1６5図　８号道　1／３００
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いので、Ａｓ－Ａ噴火直前には水路としての機能はかなり低

下していたように思われる。

　Ｆラインの東、Ｕ－２２グリッドから点々と木杭が打た

れている。水路の北側には７本、南側には先述の８号道

際最北部のものを合わせて２本が確認されている。北辺

７本は間隔は一定しない(西から２．9、5．２、1．２、9．３、1．1、

３．9ｍ)が、西から３・４本目および５・６本目が近接し

てセットをなすように見える。また、南側最西端の杭は

北側東端の杭と水路を挟んで向かい合う位置にある(部

分図５)。これと２号水路際の杭との間は３．２ｍある。８

号道以東では杭は認められない。

　東端部は19号建物の西壁南部から東壁中央部に向かっ

て延びる。この建物はＡｓ－Ａ噴火以前に放棄されていたも

のらしく、部材等は残っておらず、床面も乱れている。

水路は壁外に達するが、石列がみだれていて調査区外に

連続するものかどうか確認できない。建物と水路の時間

的な関係は捉えられておらず、19号建物で採取された高

低図でも地下の水路状況は把握できない。

第1６６図　８号道　部分図１　1／６０
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19号礎石建物
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　ここではＡｓ－Ａテフラ下面で調査された、２・３・８・

19号建物、２０号掘立柱建物を扱う。寺院跡内にある４・

５・７・８号建物および寺院と密接な関係を持つと思わ

れる３号建物については別に扱う。２号水路東端にある

19号建物を除くと、寺院跡を含めて、ここの幹線道路と

考えられる７号道・１号水路に沿って建てられている。

２号、７号および寺院跡が道・水路の北側に、８号、３

号建物と２０号掘立柱建物が南側に位置する。寺院跡を除

くと、火所など生活を示す設備を伴う建物はなく、作業

や収納などに使用された建物である可能性が高いものと

思われる。

２号建物

　9８－Ｓ・Ｔ－1０ ～ 1２グリッドにある。周溝を伴う２間

×２間の側柱の掘立柱建物である。第１区画３号畑内に

あって、７号道に面する。７号道に面した南東辺が開口

するコ字状の周溝を巡らす。周溝外端での南西－北東長

5．7２ｍ、南西辺長5．7２ｍ、北東辺長5．4０ｍ、上端幅1．7

～ ２．1ｍ。畑面からの深さは５～ 1３ｃｍで、南西辺南端は

７号道路面を切り込み、路面からの深さは２０ｃｍほどに達

する。また、北東辺南端も７号道から畑面へ下る斜面を

切り込んでいて、直近上面からの深さは1３ｃｍほどある。

周溝の外縁は畑の畝間溝に切られていて、畑耕作に先

だってこの建物が建てられていたことがわかる。道の形

成→建物建設→畑耕作という過程が示される。

　周溝内には掘立柱建物が建てられる。主柱穴８本のう

ちP１・３・５・７には柱の木質が残り、P４・６・８

にも明らかに柱材が抜けた痕跡と思われる空洞がある。

特にP５では径1０ｃｍ、長さ２．5ｍにもおよぶ材が倒れ

た状態で残されている。芯々長で北西辺(P１－P７)

３．7２ｍ、北東辺(P１－P４)３．7２ｍ、南西辺(P７－P５)

３．7６ｍあり、南東辺(P４－P５)は4．０ｍあるが、中間の

P９がやや北東に寄っていて、P５－P９間２．２ｍ、P４

－P９間1．８ｍを測る。このほかP４の北にP３があって、

小さな柱穴ではあるが倒れた柱の木質が残る。P１では

Ａｓ－Ａ降下軽石直下の建物外側地表面から柱穴掘り方底面

までの深さが4６ｃｍほどあり、掘り方のほぼ底面まで柱根

　第６項　建物

第1８２図　第２面建物位置図　1／２０００
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１．Ａｓ－Ａ泥流。
２．Ａｓ－Ａ降下軽石。
３．鉄分沈着見られ、やや硬化。灰色細砂わずかに含む。
４．灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黒色小ブロック、黄色洪水細砂小ブロックわずかに含む。
5ａ．にぶい黄褐色土　小石混じり。洪水砂の耕作土。
5ｂ．5ａ層に洪水差ブロック、黒色小ブロック混じり。
６．褐色土　洪水砂小ブロック、黒色土、炭粒わずかに含み、やや締まりあり。床面。
７．褐灰色粘質土　小石わずかに含む。４層の還元土。
８．黒褐色土　1０ＹＲ３／２　洪水砂小ブロック含む。粘質土。

①黒色土　1０ＹＲ３／1　シルト質の炭化土。
４層ブロック混じり。

②灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　にぶい黄褐色
シルトブロックに炭化物混じり。

③①層に鉄分付着。
④5ｂ層より洪水砂ブロック多く混じる。
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が達する。他の柱穴でもやはり4０ ～ 45ｃｍほどの根入れ

が認められる。掘り方に柱を立て、黒色土小ブロックお

よび下位の洪水層起源の黄色細砂の小ブロックを含む灰

黄褐色土で埋めている。また、P６では掘り方側面およ

び底面に礫を据えており、P２でも掘り方側面に平たい

礫を重ねて補強している。P８も底面に礫があるが、こ

れは地山に含まれるものらしい。

　柱穴で囲まれた内部は周溝外の畑面よりわずかに高

く、洪水砂や黒色土の小ブロック、炭質物粒などを含む

褐色土を貼っていて、ゆるやかに波打つがほぼ平らに作

られている。南隅近くに３６×６０ｃｍほどの範囲で不整形の

焼土がある。Ａｓ－Ａ軽石降下時には屋根があったものらし

く、柱穴ラインより外側にはＡｓ－Ａ軽石の堆積があるが、

内部ではこれが観察されていない。

７号建物

　97－Ｘ－２5・9８－Ａ－２5グリッドにある。建物周囲が泥流

による削剥を受けているため原形把握ができない。また、

平面図以外の記録を欠くため詳細を把握できないが、７

号道の北側溝に沿って、大小の礫による乱れた石列や、

Ａｓ－Ａ降下軽石の堆積が認められたため、建物の痕跡と判

断された。石列は、一辺３０ｃｍほどの角礫から径1０ｃｍに満

たない円礫まで大小の礫が混在する。東側では長方形礫

を長手に並べたように見える部分もあるが、７号道を挟

んだ１号水路側や道からやや離れた北東方向にも礫があ

る。Ａｓ－Ａ軽石は北に開口したコ字状に堆積しており、７

号道に沿った東西幅５ｍ、西辺の南北長３．３ｍで、幅１

ｍほどの帯状に広がる。建物の屋根から落ちた軽石が軒

先に積もったものと思われる。明確な礎石や柱穴など建

第1８８図　７号建物　1／８０

第３節　第２面の調査
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築物としての遺構は確認されていないため、建物構造は

わからず、出土遺物もない。同様の石列や軽石の堆積は

次の８号建物でも認められるところから、建物痕跡と見

てよいものと思われる。軽石の分布からは寄せ棟の屋根

構造が推定されるが、８号建物より軽石堆積の幅が広い

こと、また屋根下に相当すると思われる軽石堆積部の内

側でも畑畝間溝の痕跡が確認されていることなどから、

８号建物とは構造、機能が異なっていたものと思われる。

８号建物

　9８－Ｋ～Ｍ－15・1６グリッドにある。１号水路の南に接

して、一段低く方形に掘り込まれた中に、石列および帯

状のＡｓ－Ａ軽石堆積層が確認されている。第５区画４号畑

東端から５号畑にかけての場所にあたり、畑の畝、畝間

溝を切って作られている。南東部は比較的よく残ってい

るが、北西部の１号水路沿いは攪乱が著しい。南東辺の

掘り込み上端長5．4ｍ、ＥＰ．Ｂラインでの掘り込み上端か

ら１号水路南壁上端までの距離5．4８ｍ。南西の掘り込み

上端から１号水路南壁上端までの距離5．4ｍである。東

南辺での畑面と掘り込み底面の比高は東北端で２２ｃｍ、中

部で４～７ｃｍ、南西端で1３ｍほどある。掘り込み底面は

周囲がやや低く、中央の石列内がやや高い。

　残りのよい南東辺を見ると、掘り込み上端から１ｍ弱

内側に石列がある。大きなものでは長軸長7０ｃｍ近い角礫

を長手に直列している。掘り込みの端部近くの礫までの

長4．1６ｍ。Ｎ－5６°－Ｅを示し、１号水路と平行する。南

西辺は残りが悪いが、南角から４石、２．5ｍを確認する

ことができる。この礫上に大引きを載せて基礎としたも

のかと思われる。掘り込み壁に沿った低い部分にＡｓ－Ａ軽

石が堆積する。北西に開口した浅いコ字状を呈しており、

７号建物と同じく、寄せ棟の屋根に降下した軽石が軒先

に積もった状況を思わせる。

１９号建物

　６－Ｋ～Ｍ－１・２グリッドにある。他の建物とは異な

り、７号道・１号水路から南にやや離れて、２号水路と

交差する位置にあたる。周溝を巡らした中に方形の石列

を置く、８号建物に近い構造と思われる。周堀に囲まれ

第19０図　19号建物　1／８０

第３節　第２面の調査
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た部分は残りの良い南辺の長８．4ｍ、西辺長5．８８ｍの隅

丸方形状の平面形を呈するが、北辺東半から東辺にかけ

て大きく乱されている。南部辺の周溝は上端幅２８～３０ｃｍ、

南の畑からの深さ２～４ｃｍ、内部床面からはわずかにく

ぼむ程度らしく、０～１ｃｍほどの差しかない。西辺では

上端幅３６ ～ 4０ｃｍ、西側畑からの深さ８～ 17ｃｍ、内部床

面からの深さ４～７ｃｍ、北辺では上端幅が5０ｃｍあり、北

側畑からの深さ11ｃｍ、内部床面からの深さ９ｃｍあって、

北西側が深い。

　石列は南辺が最もよく残っている。長６０ｃｍを越えるも

のを含む長方形の礫を並べる。長いものは長手に置くが、

方形に近いものは小口に並べている。長６．８ｍあり、こ

の辺の方位はＮ－7０°－Ｅを示していて、離れているもの

の、北の７号道・１号水路に近い。他の３辺では明確な

列をなさないが、長手に置かれた長方形礫が並ぶ。南北

長は６ｍ弱である。石列内部の床面は攪乱を受けている

が、攪乱を受けていない部分でもかなり凹凸が多く、平

らな印象はない。

　東辺の中央および北部に礫が抜けた痕跡と思われる凹

みがある。中央のものは長軸長６０ｃｍ、短軸長47ｃｍのゆが

んだ楕円形の平面形で、直近床面から２4ｃｍほどくぼむ。

北のものは長軸長55ｃｍ、短軸長47ｃｍほどの不整円形の平

面形で、直近床面から同じく２4ｃｍほどくぼむ。この二つ

の凹みの間を２号水路が通過する。Ａｓ－Ａ直下面では水路

は西壁を切っているものの以東では床面下にあって確認

されていない。

　この建物周辺ではＡｓ－Ａの堆積は記録されていない。ま

た、有機物の残存も含め、出土遺物はない。

２０号掘立柱建物

　97－Ｓ～Ｕ－２4・２5グリッドにある。第５区画14号畑の

北端に当たる。７号道、１号水路に沿った東西に長い１

間×４間の側柱建物で、東西14．1 ～ 14．２ｍ、南北９～

9．4ｍの柱間を測り、北辺の方位はＮ－1００°－Ｅ。Ａｓ－Ａ泥

流除去時には東方向にほぼ方向をそろえて倒れた、上部

の折れた柱材が各ピットに残っていた。これにより、泥

流到達時には柱が立っていた建物であることがわかる。

また、周辺を含め泥流削痕による攪乱により地表面が荒

れているが、柱で囲まれた範囲には畑の畝、畝間溝は観

察されていない。北東部P１には径1６ｃｍほどの柱材が半

ば引き抜かれたような状態で倒れている。掘り方は径２８

ｃｍ、深さ75ｃｍ。南東隅のP２は径３5ｃｍ、深さ95ｃｍの掘り

方内に直立した柱材の痕跡が残されていた。P３は柱が

倒れたことにより柱穴が変形しており、径を捉えるのは

困難だが、深さは６5ｃｍほどで、柱穴内部に木質が残って

いる。P４は径２２ｃｍ、深さ８８ｃｍの掘り方で、やや傾きな

がら底部まで達する柱が残されていた。P５、P６には

柱は残っておらず、抜けた穴に泥流が流れ込んでいる。

P５の掘方は深さ８０ｃｍ、下部径２7ｃｍで柱が抜けたことに

よる変形がみられる。P６は深さ7８ｃｍで、下部径２7ｃｍほ

どの掘り方で、真上に引き抜いたような柱痕の空洞に泥

流が流れ込んでいる。P７・８はともに比較的長い柱材

が残る。P７は深さ８０ｃｍの掘り方の中位から地表に横た

第191図　19号建物高低図　1／６０
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P１　１．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子をわずかに含む。鉄分付着。柱材がわずかに残存。
２．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに含む。橙色土ブロックを少量含む。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ　褐色粒子、橙色土粒、Ａｓ－Ｋｋ粒をわずかに含む。

P２　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫を含む泥流流入土。上部鉄分付着。
２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒をわずかに含む。鉄分付着。部分的に還元。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　Ａｓ－Ｋｋ粒、褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。鉄分付着。
４．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子少量含む。褐色粒子をわずかに含む。鉄分付着。
５．黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒子少量含む。褐色粒子をわずかに含む。
６．黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白褐色粒子をわずかに含む。

P３　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに含む。上部鉄分付着。



P1

P2P3P4P5

P9
P8P7P6

1.76m

1.96m2.08m1.60m

2.00m1.92m

3.72m 3.76m 3.60m 3.72m

Ａ Ａ′

97-G-23+1

s s s
s
s
s s sss

ss
ss
s s

1

L=534.20mＡ Ａ′

０ ２ｍ１: 60

わるように長さ２ｍほども材の痕跡が残る。P８は深さ

7０ｃｍほどの掘り方で、底面下位が倒れた柱により変形を

受けている。これも1．7ｍほどの長さで木質が残されて

いる。P１の北東、P１との間にP９	がある。これに

も泥流になぎ倒された柱材が残っていて、掘立柱建物の

一部を構成した可能性がある。掘り方の深さ８８ｃｍ、下部

径３３ｃｍほどである。覆土は他の柱穴と異なり、褐灰色土

を主体とする。なおＡｓ－Ａ降下軽石に関する記載はない。

土層観察所見中の白色粒子がＡｓ－Ａ降下軽石だとすると、

P４・６・７周辺では外側にこれがあることになるが、

写真では軽石は見えず、P８・９では埋没土最下層にこ

れがあってＡｓ－Ａ降下軽石としては合理的な説明が難し

い。

　第７項　その他の遺構・第２面出土遺物

　本項では前項までで述べた、畑や建物などに直接関連

しないものとして、土坑１基と遺物を記載する。また、

遺物は畑面に点在する陶磁器片や鉄製品、銭など、泥流

に流されてきたものである。

３８０号土坑　97－Ｇ－２３グリッド　長軸長1８5ｃｍ、短軸長

15６ｃｍ、深さ7８ｃｍ、長軸方位Ｎ－３８°－Ｗ。覆土は白色粒子

を多く含む暗褐色土。下位に大小の礫を多量に含む。泥

流到達時に開口していたものとして調査された、数少な

い例である。畑を切っており、この土坑が掘削された時

点では作物の収穫が終わっていたことが示される。覆土

上位の記載を欠くが、下位の覆土には白色粒子が多量に

含まれるとの注記がある。分析、同定されていないが、

これがＡｓ－Ａの降下軽石であれば、軽石降下後、泥流到達

前になされた行為の痕跡ととらえることができる。

第19３図　２０号掘立柱建物柱穴計測模式図	

第194図　３８０号土坑　1／６０
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２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒をわずかに含む。橙色土ブロックを少量含む。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　Ａｓ－Ｋｋ粒、白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。橙色土ブロックを少量含む。

P４　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。褐色粒子をわずかに含む。上部鉄分付着。
２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。鉄分付着。部分的に還元

P５　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫を含む泥流土。上部鉄分付着。
２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。鉄分付着。部分的に還元。

P６　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫を含む泥流土。上部鉄分付着。
２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。鉄分付着。部分的に還元。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。橙色土ブロックを多量に含む。褐色粒子をわずかに含む。
４．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子少量含む。褐色粒子をわずかに含む。鉄分付着。
５．褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒子、褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。
６．黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒子をわずかに含む。　

P７　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫を含む泥流土混入。上部鉄分付着。
２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。鉄分

付着。部分的に還元。
３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロックを多量に含む。白色粒子、褐

色粒子をわずかに含む。鉄分付着。
P８　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫を含む泥流土混入。上部鉄分付着。

２．黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒子、橙色土粒子をわずかに含む。鉄分
付着。部分的に還元。

３．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。橙色土ブロック多量
に含む。褐色粒子をわずかに含む。鉄分付着。

P９　１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を少量含む。褐色粒子をわずかに含
む。上部鉄分付着。

２．褐灰色土　7．5ＹＲ5／1　Ａｓ－Ｋｋを少量含む。褐色粒子、橙色土粒子を
わずかに含む。部分的に還元する。

３．褐灰色土　7．5ＹＲ5／1　Ａｓ－Ｋｋをわずかに含む。還元している。

１．暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒子を多量に含む。橙色
土粒をわずかに含む。大小の礫を多量に含む。
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第195図　第２面出土遺物

第３節　第２面の調査

173

３（1／4）

２（1／３）

７（1／1）

８（1／4）

５（1／２）

４（1／２）

６（1／２）

９（1／２）

1０（1／２）

11（1／２）

1２（1／２） 1３（1／２）

14（1／２） 15（1／4）

１（1／３）



Y=
-1
01
80
0
A

X=60880 21

16X=61060

11

16

6

11

21

6

1

1

Y=
-1
01
52
0
FAFKPU AFKPU PU K

Y=
-1
01
78
0

Y=
-1
01
76
0

Y=
-1
01
74
0

Y=
-1
01
72
0

Y=
-1
01
70
0

Y=
-1
01
68
0

Y=
-1
01
66
0

Y=
-1
01
64
0

Y=
-1
01
62
0

Y=
-1
01
60
0

Y=
-1
01
58
0

Y=
-1
01
56
0

Y=
-1
01
54
0

X=61040

X=61020

X=61000

X=60980

X=60960

X=60940

X=60920

X=60900

第2区画第2区画

第1区画 第3区画第3区画

第4区画第4区画

第5区画第5区画

第6区画第6区画

第7区画
第8区画

第9区画第9区画

０ 50ｍ１: 1800

第４節　第３面の調査

　第１項　第３面の概要

　第３面は明黄褐色の細砂およびこれを含む黄褐色土を

鍵層として第２面と区分される。第２面とは異なり、旧

地表面として保存されたものではない。この細砂層に覆

われるものと、上位から掘り込んで覆土に細砂をブロッ

ク状などの形態で含むものの両者がある。年代を確定す

るに足る資料は得られていないが、近世に属するもので

あろう。畑のほか、掘立柱建物１、ピット列１、柵列２、

小鍛冶遺構１、溝６、石列１、集石３、焼土遺構３、土

坑1６６、ピット115を調査している。なお、第３面および下

層の第４面の遺構は平成２６、２7年度調査時点では帰属面

が一定しておらず、調査終了後に調査担当者間で協議調

整して各面の帰属遺構を決定した図を作成している。こ

のため、調査時点での重複関係理解と最終的に決定され

た帰属面による遺構の新旧関係が整合しない場合がある。

　この面における畑遺構は、上位を覆う砂層の分布域が

限られることもあって、部分的に見いだされるにとどま

り、耕作単位の全体を把握できるような広範囲を持って

確認できるところはない。また旧地表面が確認されず、

畝間溝内の堆積物により確認された遺構であるため、畑

面の残存も良い状態ではなく、畝、畝間溝の形状を異に

し、あるいは耕作痕跡のみが残された部分などがある。

また、第２面畑と比較して、類似する部分、様相を異に

する部分がある。次項では畝、畝間溝のまとまりとして

９つの区画を設定して記載を行う。

　掘立柱建物は天明泥流下の７号道・１号水路に面した

位置にあり、ピット列もこれに沿う方向を示す。柵列と

小鍛冶遺構は天明泥流下の７号道・１号水路と４号道と

の交点にあたり、仏堂的性格を持つと考えられる３号建

物の下にある。２条の柵列とされているが、１棟の掘立

柱建物として捉えられる可能性もある。１号溝は２面４

号道から１号水路の東部に連続する。２号溝も１号水路

の一部をなすかのような位置にある。４号溝は寺院の西

辺を画する位置にある。２２・２３号溝は４号道の東西走部

第19６図　第３面畑区画　1／1８００
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　畑は黄褐色砂層およびこの混土により畝間溝あるいは

耕作具痕跡が埋没したものとして捉えられる。２面畑に

比すれば微弱な痕跡で、必ずしも旧地表面が保存された

状態ではないため、すべての畑痕跡が同時に存在したも

のとは確定できない。断面観察によると、第３ないし第

４面の畑が重層することが確認されていて、平面図に表

された畝間溝や耕作具の痕跡がそれぞれどの層に帰属す

る畑痕跡であるかは定めがたい。おおよそ、下図に示し

た９区画で認められており、各区画ごとに記載を行う。

第１区画　9８－Ｋ～Ｙ－９～ ２２グリッドに畑痕跡が集中

して認められるが、このうち７号道、１号水路とこの下

に当たる11号集石より北の部分を第１区画とする。この

道・水路はこの面でも地境となっている。畑痕跡は区画

内西北部、西南部、東部、および11号集石の北辺近くの

４か所で異なる形態の畑痕跡が認められる。

　西北部では東西1３．5ｍ、南北7．5ｍほどの範囲内に畝

間溝の痕跡が残る。等高線に沿うように、Ｎ－7３°－Ｅ方

向に走る９条の畝間溝で、残りの良い中央部での溝間距

離は０．８5ｍ前後を測る。次に述べる西南部のような耕作

　第２項　畑・復旧溝

に平行する。いずれも第２面の地割りの前身的な位置を

示す。一方、1６号溝は孤立的に存在する６7号復旧溝に連

続し、臨時的な溝であった可能性が示唆される。土坑中

に礫が集中する集石は次の第４面に顕著な遺構だが、こ

の面では調査区の東に19号集石、西に11・1２号集石があ

り、形態や礫の入り方がそれぞれ異なる。焼土遺構は火

熱により酸化赤変した土粒子やブロックを多く含む土壌

の不定型な広がりで、この地域の遺跡ではよく見られる

ものである。斜面崩落土が連続的に堆積するという地形

的な特性から、崩落土下の旧地表面が部分的に保存され

たために通常では捉えがたい遺構が残されていると解釈

される。ここでは確認面が直接焼けている２６・4２号焼土

と土坑内に焼土がある41号焼土の二者があるが、用途、

機能の特定は難しい。

　土坑、ピットは調査区北部に集中する。土坑には平面

形が円形のもの、方形、長方形のもの、狭長なものがあ

り、円形のものは西端部と東端部に、狭長なものが中西

部に多い。ピットは小鍛冶遺構周辺と第２面の寺院敷地

下に集中し、他ではほとんど認められない。

第19８図　第３面畑第１区画　部分図１　1／1００
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具痕跡は認められず、耕作具を地表面に鋭角に入れて表

土を切削するような耕作行動が示唆される。周辺の３０4

号土坑、３14号土坑はこれに近い方向を示しているが、

３０4号土坑はこの畑を切っているように表現される。

　西南部では東西4．5 ～５ｍ、南北1０ｍほどの範囲に、

畝間溝とその底部の耕作具痕跡が残っている。畝間溝の

方向は北の畑とは異なるＮ－８°－Ｗを示す。畝間溝は1０

条を数えることができ、畝間溝間の距離は３5 ～ 75ｃｍと

ばらつく。東部で顕著認められる畝間溝底の連続した耕

作具痕が中部の畝間溝間にも残されていて、実際の溝間

はかなり狭く、３5ｃｍほどが基準となっていた可能性があ

る。詳細平面や断面記載を欠くため耕作具の詳細がわか

らないが、東端部では長２．9ｍの畝間溝痕跡に1０個の耕

作具痕跡が残されていて、平先の耕作具を連続的にかな

り密に、地表面に対して鈍角で打ち込む耕作行動が示唆

される。

　東部中央近くの畑痕跡は、東西３4ｍほどの間に狭い帯

状に残されている。短く途切れ途切れの状態で、東側の

比較的長く残された畝間溝痕跡の連続を採っても長さ

4．６ｍほどしかない。畝方向を定めることも難しいが、

西側はＮ－17°－Ｗ前後、中程の畝間溝がやや希薄な部分

が残るものはＮ－２°－Ｗ	、東部ではＮ－19°－Ｗ前後で、

東西と中間でそれぞれまとまりがあった可能性もある。

　東南部のものは、1８ｍほどの幅で１号集石の北辺に

沿って残された、長さ０．5 ～ 1．２ｍほどのごく短い畝間

溝群である。上記東部中央の畑東部に連続するものとも

見られるが、走行がＮ－３０°－Ｅ前後に比してやや西に傾

いていることから別群として扱った。断面や底部レベル

第199図　第３面畑第１区画　部分図２　1／1００
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１．黄褐色砂質土　1０ＹＲ5／８。
２．明黄褐色細砂層　1０ＹＲ7／６。
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に関する記載を欠くが、写真を見ると集石際の帯状の凹

み底部をさらに掘削していて、掘り込みが深いにもかか

わらず、北側にはその連続を追うことができない。溝底

部間は０．６ｍ前後あるが、上端が接するものもある。

第２区画　9８－Ｋ～Ｎ－９～ 14グリッドにある耕作具痕

群である。北部は下端表現のない浅いものと思われる耕

作具痕が散在的にあり、南部では断面図に示されるよう

に明黄褐色細砂を覆土とする、明確な下端表現を伴う比

較的深い耕作具痕の連続が集中的に捉えられている。両

者の間にはわずかな空白域があり、形状も異なっている

が、方向が揃っている。北部に散在する耕作具痕の西端

から南部の耕作具痕列東端までの幅1２．６ｍ、南北は２２ｍ

ほどの範囲にある。耕作具痕列の方位は西部でＮ－19°－

Ｗ前後、東部ではＮ－1２ ～ 17°－Ｗ前後を示す。北部の耕

作具痕は浅いが一部は連続して畝間溝の形状を示す。上

端幅1２ ～ 15ｃｍで北側が平らな長方形の平面形状で図示

されており、平先の耕作具を北端部から浅い角度で打ち

込んで使用したものかと思われる。南部の耕作痕列は、

上端幅15 ～ ２２ｃｍで北短辺が直線的で南辺が丸みを持つ

列と、南辺が直線的なものとの両者がある。また、各耕

作具痕は切り合わずに列をなす場合もあるが、多くは切

り合って連続する。北側が南側を切る場合、南側が北側

を切る場合両者がある。これらは耕作行動が往復運動を

採っていたことを示すものとも考えられるが、必ずしも

規則的ではない。土層断面では耕作具痕は明黄褐色細砂

に埋没していることが観察されており、黄褐色細砂が一

定の厚みを持って堆積した後に、耕作行動が行われ、掘

削された空間内部に落ち込んだと考えるのが妥当であろ

う。

第３区画　97－Ｖ～Ｙ－２３・２4、9８－Ａ～Ｃ－２２ ～ ２4グリッ

ドにある。７号道、１号水路の南にあたる。東西２7ｍほ

どの範囲に畝間溝が２7条見られる。残りの良い西部６条

はＮ－1６ ～ 1８°－Ｗに延び、溝間距離は比較的よく揃って

いて、いずれも95ｃｍほどである。北端は完結し、その北

部に水路・道に沿ったかと思われる浅い溝がゆるく湾曲

しながら東西に延びる。南部は調査区界で切られて、以

南では確認されない。畝間溝は東部の長いもので確認長

４ｍほど、西側では比較的直線的だが、東側ではゆるや

かに蛇行する。断面形、埋没土に関する記載を欠く。

第４区画　７－Ｔ・Ｕ－２～５、Ｖ・Ｗ－２・３グリッド

第２０1図　第３面畑第３区画　1／1００
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にある畝間溝群である。東西幅1２．5ｍ間に２２条が数えら

れる。東側は北に行くに従って徐々に確認できなくなり、

南は調査区界で切られて以南では確認されない。最大確

認長８．7ｍほど、畝間溝の方位はＮ－15°－Ｗ前後、溝間の

距離は８4 ～ 9３ｃｍある。西部では北端が完結し、南は調

査区界で切られて以南では確認されない。最大確認長５

ｍほどで、畝間溝の方位はやはりＮ－15°－Ｗ前後だが、

溝間距離は45 ～ 55ｃｍと狭い。２面畑とは畝間溝方向が

一致せず、第３区画や南側に多く見られる狭長な平面形

の土坑と近い。

第５区画　６－Ｆ～Ｉ－６～８グリッドにある耕作具痕群

である。東西14ｍ、南北1０ｍの範囲に多数の耕作具痕が

認められるもので、一定方向を示す部分もあるが、先の

第２区画のような明確な列状はなさない。それぞれの耕

作具痕は上端幅５ｍから８．5ｃｍほどで、深さ６ｃｍほどで

一端が深く他端に向かって浅くなる断面形を示す。深い

方の端部は刃部が打ち込まれた痕跡と考えられるが、先

端部が直線的に切れているものが多いため、平先で刃部

先端幅５ｃｍ前後の耕作具が想定されることになる。刃部

先端が北にあるものが多いが、東部では南を向くものも

ある。断面観察によると３回の耕作行動の痕跡が重複し

ているとの所見が得られている。いずれも覆土中に黄褐

色砂を含むことから、この層の堆積後に行われた耕作行

動が重複した痕跡とみられる。

第６区画　６－Ｘ－３から７－Ｋ－１グリッドにかけて残さ

れた畝間溝の痕跡群である。東西4８ｍ、南北最大14ｍほ

どの範囲で、東西端はやや粗で、中央がやや密な状態

にある。黄褐色砂を含む幅1０ ～ 4０ｃｍの短い溝状痕跡が

断続的な線状に残されている。中央部では幅２5 ～ 4０ｃｍ

の痕跡が東西に広がる。土層観察所見では黄褐色砂を含

む褐色土を覆土とする最も新しい畝間溝と、同じく黄褐

色細砂を含むが暗褐色土で埋まる一段階古い畝間溝があ

り、黄褐色の砂礫を含むさらに古い段階の畝間溝の３段

階があるとされており、第５区画と同様にこの三者がと

もに同一面で確認されている。東西３６ｍほどの間に5０条

以上の畝間溝痕跡を確認しているが、この三者が混在し

ていることになる。方位はおおよそ北西－南東方向を示

すが、Ｎ－45°－Ｗ前後のもの、Ｎ－4０°－Ｗ前後のものとこ

れよりやや東に触れるものがあり、こうした差を反映し

たものかもしれない。

　東端近く７－Ｂ－１・２グリッドでは、７条のみである

が端部の形状が捉えられる畝間溝が残されていた。幅1３

～ ２６ｃｍ、最長確認長9０ｃｍほどで、ばらつきはあるが北

からやや東に傾く方向を示す。覆土は黄褐色砂を含む褐

色土で、土層観察所見によるとここでもこの畝間溝を最

新とし、これ以前に耕作された畑痕跡を２面分確認して

いる。

　西端部の７－Ｉ～Ｋ－１グリッドでは東西1２ｍの間に14

条分の痕跡が残されている。散在的であるが、最も密な

部分でみると畝間溝間は4０ｃｍ内外である。幅は1０ｃｍほど

と狭く、長さも短いため方位を確定しがたいが、ほぼ南

北の畝間方向を示していて、以東の畑や南の第７区画の

畑とは異なる。断面や覆土に関する記載がないが、他と

は異なる時点での畑痕跡を捉えている可能性がある。

第７区画　西部97－Ｉ・Ｊ－２２・２３、Ｋ－２２グリッドに散在

する畝間溝痕跡と、東部97－Ｅ－２０、Ｆ－19グリッドからＨ

－２4グリッドにかけて見られる耕作具痕群がある。

　西部の畝間溝群は幅1０～ ２０ｃｍほどの狭く短い痕跡が東

西９ｍ、南北６ｍほどの範囲に散在するもので、北西－南

東方向に列状をなす。断面や覆土に関する記載はない。

　東部の耕作具痕群は南北２０ｍ、東西６ｍほどの範囲で、

１号溝に沿って認められる。１号溝沿いの西部により明

瞭な痕跡が残される。南北で調査時期が異なるため、図

の表現に差があるが、各耕作具痕は上端幅1３ ～ ２０ｃｍで

一端が直線的に深く掘られ他端に向かって浅くなる。各

耕作具痕は切り合わずに列をなす場合もあるが、多くは

第２０5図　第３面畑第５区画断面図　1／4０
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１．褐色土　7．5ＹＲ	4／4　白色粒、黄褐色砂を少量含む。褐色粒をわずかに含む。やや鉄分付着。新しい畝間(最終面)。
２．暗褐色土　7．5ＹＲ	３／4　黄褐色砂、橙色土を少量含む。古い畝間。
２′．暗褐色土　7．5ＹＲ	３／３　黄褐色砂をわずかに含む。橙色土を少量含む。さらに古い畝間。
３．黒褐色土　7．5ＹＲ	３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや鉄分付着。
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切り合って東西方向に連続する。西側が東側を切る場合、

東側が西側を切る場合両者があり、単独のものにも東が

深いものと西が深いもの両者があるが、単独では西側が

深く、連続する場合には西のものを東のものが切る場合

が多い。覆土は明黄褐色細砂である。全体として第２区

画の耕作具痕列に近い印象がある。北部ではＮ－６7°－Ｅ

前後、南部ではＮ－６０ ～ ６３°－Ｅの走行を示す。

　南部の耕作具痕下には痕跡的ながら、１号溝に沿って

南北方向に平行して走る数条の溝状痕跡が記録されてい

て、さらに下層の畑があった可能性がある。また、第２

面畑の円形平坦面を思わせる一部が開口した円弧状の痕

跡が記録されている。平面図以外の記載はなく、写真記

録でも確認できないが、Ａｓ－Ａテフラ下面以外で円形平坦

面の存在は知られておらず、注意すべき存在である。

第８区画　97－Ｃ－５グリッドからＴ－11グリッドにかけて

見られる畝間溝の痕跡群である。黄褐色砂のブロックが

混入した攪乱が、断続的ながらほぼ南北方向に連続する

もので、畝間溝の端部が確認できるものはない。溝の走

行方向により、大きく４群に分けられる。調査区西端か

らグリッドＮ－Ｏライン間にある調査境界までの間、東西

２4ｍほどに渡っては、特に南部で長く、高密度で残された

畝間溝群があり、Ｎ－５°－Ｗ前後の方向を示す。溝痕跡の

上端幅は1０～ ２０ｃｍで、溝間距離は３０～ 4０ｃｍある。個別痕

跡を見ても、長いものでは1０ｍ近く連続する。中間の空白

域を挟んで北にも短く、やや粗な一群があるが、これも

およそ同方向を示していて、南北4０ｍ以上にわたる一連の

耕作行動の痕跡である可能性があるものと思われる。

　Ｎ－Ｏライン間調査区界から1０ｍほどの幅ではＮ－２０°－

Ｗ方向の畝間溝群が認められる。西の群に比して各畝間

溝痕跡が短く、やや粗だが、幅はほぼ等しい。西群北部

にまでは達しないものの、調査区北寄りにも同方向の畝

間溝痕跡があって、こちらも南北２5ｍを越える範囲で連

続的な耕作が行われていたであろう。

　これより東側の南半部には広く、短く途切れ途切れの

痕跡が認められる。粗密様々であるところから畝間溝間

距離などを数的に示すことができないが、ほぼ南北ない

しやや東に傾く方向を示す。中間に空白域を挟んで調査

区東北部にも一群がある。散在的で、溝方向にもばらつ

きがあるが、およそＮ－1０ ～ ２２°－Ｗを示して、南の群と

は連続しない可能性がある。

　これらの畝間溝群は密に接する部分はあるものの相互

には切り合わないことが記録されている。広い区画を一

連のものとして耕作する農業経営が行われていたことを

示唆するものであろう。

　そのほか、調査区東南隅には確認面の高さが異なり

Ｎ－３5°－Ｗをしめす一群があり、２２号、２３号溝の南に沿っ

第２０６図　第３面畑第７区画　1／1００

第４節　第３面の調査
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１．	褐色土　7．5ＹＲ4／4　白色粒、黄褐色砂を少量含む。褐色粒をわずかに
含む。やや鉄分付着。新しい畝間最終面。

２．暗褐色土　7．5ＹＲ	３／4　黄褐色砂、橙色土を少量含む。古い畝間。
２′．暗褐色土　7．5ＹＲ	３／３　黄褐色砂をわずかに含む。橙色土を少量含む。
　　さらに古い畝間。
３．黒褐色土　7．5ＹＲ	３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含むやや鉄分付着。
３′．黒褐色土　7．5ＹＲ	３／1　褐色粒をわずかに含む。
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て東西走するものやこれと直交するものなど、ごく痕跡

的な耕作溝群も認められている。

第９区画　調査区の東端近くに散在する畝間溝痕跡であ

る。大きくは２群に分けられる。

　9６－Ｗ・Ｘ－２4・２5グリッドの畝間溝痕跡は幅６ｍほど

の間に４条分が確認できるもので、１条だけ長さ３ｍほ

第２1０図　第３面畑第７区画　1／６０
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１．黄褐色砂質土　1０ＹＲ5／８。
２．明黄褐色細砂層　1０ＹＲ7／６。
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どの連続が捉えられている。方位はＮ－47°－Ｅを示し、

他の畝間溝群とは大きく異なる。

　9６－Ｔ～Ｗ－２4・２5グリッド付近にも弱い畝間溝痕跡が

ある。両側のラインは乱れており、長さも２ｍに満たな

い。方位はＮ－２０ ～ ３4°－Ｅ内外を示す。

　9６－Ｒ－２4から６－Ｓ－１グリッドにかけては、明確な掘

り込みを持った畝間溝が幅５ｍほどの間に６条認められ

ている。最大長1０．２ｍで畝間溝の上端幅は２０ ～ ３０ｃｍ、

最大深さ15ｃｍ、溝間距離は7０ ～ 9０ｃｍほどで、方位はＮ

－３5°－Ｗ前後を示す。ここから南に、若干の空白区を置

いて、9６－Ｎ－19グリッドからＱ－２２グリッドにかけても、

Ｎ－３２°－Ｗ前後を示す畝間溝痕跡が８条分ほど残ってい

る。ここでは上端幅15 ～ ２０ｃｍの断続的な攪乱痕跡とし

てしか捉えられないが、長いものでは８ｍ以上にも延び

ている。また、西にやや離れた9６－Ｑ－15グリッドからＲ

－17	グリッドにかけても短い畝間溝痕跡が数条残されて

いる。長いもの4．5ｍほどであるが、Ｎ－３０°－Ｗを示して

いて、上記と近似する。これらの畝間溝群も相互に切り

合うことはなく、一連の耕作行動の痕跡とみることがで

きる。南北4０ｍほ越える範囲に延びており、広い畑区画

を使用する営農形態が示唆される。

６７号復旧溝　97－Ｋ・Ｌ－９グリッドにある。1６号溝に切

られる。両端が丸みを持つ、南北に長い狭長な平面形で、

断面形は上端が開く鍋状を示す。長軸長1．95ｍ、短軸長

０．２5 ～ ０．4ｍ、深さは北端で4ｃｍ、南端では３２ｃｍある。

長軸方位はＮ－２３°－Ｅ。覆土に多くの礫を含むところか

ら復旧溝と判断したものようであるが、孤立的である。

第２1３図　第３面畑第８区画　部分図　1／1００ 第２14図　６7号復旧溝　1／６０
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２１号掘立柱建物　9８－Ｇ－19グリッドからＨ－２０グリッド

にかけてある。第２面の７号道、１号水路の南に沿う位

置に当たる。周辺には同時期の遺構は見られない。１間

×３間の側柱建物で、桁行は西北側4．7６ｍ、南東側4．54

ｍ、梁間は南西が狭く北東が広くなっていて２．94 ～ ３．

２２ｍである。西列のP２、東列のP７がやや東にずれる

が、北西辺の方位はＮ－4３°－Ｅを示す。P４・６・８の

上端径がやや大きく、P５・６がやや深い。断面形は上

端の開くＵ字形ないし逆台形を呈するが、土層観察所見

を欠くため、柱痕の有無等はわからない。なお、この遺

構は調査時には下位の第４面で確認・調査されているが、

現地調査終了時にこの面に帰属するものとして整理され

ている。

５号柵列　97－Ｊ－２３・２4グリッドにある。第２面３号建

物の下位にあたる。南端の３２２号ピットから北端の３２5号

ピットまで４基が南北に並ぶ。延長4．３６ｍ、方位は３２３

号ピットがやや西に外れるが、Ｎ－11°－Ｗを示す。各ピッ

トは上端径２８ ～ ３０ｃｍで大きな差はないが、３２２号ピット

が深く、３２３号ピットは浅い。ともに炭化物粒をわずか

に含む褐灰色土で埋まり、柱痕は認められない。

６号柵列　97－Ｋ－２３・２4グリッドにある。第２面３号建

物の下位にあたる。南端の３３7号ピットから北端の３4０号

ピットまで４基が南北に並ぶ。延長4．２８ｍ、方位はＮ－

９°－Ｗを示す。３３7・３３9・３4０号ピットは上端径３０ｃｍ、

深さ２5 ～ ２６ｃｍだが、３３８号ピットは上端径３８ｃｍ、深さ３7

ｃｍと大きく深い。ともに炭化物粒をわずかに含む褐灰色

土で埋まり、柱痕は認められない。

　５号柵列と６号柵列は平行して、柵列の間には後述す

る小鍛冶遺構の主要部を挟むことになる。この柵列は調

査時には下位の第４面で確認・調査されていて、現地調

査終了時にこの面に帰属するものとして整理されてい

る。小鍛冶遺構は当初から３面に帰属する遺構として調

査されていて、覆土が鈍い褐色土を中心とするなど異な

るため、柵列と小鍛冶遺構は同時存在ではないと判断さ

れている。また、６号柵列と平行して３41 ～ ３44号ピッ

トがあり、これも柵列との関連をうかがわせるが、覆土

が黒色砂壌土で柵列とは異なるとして、関連を持たない

単独のピットと判断されている。

　第３項　掘立柱建物・柵列・ピット列

第２15図　第３面掘立柱建物・柵列・ピット列・溝等位置図　1／２０００
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)

Ｐ1 ３３ ３０

Ｐ２ ３３ ３4

Ｐ３ ３３ ３０

Ｐ4 4０ ２３

Ｐ5 ３３ 5０

Ｐ６ 4０ 45

Ｐ7 ３5 ３5

Ｐ８ 45 ３4

１．にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　
細砂、小礫が混じる。締ま
りやや弱い(柱痕)。

２．灰褐色土ブロック、黄色砂
ブロック、ロームブロック
の混土。やや締まりあり。

３．黄色細砂、ロームブロック
の混土。

４．灰黄褐色土　1０ＹＲ5／２　黄
色砂ブロック、ロームブ
ロックの混土。締まりあり。
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径(ｃｍ) 深(ｃｍ)

Ｐ３２２ ３０ ３８

Ｐ３２３ ３０ ８

Ｐ３２4 ２８ 1６

Ｐ３２5 ２８ 1６

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)

Ｐ３３7 ３０ ２６

Ｐ３３８ ３８ ３7

Ｐ３３9 ３０ ２5

Ｐ３4０ ３０ ２６

径(ｃｍ) 深(ｃｍ)

Ｐ1 45 57

Ｐ２ 4０ 47

Ｐ３ 4２ 5３

Ｐ4 ３5 ３1

Ｐ5 ３7 4３

Ｐ６ 4０ ２4

１．にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　細砂、小礫が混じる。
締まりやや弱い(柱痕)。

２．灰褐色土ブロック、黄色砂ブロック、ロームブロッ
クの混土。やや締まりあり。

３．黄色細砂、ロームブロックの混土。
４．灰黄褐色土　1０ＹＲ5／２　黄色砂ブロック、ローム

ブロックの混土。締まりあり。
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２(
1／
２)

１(
1／
３)



　9８－Ｉ～Ｋ－２３・２4グリッドに焼土、炭化物を含む浅い

凹みを1０か所確認しており、これを総称して１号小鍛冶

としている。このうち、P９には台石かと思われる円礫

があり、鞴羽口が設置された痕跡や炉壁の破片、大小の

粒状滓や鍛造剥片、小塊状滓などが出土していて、鍛冶

炉本体に相当するものと思われる。また、鍛冶炉西側の

Ｋ－２4グリッド西部には5０7号土坑があって、ここにも炭

化物が集中し、鍛造剥片が出土している。廃滓坑的な機

能が想定される。また、周辺から寛永通寳２枚が出てい

る。

Ｐ１　9８－Ｉ－２３グリッドにある。長径３０ｃｍほどの扁円形の

凹みの中に炭化物を多く含む褐灰色土が南北２０ｃｍ、東西

15ｃｍほどの卵形の平面形で厚さ２ｃｍほど堆積する。焼土

は観察されていない。地山にも炭化物粒が含まれている。

Ｐ２　9８－Ｉ－２３グリッドにある。P１の西に当たる。長

径4０ｃｍ、短径３5ｃｍ、最大深さ14ｃｍほどのゆがんだ円形の

平面形を呈するピット中に３4×２２ｃｍほどの範囲で炭化物

が集中する。下層に炭化物を多く含むにぶい褐色土が入

り、その上位に激しく焼けた橙色の砂が乗る。

Ｐ３　9８－Ｊ－２３グリッドにある。３０×２２ｃｍほどの範囲で

焼土粒、炭化物粒を多く含むにぶい褐色土が２ｃｍほど堆

積する。明確な掘り込みや凹みは捉えられていない。

Ｐ４　9８－Ｊ－２３・２4グリッドにある。長径7８ｃｍ、短径６5

ｃｍほどのゆがんだ扁円形の平面形を呈し、深さは11ｃｍほ

どある。覆土は焼土粒を多く含むにぶい褐色土で、南東

部に弧状に炭化物が集中する。

Ｐ５　9８－Ｊ－２4グリッドにある。長径4０ｃｍ、短径２８ｃｍ、

深さ９ｃｍほどの長円形の平面形を呈するピットで、覆土

は炭化物粒を多く含むにぶい褐色土。中央部に激しく焼

けた橙色砂が乗る部分がある。

Ｐ６　9８－Ｊ－２4グリッド、P４の北に接し、P５の西側

にある。径4６ｃｍ、深さ９ｃｍほどのゆがんだ円形の平面形

を呈するピットで、覆土全体に焼土粒を多く含み、特に

西側壁は強く焼けている。炭化物はわずかしか含まれな

い。銅銭の小片が出土している。

Ｐ７　9８－Ｊ－２4グリッド、P６の西にある。長径３６ｃｍ、

短径３２ｃｍの東西にやや長いゆがんだ円形の平面形で、最

大でも３ｃｍほどの深さしかない。覆土は焼土粒、炭化物

粒をわずかしか含まないにぶい褐色土であるが、一辺２5

ｃｍほどの方形の平面形を呈する炭化物の集中部が認めら

れている。

Ｐ８　9８－Ｋ－２３グリッドにある。他のピットからは西に

外れた位置にあり、5０7号土坑の南東にあたる。長径３２ｃｍ、

短径２7ｃｍほどの、南北にやや長い扁円形の平面形で、深

さ５ｃｍほどの浅い凹み状を呈する。覆土は焼土粒、炭化

　第４項　小鍛冶遺構

ピット列　9８－Ｌ・Ｍ－14・15グリッドにある。南西のP

１から北東のP６まで６基のピットがＮ－5２°－Ｅを示し

て、7．4ｍにわたって並ぶ。２面７号道・１号水路およ

びこの面の11号集石からやや南に離れるがほぼ並行して

作られている。各柱穴間は1．３２ ～ 1．６２ｍとややばらつ

く。覆土は灰褐色土、黄色砂、ロームのブロックの混土

で、P４・６がやや浅く、柱痕も認められないが、他は

中央に細砂や小礫の混じった、にぶい黄褐色土があって

柱痕と判断されている。
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小鍛冶関連遺構土層観察所見
P１　１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　褐色粒子をわずかに含む。炭化物を多

く含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／4　褐色粒子をわずかに含む。黒褐色土を少

量含む。炭化物粒少含。
P２　１　橙色砂　7．5ＹＲ６／６　激しく焼けている。

２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　褐色粒子、焼土粒をわずかに含む。
炭化物粒を多く含む。

P３　１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒子、褐色粒子をわずかに含
む。焼土粒、炭化物粒多く含む。

P４　１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒子、炭化物粒をわずかに含
む。焼土粒を多く含む。

P５　１　橙色砂　7．5ＹＲ６／６　激しく焼けている。
２　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　焼土粒をわずかに含む。褐色粒子

を少量含む。炭化物粒を多く含む。
P６　１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒子、炭化物粒をわずかに含

む。焼土粒を多く含む。
　　　２　橙色砂　7．5ＹＲ６／６　激しく焼けている。

３　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　白色粒子、炭化物粒をわずかに含
む。焼土粒を多く含む。

P７　１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　褐色粒子、焼土粒、炭化物粒をわ
ずかに含む。

P８　１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　褐色粒子、焼土粒、炭化物粒をわ
ずかに含む。

P９　１　橙色土　7．5ＹＲ６／６　焼土主体。
　　　２　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　橙色焼土、炭化物粒をわずかに含む。
P1０　１　褐色土。
　　　２　暗褐色土。
　　　３　青白色砂　7．5ＹＲ5／4。
　　　４　褐色土。

5０7号土坑　１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。炭化物を　
多く含む。小骨片をわずかに含む。

２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒子、褐色粒子をわずかに含む。
やや粘性強い。



物粒をわずかしか含まないにぶい褐色土であるが上面を

覆うように炭化物の集中が認められている。

Ｐ９　9８－Ｊ－２３グリッドにある。P３とP４の間に位置

し、西側にP1０がある。北西に頂点を持つ隅丸の三角形

状の平面形で、深さは1０ｃｍほどある。西部には台石と思

われる長軸長２０ｃｍ大の円礫を置く。東側には焼土の広が

りがある。北西の頂点近くに鞴羽口があり、鉄滓も出土

している。覆土は下層に焼土粒を含む灰褐色土があり、

上位に焼土主体の橙色土がある。覆土には炉壁破片、大

小の球状滓や鍛造剥片が含まれる。

Ｐ１０　9８－Ｊ－２３グリッドにある。P４の南、P９の西に

当たる。長軸長３9ｃｍ、短軸長３６ｃｍほどのゆがんだ円形の

平面形で、深さ1０ｃｍほどの凹みである。上面を覆うよう

に炭化物があるが、覆土では焼土、炭化物は確認されて

おらず、中位に青白色の砂層が入る。

５０７号土坑　9８－Ｋ－２３・２4グリッドにある。長軸長195ｃｍ、

短軸長9０ｃｍの西側が膨らんだ長円形で、最大深さは19ｃｍ

ほどある。底面は凹凸が多い。覆土は黒色土で、上面に

炭化物を多く含む黒褐色土が乗る。骨片も少量出土して

いる。

　第５項　溝・石列

１号溝　６－Ｕ－１から97－Ｈ－２5グリッドにかけて東西走

し、南に折れて97－Ｇ－19グリッドで調査区外に至る。東

西5２ｍ、南北14ｍ以上にわたる。第２面４号道から７号道・

１号水路と重なり、２号水路が４号道の途中で東に折

れずに、１号溝と連続したような印象がある。幅０．9 ～

1．4６ｍ、覆土は中位に礫を含む黒褐色土を挟み、上下に

暗褐色土が堆積する。底部標高は東端部で5３２．０８ｍ、西

の屈曲部で5３３．4０ｍ、南端で5３３．３5ｍを測っている。な

お、調査担当者は中世段階からラインを継承する主要水

路と考えており、江戸時代前半段階までには大溝として

の形態が完成し、おそらく江戸前半期のある時期(例え

ば寛保年間)に一気に埋没したものであろうとしている。

１号石列　97－Ｈ－２３グリッドにある。４石の角礫が１号

溝埋没後に、これに直交して渡るように並べられている。

西側の３石が接しており、３０ｃｍほど離れて東端の一石が

置かれる。全体の長は1．６ｍになる。東端の石の北側に

炭化物の集中が見られる。

２号溝　9６－Ｕ～Ｗ－２5グリッドにあって１号溝の北側に

沿って東西に延びる溝痕跡である。西端は閉じ、東端の

北辺は８ｍほどを追うことができるが、南辺は３．２ｍほ

どで確認できなくなる。深さは２ｃｍほどしかない。

４号溝　６－Ｒ－８～ 11グリッドにあって、南北に延び

る溝である。第２面では寺院跡の西端にあたり、寺院建

立前にあっても何らかの地割りが存在したことを示唆す

る。上端幅55～８０ｃｍ、西辺から溝底までの深さ５～14ｃｍ。

南端の溝底標高は5３1．5３ｍ、北端は5３1．4３ｍで、Ｎ－５°

－Ｗを示す。断面および土層に関する記載を欠く。

１６号溝　9６－Ｍ－５からＬ－９グリッドにかけて、北東－南

西方向に延びる。北端は６7号復旧溝に達してこれを切る

が、以北は確認されない。南端は完結する。幅３０ ～ 4０

ｃｍで、底面北端の標高は5３5．２1ｍ、南端は5３６．14ｍ、西

辺上端から底面までの深さ15 ～ ３9ｃｍ。やや蛇行しつつ

Ｎ－17°－Ｅ方向で1６．7ｍ延びる。土層観察所見を欠くが、

断面形は上部の開くＵ字状で、覆土中に角礫を含む。

２２・２３号溝　97－Ｄ－４グリッドからＭ－１グリッドにか

けて東西走する２条の溝で、２２号溝が北側に、２３号溝が

南側にある。ともに西端は調査区外に延びるが、２３号溝

は途中で途切れ、東部では２２号溝に切られて姿を消す。

２２号溝の長３7．4ｍ、底部東端の標高5３６．３5ｍ、西端は

5３7．６８ｍ、２３号溝は東端標高5３６．８３ｍ、西端標高5３7．7８

ｍ。やや北にはらみだして弓なりになるが、およそＮ－

75°－Ｅを示す。ともに上端幅は5０ ～ ６０ｃｍ、２２号溝は深

さ11 ～ ３０ｃｍ、２３号溝は６～ 19ｃｍ。２面では４号道の東

西走部にあたり、これも地割りの継続が示唆される。

　第６項　焼土・集石

２６号焼土　７－Ｄ－４グリッドにある。長径３5ｃｍ、短径２1

ｃｍの偏円形の範囲内が、最大厚２ｃｍほどで焼土化してい

る。炭化物は残されていない。

４１号焼土　9６－Ｎ－1６グリッドにある。長径８２ｃｍ、短径7２

ｃｍの南北に長い扁円形の平面形、最大深さ６ｃｍほどの規

模で、南部には弧状に炭化物が残されている。土層観察

所見を欠くため、写真からの読み取りによる構造を示す。

皿状の断面形を示す浅い土坑の底部に灰黄褐色の粘質土

が貼られる。下層は還元したような灰白色を呈する。南

半には炭化物層がある。南端で厚く、中央では薄くなっ

て北部には達しない。形状のわかるような炭化材は確認

されない。中央部炭化物層の上位から北部にかけて黄褐
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色ロームが乗る。北端部には特に強い焼土化が見られる。

使用目的はわからないが、南側を焚き口とした炉の下底

面に当たるように思われる。

４２号焼土　9６－Ｎ－15グリッドにある。径45ｃｍほどの整っ

た円形の範囲内が厚さ１ｃｍほど焼土化しているもので、

掘り込みは見られない。炭化物は残されていない。

１１号集石　9８－Ｌ－17グリッドからＮ－1６グリッドにかけ

て、南西から北東に延びる細長い凹み内に礫が集積され

たものである。第２面７号道・１号水路下に当たり、や

や南西にずれてピット列が平行する。礫の入る凹みは長

さ1２．２ｍ、最大幅1．６ｍほどの細長い紡錘形の平面形で、

深さは５～ 1２ｃｍほどある。礫はこの凹みの底面に接し

て集積されるが、礫の分布状況および覆土に関する記載

を欠く。

第２２5図　４号溝　1／６０

第２２６図　1６号溝　1／８０

第２２4図　１号溝出土遺物２
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２６号焼土　
１．明赤褐色土　5ＹＲ６／８　白色粒子、褐

色粒子、黒色土粒をわずかに含む。
焼けが激しい。



　第７項　土坑・ピット

１２号集石　9８－Ｎ・Ｏ－14グリッドにある。長径1２０ｃｍ、

短径7８ｃｍ、深さ８～ 14ｃｍの長円形平面で浅い鍋状の断

面形を呈する土坑の底面に接して礫が入れられている。

礫の分布状況および覆土に関する記載を欠く。

１９号集石　9６－Ｒ・Ｓ－２０グリッドにある。東西に長く中

央がくびれた瓢形の平面形で、長軸長２．２ｍ、短軸長０．８

～ ０．97ｍ、深さは２３ ～ ３7ｃｍの土坑中に大小の礫が集積

されている。礫は大きい物では１辺4０ｃｍ近くある。特定

の配置構造を伺うことはできないが、北壁西部にはやや

大きな礫が並び、壁を構成したかに見える。土層観察所

見を欠くが、覆土下位にあって土坑底面には接しない。

　調査区の北部に集中し、南部ではごく希薄である。平

面形が円形、長円形、方形、長方形なものや特に狭長な

ものがあり、貯蔵用と考えられるのもののほか、復旧溝

的機能を有するものある。分布にもやや特徴が見受けら

れる。

　部分図１は調査区西端近くであるが、ここでは円形平

面の土坑が目立ち、特に３０5号～ ３０9号土坑は直線的に

並ぶ。これにやや長い隅丸方形ないし長円形平面の土坑

が散在するが、３０4号、３14号土坑などは同面の畑第１区

画北部の東西方向畝と近い方向を取り、5０1号、３1３号、

３77号は同区画南部の南北方向畝に近似した方向を示す。

　これ以東には部分図２で示した、南北方向に長軸を置

く幅が狭く長い土坑が並ぶ。断面形では下半が膨らむ袋

型を呈する物が多く、復旧溝とすべきものも含まれるだ

ろう。北部ではやや長い隅丸方形ないし長円形平面の土

坑が、やはり南北方向に長軸を置いて並ぶ。

　部分図３は調査区東部で、第２面の寺院敷地下にあた

る。ここでは長円形、長方形の土坑が多数のピットと混

在しており、規則性は乏しい。寺院西辺外にはこれと直

行するように細長い隅丸長方形の平面形を有するピット

が並ぶ。

土坑

１４７号土坑　７－Ｑ－11グリッド　長軸長２２３ｃｍ、短軸長６６

ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は北短辺が

丸みを持った幅の狭い長方形、横断面は上部がやや開い

た箱状。底部近くにしまりのある褐灰色があり、上位は

灰黄褐色土。土師器片、縄文時代中期後半から後期前半

の土器片が出土している。

１５０号土坑　７－Ｎ－11・1２グリッド　長軸長151ｃｍ、短軸

長６０ｃｍ、深さ7０ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は幅の

狭い長方形、横断面は深い箱状。覆土は白色粒、黒色土

小ブロックを含む灰黄褐色土。磨石と灯火台に使用した

平石が出土している。

１５８号土坑　７－Ｋ－1２グリッド　長軸長２94ｃｍ、短軸長６３

ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｗ。平面形は幅の狭い

長方形。中央部がやや狭まる。断面形は上部がやや開く

箱状。覆土は黄白色粒混じりのローム小ブロック、黒色

土小ブロックを含む灰黄褐色土。157号土坑に切られる。

縄文土器深鉢の胴部片が出土している。

１６０号土坑　７－Ｉ－11グリッド　長軸長２54ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｅ。平面形は幅の狭い

長円形。覆土は暗褐色土主体か。

１８０号土坑　７－Ｑ－1０グリッド　長軸長３7６ｃｍ、短軸長4８

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は狭長な溝

状で、両短辺が丸い。横断面は上部に開く鍋状。覆土は

灰黄褐色土で下層がやや締まる。

１８１号土坑　７－Ｑ－９・1０グリッド　長軸長２８9ｃｍ、短軸

長６２ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｅ。平面形は狭長

な溝状で、両短辺が丸い。底部両側が抉りこまれて、断

面形では下端がやや広がる覆土下層は灰黄褐色土、上層

は褐灰色土。1８２号土坑に切られる。1８３号土坑と接する。

１８４号土坑　７－Ｒ－９グリッド　長軸長２4８ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は幅の狭い

隅丸長方形。横断面は上端がやや開く鍋形。覆土下層は

ロームや黒色土の小ブロックを多く含む一括埋設土、上

層は黒褐色土。

１８５号土坑　７－Ｓ－1０グリッド　長軸長17２ｃｍ、短軸長８０

ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は北短辺に

丸みを持つ隅丸長方形。横断面は底面がややくぼみ、端

がやや開く鍋形。覆土は黒色から黒褐色土で黄橙色ブ

ロックを含む。1８６号土坑に切られる。縄文時代中期後

半から後期前半の土器片が出土している。

１８６号土坑　７－Ｓ－９・1０グリッド　長軸長２55ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は幅の

狭い隅丸長方形、横断面は底面がややくぼみ上端がやや

開く鍋形。覆土は褐灰色土。1８5号土坑を切る。
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０ 10㎝１:４

０ ５㎝１:３

１８７号土坑　７－P－８グリッド　長軸長1６６ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ５ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｗ。平面形は狭長な溝

状で、両短辺が丸い。横断面は底面がややくぼみ上端が

開く皿形。覆土は白色粒、黒色土粒、炭質物粒をわずか

に含む灰褐色土。

２００号土坑　97・７－Ｒ－２5、７－Ｒ－１・２グリッド　長

軸長54０ｃｍ、短軸長６０ｃｍ、深さ71ｃｍ、長軸方位Ｎ－２３°－Ｗ。

平面形は狭長な溝状、横断面は深い箱状。覆土はにぶい

褐色土で、黄橙色のブロックを少量含む。２０1号土坑と

切り合うが、新旧関係は不明。

２０１号土坑　97・７－Ｒ－２5、７－Ｒ－１・２グリッド　長

軸長８０２ｃｍ、短軸長77ｃｍ、深さ4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。

平面形は溝状で、両短辺が丸い。横断面は深い箱状で下

端部が両側にやや張り出す。覆土下層は褐色土、上層は

にぶい褐色土で、黄橙色ブロックを少量含む。２００号土

坑と切り合うが、新旧関係不明。

２０２号土坑　７－Ｑ－２、Ｒ－１・２グリッド　長軸長２６８ｃｍ、

短軸長６６ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は

狭長な隅丸長方形、底面に丸みを持つが逆台形に近い断

面形を示す。覆土は暗褐色土。２０３号土坑を切る。

第２３３図　第３面土坑出土遺物１　(15０号土坑)

第４節　第３面の調査
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147号土坑
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄白色粒を含む、ややしまりあり。
1ｂ　1ａ層よりやや淡色。
1ｃ　1ａ層に黒色土小ブロックが斑状に混じる。
２　褐灰色土　1０ＹＲ３／1　黒色土小ブロックをわずかに含む。しまる。
15０号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～ ２ｍｍの白色粒を、黒色土小ブロック

を含む。
15８号土坑	
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　径１～２ｍｍの黄白色粒、くすんだローム小

ブロック、黒色小ブロックを含む。
1６０号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒、橙色土粒をわず

かに含む。柱痕。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロックを少量含む。
1８０号土坑
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを含

む。
1ｂ　1ａ層より各ブロック少なくややしまりあり。
1８1号土坑
１　褐灰色土　1０ＹＲ３／1　シルト質、黒色土小ブロックを含む。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黒色土小ブロックを含む。炭化物をわずか

に含む。
1８4号土坑
１　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　土質均質、黄白色粒を含む。
２　ローム・黒色土の小ブロックを多く混じる。(一括埋土)。

1８5号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色粒をわずかに含む。白色粒をわずかに

含む。
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1。
３　黄橙色土　7．5ＹＲ7／８　ブロック。
1８６号土坑
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　褐灰色土ブロック多量に含む。黒褐色土、白

色粒を少量含む。　
1８7号土坑
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　黒色土粒をわずかに含む。白色粒をわずかに

含む。炭化物細粒をわずかに含む。
２００号土坑
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　黄橙色土ブロック少量含む。
２０1号土坑
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／３　黄橙色土ブロック少量含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　黒色土粒をわずかに含む。黄橙色土粒やブロッ

クを多量に含む。
２０２号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３。
２０３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色粒をわずかに含む。
２０4号・２０5号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　橙色粒を少量含む。
２1０号土坑
１　黄橙色土粒を少量含む。

１（1／4）

２（1／３）
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第２３4図　第３面土坑１　1／６０
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２０３号土坑　７－Ｑ－２、Ｒ－１・２グリッド　長軸長4０６ｃｍ、

短軸長55ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は

狭長で、両短辺が丸い。断面形は底面にやや丸みを持つ

が逆台形に近い。覆土は黒褐色土。２０２号土坑に切られる。

２０４号土坑　７－Ｑ－２グリッド　長軸長1８３ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7６°－Ｅ。平面形は狭長な隅

丸長方形、上方に開く鍋状の断面形を示す。覆土は橙色

粒を少量含む暗褐色土。２０5号土坑を切る。

２０５号土坑　７－Ｑ－２グリッド　長軸長２２9ｃｍ、短軸長5３

ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－17°－Ｗ。平面形は北短辺が

丸い、幅の狭い長方形、横断面は上方に開く鍋状を示す。

覆土は橙色粒を少量含む暗褐色土。２０4号土坑に切られ

る。

２１０号土坑　７－Ｏ－２グリッド　長軸長２２4ｃｍ、短軸長4８

ｃｍ、深さ６２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２1°－Ｗ。平面形は狭長な溝

状で、両短辺が丸い。やや下ぶくれの断面形を示す。覆

土は主体層についての記載を欠くが、黄色土粒を少量含

む。２11号土坑を切る。

２２３号土坑　７－Ｋ－３グリッド　長軸長２45ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。平面形は幅の狭い

隅丸長方形、横断面は深い箱状。覆土は黒褐色土を主体

とする。２２4号土坑を切る。

２４２号土坑　７－P－２・３グリッド　長軸長２３7ｃｍ、短軸

長８4ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面形は幅の

狭い隅丸長方形、底部近くがややえぐれるように張り出

して、弱い袋状の断面形を示す。覆土は黒褐色土を主体

とする。

２４４号土坑　７－Ｑ－４グリッド　長軸長1８６ｃｍ、短軸長5２

ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｗ。平面形は北短辺が

丸い幅の狭い長方形、横断面は浅い皿状。覆土は灰褐色

土を主体とする。

２４５号土坑　７－P－４・５グリッド　長軸長２２８ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は幅の

狭い隅丸長方形、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体

とする。

２４９号土坑　７－Ｏ－４・５グリッド　長軸長195ｃｍ、短軸

長5６ｃｍ、深さ３３ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は北短

辺が丸い幅の狭い隅丸長方形、箱状の断面形を示す。覆

土は暗褐色土を主体とする。

２６３号土坑　７－P－６・７グリッド　長軸長２８２ｃｍ、短軸

長79ｃｍ、深さ54ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は北短辺が

丸い幅の狭い隅丸長方形、下底部がややふくらんだ袋状

の断面形を示す。覆土は黒褐色土を主体とする。

２６４号土坑　７－Ｓ･Ｔ－９グリッド　長軸長２91ｃｍ、短軸

長4６ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。平面形は狭長で、

両短辺が丸い。鍋形の断面形を示す。覆土は灰褐色土を

第２３5図　第３面土坑出土遺物２　1／4

第４節　第３面の調査
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２２３号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　黄橙色土ブロック、褐色粒を少量含む。黒色

土粒をわずかに含む。
２4２号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。

ローム土粒を少量含む。
２44号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土ブロック、褐色粒をわずかに含む。
２45号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。
２49号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ　白色粒、褐色粒をわずかに含む。ローム土粒を

わずかに含む。
２６３号土坑　
１　暗青色土　5ＢＧ３／1　白色粒をわずかに含む。還元。
２　赤褐色土　5ＹＲ4／８　鉄分付着。　
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。

小礫少量含む。
２６4号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　白色粒をわずかに含む。褐灰色土粒を少量含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。

２６7号土坑　
１　褐色粒、白色粒をわずかに含む。鉄分付着。
２６9号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒を少量含む。褐色粒、橙色土粒、小礫

をわずかに含む。
２7３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物をわずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。　
２75号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　炭化物粒を多量に含む。焼土粒をわずかに含

む。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ　炭化物粒をわずかに含む。
３　黒褐色土。
２7６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒をわずかに含む。褐色土粒を

少量含む。上位に鉄分付着。
２77号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒、黒色土粒をわずかに含む。
２８9号土坑　
①　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　黒色土粒、炭化物粒をわずかに含む。

２77号土坑１

２75号土坑１
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第２３６図　第３面土坑２　1／６０
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主体とする。

２６７号土坑　７－Ｉ－４グリッド　長軸長２３5ｃｍ、短軸長47

ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は狭長で、両短

辺が丸い。横断面はやや深い鍋状。覆土は主体層につい

ての記載を欠くが褐色粒、白色粒を含む。縄文土器片が

出土している。縄文土器片が出土している。

２６９号土坑　７－Ｑ－７、Ｒ－７・８グリッド　長軸長３7０ｃｍ、

短軸長74ｃｍ、深さ５ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は

狭長な隅丸方形、横断面は箱状ないし鍋状。覆土は黒褐

色土を主体とする。北部には礫が多く含まれる。

２７３号土坑　７－Ｖ－８グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸長44

ｃｍ、深さ６4ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は南短辺が

丸みを持つ幅の狭い隅丸長方形。他に比して短く、深い

箱状の断面形を示すが、３層部は掘りすぎたものかもし

れないとの調査所見がある。覆土は下層が黒色土、中位

は黒褐色土、上位は暗褐色土を主体とする。

２７５号土坑　７－Ｗ－９グリッド　長軸長２1３ｃｍ、短軸長7６

ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は北部が広

く南部が狭い長円形。南側が浅く、北側は段を持って深

くなる。覆土は黒褐色土が主体で、中央の上位に炭化物

粒や焼土粒を含む部分がある。縄文土器深鉢の胴部片が

出土している。

２７６号土坑　７－Ｘ－８グリッド　長軸長1３８ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ5２ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は長円形。

断面図下位の礫は地山のものではないと思われるので、

底面形状は把握できないが壁は垂直に立ち上がってお

り、箱状の断面形を持つものと思われる。覆土は暗褐色

土を主体とする。

２７７号土坑　７･ ８－Ｙ･Ａ－８グリッド　長軸長２91ｃｍ、

短軸長5３ｃｍ、深さ６３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｅ。平面形は

狭長な隅丸長方形、横断面は上部に開く逆台形。覆土は

黒褐色土を主体とする。縄文土器片、弥生土器甕の胴部

片が出土している。

２８９号土坑　７－Ｕ－５グリッド　長軸長77ｃｍ、短軸長41

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は鍋形。覆土は灰褐色土を主体とする。２91号土

坑に切られる。

２９０号土坑　７－Ｕ－５グリッド　長軸長２14ｃｍ、短軸長4６

ｃｍ、深さ３7ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は狭長な隅

丸長方形。横断面は上方に開く逆台形状。覆土は褐灰色

第４節　第３面の調査
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２9０号土坑　
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　黒色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
２91号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分付着。
２9２号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　黒色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
２9３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒、褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を

少量含む。鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を

少量含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　黒色土粒を多量に含む。
２94号土坑　
１　褐灰色土　7．5ＹＲ4／1　白色粒、褐色粒をわずかに含む。黒色土粒を

わずかに含む。
２　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒をわずかに含む。黒色土粒を少量含む。
３　黒色土　7．5ＹＲ２／1。
３００号土坑　
１　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　細砂を含む畠耕作土。
２　黄褐色細砂ブロック、褐色土小ブロック。
３　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　ローム小ブロックを多くを含む。一

括埋土。
４　ロームブロック主体で褐色土小ブロックを含む。しまりあり。
３０1号土坑　
１　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　ローム小ブロックを多くを含む。一

括埋土。
３０２号土坑　
１　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　細砂を含む。畠耕作土。　
２　黄褐色細砂ブロック、褐色土小ブロック。
①　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　ローム小ブロックを多くを含む。一

括埋土。

③ａ　褐色土　1０ＹＲ4／３　ロームブロックと黒色土中、小ブロック散在し、
わずかに砂質。

③ｂ　a層よりロームブロック小さく、黒色土小ブロックも小粒。	　
④　くすんだ黄褐色土にロームブロック混じる。黒色土ブロック混土。
５　黄褐色土、漸移層。
６　ローム層。
３０３号土坑　
①　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ5／２　ローム小ブロックを多くを含む。一

括埋土。
	黒褐色土ブロック。
３０4号土坑　
1ａ　褐色土　1０ＹＲ4／4　小石多くを含む。土質均質。
1ｂ　a層よりしまり強い。小石少ない。
２　ロームブロックと褐色土の混土。
３０5号土坑　
1ａ　黄褐色土　1０ＹＲ5／６　くすんだ褐色に黄色細砂小ブロックを多くを

含む。やや砂質。
３０６号土坑　
1ａ　黄褐色土　1０ＹＲ5／６　くすんだ褐色に黄色細砂小ブロックを多くを

含む。やや砂質。
３０7号土坑　
1ａ　黄褐色土　1０ＹＲ5／６　くすんだ褐色に黄色細砂小ブロックを多くを

含む。やや砂質。
２　ロームブロックと褐色土の混土。
３０８号土坑　
1ａ　黄褐色土　1０ＹＲ5／６　くすんだ褐色に黄色細砂小ブロックを多くを

含む。やや砂質。
３０9号土坑　
1ａ　黄褐色土　1０ＹＲ5／６　くすんだ褐色に黄色細砂小ブロックを多くを

含む。やや砂質。
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０ ５㎝１:３

土を主体とする。

２９１号土坑　７－Ｕ・Ｖ－５グリッド　長軸長３８２ｃｍ、短軸

長51ｃｍ、深さ３4ｃｍ、長軸方位Ｎ－7０°－Ｅ。平面形は北短

辺が丸みを持つ狭長な溝状の形態だが、南端以外は乱れ

る。断面形は箱状あるいは中位がやや膨らむ弱い袋状。

覆土は灰褐色土を主体とする。２８9号土坑を切る。

２９２号土坑　７－Ｗ－２グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸長4６

ｃｍ、深さ4８ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は長円形、

横断面は箱形。覆土は灰褐色土を主体とする

２９３号土坑　７－Ｘ－４グリッド　長軸長199ｃｍ、短軸長91

ｃｍ、深さ６5ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は歪んだ長

円形、横断面は逆台形。覆土下層は黒褐色土、上層は暗

褐色土主体。

２９４号土坑　７－Ｘ・Ｙ－５・６グリッド　長軸長171ｃｍ、

短軸長5６ｃｍ、深さ9３ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は

長円形、横断面は深いＵ字状。覆土は下層が黒色土、中

位は黒褐色土、上位は褐灰色土を主体とする。

３００号土坑　9８－Ｗ・Ｘ－1２グリッド　長軸長３4０ｃｍ、短軸

長7６ｃｍ、深さ149ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形、横断面は底面に丸みを持った深い箱形。

覆土はくすんだ黄褐色土を主体とし、下底にロームブ

ロックを含む。

３０１号土坑　9８－Ｗ・Ｘ－1２・1３グリッド　長軸長２０６ｃｍ、

短軸長６7ｃｍ、深さ7８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｅ。平面形は

長円形、横断面は弱い袋状。覆土はくすんだ黄褐色土で

一括埋設される。

３０２号土坑　9８－Ｘ－17・1８、Ｙ－17グリッド　長軸確認長

２６６ｃｍ、短軸長６８ｃｍ、深さ1０３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。

平面形は狭長な隅丸長方形。各壁は小さな丸みを持って

やや上方に開きながら立ち上がる。覆土はくすんだ黄

褐色土及びロームブロックを含む褐色土を主体とする。

３０３号土坑を切る。

３０３号土坑　9８－Ｘ－1８、Ｙ－17・1８グリッド　長軸確認長

２２０ｃｍ、短軸長６８ｃｍ、深さ91ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平

面形は狭長な隅丸長方形。各壁は小さな丸みを持ってや

や上方に開きながら立ち上がる。３０２号土坑に切られる。

３０４号土坑　9８°－Ｗ－15グリッド　長軸長２３６ｃｍ、短軸長

7２ｃｍ、深さ4２ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｅ。平面形は狭長な

隅丸長方形。横断面は逆台形。覆土は褐色土を主体とす

る。底部近くにロームブロックが含まれる。

３０５号土坑　9８－Ｕ・Ｖ－1３・14グリッド　長軸長77ｃｍ、

短軸長71ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８６°－Ｅ。平面形は

円形、横断面は浅い鍋状。覆土は黄褐色土を主体とする。

３０６号土坑　9８－Ｕ－1３・14グリッド　長軸長77ｃｍ、短軸

長６4ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は不整

円形、横断面は浅い皿状。覆土は黄褐色土を主体とする。

３０７号土坑　9８－Ｕ－14グリッド　長軸長８5ｃｍ、短軸長75

ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－5２°－Ｅ。平面形は円形、横

断面は浅い皿状。覆土は黄褐色土を主体とする。

３０８号土坑　9８－Ｔ－14グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ６ｃｍ、長軸方位Ｎ－２２°－Ｗ。平面形は不整円形、

第２３８図　第３面土坑出土遺物３　(３1２号土坑)　1／３
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３1０号土坑　
1ｂ　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／３　くすんだ褐色土に小石、黄色細砂小ブ

ロックを含む。
３11号土坑　
1ｂ　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／３　くすんだ褐色土に小石、黄色細砂小ブ

ロックを含む。
３1２号土坑　
１　黄褐色土　1０ＹＲ　くすんだ褐色土と黄色細砂の入り混じった層。や

や砂質。
３1３号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　小石、細砂を含む。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄色粒を含む。褐色土に黒色土ブロックを

含む。
３14号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　小石、細砂を含む。
２　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　黄色粒を含む。褐色土に黒色土ブロックを

含む。

３15号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　小石、細砂を含む。
２　くすんだ黄褐色土　1０ＹＲ4／３　ロームブロックを含む。
３1６号土坑　
Ⅰ　天明泥流。　
Ⅳ　灰黄褐色　1０ＹＲ4／２　洪水砂混土。２面畠耕作土。
Ⅴ　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　小石混じり。土質均質。
①　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　ローム小ブロックＶ層ブロック、黒色土ブロッ

ク混土。
②　黒褐色土　1０ＹＲ２／２　①層よりローム小ブロック黒色土ブロックを

多くを含む。
３4０号土坑　
１　褐色土　1０ＹＲ4／６　褐色粒をわずかに含む。
２　褐色土　1０ＹＲ4／4　黄橙色粒を少量含む。黒色土粒をわずかに含む。
３　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　褐色粒ほとんど含まず、黒色土粒をわずかに含む。

１
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横断面は浅い皿状。覆土は黄褐色土を主体とする。

３０９号土坑　9８－Ｔ－14グリッド　長軸長9３ｃｍ、短軸長８０

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－３7°－Ｅ。平面形は不整円形、

横断面は浅い皿状。覆土は黄褐色土を主体とする。

３１０号土坑　9８－Ｕ－14・15、Ｖ－14グリッド　長軸長８６ｃｍ、

短軸長８０ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｅ。平面形は

不整円形、横断面は浅い皿状。覆土はにぶい黄褐色土を

主体とする。

３１１号土坑　9８－Ｖ－15・1６グリッド　長軸長８２ｃｍ、短軸

長77ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｅ。平面形は不整

円形、横断面は浅い皿状。覆土はにぶい黄褐色土を主体

とする。

３１２号土坑　9８－Ｓ－14グリッド　長軸長154ｃｍ、短軸長８4

ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－51°－Ｅ。平面形は隅丸長方形。

覆土は黄褐色土主体か。縄文土器片、須恵器坏片が出土

している。

３１３号土坑　9８－Ｒ－14グリッド　長軸長２２８ｃｍ、短軸長

1００ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－３８°－Ｗ。平面形は隅丸長

方形。断面図では東西壁が上方に大きく開く。覆土は灰

黄褐色土を主体とする。

３１４号土坑　9８－Ｒ－1６、Ｓ－15・1６グリッド　長軸長２44ｃｍ、

短軸長7６ｃｍ、深さ41ｃｍ、長軸方位Ｎ－7２°－Ｅ。平面形は

狭長な隅丸長方形、横断面は鍋状。覆土は灰黄褐色土を

主体とする。

３１５号土坑　9８－Ｕ・Ｖ－1６グリッド　長軸長1３６ｃｍ、短軸

長111ｃｍ、深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7０°－Ｅ。平面形は円形、

横断面はやや深い鍋状。覆土は下層がくすんだ黄褐色土、

上層が灰黄褐色土を主体とする。

３１６号土坑　9８－Ｕ－1６・17、Ｖ－17・1８グリッド　長軸長

4６4ｃｍ、短軸長８０ｃｍ、深さ６7ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平

面形は狭長な溝状の形状で、横断面は深い箱状。覆土は

下層が黒褐色土、上層は暗褐色土を主体とする。

３２６号土坑　9８－Ｑ－1６グリッド　長軸長８5ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－３８°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は皿状。

３２７号土坑　9８－Ｑ－15グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸長71

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－６5°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は皿状。

３２８号土坑　9８－P・Ｑ－15・1６グリッド　長軸長８３ｃｍ、

短軸長６６ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２６°－Ｗ。平面形は

円形、横断面は皿状。

３２９号土坑　9８－P－15グリッド　長軸長８1ｃｍ、短軸長7６

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８9°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は皿状。

３３０号土坑　9８－Ｑ－14グリッド　長軸長８4ｃｍ、短軸長54ｃｍ、

深さ６ｃｍ、長軸方位Ｎ－３２°－Ｗ。平面形は円形、横断面は皿状。

３３１号土坑　9８－P－17グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸長６7

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｅ。平面形は円形。
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３41号土坑　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／4　白色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロックを多

量に含む。鉄分付着。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／６　小礫、白色粒をわずかに含む。褐色粒、橙色土

粒を少量含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒をわずかに

含む。
４　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　小礫、白色粒をわずかに含む。褐色粒、橙色

土粒を少量含む。
５　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
６　黄褐色土　7．5ＹＲ5／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を多量に

含む。壁の崩れ。
７　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒、橙色土粒をわずかに含む。
８　黄褐色土　7．5ＹＲ5／６　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロックを

多量に含む。壁の崩れ。
３44号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、橙色土粒をわずかに含む。褐色粒を

少量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。白色粒を少量含む。

橙色土ブロックを多量に含む。
３4８号土坑　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　白色粒をわずかに含む。
３55号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロックを多くを含む。黄色細粒

を含む。

２　黒褐色土ブロック。
1ｂ　1ａ層よりロームブロック大粒。小礫混じり。
３６３号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　焼土、白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに

含む。炭化物を多量に含む。
３６4号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロックを多量に含む。 白色粒を少量

含む。褐色粒を僅かに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロックを多量に含む。小礫、白色粒

を少量含む。褐色粒を僅かに含む。
３　暗褐色土　7．5ＹＲ4／4　橙色土ブロックを多量に含む。白色粒を少量

含む。褐色粒を僅かに含む。
３7０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を多量に含む。橙色土粒を少量含む。
３7６号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒をわずかに含む。橙色土粒、黒褐色土

粒を少量含む。
３77号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ２／２　白色粒、橙色土粒、炭化物をわずかに含む。
３８7号土坑　
1ａ　黄橙色砂　1０ＹＲ	８／６　洪水砂主体。
1ｂ　黄褐色砂　1０ＹＲ	5／８　鉄分付着の洪水砂主体。
1ｃ　黄褐色砂　1０ＹＲ7８／８　やや鉄分の付着した洪水砂主体。
３８８号土坑　
１　明黄褐色土　1０ＹＲ６／６　洪水砂主体、礫少量含む。
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３３２号土坑　9８－P－17・1８グリッド　長軸長77ｃｍ、短軸

長71ｃｍ、深さ４ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は円形。

３３３号土坑　9８－Ｏ－17グリッド　長軸長7０ｃｍ、短軸長６7

ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は円形。

３３４号土坑　9８－Ｏ－1８グリッド　長軸長６5ｃｍ、短軸長5３

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－5８°－Ｅ。平面形は円形。

３３５号土坑　9８－Ｏ－1８グリッド　長軸長71ｃｍ、短軸長６4

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－49°－Ｗ。平面形は円形。

３３６号土坑　9８－Ｎ・Ｏ－1８グリッド　長軸長7３ｃｍ、短軸

長71ｃｍ、深さ４ｃｍ、長軸方位Ｎ－３7°－Ｅ。平面形は円形。

３３７号土坑　9８－Ｏ－1８グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｅ。平面形は円形。

３３８号土坑　9８－Ｏ－1８グリッド　長軸長６4ｃｍ、短軸長49

ｃｍ、深さ４ｃｍ、長軸方位Ｎ－47°－Ｅ。平面形は円形。

３３９号土坑　9８－Ｎ・Ｏ－1８グリッド　長軸長６5ｃｍ、短軸

長5６ｃｍ、深さ４ｃｍ、長軸方位Ｎ－７°－Ｅ。平面形は円形。

３４０号土坑　9８－Ｍ－２０グリッド　長軸長1２5ｃｍ、短軸長54

ｃｍ、深さ51ｃｍ、長軸方位Ｎ－６８°－Ｅ。平面形は長円形に

近い隅丸長方形、横断面は箱状。覆土は底部際に暗褐色

土があるが、主体は褐色土。

３４１号土坑　８－Ｈ－11グリッド　長軸長８０ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ5８ｃｍ。平面形は円形を呈するものと思われる。

断面形は上端のやや開いた歪んだ逆台形に近い。覆土は

壁の崩れた黄褐色土と暗褐色土、黒褐色土が互層をなす。

上位は褐色土を主体とする。

３４４号土坑　８－Ｉ－８・９グリッド　長軸長３８３ｃｍ、短軸

長5２ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面形は両短

辺の丸い狭長な溝状の形状で、横断面は箱状。覆土は暗

褐色土を主体とする。３7３号土坑を切る。

３４８号土坑　9８－Ｑ・Ｒ－17・1８グリッド　長軸長２０２ｃｍ、

短軸長55ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は

幅の狭い長円形、横断面は浅い皿状。覆土は褐色土を主

体とする。縄文土器片が出土している。陶器の甕底部破

片の他、阿玉台式の土器片が出土している。

３５５号土坑　9８－Ｉ－２０ ～ ２２、Ｊ－２２グリッド　長軸長８０３

ｃｍ、短軸長６5ｃｍ、深さ9０ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面

形は南北に長い狭長な溝状。横断面は底部がやや張り出

した袋状。覆土は中層に黒褐色土ブロックを挟み、上下

に灰黄褐色土がある。

３６３号土坑　9８－Ｉ－２1グリッド　長軸長２5０ｃｍ、短軸長7８

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は狭長な隅

丸長方形。横断面は浅い鍋状。覆土は炭化物を多量に含

む黒褐色土。阿玉台１b式の土器片が出土している。

３６４号土坑　9８－Ｇ－２２ ～ ２4グリッド　長軸長744ｃｍ、短

第２41図　第３面土坑出土遺物４　(３9２号土坑)　1／4
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３８9号土坑　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　軽石をわずかに含む。しまり強く粘性あり。
２ａ　明黄褐色砂層　1０ＹＲ６／６　小石を含む。しまり強い。
２ｂ　２ａ層より礫多くを含む。しまり弱い。洪水砂礫廃棄用土坑。
３9０号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　くすんだ黄褐色粒、黒色小ブロックを含む。

一括埋土。
２　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　１層より黄褐色土、黒色土ブロック大きい。

一括埋土。
３　褐灰色土　1０ＹＲ5／1　しまり弱く、フカフカした層。一括埋土。
４　黒褐色土　1０ＹＲ5／２　３層ブロック、黒色土ブロック混土、ややし

まり粘性あり。一括埋土。
	３91号土坑　
1ａ　褐灰色土ブロック、黄色砂質ブロック、黒色土ブロックが入り混じ

る、一括埋土。
1ｂ　a層より各ブロック小さく、大礫を多くを含む。
３9２号土坑　
1ａ　暗褐色土　1０ＹＲ			ローム粒、黒色小ブロック、礫を含む。しまりあり。
1ｂ　a層より大礫多くを含む。ロームブロック、黒色土ブロックの混土。

一括埋土。

３9３号土坑　
１　褐色土　1０ＹＲ4／６　やや砂質鉄分を含む。わずかにローム小ブロッ

クを含む。
２　明黄褐色土　1０ＹＲ６／６　ロームブロック主体、褐灰色土ブロックを

含む。
３　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム小ブロックを含む。粘性しまりある

がやや砂質。鉄分沈着あり。
３94号土坑　
1ａ　褐灰色土　炭化物を多くを含む。
1ｂ　a層と色調似る。炭粒をわずかに含む。礫を含む。
３95号土坑　
１　黄褐色土　1０ＹＲ5／８　明黄褐色砂を多量に含む。(崩落砂土の混入か)

白色粒をわずかに含む。黒褐色土粒を少量含む。
３9６号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。
３97号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土粒、白色粒を少量含む。褐色粒をわず

かに含む。
２　極暗褐色土　7．5ＹＲ２／３　黒色土粒、橙色土粒を少量含む。褐色粒を

わずかに含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　橙色土粒をわずかに含む。黒色土を多量に含む。
４　黒色土　7．5ＹＲ２／1　黒色土主体。

１
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軸長６２ｃｍ、深さ６9ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。平面形は南

北に長い溝状。底部が膨らみ弱い袋状の断面形を示す。

覆土は暗褐色土。

３７０号土坑　9８－Ｆ－２5、 ８－Ｆ－1グリッド　長軸長２5３ｃｍ、

短軸長4８ｃｍ、深さ２1ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形は

南北に長い溝状。横断面は鍋状。覆土は暗褐色土を主体

とする。３６9号土坑を切る。

３７６号土坑　9８－Ｒ－14グリッド　長軸長２００ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は長円形。

横断面は底部がやや膨らむ弱い袋状。覆土は黒褐色土を

主体とする。

３７７号土坑　9８－Ｓ－14グリッド　長軸長19３ｃｍ、短軸長49

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は長円形。

横断面は底部がやや膨らむごく弱い袋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

３８７号土坑　97－Ｇ・Ｈ－1８・19グリッド　長軸確認長２7６

ｃｍ、短軸長1０６ｃｍ、深さ８２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２1°－Ｗ。平面

形は巾が狭く長い長方形を呈すると思われるが、南部が

調査区外となる。横断面は深い箱形。覆土は西から東に

傾いた黄褐色から黄橙色の洪水砂層。

３８８号土坑　97－Ｈ－1８、Ｉ－1８・19グリッド　長軸確認長

２２０ｃｍ、短軸長14８ｃｍ、深さ7６ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。

平面形はやや長い隅丸長方形を呈すると思われるが、南

部が調査区外となる。横断面は深い箱形。覆土は黄褐色

の洪水砂層。

３８９号土坑　97－Ｈ－19 ～ ２２、Ｉ－２２グリッド　長軸長８4３

ｃｍ、短軸長８８ｃｍ、深さ7２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｗ。平面

形は溝状。横断面は底面がやや広がる弱い袋状。覆土は

明黄褐色砂層を主体とし、小礫を多く含む。洪水による

砂礫を埋設した復旧溝。

３９０号土坑　97－Ｑ－２３・２4グリッド　長軸長54３ｃｍ、短軸

長9０ｃｍ、深さ８5ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状。横断面は深い箱形。覆土は黒灰色土、褐灰色土

を主体とする。

３９１号土坑　97－Ｑ－２３・２4グリッド　長軸長49２ｃｍ、短軸

長7３ｃｍ、深さ91ｃｍ、長軸方位Ｎ－２３°－Ｗ。平面形は狭長な

溝状。横断面は深い箱形。覆土は褐灰色土、黄色砂質、

黒色土ブロックが入り混じる一括埋土。下層に礫を多く

含む。

３９２号土坑　97－Ｍ・Ｎ－２０／２1、Ｎ－２２グリッド　長軸長

79８ｃｍ、短軸長7６ｃｍ、深さ1２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。

平面形は溝状。横断面は底部の開いた台形。覆土はロー

ムや黒色土のブロック、礫を含む暗褐色土を主体とする。

須恵器甕片が出土している。

３９３号土坑　97－Ｎ－1８グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸長

1２9ｃｍ、深さ３８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｅ。平面形は胴張り

のある隅丸方形、横断面は底面が東に偏した碗形。覆土

は下層が灰黄褐色土、上位は明褐色土と褐色土を主体と

する。

３９４号土坑　97－Ｊ－２1グリッド　長軸長5６ｃｍ、短軸長4８

第４節　第３面の調査
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３9８号土坑　
１　くすんだ褐色土　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを含む。一

括埋土。
２　褐色土　ロームブロック、黒色土小ブロックを含む。１層よりブロッ

ク大きい。
３9８号土坑　
１　くすんだ褐色土　ローム小ブロック、黒色土小ブロックを含む。一

括埋土。
２　褐色土　ロームブロック、黒色土小ブロックを含む。１層よりブロッ

ク大きい。
4００号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。
２　極暗褐色土　7．5ＹＲ２／３　橙色土ブロック、白色粒、褐色をわずかに

含む。
4０1号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。
２　極暗褐色土　7．5ＹＲ２／３　橙色土ブロック、白色粒、褐色をわずかに

含む。
4０２号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　細粒、白色粒、黒褐色小ブロックを含む。

しまりあり。

２　くすんだ黄褐色土　ローム粒、細砂黒色土粒を含む。
①ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　ローム中、小ブロック、黒色土中、小ブロッ

クを含む。
①ｂ　a層よりロームブロック粒径大きく、量も多い。
①ｃ　aとbの中間。ややしまり弱い。
4０２号土坑　
１　黒褐色土　1０ＹＲ２／1　白色粒をわずかに含む。
２　黒色土・黄色洪水砂の混土。
３　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　ローム小ブロック、黒色土小ブロック、細砂

を含む。
4ａ　にぶい黄褐色土　ロームブロック多くを含む。黒色土小ブロックを

含む。一括埋土。
4ｂ　a層よりやや各ブロック大きい。
５　褐灰色粘質土と灰黄色細砂層が互層に堆積。
417号土坑
１　ローム小ブロック　黒色土小ブロックを多く含んだ褐色土。(一括埋

土)。
41８号土坑
１　ローム小ブロック　黒色土小ブロックを多く含んだ褐色土。(一括埋

土)。
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ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－６８°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は鍋状。覆土は炭化物を多く含む褐灰色土。底面近

くに円礫を含む。

３９５号土坑　97－Ｒ－２０グリッド　長軸長８０ｃｍ、短軸長71

ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は円形、横

断面は鍋状。覆土は明黄褐色砂を多く含む黒褐色土。

３９６号土坑　97－Ｏ－２０・２1、P－２1・２２グリッド　長軸長

８０３ｃｍ、短軸長7８ｃｍ、深さ9３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平

面形は狭長な溝状だが、北部の長円形土坑部と南部の浅

い溝状部に分かれる。北部の横断面は底部が広がる弱い

袋状、南部の溝状部は浅い皿状を呈する。覆土は暗褐色

土を主体とする。北部には多くの礫が充填されるように

入る。

３９７号土坑　97－Ｌ－19・２０グリッド　長軸長4６３ｃｍ、短軸

長８２ｃｍ、深さ1０２ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状。横断面は頚部がくびれた袋状を呈する。覆土は

下層に黒色土があり、上層に向かって淡色となる。

３９８号土坑　97－Ｌ－1８・19グリッド　長軸確認長３６7ｃｍ、

短軸長55ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－２２°－Ｗ。平面形は

狭長な溝状。横断面は頚部がくびれた袋状を呈する。覆

土はロームブロックを含む褐色土を主体とする。

３９９号土坑　97－Ｌ－1８・19グリッド　長軸確認長３８7ｃｍ、

短軸長51ｃｍ、深さ11３ｃｍ、長軸方位Ｎ－19°－Ｗ。平面形は

狭長な溝状。横断面は深い箱状で上部がやや開く。覆土

はロームブロックを含む褐色土を主体とする。

４００号土坑　9８－Ｉ－1６、Ｊ－15・1６グリッド　長軸長1３８

ｃｍ、短軸長77ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｗ。平面

形は歪んだ楕円形、横断面は北側底部がやや広い弱い袋

状。覆土は下層が極暗褐色土、上層が暗褐色土。

４０１号土坑　9８－Ｊ・Ｋ－15グリッド　長軸長２３６ｃｍ、短軸

長5６ｃｍ、深さ5３ｃｍ、長軸方位Ｎ－47°－Ｗ。平面形は狭長

な隅丸長方形、横断面は深い箱形で上部が開く。覆土は

下層が極暗褐色土、上層が暗褐色土。

４０２号土坑　9８－Ｇ－14 ～ 1６、Ｈ－1６グリッド　長軸長８14

第２44図　第３面土坑出土遺物５　(499号土坑)　1／4
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419号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　褐色粒を少量含む。
２　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　大小の礫、褐色粒をわずかに含む。やや軟質。
4２０号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／4　小礫、白色粒をわずかに含む。褐色粒を少量

含む。やや鉄分付着。
4２２号土坑
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　褐色土を少量含む。白色粒をわずかに含む。

鉄分付着。やや還元気味。
44２号土坑
１　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　黄橙色土と黒色土の互層。
２　黄橙色土ブロック。砂質。
３　黒褐色土　1０ＹＲ３／２。 　
45０号土坑　
１　ロームブロック、黒色ブロック混土。
２　暗褐色土　1０ＹＲ３／３　ローム小ブロック、黒色土小ブロックわずか

に含む。
454号土坑　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒わずかを含む。白色粒を少量含む。黒

色土粒を少量含む。
	459号土坑　
１　黒褐色土　1０ＹＲ３／２　褐色粒わずかを含む。炭化物粒をわずかに含

む。黄橙色土ブロックをわずかに含む。
２　黒色土　1０ＹＲ２／1　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。	
(イモ穴？)　

47６号土坑
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　褐色粒をわずかに含む。橙色土粒をわずかに

含む。壁と下部に鉄分付着した桶材がわずかに残存。
２　褐色土　7．5ＹＲ5／1　橙色土粒を少量含む。
477号土坑
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。

47８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を多量に含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック少量含む。
4８０号土坑　
1ａ　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　しまりあり。小石を含む。
1ｂ　1ａ層よりやや洪水砂多くを含む。
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　1ｂ層より鉄分沈着多い。
３　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　シルト質。畠耕作土。
4８4号土坑　
１　灰黄褐色土　1０ＹＲ4／２　粘性、しまりあり。黒褐色土小ブロック混

じる。
4８7号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒を少量含む。褐色粒、橙色土粒をわず

かに含む。還元。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　橙色土ブロック、白色粒を少量含む。褐色粒

をわずかに含む。鉄分付着。
5００号土坑　
２　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ4／３　ローム小ブロック、暗褐色土小ブロッ

クを含む。一括埋土。
３　ローム中小ブロックを多く含む。暗褐色土小ブロックを含む。
４　褐色土　1０ＹＲ4／1　ローム小ブロックわずかに含む。
5０1号土坑　
３　ローム中小ブロック多くを含む。暗褐色土小ブロック混じる。
5０２号土坑　
1ｂ　a層よりローム粒を多く含む。
5０4号土坑　
１　にぶい褐色土　7．5ＹＲ5／4　白色粒、褐色粒、炭化物粒をわずかに含

む。やや鉄分付着。

１
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ｃｍ、短軸長5８ｃｍ、深さ111ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面

形は狭長な溝状。横断面は深い箱形で底部がわずかに広

がる。覆土はロームブロックを含むにぶい黄褐色土が主

体。灰褐色の粘質土と灰黄色細砂の互層を挟む。

４０３号土坑　9８－Ｄ－17・1８グリッド　長軸確認長２２1ｃｍ、

短軸長5６ｃｍ、深さ77ｃｍ、長軸方位Ｎ－1０°－Ｗ。平面形は

狭長な溝状。横断面は深い箱形で底部がわずかに広がる。

覆土は下層がロームブロックを含むにぶい黄褐色土が主

体。上層は汚れたにぶい黄褐色洪水砂層。

４１７号土坑　97－Ｒ－1８ ～ ２０グリッド　長軸長８３9ｃｍ、短

軸長7２ｃｍ、深さ1０7ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は狭

長な溝状の土坑が重複しているように見える。横断面は

深い箱状ないし鍋状。底部が広がって袋状を示す部分が

ある。覆土はローム、黒色土の小ブロックを多く含んだ

褐色土で一気に埋められる。

４１８号土坑　97－Ｓ－17・1８、Ｔ－17 ～ ２０グリッド　長軸

長1０14ｃｍ、短軸長８０ｃｍ、深さ８８ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－Ｗ。

平面形は狭長な溝状。横断面は上端がやや狭い弱い袋状。

覆土はローム、黒色土の小ブロックを多く含んだ褐色土

で一気に埋められる。

４１９号 土 坑　97・9８－Ｙ－２０ ～ ２２、Ａ－２1・２２グリッド　

長軸長79２ｃｍ、短軸長６２ｃｍ、深さ95ｃｍ、長軸方位Ｎ－15°－

Ｗ。平面形は溝状。横断面は深いＵ字状ないし鍋状。底

部が広がって袋状を示す部分がある。覆土は大小の礫を

含む黒褐色土を主体とする。

４２０号土坑　97－Ｙ－２２グリッド　長軸長1００ｃｍ、短軸長55

ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－57°－Ｗ。平面形は隅丸方形、

横断面は皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

４２２号土坑　97－Ｕ－２1・２２グリッド　長軸長２８６ｃｍ、短軸

長44ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、横断面は底部が広がる弱い袋状。覆土は灰黄褐

色土を主体とする。

４４９号土坑　７－Ｑ－1２グリッド　長軸長1３０ｃｍ、短軸長６６

ｃｍ、深さ5３ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形は隅丸長方形、

横断面は深い鍋状。覆土は暗褐色土、黒褐色土を主体と

する。陶製おろし金の破片が出土している。

第２4６図　第３面土坑出土遺物６　(5０9号土坑)　1／1
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5０5号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、橙色土をわずかに含む。褐色粒を少

量含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色粒を少量含む。褐色粒をわずかに含む。

橙色土ブロック多く含む。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　炭化物少量含む。橙色土粒をわずかに含む。
5０7号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒をわずかに含む。炭化物多く含む。小

骨片をわずかに含む。
２　黒色土　7．5ＹＲ２／1　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや粘性強い。
5０８号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、小礫をわずかに含む。
２　浅黄橙色土　7．5ＹＲ８／６　やや砂質。洪水砂起源か。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
5０9号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黒褐色土

少量含む。
51０号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黒褐色土

少量含む。
511号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黒褐色土、炭化物粒

を少量含む。
51３号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄褐色土ブロック、炭化物をわずか

に含む。イモ穴。
514号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、炭化物をわずかに含む。イモ穴。
517号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黒褐色土

少量含む。イモ穴。
5２1号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黒褐色土

少量含む。イモ穴。
5２２号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。黒褐色土

少量含む。イモ穴。
5２３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。イモ穴。
5２4号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。イモ穴。
5２5号土坑　
１　Ａｓ－Ａ降下軽石層。　
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4。
３　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２。
４　暗褐色土　３層に鉄分を含み、やや赤味を帯びる。
５　暗褐色土　黒褐色土粒を約３０％を含む。
６　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、褐色土粒含まない。
5２６号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや鉄分付

着。イモ穴。
5２7号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ5／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。イモ穴。
5３２号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄褐色土ブロック、炭化物をわずか

に含む。イモ穴。
5３３号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄褐色土、炭化物をわずかに含む。

イモ穴。

１
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４５０号土坑　７－Ｑ－1２・1３グリッド　長軸長1６０ｃｍ、短軸

長5０ｃｍ、深さ６5ｃｍ、長軸方位Ｎ－０°。平面形は細長い隅

丸長方形、横断面は深い箱形。覆土はロームや黒色土の

ブロックと暗褐色土の互層。

４５４号土坑　７－P－1３グリッド　長軸確認長1３８ｃｍ、短軸

長６０ｃｍ、深さ２０ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は細長

い隅丸長方形と思われるが、北部が調査区外となって全

形が把握できない。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

４５９号土坑　７－Ｎ－1２グリッド　長軸長19２ｃｍ、短軸長7３

ｃｍ、深さ８9ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は長円形、

横断面は上面が開く深いＵ字状。覆土下位が黒色土、上

位は黒褐色土を主体とする。

４７６号土坑　97－Ｘ・Ｙ－２5グリッド　長軸確認長11３ｃｍ、

短軸確認長1０5ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面

形は円形、断面形はごく浅い皿状。覆土は黒褐色土を主

体とする。

４７７号土坑　７－P・Ｑ－２5グリッド　長軸長３３８ｃｍ、短軸

長57ｃｍ、深さ６4ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｅ。平面形は狭長

な溝状、断面形は歪んだＵ字状。覆土は橙色土ブロック

を少量含む暗褐色土。

４７８号土坑　７－Ｏ－２5、Ｏ－１グリッド　長軸長1８4ｃｍ、

短軸長7２ｃｍ、深さ5８ｃｍ、長軸方位Ｎ－２２°－Ｗ。平面形は

長方形、断面形は下底が広がる台形状。覆土は暗褐色土

を主体とする。

４８０号土坑　9８－Ｋ－15グリッド　長軸長1６２ｃｍ、短軸長６３

ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｗ。平面形は歪んだ長

円形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土や砂を含む灰黄褐

色土主体。

４８４号土坑　9８－Ｍ－14グリッド　長軸長11８ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－６4°－Ｅ。平面形は隅丸長方形、

横断面は深い鍋状。覆土は灰黄褐色土が主体で、黒色土

の小ブロックを含む。

４８７号土坑　97－Ｓ・Ｔ－２4・２5グリッド　長軸長4６３ｃｍ、

短軸長８4ｃｍ、深さ６８ｃｍ、長軸方位Ｎ－1８°－Ｗ。平面形は

細長い溝状、断面形はコ字状。覆土は下層が暗褐色土、

上層が黒褐色土を主体とする。

５００号土坑　9８－Ｕ－９グリッド　長軸確認長9２ｃｍ、短軸

長47ｃｍ、深さ49ｃｍ、長軸方位Ｎ－４°－Ｗ。平面形は南部

が調査区外で把握できないが、隅丸長方形ないし狭長な

溝状と思われる。断面はごく深いコ字状。覆土はローム

ブロックを含む暗褐色土、にぶい黄褐色土を主体とする。

５０１号土坑　97－Ｔ－1２・1３グリッド　長軸長44８ｃｍ、短軸

長６６ｃｍ、深さ54ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、断面形はコ字状で、下位がやや膨らむ。覆土は

ロームブロック、暗褐色土ブロックの混土を主体とする。

５０２号土坑　97－Ｓ・Ｔ－1２グリッド　長軸長1８２ｃｍ、短軸

長49ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－7６°－Ｅ。平面形は狭長

な溝状、断面形は鍋状。覆土はローム粒を含む暗褐色粘

質土を主体とする。
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5３８号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　褐色粒、黄橙色土ブロック、炭化物をわずか

に含む。イモ穴。
54２号土坑　
１　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒、炭化物粒をわずかに含む。鉄分わずか

に付着。イモ穴。
54８号土坑　
１　黄橙色砂主体　洪水砂礫の処理の復旧溝。
55０号土坑　
１　黄橙色砂主体　洪水砂礫の処理の復旧溝。
551号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　白色・褐色・黒色土粒をわずかに含む。鉄分

わずかに付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色土を少量含む。
55２号土坑　
１　灰褐色土　7．5ＹＲ4／２　灰白色土粒、炭化物粒をわずかに含む。還元

による変色。
55３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
5６３号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒、。褐色粒をわずかに含む。
２　明褐色土　7．5ＹＲ5／６　黄橙色土ブロックを多く含む。褐色粒をわず

かに含む。

57２号土坑　　　　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒、炭化物粒をわずかに含む。
２　褐色土　7．5ＹＲ4／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒、礫少量含む。
577号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　黄橙色土粒を少量含む。
579号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土ブロック少

量含む。
5８０号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。
６２０号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや粘性強い。
６２1号土坑　
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／２　白色粒、褐色粒をわずかに含む。やや粘性強い。
６２６号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。

小円礫を含む。
６２7号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
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０ 10㎝１:４

５０４号土坑　97－Ｆ・Ｇ－２4グリッド　長軸長1８６ｃｍ、短軸

長57ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｅ。平面形は細長

い長円形、断面形はコ字状ないし弱い逆台形。覆土はに

ぶい黄褐色土を主体とする。炭化物粒をわずかに含む。

５０５号土坑　9６・97－Ｙ－２4・２5、97－Ａ－２5グリッド　長

軸長３２３ｃｍ、短軸長６２ｃｍ、深さ77ｃｍ、長軸方位Ｎ－２1°－Ｗ。

平面形は狭長な溝状、断面形は深いコ字状で、下位が膨

らんで弱い袋状を示す。覆土は黒褐色土、暗褐色土を主

体とする。

５０８号土坑　97－Ｋ－２２グリッド　長軸長15６ｃｍ、短軸長６２

ｃｍ、深さ4３ｃｍ、長軸方位Ｎ－1６°－Ｗ。平面形は長円形、

断面形は深い鍋状。覆土は洪水起源の浅黄橙色砂質土を

主体とし、下層に黒褐色土がある。

５０９号土坑　97－Ｋ－２３グリッド　長軸長14８ｃｍ、短軸長

1０7ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－74°－Ｅ。平面形は隅丸長

方形、断面形は浅い皿状。覆土は暗褐色土を主体とする。

炭化物粒をわずかに含む。石鏃が出土している。

５１０号土坑　97－Ｋ－２３グリッド　長軸確認長1３６ｃｍ、短軸

確認長7６ｃｍ、深さ９ｃｍ、長軸方位Ｎ－71°－Ｅ。平面形は

歪んだ隅丸長方形、断面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土

を主体とする。炭化物粒をわずかに含む。

５１１号土坑　97－Ｉ－２３グリッド　長軸長95ｃｍ、短軸長57

ｃｍ、深さ２６ｃｍ、長軸方位Ｎ－８０°－Ｅ。平面形は扁円形、

西壁は強く、東壁がなだらかに立ち上がる。覆土は暗褐

色土を主体とする。炭化物粒を少量含む。

５１３号土坑　６－Ｔ－８・９グリッド　長軸長３91ｃｍ、短軸

長６1ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は狭長

な溝状、断面形は碗状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。

５１４号土坑　６－Ｔ－８・９グリッド　長軸長２14ｃｍ、短軸

長６８ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－14°－Ｅ。平面形はゆが

んだ隅丸長方形、断面形はコ字状。覆土は黒褐色土を主

体とする。イモ穴と判断されている。

５１７号土坑　６－Ｔ－７グリッド　長軸長197ｃｍ、短軸長75

ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－９°－Ｗ。平面形は歪んだ隅

丸長方形。断面形は歪んだ碗状。覆土は暗褐色土を主体

とする。イモ穴と判断されている。

５２１号土坑　６－Ｓ・Ｔ－７グリッド　長軸長4３３ｃｍ、短軸

長54ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は細長

い溝状、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。5２２号土坑に切られる。

５２２号土坑　６－Ｓ・Ｔ－７グリッド　長軸長44８ｃｍ、短軸

長８5ｃｍ、深さ1２ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は細長

い溝状、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。5２1号土坑を切る。

５２３号土坑　６－Ｒ・Ｓ－６グリッド　長軸長5３1ｃｍ、短軸

第２49図　第３面土坑出土遺物７(６２６号土坑)　1／4
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６２８号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
６２9号土坑　
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒を５％含む。
６３０号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
６３1号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
６３２号土坑　
１　暗褐色砂壌土　7．5ＹＲ３／３　暗褐色土小ブロックを主体とし、明黄褐

色砂小粒を３０ ～ 4０％含む。
６３３号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
６３4号土坑　
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒を少量含む。
６３5号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。

やや鉄分付着。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄褐色土少量含む。

６３６号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
６３7号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
６３８号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
６３9号土坑　
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　しまりなく、断面が崩れるほど柔らかい。
６4０号土坑　
１　褐灰色土　5ＹＲ4／1　明黄褐色土小粒を５％以下含む。上面にＡｓ－Ａ降

下軽石が残る。下部に酸化鉄層。　
６41号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　白色粒、褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
６44号土坑　
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／３　褐色粒、黄橙色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含む。

１
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長８３ｃｍ、深さ２８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｅ。平面形は細長

い溝状、断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。イモ穴と判断されている。６２4号土坑に切られる。

５２４号土坑　６－Ｓ－６グリッド　長軸長３5８ｃｍ、短軸長59

ｃｍ、深さ２２ｃｍ、長軸方位Ｎ－８３°－Ｅ。平面形は細長い溝状、

断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。イモ穴と

判断されている。

５２５号土坑　６－Ｒ－４・５グリッド　長軸確認長８２ｃｍ、

短軸長47ｃｍ、深さ５ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形は

東部が調査区外のため全形は把握できないが、狭い隅丸

長方形あるいは長い溝状を呈するものと思われる。断面

形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

５２６号土坑　６－Ｓ－４グリッド　長軸長２２1ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は幅の狭い

隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。イモ穴と判断されている。

５２７号土坑　６－Ｓ・Ｔ－５グリッド　長軸長514ｃｍ、短軸

長６８ｃｍ、深さ41ｃｍ、長軸方位Ｎ－77°－Ｅ。平面形は細長

い溝状、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

イモ穴と判断されている。

５３２号土坑　６－Ｗ－1０・11グリッド　長軸長19８ｃｍ、短軸

長54ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形は狭長

な隅丸長方形。断面形は深い鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。炭化物粒をわずかに含む。イモ穴と判断され

ている。5３３号土坑に切られる。

５３３号土坑　６－Ｗ－1０・11グリッド　長軸長1６1ｃｍ、短軸

長5６ｃｍ、深さ３６ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は狭長

な隅丸長方形。断面形はＵ字状。覆土は黒褐色土を主体

とし、炭化物粒をわずかに含む。イモ穴と判断されてい

る。5３２号土坑を切る。

５３８号土坑　６－Ｖ－９・1０グリッド　長軸長２77ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－１°－Ｅ。平面形は狭長

な隅丸長方形。断面形は深い鍋状。覆土は黒褐色土を主

体とする。炭化物粒をわずかに含む。イモ穴と判断され

ている。5３7号土坑を切る。

５４２号土坑　６－Ｗ－11グリッド　長軸長２０２ｃｍ、短軸長5２

ｃｍ、深さ３1ｃｍ、長軸方位Ｎ－６°－Ｗ。平面形は狭長な隅

丸長方形。断面形は鍋状。覆土は褐色土を主体とする。

炭化物粒をわずかに含む。イモ穴と判断されている。

５４８号土坑　７－Ｄ・Ｅ－２グリッド　長軸長144ｃｍ、短軸

長114ｃｍ、深さ54ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｗ。平面形は隅丸

方形、断面形は鍋形。覆土は黄橙色砂で埋まる。洪水砂

礫処理の復旧溝と判断されている。

５５０号土坑　97－Ｈ－２5グリッド　長軸確認長３０4ｃｍ、短軸

長1０２ｃｍ、深さ55ｃｍ、長軸方位Ｎ－79°－Ｗ。平面形は狭長

な隅丸長方形。断面形は鍋状。覆土は黄橙色砂で埋まる。

洪水砂礫処理の復旧溝と判断されている。

５５１号土坑　７－Ｃ－３グリッド　長軸長８1ｃｍ、短軸長7６

ｃｍ、深さ1０ｃｍ、長軸方位Ｎ－75°－Ｗ。平面形は円形、断

面形は浅い鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

５５２号土坑　６－Ｙ－３グリッド　長軸長８３ｃｍ、短軸長77

ｃｍ、深さ14ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。平面形は円形、断

面形は皿状。覆土は褐灰色土を主体とする。

５５３号土坑　７－Ｂ－11・1２グリッド　長軸長２６６ｃｍ、短軸

長5０ｃｍ、深さ６1ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｗ。平面形は狭長第２51図　第３面土坑1２　1／６０　

7８８号土坑

795号土坑

79６号土坑

797号土坑

８２０号土坑
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な隅丸長方形、断面形は深いコ字状ないし弱い袋状を呈

する。覆土は暗褐色土を主体とする。

５６３号土坑　７－Ａ－1２グリッド　長軸長２２4ｃｍ、短軸長7２

ｃｍ、深さ２9ｃｍ、長軸方位Ｎ－7８°－Ｅ。平面形は隅丸方形、

断面形はコ字状。覆土は黄橙色土ブロックを多く含む明

褐色土主体。

５７２号土坑　６－Ｘ－９・1０グリッド　長軸長1８4ｃｍ、短軸

長６２ｃｍ、深さ5２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２°－Ｗ。平面形は長方形、

断面形は底部がやや広がる袋状。覆土は褐色土、暗褐色

土を主体とする。

５７７号土坑　６－Ｘ・Ｙ－６・７グリッド　長軸長551ｃｍ、

短軸長9０ｃｍ、深さ4０ｃｍ、長軸方位Ｎ－２０°－Ｗ。平面形は

細長い溝状、断面形は鍋状。覆土は黒褐色土を主体とす

る。

５７９号土坑　６－Ｓ－11グリッド　長軸長２２4ｃｍ、短軸長６８

ｃｍ、深さ44ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｅ。平面形は隅丸長方形。

断面形はコ字状で底部がやや広がる。覆土は暗褐色土を

主体とする。4０８号ピットを切る。

５８０号土坑　７－Ｃ－1０グリッド　長軸長14０ｃｍ、短軸長47

ｃｍ、深さ5６ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｅ。平面形は幅の狭い

長方形、断面形は底部が広がる弱い袋状。覆土は黒褐色

土を主体とする。

６２０号土坑　６－P－５グリッド　長軸長６３ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ６ｃｍ、長軸方位Ｎ－11°－Ｗ。平面形はゆがんだ

円形、断面形は浅い鍋状。覆土は黒褐色土を主体とする。

６２１号土坑　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長14０ｃｍ、短軸

長9２ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－８7°－Ｅ。平面形は長方形、

壁が強く立ち上がり、断面形は箱形を呈する。覆土は黒

褐色土を主体とする。円礫を多く含む。

６２６号土坑　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長15３ｃｍ、短軸

長1３０ｃｍ、深さ３２ｃｍ、長軸方位Ｎ－２８°－Ｅ。平面形はゆが

んだ円形、断面形は碗状だが底面が礫層にあたる。覆土

は黒褐色土砂壌土を主体と、礫を含み、特に下層には地

山の褐色砂を多く含む。陶器碗が出土している。

６２７号土坑　６－P－７グリッド　長軸長８4ｃｍ、短軸長5０

ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－5８°－Ｗ。平面形は長円形、

中央がピット状に掘り込まれ、逆凸型の断面形を示す。

覆土は黒褐色砂壌土を主体とする。

６２８号土坑　６－Ｒ－７・８グリッド　長軸長８4ｃｍ、短軸

長６３ｃｍ、深さ5０ｃｍ、長軸方位Ｎ－1２°－Ｗ。平面形はゆが

んだ円形、深い碗状。覆土は黒褐色砂壌土を主体とする。

６２９号土坑　６－Ｏ－６グリッド　長軸確認長1００ｃｍ、短軸

長６３ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－57°－Ｗ。平面形は長円

形、西部が浅く、東部が深い二段階の掘り方を有す。覆

土は地山の褐色砂を多く含む黒褐色砂壌土を主体とす

る。5３4号ピットに切られる。

６３０号土坑　６－Ｏ－６グリッド　長軸長7２ｃｍ、短軸長６7

ｃｍ、深さ1８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は円形、断

面形は碗状。覆土は黒褐色砂壌土を主体とする。5３9号

ピットと接する。

６３１号土坑　６－Ｍ・Ｎ－７グリッド　長軸長６4ｃｍ、短軸

長54ｃｍ、深さ３０ｃｍ、長軸方位Ｎ－7３°－Ｅ。平面形はゆが

んだ円形、断面形は碗状だが、東部が一段深い。覆土は

地山の褐色砂を多く含む黒褐色砂壌土を主体とする。

６３２号土坑　６－Ｎ－８グリッド　長軸長7３ｃｍ、短軸長7０

ｃｍ、深さ２7ｃｍ、長軸方位Ｎ－８1°－Ｅ。平面形は隅丸方形、

断面形は鍋状。覆土は明黄褐色砂と暗褐色土小ブロック

の混土。

６３３号土坑　６－Ｌ・Ｍ－７・８グリッド　長軸長1０4ｃｍ、

短軸長7２ｃｍ、深さ1６ｃｍ、長軸方位Ｎ－1３°－Ｅ。平面形は

隅丸長方形、底部は地山礫にあたる。覆土は褐色砂を含

む黒褐色砂壌土。

６３４号土坑　６－Ｏ・P－11グリッド　長軸長８８ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ17ｃｍ、長軸方位Ｎ－4６°－Ｗ。平面形は扁円形、

断面形は浅い鍋状。覆土は地山の褐色砂を含む黒褐色砂

壌土。

６３５号土坑　６－Ｍ・Ｎ－７グリッド　長軸長14８ｃｍ、短軸

長11０ｃｍ、深さ47ｃｍ、長軸方位Ｎ－６7°－Ｅ。平面形はゆが

んだ長円形、断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を主体とする。

６３６号土坑　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長２６２ｃｍ、短軸

長7０ｃｍ、深さ２5ｃｍ、長軸方位Ｎ－８２°－Ｅ。平面形は細長

い長円形、壁は開き気味に立ち上がる。覆土は黒褐色砂

壌土を主体とする。5８4号ピットを切る。

６３７号土坑　６－Ｏ－1０グリッド　長軸長1０３ｃｍ、短軸長79

ｃｍ、深さ２３ｃｍ、長軸方位Ｎ－３°－Ｗ。平面形は不整形で、

東部が確認できない。断面形は碗状。覆土は硬く締まっ

た極暗褐色砂壌土。59０号ピットに切られる。

６３８号土坑　６－Ｎ－９グリッド　長軸長８7ｃｍ、短軸長7８

ｃｍ、深さ19ｃｍ、長軸方位Ｎ－２６°－Ｗ。平面形は不定形、断

面形はＶ字状に近い。覆土は黒褐色砂壌土を主体とする。
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６３９号土坑　６－Ｌ－９・1０グリッド　長軸長15６ｃｍ、短軸

長11０ｃｍ、深さ45ｃｍ、長軸方位Ｎ－5６°－Ｅ。平面形はゆが

んだ隅丸長方形の中央部に円形の深い掘り込みがある。

断面形は中央が深い碗状。覆土は柔らかい黒褐色砂壌土

を主体とする。

６４０号土坑　６－Ｎ－８・９グリッド　長軸長1２６ｃｍ、短軸

長7２ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－８８°－Ｅ。平面形は長方形、

断面形は浅い鍋状。底面に平坦な角礫が敷かれるように並

べられる。覆土は褐灰色土。上面にＡｓ－Ａ降下軽石がある。

６４１号土坑　６－Ｍ－９グリッド　長軸長11２ｃｍ、短軸長75

ｃｍ、深さ２4ｃｍ、長軸方位Ｎ－８5°－Ｅ。平面形は扁円形、断

面形は碗状。覆土は暗褐色土を主体とする。円礫を含む。

６４４号土坑　７－Ａ－1３グリッド　長軸長３5０ｃｍ、短軸長６６

ｃｍ、深さ８８ｃｍ、長軸方位Ｎ－５°－Ｗ。平面形は巾が狭く

長い長方形を呈する。断面形は鍋状。覆土は暗褐色土を

主体とする。

７８８号土坑　9６－Ｍ・Ｎ－17グリッド　長軸長4３０ｃｍ、短軸

長３２ｃｍ、深さ1３ｃｍ、長軸方位Ｎ－８4°－Ｅ。平面形は溝状

でごく浅い。

７９５号土坑　97－Ｍ－１グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸長7２

ｃｍ、深さ８ｃｍ、長軸方位Ｎ－８°－Ｅ。平面形は円形、断

面形は浅い皿状。

７９６号土坑　97－Ｌ・Ｍ－１グリッド　長軸長６7ｃｍ、短軸

長６1ｃｍ、深さ11ｃｍ、長軸方位Ｎ－３０°－Ｗ。平面形は円形、

断面形は鍋状。

７９７号土坑　9６－Ｋ－２グリッド　長軸長75ｃｍ、短軸長5８

ｃｍ、深さ７ｃｍ、長軸方位Ｎ－5０°－Ｗ。平面形は扁円形、

断面形は皿状。

８２０号土坑　9６-Ｂ-1３グリッド　長軸長1０８ｃｍ、短軸長

9２ｃｍ、深さ15ｃｍ、長軸方位Ｎ-６０°-Ｅ。平面形は隅丸方形、

断面形は浅い鍋状。土層観察所見を欠く。墓坑と思われ、

人骨片が出土しているが傷みが激しく、取り上げること

ができなかった。

ピット

３１１号ピット　9８－Ｊ・Ｋ－15グリッド　長軸長６８ｃｍ、短

軸長６２ｃｍ、深さ11ｃｍ。覆土はにぶい黄褐色土、褐灰色土

を主体とする。

３４３号ピット　97－Ｋ－２３グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２4ｃｍ、 深さ３０ｃｍ。覆土は褐灰色土を主体とする。

３４４号ピット　97－Ｋ－２３グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は褐灰色土を主体とする。

４９９号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長６4ｃｍ、短軸長

44ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

5００号ピットと接する。

５００号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長47ｃｍ、短軸長

4０ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

499号ピットと接する。

５０１号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

4０ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５０２号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長5３ｃｍ、短軸長

4６ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５０３号ピット　６－P－６グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ1３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５０４号ピット　６－P－６グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。

５０５号ピット　６－Ｏ－５グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ1０ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。底面は礫に当たる。

５０６号ピット　６－Ｎ・Ｏ－６グリッド　長軸長６5ｃｍ、 短

軸長47ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。底面は礫に当たる。

５０７号ピット　６－Ｎ－６グリッド　長軸長5３ｃｍ、短軸長

5２ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５０８号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長49ｃｍ、短軸長

３7ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５１０号ピット　６－Ｍ－５グリッド　長軸長45ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５１１号ピット　６－Ｍ－５グリッド　長軸長２9ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５１２号ピット　６－Ｌ・Ｍ－５グリッド　長軸確認長３２ｃｍ、

短軸確認長２０ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主

体とする。51３号・514号ピットに切られる。

５１３号ピット　６－Ｌ・Ｍ－５グリッド　長軸長３7ｃｍ、短

軸長３4ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。51２号ピットを切る。

５１４号ピット　６－Ｌ・Ｍ－５グリッド　長軸長２9ｃｍ、短

軸長２６ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす
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る。51２号ピットを切る。

５１５号ピット　６－Ｍ－５グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２5ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５２２号ピット　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長３６ｃｍ、短

軸確認長３０ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体

とする。

５２３号ピット　６－Ｍ・Ｎ－５・６グリッド　長軸長８1ｃｍ、　

短軸長６０ｃｍ、深さ4３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体と

する。

５２７号ピット　６－Ｎ－６・７グリッド　長軸長5０ｃｍ、短

軸長47ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。

5２８号ピットに切られる。5２9号ピットを切る。

５２８号ピット　６－Ｎ－７グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。5２7号ピッ

トを切る。

５２９号ピット　６－Ｎ－６・７グリッド　長軸長4０ｃｍ、短

軸確認長３０ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。

5２7号ピットに切られる。

５３０号ピット　６－P－７グリッド　長軸長３６ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５３１号ピット　６－P－７グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長

41ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。

５３２号ピット　６－P－６グリッド　長軸長4２ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。

５３３号ピット　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長47ｃｍ、短

軸長３３ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５３４号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長5２ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５３５号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

4３ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５３９号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５４０号ピット　６－Ｎ－６グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

６３０号ピットと接する。

５４１号ピット　６－Ｎ・Ｏ－７グリッド　長軸長３7ｃｍ、短

軸長３２ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５４２号ピット　６－Ｏ－６・７グリッド　長軸長4８ｃｍ、短

第２5２図　第３面ピット出土遺物１　(54２号ピット)　1／２
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３11号ピット
１　にぶい黄褐色土　1０ＹＲ5／4　洪水砂の撹はん、わずかに黄色細砂含む。　
２　褐灰色土　1０ＹＲ4／1　シルト質、畠耕作土。
３4３号ピット
１　褐灰色土　7．5ＹＲ６／1　白色粒をわずかに含む。炭化物粒をわずかに

含む。
３44号ピット
１　褐灰色土　7．5ＹＲ６／1　白色粒をわずかに含む。炭化物粒をわずかに

含む。
499号～ 5０２号ピット　
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
３　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
5０３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
5０4号・5０5号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。
5０６号・5０7号・511号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
5０８号ピット
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒５％含む。
51０号・5２３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　下面に酸化鉄層。遺構埋土ではないと考

えられる。

３　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。
４　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
51２号・51３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
514号・5２２号・5３1号・5３３号・5３9号～ 541号・54３号・545号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
515号・54２号・555号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
5２7号・5２9号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒をわずか

に含む。
5２８号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒を少量含

む。
5３０号・5３5号・54６号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
5３２号・54８号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。
5３4号ピット
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒５％含む。
544号ピット
１　暗褐色壌質砂土　7．5ＹＲ３／4　地山砂に近いが、色調が暗く、土が少

量混じる。
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軸長4２ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。鉄製品が出土している。

５４３号ピット　６－Ｏ－６・７グリッド　長軸長45ｃｍ、短

軸長4０ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５４４号ピット　６－Ｎ－７グリッド　長軸長7２ｃｍ、短軸確

認長６1ｃｍ、深さ６６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。壁に沿って円礫が入る。

５４５号ピット　６－Ｎ－７グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長

49ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５４６号ピット　６－Ｏ－６・７グリッド　長軸長41ｃｍ、短

軸長３7ｃｍ、 深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５４８号ピット　６－P－７グリッド　長軸長44ｃｍ、短軸長

4０ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。礫を多く含む。

５５５号ピット　６－Ｎ－７グリッド　長軸長３1ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５５６号ピット　６－P・Ｑ－８グリッド　長軸長47ｃｍ、短

軸長4２ｃｍ、深さ19ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５５７号ピット　６－Ｏ・P－６グリッド　長軸長３9ｃｍ、 短

軸確認長３０ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土

を主体とする。

５５８号ピット　６－Ｍ－６グリッド　長軸長２5ｃｍ、短軸長

２２ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。

５５９号ピット　６－Ｍ－６グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。底面は礫に当たる。

５６０号ピット　６－Ｍ－６グリッド　長軸長３２ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主体と

する。

５６１号ピット　６－Ｏ－７・８グリッド　長軸長54ｃｍ、短

軸長51ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。礫を含む。

５６２号ピット　６－P－７グリッド　長軸長74ｃｍ、短軸長

６０ｃｍ、深さ41ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５６３号ピット６－Ｍ－７グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長３4

ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５６４号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

２9ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５６５号ピット　６－Ｎ・Ｏ－６グリッド　長軸長49ｃｍ、短

軸確認長２２ｃｍ、深さ15ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体
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55６号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
557号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。Ａ軽石下の

黒色土。
55８号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
559号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。Ａ軽石下の

黒色土。
5６０号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。
5６1号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。

円礫２０％含む。
5６２号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
5６３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の褐色砂を均質に２０ ～ ３０％含む。
5６4号ピット
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒５％含む。
5６5号ピット
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒５％含む。
5６６号・5６7号・5６８号・5６9号・57０号・571号・57２号・57３号・574号ピット
１　黒色土　1０ＹＲ２／1　やや粘性あり。白色細粒少量含む。
575号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
57６号・577号・57８号・579号ピット
１　黒色砂壌土　1０ＹＲ２／1　炭化物小粒５％含む。

5８０号・5８1号・5８２号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
5８３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
２　黒褐色砂壌土と明黄褐色土小粒の混土。
３　黒褐色壌土　5ＹＲ３／２　明黄褐色土中粒1０％含む。
４　２層に似るが、締まりなく柔らかい。
５　暗褐色砂壌土　1０ＹＲ３／３　明黄褐色土小粒主体で黒褐色砂壌土を

4０％含む。
5８4号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
5８5号・5８６号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
5８８号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
２　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小塊を３０％含む。
5８9号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
59０号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
２　極暗褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／３　白色細粒子含む。しまりがあり硬い。
591号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
59２号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。

炭化物小粒1０％含む。
59３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
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とする。

５６６号ピット　６－Ｌ・Ｍ－７グリッド　長軸長２８ｃｍ、短

軸長２4ｃｍ、深さ２1ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５６７号ピット　６－Ｍ－７グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ1２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５６８号ピット　６－Ｑ－９グリッド　長軸長5０ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５６９号ピット　６－P－９グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３３ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７０号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長4６ｃｍ、短軸長

41ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７１号ピット　６－Ｑ－1０グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

45ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７２号ピット　６－P－８グリッド　長軸長7６ｃｍ、短軸長

６８ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

礫を多く含む。

５７３号ピット　６－P－９グリッド　長軸長３4ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７４号ピット　６－P・Ｑ－６グリッド　長軸長59ｃｍ、短

軸長51ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土はやや粘性のある黒色土を主

体とする。

５７５号ピット　６－P－７グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長

45ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７６号ピット　６－P－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

２６ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７７号ピット　６－P－９グリッド　長軸長4８ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７８号ピット　６－P－1０グリッド　長軸長41ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５７９号ピット　６－Ｏ－６グリッド　長軸長5８ｃｍ、短軸長

３4ｃｍ、深さ２5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５８０号ピット　６－P－1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。

５８１号ピット　６－P・Ｑ－1０グリッド　長軸長55ｃｍ、短

第２55図　第３面ピット出土遺物２　(６２1号ピット)　1／4
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594号・６０２号・６０６号・６０８号・６２4号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂小粒を５～ 1０％含む。
６０1号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２。 　
６０３号・６０7号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　地山の明黄褐色砂を均質に２０～ ３０％含む。
６０9 ～ ６1２・６17 ～ ６19・６２1 ～ ６２３号ピット
１　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ２／２　しまりなく、断面が崩れるほど柔らかい。
６1３号ピット
１　褐灰色土　5ＹＲ4／1　明黄褐色土小粒５％以下含む。上面に浅間Ａ軽

石が残る。下部に酸化鉄層。　
２　暗褐色砂壌土　7．5ＹＲ３／３　焼土小粒不均質に少量含む。明黄褐色土

小塊５％以下含む。炭化物小粒５％以下含む。　

３　黒褐色砂壌土　7．5ＹＲ３／２　明黄褐色砂２０ ～ ３０％含む。しまりなく
柔らかい。

６15号ピット
１　黒褐色土　7．5ＹＲ３／1　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに含

む。黄橙色土粒をわずかに含む。柱痕。　
２　黒褐色土　7．5ＹＲ	３／２　白色粒をわずかに含む。褐色粒をわずかに

含む。　
３　暗褐色土　7．5ＹＲ	３／３　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒をわず

かに含む。
６２０号・６２5号・６３０号～ ６３1号ピット
１　暗褐色土　7．5ＹＲ	３／4　褐色粒をわずかに含む。黄橙色土粒をわず

かに含む。

１
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軸長41ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

５８２号ピット　６－P－1０グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。

５８３号ピット　６－P－９グリッド　長軸長54ｃｍ、短軸長

4８ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

礫を多く含む。

５８４号ピット　６－P－６グリッド　長軸長６６ｃｍ、短軸長

49ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

６３６号土坑に切られる。

５８５号ピット　６－P－９グリッド　長軸長49ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５８６号ピット　６－P－９グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５８８号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長６9ｃｍ、短軸長

６０ｃｍ、深さ4６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５８９号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長３9ｃｍ、短軸長

３０ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５９０号ピット　６－Ｏ－1０グリッド　長軸長２８ｃｍ、短軸長

２1ｃｍ、深さ２7ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５９１号ピット　６－P－1０グリッド　長軸長３7ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ３1ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５９２号ピット　６－P－1０グリッド　長軸長３３ｃｍ、短軸長

２８ｃｍ、深さ２６ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

５９３号ピット　６－Ｑ－1０グリッド　長軸長4３ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

礫を含む。

５９４号ピット　６－Ｏ－1０グリッド　長軸長３０ｃｍ、短軸長

２7ｃｍ、深さ14ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

６０１号ピット　６－P－７グリッド　長軸長47ｃｍ、短軸長

4６ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。６２5号ピットを切る。

６０２号ピット　６－Ｌ－７グリッド　長軸長６２ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ３８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

上位に礫を含む。

６０３号ピット　６－Ｎ－８グリッド　長軸長4６ｃｍ、短軸長

３5ｃｍ、深さ２２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

６０５号ピット　６－Ｎ－８グリッド　長軸長３８ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

６０６号ピット　６－Ｍ－８・９グリッド　長軸長55ｃｍ、短

軸長47ｃｍ、深さ３4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。底面は礫に当たる。

６０７号ピット　６－Ｍ－８	グリッド　長軸長5６ｃｍ、短軸長

49ｃｍ、深さ２9ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

小礫を含む。底面は礫に当たる。

６０８号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長5２ｃｍ、短軸長

4３ｃｍ、深さ３２ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

礫を含む。

６０９号ピット　６－Ｎ－1０グリッド　長軸長８1ｃｍ、短軸長

7３ｃｍ、深さ２８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

小礫を含む。６０9 ～ ６1２号・６17 ～ ６19号ピットは比較的

直線性高く並ぶ。

６１０号ピット　６－Ｎ－1０グリッド　長軸長7０ｃｍ、短軸長

６5ｃｍ、深さ３０ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

小礫を含む。

６１１号ピット　６－Ｍ－1０・11グリッド　長軸長８０ｃｍ、短

軸長６６ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。小礫を含む。

６１２号ピット　６－Ｍ－1０・11グリッド　長軸長８６ｃｍ、短

軸長６4ｃｍ、深さ41ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

６１３号ピット　６－Ｍ・Ｎ－８・９グリッド　長軸長7８ｃｍ、　

短軸長６7ｃｍ、深さ5２ｃｍ。覆土は褐灰色土、暗褐色砂壌土

を主体とする。中央に柱痕状の痕跡がある。

６１５号ピット　６－Ｌ・Ｍ－９グリッド　長軸長６８ｃｍ、短

軸長６３ｃｍ、深さ３5ｃｍ。覆土は黒褐色土を主体とする。

６１７号ピット　６－Ｌ－1０・11グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短

軸長６８ｃｍ、深さ２３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

６１８号ピット　６－Ｌ－1０・11グリッド　長軸長８８ｃｍ、短

軸長８０ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。底面は礫に当たる。

６１９号ピット　６－Ｋ－1０・11グリッド　長軸長75ｃｍ、短

軸長６８ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。小礫を含む。

６２０号ピット　６－Ｍ－1０グリッド　長軸長77ｃｍ、短軸長

６7ｃｍ、深さ41ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。小礫を

含む。

６２１号ピット　６－Ｋ－1０グリッド　長軸長８８ｃｍ、短軸長

第２章　調査された遺構と遺物
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６7ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

中位に礫を含む。灯火台に使用した平石が出土している。

６２２号ピット　６－Ｌ・Ｍ－1０グリッド　長軸長1０7ｃｍ、短

軸長7０ｃｍ、深さ３9ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。

６２３号ピット　６－Ｋ・Ｌ－９グリッド　長軸長77ｃｍ、短

軸長６5ｃｍ、深さ２4ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とす

る。底面は礫に当たる。

６２４号ピット　６－Ｍ－９グリッド　長軸長4０ｃｍ、短軸長

３８ｃｍ、深さ1３ｃｍ。覆土は黒褐色の砂壌土を主体とする。

底面は礫に当たる。

６２５号ピット　６－P－７グリッド　長軸長６1ｃｍ、短軸長

３２ｃｍ、深さ２０ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。

６３０号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長7２ｃｍ、 短軸長

7０ｃｍ、深さ３３ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。

６３１号ピット　６－Ｏ－９グリッド　長軸長1０4ｃｍ、短軸長

7３ｃｍ、深さ4０ｃｍ。覆土は暗褐色土を主体とする。礫を多

く含む。

６３３号ピット　６－Ｍ・Ｎ－1０グリッド　長軸長7２ｃｍ、短

軸長６６ｃｍ、深さ44ｃｍ。底面、壁面は礫に当たる。

６３４号ピット　６－Ｋ－1０グリッド　長軸確認長６０ｃｍ、 短

軸確認長54ｃｍ、深さ1８ｃｍ。覆土は礫を多く含む。

　第８項　第３面遺構外出土遺物

第２57図　第３面遺構外出土遺物
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